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The book was a compilation of romance & battle triptych. 


自然 に 囲ま れ た 出雲 学園 に 通う 一 人 の 歩 年 。 。 最近 、 彼 
は 不思議 な 夢 を 見 続け いた 。 そ れ は 表 代 風 の 衣装 を 身 に まとっ た 
少女 が 何 か を 祈り 、 そ し て 自分 に 話し か け て くる と いう 落 。 

妹 や 、 可愛 い 後 華 、 じゃ じゃ 馬 だ けど お 緩 様 な 幼なじみ 、 そ し て お 
re ご す が 、 あ る 日 
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胃 治 12 外相 な 横 泊 守 党 属 き が 大 する 計 商 通 た ち に 普通 の 人 間 は 太刀 打ち 
で きる ほ ず も な く 、 困 っ た 警視 庁 は 堂 感 が 強 填 幸 た ち 到 え お 天 開 人 休め た 凡 柄 
糞 息 対策 班 、 別 名 ・ 警視 庁 特別 草 を 組織 する 。 
斑 員 は 6 人 の 男女 。 彼ら は 全国 箱 地 を 飛び 還 り 悪党 を 退治 し て いく こ - と に な る 。 し か 
し ある 任務 を きっ か け に 、 政 治 的 陰謀 に 巻き 込ま れる の だ っ た 。 


突然 起こ っ た 地 寺 で 
ヒカル は 悪 富 た ち が 束 大 する 地 へ と 
強制 的 に 訪れ る こと に な る 
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012 侍 た ち が 生 きた 道 
IZUMO 常 が 15 分 で 分 か る スト ーー リー ダイジェスト 
014 登場 人 物 大 全 
034 時 代 順 物語 解説 
072 出雲 百 三 十 九 景 
IZUMO・IZUMO2・IZUMO 零 背景 CC コレ クシ ョ ン 
076 ピク セル アー ト の 世界 
戦闘 パー ト 参 考 資 料 PART.1 チッ プ キ ャ ラク ター コレ クシ ョ ン 
080 制作 資料 館 
092 IZUMO 楽 曲 集 
094 シス テム ボイス は 萌え の 害 
戦闘 パー ト 参 考 資料 PART.2 戦闘 パー ト ボ イス 一 覧 
096 IZUMO な ん で も ラン キン グ 
098 ファ ッ シ ョ ン 徹 底 チ ェ ッ ク ! 
100 _ STAFF LIST 


ンー 


102 IZUMO シ リー ズ を 支え る 開発 者 た ち IZUMO 開 発 ス タッ フイ ンタ ビュ ー 
108 IZUMO に まつ わる 神話 と 歴史 
116 IZUMO の 輪 関連 商品 大 全 

127 応募 者 全員 テレ ホン カー ド 
128 Special DVD 操作 方 法 


た だ 一 に 


130 出雲 絵画 展 


パプ リ シ ジテ ィ イ ラス 下 ギ ャ ラリ ー 
156 NEXT IZUMO WORLD 
160 奥 付 


っ ーーー 


TOW 弟 GS 聞 叶 つ ご い ロ 


Studio e・go!l が 発売 し た IZUMO シリ ー ズ 3 タイ トル 
を 中 心 に アシ ハラ ノ ク ニ 、 ネ ノ ク ニ で 繰り 広げ られ た 物 
語 を 見 て いこ う 。 あ いう え お 順 の 登場 人 物 紹 介 、 時 系 
列 順 で の 物語 解説 な び 、 い つも と ちょ っ と 人 違っ た 視点 で 
IZUMO を 見 れ ば 、 新 た な 発見 が ある だ ろう 。 


HERO & HEROINE from IZUMO 


_I's a an n IZU MO WORLD ! 


広がり 続け る IZUMO の 世界 を 復習 し よう 


:1/UMO が 辿り し 道 


シリ ー ズ 第 1 作 目 の 発売 か ら 、 続 編 が 続々 と 登場 し IZUMO の 世界 は 拡大 し 続け て きた 。 
PC ゲー ム は も ちろ ん 、 様 々 な メデ ィ ア で 物語 が 描か れ 、 原 作 と は 違っ た 面白 さき を 発揮 し て いる 。 
物語 の 解説 に 入る 前 に 、 ま ず は IZUMO シ リー ズ が どん な 道 を 歩ん で きた か 知っ て お こう 。 


辿 よう こそ IZUMO ワ ー ル ド へ Welcom to IZUMO WORLD 
り 2001 年 12 月 に Studio e・go! か ら 発 売 さ 継ぐ IIZUMO2』 が 発売 。 MP ど 、 様 々 な メデ ィ ア で 展開 が 行わ れ て いる 。 
し 。 れ た PC ゲー ム 『IZUMO」 。 日 本 神話 と 和 は 前 作 、 前 々 作 よ り も 過去 の 話 と な る 本 章 で は ゲー ム 本 編 を メイ ン に それ ぞ れ の 
風 フ ァ ン タ ジ ー 要 素 が 融合 し た AVG+RPG IZUMO 零 』】 が リリ ー ス され た 。 演 NE れ た IZUMO ワ ー ル ド も 紹介 
首 ゲー ム は 、 た くさ ん の 熱狂 的 ファ ン を 生ん また IZUMO ワ ー ル ド は PC ゲー ム だ け で て いく 。 ま ず は ここ で 、 す べ て の 元 と な っ 


だ 。 多 く の フ ァ ン に 望ま れ 、 [IZUMO』 発 は な く 、 ゲ ー ム を 原作 と し た アニ メー ショ ン や 日 de ム IZUMO」 3 タイ トル の 概 剛 と 、 
売 か ら 3 年 後に 「IZUMO」 の 世界 観 を 引き オリ ジ ナ ル 要 素 が 詰まっ た コン シュ ー マ な 派生 し た メデ ィ ア を お さら いし よう 。 


ニニ 千年 の 運命 を 断ち 切る 救世 が 
り 線 り 広げ る 異 世界 で の 目 隊 


トド 0 e*go! 作 品 第 10 弾 と し て 発表 きれ た 作品 。 現代 に 生き る 
少年 ・ 塔 馬 ヒ カル が 、 日 本 神話 風 の 履 5 が 広 が Me 人 界 x ネ ノ ク ニ 
tscr2 な る 6 あり 0 


いく PRG ハ ー ド で は 
H 電 た ち し 中 人 
Y RIO 1 89 記 2 3 
る と 戦闘 が 始ま る 。 戦闘 で 
が 存在 し 、 相 生 ・ " 塊 較 を 了 合 3 る 
導 に 自分 の ダメ ー> 


と で 、 特 殊 な 効果 : 
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で Why 個々 の 物語 が 展開 し た 関連 メデ ィ ア を 年 表 に まとめ た 。 アニ メ や ドラ マ 
2 1ZUMO ワ ー ル ド の 歴史 4 年 間 の 軌跡 CD な と の 詳し い 紹 介 は 116 ベ ペー ジ 以 降 を 参照 し て 欲し い 。 
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IZUMO2 に 同 血 さ れ た 1ZUMO リ ニュ 
ー ア ル 版 を ベー ス に 作ら れ た "PlaySt 
aiSion2" ソ フト 


Its an IZUMO WORLD ! 


転生 し た スサノオ の 魂 を 持つ 人 の 男 と 
て の を ボ め る 送 塞 の う 反 さ 


前 作 | IZUMO」 か ら 二 の 生 品 ws 出雲 学 
同人 二 8 科 EE 人 公 に 物語 が 進ん で いく 。 ゲー ム は 前 作 の ア 

Z テ ラス エン ド を ベー ス に 人 物 設 定 が され て お り 、 前 作 主 人 公 の 和 宿 売 2004 年 7 月 30 日 
敵 ・ ス サ ノ ォ の 転生 体 で ある 八 岐 猛 を は じ め 、 前 作 登場 人 物 と 関わ CD-ROM 版 :9.240 円 (税込 
り の ある キャ ラ が た くさ ん 登場 で いる また ヒカル や アマ テラ ス 、 六 DVD-ROM 版 :11.340 円 (税込 
介 な ど 懐 か し い キ ャ ラ が ゲー ム 中 に 登場 し て くる の で 前 作 を プレ イレ 
た 人 に は 更 な る 楽し み と な っ た 

ゲー ム 進 行 は 全 9 章 か ら な り AVG パ ー ト と RPG パ ー ト を 繰り 返し 
て いく 。 お 馴 菜 み の 五 行 属性 と 匂 玉 シス テム は 健在 。 加え て PRG パ 
ー ト の マッ プ で は 高低 差 を 利用 し た ギミック な ど が 設け られ た り 、 攻 DVD ROM に は TiZUMO 
撃 時 の エフ ェクト が 豪華 に な っ た り と 、 前 作 よ り も シス テム ・ ビ ジュ アル リニュ ー ア ル 版 が 同 軍 
面 で 進化 し 遊び が い の あ る も の に な っ た 
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CD-ROM/DVD-ROM 
Windows98/Me/2000/XP 


Pentiumlll 500MHz 以 上 
Pentium4 1GHz 以 上 推奨 


128MB 以 上 (256MB 以 上 推奨 


明治 時 代 を 生き た 男女 夫人 の 恋 と 
侍 と し て の 生き た 男 と の 戦い 


現代 が 舞台 だ っ た 前 作 、 前 々 作 と うっ て 変わ っ て 、 明 治 時 代 が 舞台 了 秦 。.。 
= な っ た 。 男 女 3 人 ずつ 計 6 人 が 中 心 と な り 話 は 進む 。6 人 すべ て が 計 庄 人 
人 公 で 、 プ レイ ヤー は 第 三 者 の 神 の 視点 で ゲー ム を 遊ぶ こと に な る 2005h9 則 9 


ゲー ム は 全 6 草 か ら な り 、 さ ら に 章 の 中 に は いく つか の チャ プター が 
存在 。 メ イン ルー ト は ほぼ 一 本 道 と いう 作り は 従来 び どおり 。 AVG パ ー ト 
で は 前 作 まで 第 9 章 の 学園 パー ト で ヒロ イン 決定 が な され て いた が 、 本 
作 で は 物語 の 中 に 満山 な く 選 択 肢 が 登場 し し その 選択 に よっ て 発生 
し た 好感 度 で カッ プル ar y. 不 成立 が 決ま っ て いく 

本 作 の 目玉 の 1 つと し て 、 戦 闘 パ ー ト が PRG か ら SLG へ と 変化 し た こ 
と が あげ られ る 。 プ レイ ヤー や 敵 の 悪霊 の 特性 を 生か し た 攻撃 ・ 防 御 
パタ ー ン が 繰り 広げ られ た り 、 勾 玉 の 特性 も 格段 に 増 た り 、 よ り プ レイ ヤ 
ー が 考え な が ら 遊 べ る 戦闘 パー ト と な っ た 


DVD-ROM 
Windows98/Me/2000/XP 


Pentiumlll 500MHz 以 上 
Pentiumlll 1GHz 以 上 推奨 


128MB 以 上 (256MB 以 上 推奨 


2005.4… 2005.9 2005.10 2005.12 
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12 放 で 放映 され た TV アニ メ 。 ス サ TV アニ メ |IZUMO ー 玩 き 人 ] の 関 記 Studio e・go! 発 売 の ファ ン デ ィ ス ク 
ノ オ ・ ヒ ミコ の 関係 は アニ メオ リ ジ ナ ル ー』 の 劇 中 劇 や 、 後 日 談 が 描か れ た ド IZUMO 零 」 の カッ プル 補完 な どの 
の 設定 が 作ら れ た 。 ラマ CD。 全 4 巻 拡張 シナ リオ が 収録 され て いる 


Story digest 


*U が 15 分 で 分 か る スト ー リ ー ダ イジ ェ ス ト 


h、】 


塔 馬 ヒカル は 、 不 思 議 な 夢 を 毎晩 見 続け る 
偶然 に 見 


カル は 異 世界 ネ ノ クニ へ 訪れ る 。 


ゃ 、 」 1 日 日 一 3 日 目 


ve 六 介 と 妹 の 美由 紀 と 三 人 
暮らし を し な が ら 、 ご く 普 通 の 学生 生活 を 送っ 
て いた 。 PP 意 の 七海 、 効 な じみ 
の 閉 や 綾香 と 楽し い 日 々 の 中 で 、 ヒカル は 夜 の 
泉 で 富 ぎ を し 、 自 分 に 向かっ て 救世 主 と 呼び か 
た 

ら に ヒカル は 見 知ら ぬ 女 性 に 学園 内 の 祭壇 
MydL を を 4 強 日 、 ヒ と カル は 夢 と 同じ 
よう に 学園 内 1 好 だ デモ ち で 
HFP 岩 が 起こ り 、 ヒ カル は 地面 の 
亀 像 ! <k み 込 され 
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アマ テラ ス は ヒカル の 夢 に 出 て きた 少女 で 、 
彼女 は ネ ノ クニ と 呼ば れる この 世界 と 、 ヒカル の 
住む アシ ハラ ノ ク ニ を 救う 救世 主 を 待っ て いた 。 
PR AM 


普通 の 人 間 で ある 自分 達 は 力 に な な いと 告 
に 。 そし で て じ 基 聞 ちょ 元 の 世界 に WMy 
霊 に 封印 され て いる 四聖 獣 の 織 へ と 向かう 。 


過 で 七海 は いじ め を 苦 に 自殺 し た 千夏 と 再会 
する 。 七海 の 気持 ち も ゃ 伝わら ず 息 霊 と な っ て し 
まっ た 千夏 。 悲 し い 戦 い の 末 、 千夏 は 元 の 優し 
い 千 夏 に 戻り 消滅 を 選び 消え て いっ た 。 


尻 服 を 着 た 少 


意識 を 失っ て いた ヒカル は 目 を 覚ます と 、 
に は 大 凌 昧 に 襲わ れ て いる 七海 が いた 。 得 
つが すい 術 で 早 味 を な ぎ 倒 し 、 七海 を 助け た 
4 
Pt Ah 層 
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- 人 は 学園 が いつ も と 


導 う 所 だ と いう こと に が 人 く その 後 、 保 
健 室 で 大 地震 が あっ た と いう の に 寝 て いた 綾香 
と 入 。 Me て 陸 た め 、 と 向 か 


悪霊 を 束ね る スサノオ と ツク ヨミ 。 
は 彼ら の 部 下 で ある サト リ が 仕組 ん だ 罠 で 、 そ 
れ を 破 ら れ た サト リ は 次 の 詞 を は る 

- 方 、 と カル た ち は 去 武 の 封印 を 解く た め 黒 


曜 石 の 城 に 向かう 。 ここ に も サト リ の 罠 は 仕掛 
けら れ て いた 。 罠 に か か っ た 綾 香 は 過去 を 暴 か 


千夏 の こ 


れ 、 義父 と の 間にあっ た こと を ヒカル に 知ら れ て 
し まう 。 綾香 は ヒカル の 見 る 目 が 変わ る こと を 恐 
れず っ と その 過去 を 隠し 続け て いた が 、 ヒカル 
は それ を 受け 入れ る 。 そ ん な ヒカル の 姿 で よう 
や く 綾 和 褒 も また 過去 を 乗り 越え ん る こと が で きた 


2 0 


か KS ユ 


E > 女 に 語り か けら れる その 夢 ( bn 7 ヒ 
見 えた 異 世 界 へ の 旅立ち は 、 二 千年 を 超え た 運命 に 導 か れ た も の だ っ た 。 


第 一 章 
different dimension 
学園 の 化け 物 を 退治 し た 夜 、 ヒ カル の 前 に 
人 の 女性 が 現れ る 。 彼 女 は 先ほど 倒し た 女郎 昭 


昧 で 、 ヒ カル と 契り の 儀式 一 一 主従 関係 を 結ぶ 
た め の 儀式 一 一 を する た め に 現れ た の だ っ た 


夜 が 明け 、 三 人 は 学園 か ら 外 に 出 た も の の 、 
道 が ふさ が り 森 を 通っ て 移動 する こと に 。 そ こ 
で 一 行 は スサノオ と いう 男 と 出会っ た 。 何故 か ヒ 
カル の こと を 知っ て いる よう な スサノオ は 、 ヒカル 
re その 後 、 ヒ 
mm 見 つけ 、 不思議 な 森 を 何と か 抜 

ナ 出 し 、 革 果 アマ 守 当 挫 Ewv3cDs 記 提 % 
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白虎 の 封印 を 解く た め 、 ア マテ ラス に 案内 さき 
れ た 場所 は な ん と 倉島 家 の 屋 敷 だ っ た 。 し か し 
ペー の っ We で ーー デー 中 に 【 
男の子 の 亡霊 が いた 。 彼 に 導 か れる よう に 進む 
Pr 生 ーー ン ri か か り 一 人 、 
痢 に 囚われ て し まう 。 

潜 の 誇り は 倉島 家 の 一 人 娘 と いう こと 。 し か 
し 暗闇 の 中 で 、 潜 は 養子 で 、 少 年 の 亡霊 が 本 当 
の 息子 だ と 知る 。 潜 の 支え が 失わ れ 、 導 の 中 で 
無 に な りつ つ あ る 潜 。 そ ん な 彼女 を 戻し た の は 
ヒカル の 励ま し と 忘れ て いた 家族 の 絆 だ っ た 。 


に ま れ ー 2 ピ 第 六 草 


最後 の 封印 を 解く た め ヒ カル た ち は 朱 和 雀 の 神 
殿 へ や っ て 来 た 。 そ こ に ツク ヨミ は ヒカル た ちの 
心 を 乱す 詞 を は り 、 七海 と 汗 に アマ テラ ス へ 不 
信 感 を 抱か せる 

潜 た ち に 一 方 的 に 嫌 わ れ シ ョ ッ ク を 受け る ア 
マテ ラス 。 ヒ カル は 彼女 を 慰め に 行く が 、 そ の 
間 に 他 の メン バー が ツク ヨミ に 毅 わ れ 、 今 まで 
の こと が 罠 だ と いう こと に 気 が 付 @⑯。 アマ ラ ス 
の 双子 の 姉 だ っ た が 村 の 風習 の せい で 荒野 に 
捨て られ た ツク ヨミ 。 彼女 は アマ テラ ス を 憎ん 
で お り 、 ヒカル た ち に 戦い を 挑ん で きた 


8 第 九 章 


今度 は 美由 紀 と 一 緒 に 元 の 世界 へ 帰る た め 
反 魂 の 儀式 を 行 お うと する が 、 ネ ノ クニ と アシ ハ 
ラノ クニ を 結ぶ 道 が 断 た れ 、 術 は 失敗 。 元 の 世 
界 に 戻る た め に は 、 ヨ モツ オオ カミ を 倒さ な け 
れ ば な ら ず 、 ア マテ ラス は ヒカル に 決戦 の 前 に 
四聖 獣 た ちの 力 を 集め る こと を 薦め る 

拠点 で ある 出雲 学園 に 巣食う 悪霊 を 退治 し 
な が ら 、 四聖 獣 の 社 へ 往復 する 毎日 。 その 中 で 、 
ヒカル は ある 女の子 へ の 想い に 気付 き 、 恋 人 同 
上 に な る 。 そ し て つい に ヨ モ ツ オオ カミ の 居 場 
所 が 分 か り 、 決戦 の 日 を 迎え る 


ー 第 七 章 


四聖 獣 を 解放 し 、 反 魂 の 儀式 で ヒカル た ち ! 
元 の 世界 へ と 戻っ た 。 し か し 儀式 の 最 中 、 ヒ カ 
ル た ち は ス サ ノ オ と 一 緒 に いる 美由 紀 を 発見 す 
る 。 美 由紀 も また ネ ノ クニ に いた こと を 知る ヒ カ 
ル 。 美 由紀 を 助け る た め 、 ヒカル た ち は 再 び ネ 
ノ ク ニ へ と 舞い 戻る の だ っ た 。 

ネ ノ クニ に 戻り 、 ス サ ノ オ が いる 砦 へ と 向かっ 
た ヒカル た ち 。 そ こ で 美由 紀 と 再会 する が 、 ス 
サ ノ オ が 立ち は だ か る 。 美 由紀 を 取り 戻す た め 
ヒカル た ち は 戦 う が 、 そ の 最 中 ヤマ タ ノ オ ロ チ が 
現れ 、 美由 紀 を 探っ て し まう の だ っ た 


第 九 章 
Tragedy of old days 


四聖 獣 と 契り を 交わ す た び に ヒカル は 夢 を 見 
る 。 その 夢 は イザ ナギ と イザ ナミ の 記憶 だ っ た 
互い を 想い あう 二 人 だ っ た が 、 その 二 人 の 力 を 
区 れ た 輩 に よっ て 、 イザ ナギ は アシ ハラ ノ ク ニ に 
イザ ナミ は ネ ノ クニ に 飛ば され 、 二 人 は それ ぞ 
れ の 世界 の 神 と し て 生き る こと に な っ て し まう 

そし て 二 千 年 が 過ぎ た 。 長 い 時 間 の 中 で 、 イ 
ザ ナ ミ の 心 に 封印 きれ て いた 負 の 感情 が 、 ヨ モ 
ツ オ オカ ミ を 創る 。 自分 を 苦し め る 世界 を 恨み 
破壊 を 繰り 返す ヨ モ ツ オオ カミ を 全 す た め に 、 
イザ ナミ は 夢 を 紡ぐ 力 で ヒカル を 生ん だ の だ 
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美由 紀 を 助け 出す た め 、 ヒ カル た ちと ス サ ノ 
オ は それ ぞ れ オロ ナチ の 住む 山 を 目指 す 。 先 に 到 
着 し た スサノオ は オロ ナチ と 対 財 す る が 、 美由 紀 
を 人 質 に と られ 手 も 足 も 出せ な い 。 そ ん な 時 、 
ヒカル た ち が 到 着 し 、 無事 オロ チ を 倒し 、 美由 
紀 を 救出 する こと に 成功 する 

そし て ヒカル は 美由 紀 へ 一 緒 に 帰ろ うと 手 を 
伸ばす が 、 い ろ ん な 気持 ち が 入 り 混じり 、 美由 
紀 は それ を 拒絶 する 。 し か し 火口 に 落ち そう に 
な っ た 美由 紀 を 、 命 を 賭け て 助け て くれ た ヒ カ 
ル の 行動 に 、 よ う や く 美 由紀 は 素直 に な れ た 


ヨ モ ツ オオ カミ が いる ヨ モ ツ ヒラ サカ へ と や 
っ て 来 た ヒ カル た ち 。 待ち 構え で いた ツク ヨミ と 
スサノオ を を 破っ た 後 、 つ い に ヨ モツ オオ カミ と 
対 時 する 。 悲 し い 戦 い の 末 、 彼 女 は 倒れ 、 ヒ カ 
ル の 前 に イザ ナギ が 現れ る 。 母子 の 短い 対面 は 
あっ と いう 間 に 終 わり 、 次 の 世代 に 世界 を 託し 
イザ ナミ は 消滅 する 。 その 後 、 イ ザ ナ ギ で ある 
六 介 も 彼女 の 死 を 知り 、 二 千年 の 物語 は つい に 
幕 を 閉じ た の だ っ た 。 再び ネ ノ クニ に 戻っ た 一 
同 は 、 そ れ ぞ れ の 場所 へ と 帰っ て いく 。 そん な ヒ 
カル の 隣 に は 、 と も に 戦っ た 大 切な 人 が いた 。 


Story digest 
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2 ノ が 15 分 で 分 か る スト ー リ ー ダ イジ ェ ス ト 


e who were born frornn one so 


の て 5 まつ も + 


IIZUMO」 か ら 二 十 数 年 後 の 世界 。 軒 寺 ・ 5 ペー ea 
生体 で ある 八 岐 猛 と 大 斗 隊 の 二 人 は 、 和 宿命 に 導 か れ ネ ノ ク ニ へ 訪れ 別々 の 道 を 歩む こと に 


園生 活 を 詩歌 し て て か な 。 そ 


八 岐 猛 は 隣 に 住む 白鳥 姉妹 や 帰国 子女 の 上 、 生徒 会 長 の 麻衣 や 親友 の 剛 と 学 
ん な ある 日 、 猛 と 剛 は 漆黒 の 聞 の 中 で 救世 主 を 求め 祈る 少女 の 夢 を 見 る 。 

時 を 同じ くし て 、 剣道 部 の 全国 大 会 出場 選手 が 決ま っ た 。 剛 が 推薦 きれ る と 思っ て いた も の の 、 指 名 され 
た の は 猛 。 その こと に 剛 は ショ ッ ク を 隠せ な い 。 猛 は そん な 彼 を 慰め よう と する が 、 その 優し さ が い っ そう 剛 
を 追い 詰め 、 剛 は 何処 か へ 走り 去っ て し まう 。 猛 は 追い か ける が 、 その 皮 間 、 地震 が 学園 を 襲っ た 。 


地震 の 後 、 学園 は 廃 堪 と な り 、 不 気味 な ツタ が 生 い 繁 っ て いた 。 学園 内 で 猫 は 六 と 明日 香 を 発見 し 、 さ ら 
に 他 の 仲間 を 探す 。 する と 校 府 で 琴乃 を 守り な が ら 植 物 の 化け 物 と 戦う 間 の 姿 を 発見 する 。 

猛 た ち は 急 いで 間 の 所 に 向かい 、 協 力 し て 化け 物 を 倒す 。 戦い の 後 、 二 人 の わだかまり が 解け た か の よう 
に 見 えた が 、 気 を 失っ た 琴乃 が 猛 の 名 を 呼ん で し まい 、 剛 は 再び 慎 る 。 そ の 気持 ち に 応ずる よう に 、 剛 と 琴 
乃 は 関 光 に 包ま れ 消 えて し まう 。 そし て 剛 が 目 を 覚ます と そこ に は 二 人 の 男 と 、 ヒ ミコ と 名 乗る 女性 が 現れ た 。 


校舎 を 出 た 猛 た ちの 前 に 一 人 の 男 が 現れ る 。 カ グ ツ チ と 名 乗っ た 彼 は 一 行 を 見 て 懐か し そう に する が 、 忙 
し いら し く 隠 れ 里 へ 行け と 言い 去っ て いく 。 隠れ 里 へ の 道中 、 麻衣 と 合流 し 、 カ グ ツ チ の 娘 ・ サ ク ヤ と 出会う 。 
その 後 、 里 に 着い た 一 行 は 、 里 の 長 ・ ア マテ ラス か ら 、 何 者 か の 手 に より この 世界 と 猛 た ちの 世界 の 調和 だ が 
乱 き れ て いる こと を 聞く 。 そ の 人 物 が 送る 悪霊 た ちと 戦っ て いる アマ テラ ス た ち 。 た 里 は その 敵 の 急襲 を 
受け 、 サク ヤ と と も に 猛 た ち は 里 を 脱出 する こと に な る が 、 そ の 道のり で 敵 の 中 に 琴乃 と 剛 の 姿 を 発見 する 。 


里 を 脱出 し た 一 行 は 、 猛 た ち が 元 の 世界 へ 戻る 方 法 を 知っ て いる と いう 青龍 の 元 へ と 向かう 。 洞窟 の 中 を 進 
み 、 ようやく 青龍 と 出会え た 一 行 は 、 彼女 か ら 魂 を ネ ノ クニ か ら ア シ ハ ラノ クニ へ 送る 「 反 魂 の 術 ] が ある こと を 教 
えら れる 。 そ の 術 は サク ヤ が 使え る そう だ が 、 術 者 の 修 に いな けれ ば 効果 が な いら し い 。 猛 は 琴乃 と 則 と 一 緒 
に 帰る た め 、 二 人 が いる 悪霊 軍 の 問 へ と 向かい 助け 出す 決断 を する 

方 、 悪霊 軍 に いる 剛 は 剣 を 通じ ミナ カタ と 友達 に な る 。 琴乃 は そん な 剛 を 見 つめ る こと し か で き な か っ た 。 


猛 た ち は 悪 霊 軍 か 砦 の 裏側 に 回 りこ む 。 す る と そこ で 琴乃 の 笛 の 音 が 開 こ えた の だ 
っ た 。 笛 の 音 を 辿り 、 琴乃 を 発見 する 猛 た ち だ っ 導い その 前 に ミナ カタ が 立ち は だ か る 。 

圧 償 的 な 力 の 前 に 動 括 する - - 行 だ っ た が 、 ちょ うど その 時 カ グ ツ チ の 軍 が 砦 へ 攻め 入っ て きた 。 戦い は 中 
断 し 、 剛 も 見 つか っ た 。 そ し て よう や く サ ク ヤ の 術 で アシ ハラ ノ ク ニ へ 帰ろ うと 、 手 を 繋ぎ 合わ せる 。 だ が 、 剛 
は 猛 の 伸ばし た 手 を 拒絶 する 。 足り な か っ た も の が ここ に は ある と 、 剛 は この 世界 に 残る こと を 決意 し て いた 。 


第 刀 章 


サク マヤ の 術 で 、 元 の 世界 に 返っ て きた 猛 た ち は 喜 びあ う 。 術 を 行い 一 緒 に アシ ハラ ノ ク ニ に きた サク ヤ は 
次 の 満月 の 晩 、 も う 一 度 反 魂 の 術 を 使い ネ ノ クニ に 帰る まで 、 この 世界 を 満喫 する の だ っ た 

そし て つい に サク ヤ が 帰る と いう 晩 、 事件 が 起こ る 。 サ ク ヤ が 術 を 発動 させ た 瞬間 、 ヒ ミコ の 声 が あたり に 
響い た 。 ス サ ノ オ の 魂 と 力 を 求め る ヒミコ は 、 その 半分 を 持つ 猛 he の だ 。 と っ さ に 雄 乃 
が ヒミコ の 土 力 か ら 猛 を 底 い 助かる が 、 逆 に 琴乃 が 例 れ て し まう こと に な 


倒れ た 琴乃 の 魂 は アシ ハラ ノ ク ニ と ネ ノ クニ の 間 に あ る ヨ モ ツ ヒラ サカ に 囚われ て いた 。 猛 た ち は 琴 乃 の 魂 
を 戻す た め ヨ モツ ヒラ サカ に 向う が 番 人 が 現れ 、 試練 を 受け な けれ ば 戻せ な いと いう 。 そ れ は ネ ノ クニ まで 
後ろ を 振り 返っ て は いけ な いと いう 試練 で 、 一 行 は 暗く 長い 道 を ひたすら 歩き 続け た 。 そ し て よう や く 地 上 に 
出 た 一 行 は 頁 び 合 う 。 し か し それ は 番 人 た ちの 詞 だ っ た の だ 。 和 怒っ た 猛 た ち は 番 人 を 倒す が 、 琴乃 の 魂 は 
戻ら な い 。 そ こ に 現れ た 白虎 に 伝説 の 方 士 ・ 徐 福 の 八 鏡 を 使え を ば いい と 教え られ 、 一 行 は 希望 を 見 出す 。 


病 た ち は 人 徐福 の 足取り を 追い 、 攻 薬 山 へ や っ て 来る と オオ ナム ジ に よっ て 封印 され た 朱雀 を 発見 する 。 

彼女 の 封印 を 解 こ うと オオ ナム ジ を 探す 猛 は 、 麻衣 の 様子 が お か し いこ と に 気付 く 。 実は 麻衣 は 戦乱 で 両親 を 
亡 く ベ し 、 オ オナ ムジ に 育て られ で いた 。 そん な 麻衣 は ほ オ オナ ムジ の 命 で 、 謙 報 者 と し て 猛 た ち に 同行 し て いた の だ 。 
し か し 道中 の 中 で 生ま れ た 絆 は 強く 、 麻衣 は 猛 た ち を 裏 切 れ な い 。 そん な 麻衣 に 見 切り を つけ た オオ ナム ジ は 、 
ヤ タ ロー を けし か ける が 、 負け て し まい 退却 し て いっ た 。 そし て 封印 か ら 開 放さ きれ た 朱雀 か ら 真 実 を 聞か され る 。 


開放 し た 和 朱雀 か ら 、 徐福 は 今 、 に ミコ と 名 乗っ て いる と いう こと 、 八 過 鏡 は ヒミコ の 腹心 で 四聖 油 た ちよ り も 
強い 叔 上 が 持っ て いる こと を 聞く 。 猛 は ヒミコ 戦う 覚悟 を し 、 学園 を 拠点 と し 四聖 獣 達 の 力 を 集め る 。 

その 最 中 に 、 猛 は 己 の 出生 の 秘 審 を 知る 。 大 陸 か ら や っ て 来 た 人 徐福 は この クニ に 文明 と 秩序 を 教え る が 、 
その 知識 は 戦乱 を 招い た 。 責任 を 感じ た 徐福 は 今 あ る 国 を すべ て 減 ぼ し 、 再生 きせ よう と 考え る 。 そ の 道 
の り で 、 ヨ モツ オオ カミ に 取り 込ま れ た も の の 、 復 活 し た 徐福 は ヒミコ と 名 乗り 再生 の た め の 破 壊 を 繰り 返す 。 
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し か し 彼女 の 前 に 、 ヨ モツ オオ カミ の 息子 スサノオ が は だ か る 。 以 前 、 ス サ ノ オ と 出会い 惹か れ て いた ヒ ミ 
コ だ が 、 信念 を 貫く た め ス サ ノ オ の 力 を 吸収 し よう と する 。 巨大 な 霊力 で スサノオ を 襲う ヒミコ 。 し か し その 
間 に 割 っ て 入っ た 楓 の 力 に よっ て 間 一 髪 、 ス サ ノ オ の 魂 は 救 わ れ 、 ア シ ハ ラノ クニ で 転生 を 果たす 。 

猛 は その 夢 を 見 終わ っ た 後 、 楓 が 最後 の 力 で 残し た 精神 世界 へ と 呼ば れ 、 彼女 の 死 を 見 届け る 。 一 方 、 剛 
も 己 の 和 宿命 を 知っ た 。 そん な 彼 の 心 に は 、 今 も な お 苦し み 続 ける ヒミコ を 守り た いと いう 気持 ち が 生 まれ る 。 


し 民 

四聖 獣 と 契 り を 交わ し 力 を 得 た 猛 た ち は 、 最終 決戦 の 地 に 向かう 。 そ こ に 立ち は だ か る 虚 弁 、 ミ ナカ タ 、 財 

オオ ナム ジ 。 全力 で 彼ら を 倒し 、 つ い に ヒ ミコ の 待つ その 地 へ と 到着 し た 。 ヒミコ の 理想 も 分 か る が 、 仲 間 を 笛 

人 救う と いう 小さ いけ れ ど 譲れ な い 願い を 胸 に 猛 は 剣 を 抜く 。 は 

死闘 の 未 、 力 を 使い 果たし た ヒミコ を 了 剛 は 抱き し め る 。 死に 瀬 し た ヒミコ に 生き て ほし いと 願う 剛 。 その 後 、 議 

ヒミコ の 和 際 体 は 減 ん で し まっ た が 、 魂 は この 世に 残る こと に 。 また ヒミコ の 力 で 琴乃 の 魂 も 元 に 戻っ た 。 いい 
中 いい が 科 最終 な 
ヒミコ と の 戦い は 終わ っ た 。 し か し 猛 と 剛 の 決着 は 付い て いな い 。 二 人 は 崩れ 落ち る 神殿 で 決闘 を は じ め 5 
る の だ っ た 。 本 気 で 剣 を 交え る 二 人 に 勝負 の 行方 は 関係 な い 。 全 力 で ぶつ か り 合 うこ と が 大 切 で 、 戦い が と 


終る と 二 人 の 間 の わだかまり も 消え て いた 。 こう し て 猛 と 剛 は 再び お 互い を 親友 と 思え る よう に な る 。 
これ で よう や くす べ て の 戦い が 終わ っ た 。 剛 は この 人 後 も ヒミコ と 一 緒 に 生き て いく た め 、 ネ ノ クニ に 残る こと 
に 。 猛 は 隠れ 里 で の 祝賀 会 の 後 、 戦い の 日 々 で 育ん だ 大 切な 人 と 生き る に ふさ わし い 場 所 へ と 向かう 。 


Story digest 


ゃ ゃ 
4 の" < だ Z va ry 。5 の っ 4 「 ンマ 
信 : た め と : が ん い K ン ー ん EX ヨル MCCSH の wo 志 ん 7 
ジー ー スタ た ーー 9 gg broof ' 才 
d し いう が 0P Y す bw ) 


明治 12 年 の 横浜 で 繰り 広げ られ る 「IZUMO 堆 」 の 物語 。 幕末 の 騒乱 を 知ら な い 男 女 六 人 が この 物語 の 中 心 と な る 。 


@ リリ 宜 庶 が 15 分 で 分 か る スト ー リ ー ダ イジ ェ ス ト 
ス 
ド 
] 
リ 
| 
2 彼ら の 敵 と な る の は 、 最 後 の 「 待 」 と いえ る 不知 火 厳 斎 。 厳 斎 の 企 て た 新政 府 転 着 計 画 が 、 壮 大 な 戦い を 巻き 起こ す 。 


Six men and women gather in YOKOHAMA 


相生 の 六 言 で 柚 谷 九郎 を 訪ね て きた 永 峰 和 人 は 、 そ こ で 加 霊 退治 を 専門 と する 警視 庁 
特別 班 へ 所 属す る こと に な る 。 桐谷 の 押し か け 弟 子 の 山田 虎之助 や 、 元 海兵 の 沢木 宗一郎 、 
婚 探 し に や っ て 来 た 上 棚 美 園 、 父親 探し を し て いる 玉城 彰 夕 、 兄 で ある 和 人 を 追い か け や 
っ て 来 た 水 峰 陽子 も 特別 班 へ の 所 属 が 決ま り 、 六 人 の 仲間 た ち が 集 まっ た 。 

それ ぞ れ の 事情 を 背負 っ た 六 人 は 桐谷 の 下 で 共同 生活 を 送り な が ら 、 悪霊 退治 に 勤 し 
む 日 々 を 送る こと に な る 


3 人 W7) 倍 視 庁 特別 班 悪霊 退治 を 専門 と する 警備 班 。 花 山 俊 輔 こと 伊藤 博文 が この 組織 を 作っ た 。 実 
質 的 な 長 は 桐谷 五郎 が 担当 し て いる 。 悪霊 退治 に 必要 な 武術 や 霊感 を 持つ も の を 集め て いた 。 


不 幼 な 及 第 一 章 


任務 の 初日 は 和 人 た ち に 助力 し て くれ る 講師 の 紹介 か ら 始 まっ た 。 戦 術 を 教え る 藤田 五 
郎 、 全 人 医 の 柚 内 考 か 刀鍛冶 の 柳 鉄 舟 ら が 特別 班 の サポ ー ト を し て くれ る 。 そ の 後 、 近隣 
か ら 悪 霊 で 困っ て いる と 話 を 聞き 、 和 人 た ち は 早 速 、 初め て の 任務 に 向かう の だ っ た 

キュ ウリ 泥棒 を 退治 し た 後 、 特別 班 は 宗一郎 の 恩師 で ある 国 木田 の 依頼 を 受け る こと に 
な る 。 海軍 倉庫 を 荒らす 将 を 捕らえ る と いう も の だ っ た が 、 和 人 た ち は 悪 霊 と 戦う も の の 真 
犯人 を 捕まる こと が で き な か っ た 


CGC 悪霊 退治 の 任務 ゲー ム 中 、 任 務 は SLG で 実際 に 悪 填 と 戦う こと に な る 。 そ の 戦い に 必要 な 武 
器 を 鍛え た り 、 特 別 効果 の ある 呪 法 を 教え た りす る の が 、 芳 乃 と 鉄舟 だ 。 


愉 
玉 


The power brokers apDpearanct 
陽動 作戦 の 結果 、 海軍 倉庫 荒らし の 犯人 が 明か され る 。 そ れ は 、 仕 事 を 依頼 し て きた 国 
木田 義一 その 人 だ っ た 。 娘 の 手術 費 を 得る た め に 、 国 木田 は 政府 転覆 を 企てる 富田 兵 馬 
に 海軍 物資 を 横流し し て いた 。 そ の 事件 が 暴 か れ 、 正義 感 の 強い 国 木田 は 自決 し て し まう 
暗 躍 し て いた 富田 と は 西南 戦争 に 敗れ 野 に 下っ た 侍 で 、 政府 転覆 の 一 環 と し て 横浜 騒乱 
計画 を 企 て て いた 。 ま た 富田 に は 不知 火 厳 斎 と いう 仲間 が いた が 、 騒乱 計画 へ 反対 し た た 
め 別 離し て お り 、 厳 斉 も また 数 人 の 仲間 と と も に 「 侍 の 国 ] を 作ろ うと 動き 出し て いた 


CGC で GT) 不知 火 厳 斎 [IZUMO 零 」 の 大 ボス 的 な 役割 を 果たす 。 元 薩摩 落 士 で 西南 戦争 後 、 彼 も また 野 
に 下っ て いた 。 し か し 「 侍 」 で ある が た め に 、 今 の 情勢 に 不満 を 持ち 政府 転覆 を 狙う 。 


第 三 章 


に Relation of family 
国 木 田 の 事件 後 、 動揺 する 一同 だ っ た が 殺生 石 を 狙っ た 八 百 比丘 尼 と 仙台 で 対 財 し た り と 、 
WW 失 別 琲 。 と ある 任務 で の 移動 中 、 漁船 の 物資 を 狙っ た 男 に 遭遇 する 。 現 れ た 
その 男 は 、 な ん と 萌 夕 の 父親 の 茂男 で 、 琉球 王朝 復活 の た め 不 知 火 厳 斎 と 手 を 組ん で いた の 
だ 0 し て いた 父親 と 敵対 する と いう こと に 心 が 揺 れる が 、 特別 班 と し て 戦う 道 を 選ぶ 、 
今 まで 何 度 も 特別 班 の 面々 は 、 綾乃 や 茂男 ら 厳 斎 一 味 と 対 財 し て きた 。 そ し て ある 時 、 一 行 
は 厳 斎 と 対面 を 果たす 。 対 面 し た 厳 斎 は 和 人 に 対し 何 か 思 い 入れ が ある よう だ っ た 。 
人 ③ 属 7) 席 之 助 と 辰 之 助 酒 に 湧 れ た 父親 が 嫌 で 実家 を 飛び 出し 流浪 し て いた 虎之助 は 、 殺 生 石 事件 の 


と き に 父親 と 再会 する 。 再 会 直後 は 険悪 だ っ た 二 人 の 関係 だ が 事件 が 解決 し た 後 、 仲 間 の 言葉 に 励ま され 、 
少し だ が 歩み 寄る よう に な る 。 
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ョ ar 3 第 四 章 


ーー 
々 


End of EDO Period in KYOTO 
幕末 の 京都 で 和 人 の 両親 の 幹夫 と 美津 子 は 養生 所 を 営ん で いた 。 優男 な が ら 士 道 を 持 
つ 幹 夫 の 信念 に 惹か れる よう に 集まっ た 桐谷 や 花山 、 厳 斉 た ち 。 交 い 頃 の 和 人 と 陽子 を 交 
え 、 騒が し いな が ら も 平穏 な 時 間 を 過ごす が 、 養生 所 に 押し 入っ た 浪人 に 水 峰 夫妻 は 殺さ 
れ た 上 、 永 蜂 養生 所 は 証拠 隠 減 の た め 、 燃やさ きれ て し まう の だ っ た 。 現場 に いた 和 人 と 陽 
子 は 厳 斎 に 助け られ 、 一 段落 する と 二 人 は 別々 の 親類 に 引き 取ら れ て いっ た 。 
そし て 永 蜂 夫妻 と 交流 の あっ た 男 た ち も ま た 離散 し 、 お の お の の 道 へ 進む 。 


CC で 宮 77) 永 蜂 夫妻 永 話 流 を 受け 継ぐ 永 峰 家 だ が 、 幹 夫 は 性 格 的 に 剣術 が 合わ ず 医学 を 学び 養生 所 を 開 
く 。 ま た 美津 子 は 薬学 と 方 術 を あわ せ た 治 療 を 行っ て いた 。 


第 四 章 
YAOBIKUNTs true colors 
桐谷 か ら 幕 末 の 話 を 聞か され 、 和 人 は 厳 斎 に 対し 複雑 な 思い を 感じ た が 、 父親 が 持っ 
て いた 士道 を 受け 継 ご うと 決意 する 。 
そん な ある 日 、 以前 知り 合い と な っ た 士郎 少年 が 、 警視 庁 特別 班 に や っ て 来 た 。 実は 土 
郎 は 厳 斎 の 息子 で 、 仲間 で ある イワ ナガ の 方 術 を 使い 、 邪魔 な 特別 班 の メン バー を 眠ら せ 
よう と し て いた 。 計画 は 桐谷 の 登場 で 失敗 する が 、 意外 な 真実 が 浮か び 上 が る 。 桐谷 は ネ 
ノ ク ニ か ら や っ て 来 た イ ザ ナ ギ で 、 イワ ナガ は 彼 の た め に 殺生 石 を 集め て いた の だ っ た 。 


3 本 7) イザ ナギ [IZUMO」 で 語ら れ た よう に 、 悲 し い 運 命 を 持つ イザ ナギ 。 彼 を ネ ノ クニ へ と 帰す 
た め に 殺生 石 を イワ ナガ は 集め 続け て いた 。 し か し 世界 の 均衡 を 保つ た め 神 と な っ て し まっ た イザ ナギ は 、 
この 世界 で 行き 続け な けれ ば な ら な か っ た の だ 。 


第 五 章 
The final decisive battle 
茂男 が 特別 班 の 手 に 落ち 、 富田 の 特別 班 撃 を 阻止 する た め 士 郎 が 死に 、 綾乃 も また 富 
田 に 大 怪我 を 負わ され 、 厳 斎 は 後に は 引け な く な る 。 追い詰め られ た 厳 斎 は 最後 の 手段 だ 
と 殺生 石 の 力 で 魔 人 化し 、 和 人 た ちの 前 に 立ち ふさ が っ た 。 
今 まで の 任務 で 心 も 身 体 も 強く な っ た 特別 班 の メン バー は 見 事 厳 斎 を 打ち 破り 、 ようやく 
戦い に 終わ り を 告げ た 。 一 方 厳 斎 は 、 命 が 危 うく な る も の の 、 長く と も に 戦い 続け た イワ ナ 
ガ に 助け られ 再び 侍 と し て 生き る こと を 決意 する 


CG3 額 7) 富田 の 最後 襲撃 が 失敗 し た 後 、 特 別 班 と 対戦 する 富田 。 し か し 特別 班 に 中 き の め され る と 輝 
走 す る 。 し か し 、 そ れ を 追っ て きた 厳 斎 の 手 に か か り 、 富 田 は 最期 を 迎え る 。 


の 内 最終 凍 


壮絶 な 戦い の 後 、 こ の 事件 に 関わ っ た 人 た ち は そ れ ぞ れ の 道 を 歩み だ す 。 人 花山 の 取り 計 
らい で 厳 斎 た ち は 北 海道 の 開拓 へ 赴く こと に な っ た 。 三 人 の 講師 や 和 人 た ち も そ れ ぞ れ の 
人 生 を 歩み だ し 、 生涯 を まっ と うす る 。 

一 方 、 永遠 の 命 を 持つ 桐谷 は 特別 班 を 和 人 に 任せ た 後 隠 通 生活 を 送る 。 そ し て 再び 世 
に 現れ た の は 、 現代 に な っ て か ら だ っ た 。 特別 班 の 記念 碑 が 作ら れ た 丘 の 上 で 、 物 思 い に 
ふけ る 老人 。 その 隣 に は 、 一 人 の 少年 が いた 


CMW7) そ れ ぞ れ の 人 生 厳 斎 と の 対立 の 間 で 、 特 別 班 六 人 の 物語 が 進ん で ゆく 。 メ イン スト ー リ ー の 
間 で 進む その 物語 は 、 恋 仲 に な っ た 相手 に よっ て 違う 物語 が 進む 。 


Complete works of IZUMO WORLD character 
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登場 人 物 大 全 


現世 に = 生き る 普通 の 学生 か ら 民 世界 に 本 きる 県 形 の 者 た ち ま で 倒 性 合 な キャ ラク ター が 支え る IZUMO 世 界 。 
彼ら の パー ソナ リティ ー を 知る こと が シリ ー ズ の ヒス トリ ー を 掴む 第 一 歩 朋 と な る だ ろう 。 


|- ーー ーー ] 
/ v / / オヨ あま て ら す 
NMIATERASI 


声優 : 飯 田 空 登場 タイ トル :1ZUMO メイ ン ヒ ロイ ン 
IZUMO2 サ プ キ ャ ラク ター 


に アイ すう ツ 
1 デ N 。 


和 
『 由 


の "6 2 う 


| シワ 2 ゆ wo る ざ の ea ア 


ネ ノ クニ の 運命 を 所 る 巫女 


「 夢 を 紡ぐ 力 」 - 族 の 末 座 で 、 イザ ナミ の 生ま れ 変 わり で も ある ネ ノ クニ 
の 巫女 。 巫女 と し て の 使命 感 が 強い 。 また 、 異 能 の 力 の せい で 幼い 頃 か ら 特 
別 視 8 きれ て いた た め 孤 独 に 生き 、 どこ か 人 を 寄せ 付け な い 雰 囲 気 を 持っ て い - 
る 。 ネ ノ ク ニ を 救う た め 救 世 主 で ある 塔 馬 ヒ カル を 異 世界 に 呼び 寄せ る 
が で は 、 サク ヤ の 母 と し て 登場 RA ノ ク ニ を 守る 神 と し て 里 を 
まとめ 、 カ グ ツ チ と と も に 悪霊 た ちと 戦い 続け 


関連 キャ ラク ター 田 NO.282 サク ヤ (19 ペ ー ジ ) 


を 持つ 


田 NO.44 塔 馬 ヒカル (26 ペ ー ジ ) 


ツ 
7ー ー フ / いわ な が 
IWANAGA 


に 声優 : 高 奈 ゆか 登場 タイ トル : IZUMO 雰 敵 キ ャ ラク ター 


IZUMO 世 界 を 支え る 
SS キャ ラク ター た ち 


Small Sub-characterl 


ザ ナ ギ を ネ ノ クニ へ と 返す た め 、 現 
と 8 守 て 来 た 女 性 。 イザ ナギ の だ 
| 怒 生 牲 を 探し 続け て いる 。 千 数 百 
/ 年 の 間 、 力 を 欲す る 者 に 方 術 で 手助け 
/ する た と と 』 引き 換え に 、 殺 生 石 探し を 
協力 させ て いた 。 そ の 中 で 不知 火 厳 斎 
と 出会い 彼 に 力 を 貸す よう に な る 。 そ 

の 中 で 虚 才 の 生き 様 に 般 れ 1 の 
気持 ち も 変 化し て いく 


関連 キャ ラク ター 


Studio e・go! 作 品 
モン スタ ー。 と ぼけ た 姿 
の 強 さ を 発揮 する 


イザ ナミ 【 い ざ な み 】 

ー33 ペ ー ジ NO.65 ヨ モツ オオ カミ 参照 
オモ イカ ネ 【 お も いか ね 】 

IZUMO」 に 登場 。 最果て の 山 に 住む 賢 
者 で 、 ヒ カル た と ち 紀 と と も に 帰る た 
め の 知恵 を 授かり に 行っ た 


一 NO.28 不知 火 厳 斎 (2 っ 1 ペー ジ ) 
回 NO.46 塔 馬 六助 (27 ペ ー ジ ) 


Complete works of IZUMO WORLD character 


ウズ メ 


声優 : 彩 也 ゆう 
登場 タイ トル : IZUMO 室 精霊 


は 上 杉 3 ほ 隔 | 9 


声優 : 概 津 まお 
登場 タイ トル : IZUMIO 鶴 メス イン ヒロ イン 


陽気 で お し ゃ べり な 
踊り の 女神 
N 悪霊 た ちと 毎晩 宴会 
呈 い | を 楽し む 踊 り の 女神 。「 
- 制 その 宴 が 騒が し すぎ て 
| 近隣 か ら 警 視 庁 特別 斑 
に 苦情 が 寄せ られ る 
や っ て 来 た 和 人 た ちと 戦 
う が 敗 れる 。 そ の 後 


ン る 
陽子 と 契り の 儀式 本 要 ア 7 / 
を 交わ し 、 と も に N, る 


戦う よう に な る 


ー、 
いい 


えて いる が 、 父親 が 亡くな っ た 
を きっ か け に 嬉 を 探し に 横浜 に 
っ て 来 た 。 旅 の 途中 、 萌 夕 と 
いう 琉球 少女 と 出会い 、 彼 
女 と 一 緒 に 警視 庁 特別 
班 の 任務 に 就く こと 
に な る 。 特別 講 

師 の 衣 田 万 角 


実家 は 十 武術 の 名 門 上 杉 流 を 伝 
ペッ 


郎 に 淡い 
恋心 を 抱く が 、 
あえ な く 玉 人 砕 

見 大 和 撫 子 だ が 、 


宇和 は ドド jp 必 で 料理 6 っ 
実は じゃ じゃ 馬 で 料理 1 、 | 半 関連 キャ ラク ター 
が 大 の 苦 手 N 一 NO.49 永 峰 陽子 の ' | 
、 (828 ページ) N ト 


関連 キャ ラク ター 
田 NO.63 山田 虎之助 (33 ペ ー ジ ) 


0 
9 お お な む じ 
OONAMUJI 


声優 : し が けん じ 登場 タイ トル : IZUMO2 敵 キ ャ ラク ター 


乗 略 を めぐ ら す 軍師 
ヒミコ を 本 奉 し て お 
り 、 悪霊 軍 で 参謀 を 
務め で いる 。 知 勇 兼 
備 の 神 で 、 息子 の ミナ 
カタ に 軍 を 任せ 、 オ オ 
ナム ジ は 戦略 を 練る 
役割 を 負っ て いる 。 現 。 
ター 
の 魂 を 探す た め 、 
衣 と ヤ es2 


] み 
} 技 ク お お す せ り 
1 00SU SERI 


声優 : み すみ 
登場 タイ トル : 1ZUMIO2 メイ ン ヒ ロイ ン 


大 胆 不 敵 な 武闘 派 少女 

両親 の 都合 で アメ リカ に 渡っ た 八 岐 猛 
の 幼なじみ 。 出雲 学園 に 転入 し て き て 、 
誠に 対し アメ リカ 人 の よう な 大 胆 な スキ ン 
シッ プ を し て 、 周り を ハラ ハラ させ て いる 
そん な 彼女 だ が 、 実は 猛 に 一 途 な 想い を 
寄せ て お り 、 幼い 頃 に 一 緒 に 撮っ た 写真 


関連 キャ ラク ター 

田 NO.10 北 河 麻衣 
(17 ペ ー ジ ) 

圏 NO0.55 ミナ カタ 
(30 ペ ー ジ ) 


を 大 切 に 持ち 続け て いる 。 母親 は 

IIZUMO」 の 培 馬 美由 紀 。 そ の 武道 の 
腕前 は 母親 譲り だ が 、 料理 の 腕前 は 
受け 継が れ な か っ た 


関連 キャ ラク ター 
田 NO.45 堪 征 美由紀 (27 ペ ー ジ ) 
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ー * 声優 : 金田 めい 登場 タイ トル :IZUMO 精 寺 
電 IZUMIO2 サ プ キ ャ ラク ター 


人 つた の に 信 き 本 


物 左 々 は 小さ な 時 昧 だ が 、 ス サ ノ オ に 助け られ 霊 
y 力 を 授かり 精霊 と な っ た PA 長い 間 ス サ ノ オ に 
尽く し 、「IZUMO』 で は ヒカル た ちと 戦う が 、 負け て | 
当 : は まい ヒカル と 契り の 僕 式 を 交わ す 
悪 寺 と な っ た ヒミコ に スサノオ が 襲わ れ た と き 、 彼 
の ) ァ 統 を と 救 うた め に 犠牲 に な が ~ (に 衣 


関連 キャ ラク ター 田 NO0.31 スサノオ (22 ペ ー ジ ) 


ュー 
っ を し KAZURA 


リ 声優 : 楠 鈴音 
1 登場 タイ トル : IZUMO2 精霊 


や や 
っ / stt ょ 
KIMUNAA 


声優 牙 登場 タイ トル : IZUMIO 考 精 


学園 を 守る ツタ の 神 


潤 力 を 持ち 精霊 MK っ た 植物 。 猛 が 初 
め て 契り を 交わ し た 精霊 。 契り の 儀式 で は 
戸惑う 猛 を 導く よ < に 語 き 人 せる と いう 大 
人 の 余裕 を 見 せ た 。 出 雲 学園 が 好き で 、 
ネ ノ クニ で の 生活 で ! ) 杜 内 の 掃除 を を する 彼 


女 の 和 姿 を 見 る こと が で きる 


琉球 か ら 来 た や ん ちゃ な 精霊 


ガジュマル の 樹 の 根元 に 住む 妖精 。 玉城 茂 
男 と 琉球 で 出会い 、 喧嘩 仲間 の 彼 を 追い 本 土 
に や っ て 来 た 。 そ こ で 萌 夕 と 出会い 、 戦い を 
挑む が 破れ た た め 、 萌 夕 と 契り の 儀式 を 行う 
元気 いっ ぱい で 真っ 直ぐ な 少年 


関連 キャ ラク ター 還 NO.58 八 岐 括 (31 ペー ジ ) 関連 キャ ラク ター 圏 NO.40 玉城 晴 タ (G5 ペ ー ジ ) 


16 


Complete works of IZUMO WORLD character 


厳 斉 を 支え る く ノ ー 
厳 斎 の 仲間 で 裏 仕事 を 
する 女 忍 者 。 富 田 を スパ 
イ し た り 、 花山 の 命 を 狙っ 
た り と 様々 な 任務 を する 
妹 の 芳 乃 と は 、 父親 が 殺 
され 一 家 が 離散 し て 
し まい 別々 に 育つ こ 
と に 。 父親 を 殺し た 
政府 を 憎ん で いる 
た め 厳 斎 の 下 に つ 
いた 。 また 芳 乃 と は 
ト 数 年 会 っ て お ら ず 、 
この 戦い の 最 中 に 敵 と 
し て 再会 を 果たす 
関連 キャ ラク ター 


一 N0.28 不知 火 厳 斎 (の 1 ペー ジ ) 
一 NO.12 桐 崎 芳 乃 (1 7 ペー ジ ) 


ツ 
個 崎 絞 用. 


声優 : 萩原 也 月 登場 タイ トル : IZUMO2 敵 キ ャ ラク ター 


仙 ゴ ル 河 麻衣 凍 了 ea 


* 声優 細田 な な 登場 タイ トル : 1ZUMIO2 メイ ン ヒ ロイ ン 


狼 と と も に 行動 する 学生 会 長 
出 宏 学園 の 学生 会 長 で 、 猛 の クラ ス 
メイ ト 。 文武 両道 で 料理 も 上 手 な 麻衣 
だ が 、 人 付き 合い が 苦手 で 一 人 で いる 

こと が 多い 。 実家 は 北 河 神社 。 ネ ノ ク 
ニ で 生ま れる が 、 幼く し て 戦 に 巻き 
込ま れ 傷 つい た と ころ を オオ ム ナ ジ 
に 助け られ た 。 オ オム ナジ の 命 で 、 

アシ ハラ ノ ク ニ へ スサノオ の 転生 体 

を 探し に 来 て いる 


Sm 


量 霊 と な っ た 親友 
E 海 の 申 学 時 代 の クラ ス メ イ ト だ っ た 
少女 。 秀才 だ っ た 千夏 は 、 同級 生 に 
// 始 み か ら の いじ め を 受け 、 自殺 し て 
4 し まう 。 ネ ノ ク ニ で の 戦い の 最 中 、 
七海 の 前 に 悪霊 と な っ た 姿 で 現 
れる 。 い じ め に 気付 か な か っ た 
E 海 を 逆恨み する が 、 戦い の 未 
く ー プ わだかまり る 解け 、 成仏 する 
関連 キャ ラク ター 玉 NO.56 水瀬 七海 (31 ページ) 


剖 人 補語 特別 天 の 癒し 


一 全 
術 と 医術 を 学ん だ 警視 庁 特別 昌 8 りゃ まち な っ 
班 の 保健 医 。 幼 い 頃 、 家族 と 離れ KIRIYAMA CHINATSU 
訣 れ 骨 な っ て し まい 、 傷つい て いた * 四 声優 : 非 公開 登場 タイ トル :IZUMO サブ キャ ラク ター 
と ころ を 桐谷 に 拾わ れ 、 その 後 彼 に p 


育て られ た 。 お 姉さん の よう な 優し 
さと 医者 と し て の 厳し さ を 両 方 持っ 


IZUMO 世 界 を 支え る SS キャ ラク ター た ち 
カ グ ツ チ 【 か ぐつ ち 】 ' 


塔 馬 ヒ カル の こと 。 ア マテ ラス を 支え る 神 と し て 名 前 を 


北 河 線 源 【 き た が わ そ う げ ん 】 


関連 キャ ラク ター 
圏 NO.] ] 桐 崎 綾乃 (1 プペ ー ジ ) 
田 NO.46 塔 馬 六 介 (27 ペ ー ジ ) 


ー 四 」 し 内 
上 H きり さき よし の 
KIRISAKI YOSHINO 


声優 : 黒 岩 夫 琴 
登場 タイ トル : IZUMO 鶴 サ プ キ ャ ラク ター 9 2 


麻衣 の 義理 の 父 。 ラ ズ ベ リーVol17 の 書き 下ろ し ショ ー ト スト - 登場 。 北 河 
神社 の 神主 で 考 は いな い 。 天 啓 に 導 か 神社 の 森 で 発 
育て る 。 幼い 麻衣 と 出会っ た 当時 、 50 歳 前 後 だ っ た 


ファ ッ シ ョ ン メ ー カ ー を ぇ * 
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168 


| 

| ーー | 
くに きだ よし か ず 

| KUNIKIDA YOSHIKAZU | 


遇 事 に 手 を 染め た 海軍 将校 

宗一郎 の 海軍 時 代 の 先輩 で 、 将校 を 務め る 
青年 。 正 義 感 が 強く 不正 を 嫌い 海軍 将校 と し 
て の 道 を 順調 に 歩 が 、 娘 の 里美 が 病気 な り そ の 
治療 費 を 得る た め に 、 富田 の 手下 に な っ て し ま 
う 。 宗一郎 に 不正 を 異 か れ 、 最後 は 自ら の サー 
ベル で 胸 を 突き 自決 し た 
関連 キャ ラク ター 玉 NO.]1 6 国 木 田 里 美 (18 ペ ー ジ ) 
画 NO.25 沢木 宗一郎 (GO ペー ジ ) 


| 声優 : 柴 田路 
| 登場 タイ トル :IZUMO2 


KURASHIMANAGNA 


声優 : 水瀬 江美 弥 


くら し まな ぎ さ | 
| 
| 
登場 タイ トル : IZUMIO メイ ン ヒ ロイ ン | 


精霊 

か つて 徐福 と と も に 進藤 へ と や っ て 来 
た 神官 の 一 人 。 四 聖 獣 より も 高い 能力 を 
持っ て いて 、 神 獣 の リー ダ で も ある 。 ヒ ミコ 
の 側 に 居 続 け 、 運命 を と ち に する 。 ヒミコ と の 最終 決戦 
の 前 に 猛 た ちと 戦い 敗れ る が 、 その 後 、 彼女 の 最後 を 見 
届け よう と 猛 と 行動 する 
関連 キャ ラク ター 田 NO0.5 1 ヒミコ (29 ペ ー ジ ) 


くに きだ き と み | 
KCNIKIDA SATOMII | 
声優 : 非 公開 | 
登場 タイ トル : IZUMO 雰 サブ キャ ラク ター 


父 思 い の 病 能 な 少女 

国 森 田 の 娘 。 し っ か り し た 女の子 で 小 き いな が ら 
父 を 気遣う 優し い 性 格 。 [IZUMO 零 」 の エン ディ ン 
グ で 宗一郎 が 誰 と も カッ プル に な ら な か っ た 場合 、 
成長 し た 彼女 が 宗一郎 の 妻 と な る 
関連 キャ ラク ター 圏 NO.15 国 木田 義一 (18 ページ ) 
較 NO.25 沢木 宗一郎 (20 ペ ー ジ ) 


じゃ じゃ 馬 お 嬢 様 
日 本 有数 の 財閥 倉 
島 家 の 娘 。 倉 島 
家 の 一 員 と し て 
高い 誇り を 持 
ち 、 努力 を ら 
いた だ 、 孤児 だ っ 
だ 治 は 養女 と し て 倉島 家 
に 来 た の で 、 両親 と は 血 
が 繋が っ て いな い 
ヒカル の クラ ス メ イ ト 
で 、 ジェ ジン ジグ 部 だ 所 


属 。 お 嬢 様 だ けど お て ん 


くら し まあ き や 4 
KURASHIMA AKIY』 


Nal す 昌 タイ トル : IZUMO サ プ キャ ラク ター 


潜 を 見 守る 小さ き な 兄 _ 


倉島 家 の 一 人 息子 だ っ た が 、 幼く し て 亡くな っ 
た 。 ネ ノ クニ に 訪れ た 潜 の 前 に 現れ る 。 悪 圭 で は な 
く 、 純 粋 に 義理 の 妹 の 閉 を 心配 し た た めで 、 ゲー 
ム 中 で は 色々 と 手助け する 優し き を 見 せ た 。 
関連 キャ ラク ター 一 NO. | 8 偶 曲 洲 (1 8 ペー ジ ) 


圏 NO.1 7 怠 虹 秋 也 (18 ペー ジ ) 凍 
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声優 : 森野 花梨 声優 : 非 公開 登場 タイ トル : 1ZUMO2 敵 キ ャ ラク ター 
登場 タイ トル :1ZUMO 精霊 /IZUMO2 精霊 


だ ド ニー ンー の 「 邊 り e EE に 、 ロ 日 . 
ん GENB 人 NN リノ ミ 還 あ リリ ノミ 半 0 


アシ ハラ 大 好き な 聖 獣 

北 天 を 守る 亀 の 化身 で 、 四聖 獣 の 一 
角 を 担う 。 ワイ ルド で さっ ぱり と し た 女性 
で 、 ア シ ハ ラノ クニ の 文化 に 興味 を 持っ 
て いる 。 夜な夜な ゲー ム を し た り 、 遊 園 


レン ン 


和 息 な 番 人 
ヨミ ノ ク へ 通ずる 道 、 
ヨ モ ツ ヒラ サカ の 番 人 。 本 
用 の 魂 が 囚われ た と き 、 猛 
た ち に | 地上 まで 振り 向 か 
な けれ ば 琴 乃 の 魂 を 返す 」 
と 約束 し た 。 し か し 、 途中 で 
猛 た ち に 幻 影 を 見 せ 、 ヨ モツ / 
ヒラ サカ 六合 目 で 振り 返 える / 代 
せる 。 和 息 な 手段 を 使 
っ た た め 怒 っ た 9 
生 た ち に 倒さ れ ア 
で し まう 
関連 キャ ラク ター 


圏 NO.27 白鳥 其 乃 
KREGS ニ 2 


必 と ぎ き と 半 計 MO 


関連 キャ ラク ター 田 NO.44 塔 馬 ヒカル (26 ペ ー ジ ) 


きか し た る み 
SAKASHITA RUMI 


ヒカル に 思い を 寄せ る 後輩 
美由 紀 と 七海 の クラ ス メ イ ト で 仲の 良い 友 
達 。 ヒカル が 好き で ラブ レタ ー を 渡す が 、 それ 
が きっ か け で 美由 紀 と 仲違い を し て し まう 
IZUMO」 の 美由 紀 エ ンド で は 、 美由 紀 と 
縮 に 華やか な 卒業 式 を 迎え た 留美 の 姿 を 見 
る こと が で きる 


関連 キャ ラク ター 画 NO.44 寺 馬 ヒカル (26 ペ ー ジ ) 
一 NO.45 培 馬 美由 紀 (の 7 ページ ) 


N 1 ノ さく や 
) SAKUYA 
* 置 声優 : み る 登場 タイ トル : IZUMO2 メイ ン ヒ ロイ ン 


ネ ノ クニ を 守る 一人 の 神 の 娘 
アマ テラ ス と カ グ ツ チ の 娘 。 挫 が 似合う 清 殺 可 憐 な 外見 と は 裏腹 に 、 元 気 
が 良く か な り 無 鉄砲 な 女の子 。 選 マ ニア と し て 、 仲 間 た ち を と き に ビン チ に し 
た り 、 救っ た り と 忙し い 。 村 で は 神 の 娘 と し て 、 大 事 に 育て られ て いる が 、 サ 
ク ヤ は それ を 少し 鍛 屈 に 感じ て お り 、 自 分 の 力 を 試し た い 、 何 か を 成し遂げ 
た いと いう 気持 ち を いつ も 持っ て いる 
関連 キャ ラク ター 


一 NO.01 アマ テラ ス (14 ペ ー ジ ) 圏 NO.44 塔 二 ヒ カル (G6 ペ ー ジ ) 
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層 き と 鞍 奈 原 う 


声優 : 非 公開 | 声優 :1- 藤 桜 
登場 タイ トル : IZUMO 敵 キ ャ ラク ター 登場 タイ トル :IZUMO 窒 精霊 


| サト リ .。 サヨ リ ェ 


笑顔 が 似合う 
天真 糞 漫 な 精 辻 


像 三 女神 の 未 っ 子 で 、 
元気 な 女の子 。 子供 っ ぽい ンー 
言動 だ が 、 大 人 あつ か いし ~2// 間 
て 欲し い 難 し い お 年 頃 。 特別 
班 の 面々 に 協力 を 求め られ 戦 
い 、 その 後 は 宗一郎 と 契り を 交わ 


心 の 闇 を 突く 加 霊 


ツ 多 ヨミ の 部 下 で 、 心 を 読 
むこ きま が で きる 悪霊 。 プ ライ ド 
と 功名 心 が 高い 。 戦 い 方 は 
自分 の 能力 を 生か し 、 相手 の 
心 の 暗い 部 分 に 攻撃 し て く 
る 。 千夏 を 利用 し た り 綾 香 の 
過去 を 思い 出さ きせ た り し た 

関連 キャ ラク ター し 仲間 に な る 。 呪 方 の 属性 は 水 
田 NO.45 ツク ヨミ (25 ペ ー ジ ) 癌 8 サケ ツー 


1ZUMO- | 還 NO.25 沢木 宗一郎 (20 ペ ー ジ ) 


h 】 ナム 
EE ーーー 
ノ 』 ヽ きわ きそう いち ろう 
SAWAKI SOUICHIROL 


声優 : ワ ッ シ ョ イ 太 郎 登場 タイ トル :IZUMO 堆 メス インキ ャ ラク ター 
W イン ーー 


H し ら と りあ すか 
己 月 日 有 SHIRATORI ASUKA 


志 優 木葉 楓 登場 タイ トル :1IZ〔 PS 


志 の 高 い エ リー ト 海兵 


海軍 学校 を 卒業 後 、 区 視 庁 特別 に 転任 し 
きた 元 海兵 。 海 軍 rk ヤー 
he の 款 一 郎 の 使う サー ベル 術 も 国 
田 か ら 学 ん だ 。 女の子 に は めっぽう 廿 く 軟派 
態度 を と る が 、 任務 へ の 思い や その 志 は と て 
真面目 で あ る 。 茂 斎 と の 戦い の 後 は 、 ジャー 
リス ト へ の 道 を 歩む 


て の 


関連 キャ ラク ター 玉 NO.15 国 木田 義一 (1 8 ページ) 


みん な に 発 さ れる か わい い 外 


白島 葬 肪 の 妹 で 、 本 二 9 逢 や 本 肪 より 一 学 


年 年 トド 詞 道 部 に 在籍 、 その 腕前 は 全国 大 会 
レベ ル 。 いつ も Hz か 猛 に 妹 と し て し か 
見 られ な いこ と や 、 女性 らし い 本 乃 に 対し て の コン プ | 


っ て いる 。 得意 技 は 朝 の 静 い 猛 に 行う 超 
強力 目覚 まし 方 法 「 ダイ ビン グロ ー ラ ー」 


関連 キャ ラク ター 功 N0.27 白鳥 馬 乃 (1 ペー ジ ) 
一 NO.37 橘 綾 香 (G4 ペ ー ジ ) 
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【 島 大 し ら と りこ と の 
( 日 w\ Ma KOTONO 


埋 優 * 海 原 エ レナ 
な タイ トル : IZUMO2 メイ ン ヒ ロイ ン 


剛 と 猛 の 間 で 播 れ る 大 斗 哲子 


邊 と 剛 の 幼 な じみ で で 出雲 学園 の マ ドン の 音 楽 部 に ) 提 属 能 て いる ' コ 空 え め な 性 格 で 料理 が 得 意 た 
っ た り と 女の子 らし い 。 し か し 積極 的 に 行動 で き な い こと や 、 My 愛 対 象 よ り は お 母 ミ ん の よう に 見 ら 
れる こと に コン プレ ックス を 持っ て いる 。 あ まり 体 が 丈夫 で は な く 、 幼い 頃 は 入院 し っ ぱな し だ っ た が 、 猛 


ム 、 ん ーー 本 ミ ェ > Se 
と 出会い 草笛 を 教え て も ら っ た こと が きっ か け で 良く な っ 7 


不 人 火 厳 斎 NN ーーー プ 


声優 : 馬 並 硬 太 
登場 タイ トル : 1ZUMO 零 英 キ ャ ラク ター 


開 証 開 式 - と し て 生き る 不器用 な 男 


隆 磨 生ま れ の 志士 で 、 幕末 の 頃 に 桐谷 や 永 峰 夫妻 と 出会う 。 頑 固 で 
融通 の 利 か な い 男 だ が 、 誠実 て に 近 人 拉 績 隊 の 人 水 峰夫 妻 の 死 を 
きっ か け に 侍 と し て 士道 を 導き 続け る こと を 決心 し 、 新政 府 に 不満 を 持 
つ 介 と 共に 政府 転覆 を は か り の 国 ] を 作ろ うと 画策 する 。 イギリス 


の ハー フ だ っ た 女性 と の 間 に 息 子 の 士郎 が 生ま れる 


間 登場 タイ トル :1IZUMO 窒 敵 キ ャ ラク ター 
《 明 声優: 黒崎 獲 


ーーhs vv 


小さ く て も 一 人 前 
厳 斎 の 息子 。 母 親 の 形見 で あ 
る デリ ンジ ャ ー を 使い こなす 。 横 
浜 で 宗一郎 と 陽子 に 出会う が 、 
その 後 警視 庁 特別 班 の 存在 を 知 
り ス パイ と し その 縛 且 を 冶 め る 。 
陽子 と 死ん だ 母 の 次 rw* 意 


を 持つ が 、 富田 の 手 に よ り 、 役 さ 
れ て し まい 、 短い 生涯 を 終え る IZUMO 世 界 を 支え る 


SS キャ ラク ター た ち 


倉島 家 使 用 人 【 く らし まけ し よう に ん 】 

財閥 の 倉島 家 に は た くさ ん の 使用 人 が い 
ド み 込み の コッ ク さ ん 。 そ し 

て みん な が 憧れ る メイ ド さ ん まで ! で も 

倉島 家 の メ イド さん は 40 代 で 、 メイ ド さ ん 

と いう より 家政 帰 さん だ っ た …… 

骨格 標本 【 こ っ か く ひ ょ うほ ん 】 

「IZUMO」 で 登場 。 学 園内 で 肝 試 し を 

っ た ヒカル た ちの 前 に 現れ る 。 


禄 島 幸太 郎 【 く らし まこ うた ろう 】 
倉島 潜 の 父親 で 、 倉島 グル ー プ 総裁 。 出雲 学園 に 多額 の 寄付 を し た 。 


廊 島 佐 兵 衛 【 く らし まさ へ い 】 Wi 6 
の の 7 も | 1 # の 日 本 語 で 強烈 な キャ ラ だ っ た 
日 本 有数 の 複合 企業 で 、 Me の 財閥 と 呼ば れる 倉島 家 を 地盤 を 築い た 人 物 。 寄 N 3 0 に 袋叩き 
と コ ) の | | さ 


ング ジン 
が 高い も の の 、 あっ と いう 間 に 
付 同然 で 地域 ( 0 TI 0 も 9 0 
こ に 和 い 、 アマ テラ ス の お 加 < 
倉島 むつき 【 く らし まお むつ き 】 っ 4 し や 
rhoW 化粧 品 メ ー カ ー の 社長 を 務め て いる 。 仕事 は 多忙 を 極め る が 、 潜 の 
当 を 作っ た り と 母親 と し て も 頑張 っ て いる 
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すぎ く 
SUZAKI 
: 桃 月 ら み あ ーー 
1 * 場 タイ トル :1ZUMO 精霊 IZUMO2 精 寺 ンズ 
ーー アプ 
四聖 上 倫 の リー ダー 格 / 
南天 を 司る 鳳 風 の 化身 で 、 四聖 獣 の な か 


- 番 の 力 を 持つ 精霊 kd シ 
な お ね ー ち ゃ ん で 、 お 酒 が 好き だ っ た ! 
最強 の わり に は と て も 馴染 みや すい 性 上 
し て いる 。 呪 法 属 性 は 火炎 系 


05 
ョ ン 
と 
禄 


上 4 リノ すき の お 
SUSANOO 


「 ま 5 ykK2 三 テ に 3 と まっ ペン / 
遇 圭 の 将軍 か ら 人 間 側 に つい た 荒 ぶ る 神 放 
ヨ モ ツ オオ カミ か ら 生 まれ た 男 。 ヒカル に 執着 し 1 
kN be め ら れ 愛 きれ た い が た め 、 悪 圭 の 将 
軍 に な る 。 母 と 美由 紀 に 愛さ れ て いる ヒカル を 4A Mg 
し 、 戦 い を 挑む 。 ヨ モ ッ オオ カミ が 倒さ れ た 後 は 年 = 
の 彼女 の 遺志 を 継い だ ヒ ミ ラ で 
、 転 生 を 余 儀 な く され る 


D ゆ 


ノヽ 
2 すず き 
SUZUKI 


声優 非 公 瞳 
登場 タイ トル :1ZUMO2 サブ プ キ ャ ラク ター 


IZUMO 世 界 を 支え る 
SS キャ ラク ター た ち 


徐福 【 じ ょ 点 く 】 
ヒミコ の 昔 の 名 前 。 巡 の 命 に より 、 不 - > 8 - 
探し に この 世界 へ と や っ 』 >- 学 半生 活 を 科 り に げ る 悪 


た ち は 彼 女 に 付き 添っ て na 1 
いた 神官 だ っ た - 逢 の クラ ス メ イ ト ェ ッ チ で パカ 語 が 大 好き 
形 の お 父さん 【 せ り の お と うさ ん 】 6 な 悪友 。 女 の 子 に 興味 が あっ た り 、 悪い 成績 を 
進 須 太 の お 父 きん で } ] 紀 の 旦那 き - 嘆い た り と 現代 の 学生 らし い 生 活 を 送っ て い 
ん 。 ラ ズ ベ リーVolL16 の 書き 下ろ し > 陣 る 。 サク ヤ が 現世 に 来 た と き は 、 ナン パ を する 
トス トー リー に 登場 。 な か な か 子 類 悩 な 人 | が あっ と いう ま に 玉 砕 し て し まう 。 


で 日 本 に 帰る 諾 を 心配 し て いた 


グラ Complete works of IZUMO WORLD character 


に N 府 衣 で 筆 し い 浮 神 きま 
上 月 上 0 NN を 守る 龍 の 化身 。 個 性 的 な 四 型 獣 の 中 で は 一 番 の 
人: 羽音 用 NN 『 N 人 人 。 クー ル な 外見 と は 裏腹 に 困っ て いる 人 を みる と 放 
# 場 タイ トル :IZUWMO 精霊 /IZUMO2 精霊 て 計り な い 優 い 心 の 持ち 主 。 青い チャ イナ ドレ ス に は ト 
し ド マ ー ク の 龍 の 絵 が 描か れ て いる 。 必 性 は 木 で 、 嵐 を 
巻き 起こ す 呪 法 が 使え る 


関連 キャ ラク ター 田 NO.44 塔 馬 ヒカル (26 ペ ー ジ ) 
一 NO.58 八 岐 猛 (31 ペ ー ジ ) 


せん ちょ う 
SENCHYOL 
身 


| 声優 : し が けん じ 
登場 タイ ル : IZI MO 衝 サ プ キ ャ ラ 


ー ーーーー 


頼り に な る 海 の 男 

仙台 で 萌 夕 と 美園 が 乗り 込ん だ 船 の 船長 。 二 人 に 悪 
議 船 か ら 助 け て も ら っ た こと を きっ か け に 知り 合い に 。 そ 
の 後 、 彼女 た ち を 横浜 に 連れ て 行っ た り 、 警視 庁 特別 班 
に 紹介 し た り と 、 二 人 の 面倒 を みる こと に な る 


関連 キャ ラク ター 一 NO.03 上 本 美園 (15 ページ ) 


較 NO.40 玉城 昌 タ (G5 ペ ー ジ ) 
。。 二 Se 
2y タク 『> ツ 
| T NGl TSt 
声優 : 彩 世 ゆ う 
場 タイ トル : 1ZUMO 央 丁 寺 吉 


初心 で シャ イ な 精 土 
宗像 三 女神 の 次 女 。 多 岐 都 比 売 命 と も 呼ば れ て いる 。 精霊 だ が 恥 Tr 

ず か し が り 屋 で ご < 普通 の 女の子 。 契り の 儀式 を 交わ す の も 和 人 が 初 つ ネ 

め て と いう こと で と て も 初 々 し い 。 また 儀式 の 相手 に 和 人 を 選ん だ の 

も 一 番 優 し そう だ か ら と いう 本 極 可愛 らし い 理由 だ っ た 


関連 キャ ラク ター 


圏 NO.48 永 蜂 和 人 (28 ペ ー ジ ) 


IZUMO 世 界 を 支え る SS キャ ラク ター た ち 
Small Sub-characterl 
先代 アマ テラ ス 【 せ ん だ いあ ま て ら す )】 
IZUMO - 猛 き 剣 の 関 記 - 
霊 と 人 間 の 戦い の 間 に 、 何 度 か アマ テラ ス ・ カ グ ツ チ は 1f 
ノ オ を 減 ぼ し た きっ か け と な っ た アマ テラ ス と し て 描か れ た 


先代 カ グ ツ チ 【 せ ん だ いか ぐつ ち )】 

先代 アマ テラ ス と 同様 、 ア ニ メ 用 の オリ ジ ナ ルキ ャ ラク ター 

千夏 【 ち な つ 】 

IZUMO」 の 七海 エン ディ ング ヒカル と 結婚 し た 七海 は 、 子供 を 妊娠 。 そ 
うけ た 


23 


Complete works of IZUMO WORLD character 


タ キリ Te 
N 


声優 : 如月 美 琴 登場 タイ トル :IZUMO 究 精霊 


大 人 の 魅力 いっ ぱい の セク シー な 精 辻 


海 や 航海 の 神 で ある 宗像 三 女神 の 長女 。 多 紀 理 昆 売 命 と も 呼ば れ 
て いる 。 大 人 の 女性 で 、 浮か べ る 微笑 も 妖 油 だ 。 戦 い の 後 、 彼女 い 
隊 - 番 カワ イイ 虎之助 と 契り の 儀式 を 行う 。 打 掛 の 飾り の モチ ー ン フ 

は 三 女神 が 共通 し て 身 に つけ て いる 
関連 キャ ラク ター 圏 NO.63 山田 虎之助 (32 の ページ) 


/ 吾 た ちば な あや か 
) FACHIBANA AYAKA 
に : 7 声優: 海原 エレ ナ 時 IZUMO メイ ン ヒ ロイ ン 


セク シー か つの 天然 ボケ 気味 保健 医 
出雲 学園 で 保健 医 と 化学 教師 を 兼任 し て いる 
ヒカル と 美由 紀 の 小 さい 頃 を 知っ て お り 、 二 人 に と 
っ て お 姉さん 的 な 存在 生み 
。 し た 面 を 持つ も の の 、 どこ か ヌ け 気味 で 守っ 
N て あげ た く な る タイ プ 。 過 去 に PP 
| 受け て お り 、 彼 女 の 心 に 影 を 落と す 
「IZUMO2』 で は 白鳥 葬 乃 と 明日 香 の 母 親 


性 き と 鞍 雇 貞 ② 


と し て エピソード が ある 


声優 : 非 公開 
登場 タイ トル : IZUMO サ プ キ ャ ラク ター - 


関連 キャ ラク ター 一 NO 2 白 選 明日 知 (20 ペ ー ジ ) 
一 NO.27 白 己 全 /) (21 ペ ー ジ ) 商 出 
ee っ か AN, AKA 


ヒカル の 友人 代表 


ヒカル の クラ ス メ イ ト で 仲 
の いい 男 の 友 達 。 派 手 な 活 
虫 の 場 は な い が 、 ヒカル が 
困っ て いた 時 に 本 気 で 心配 
し た り と 友達 思い の 良い 男 
子 で ある 


関連 キャ ラク ター 
圏 NOD.44 塔 二 ヒカル (26 ペ ー ジ ) 


き し げ お 
IAKI SHIGEO 


: 演 屋 喜 助 登場 タイ トル : 1ZUMIO 鶴 敵 キ ャ ラク ター 


唐 < 半 

萌 夕 の 父親 で 厳 斎 の 部 下 。 玉城 家 は 琉球 王朝 の 分 家 で も あり 、 茂 
男 は 新政 府 に 支配 され よう と し て いる 琉球 を 護る た め 、 厳 斎 の 片腕 
の な っ て 反 政 府 運 動 へ 身 を 投じ し て いる 。 萌 夕 と 同じ 唐 手 の 使い 手 
で 、 その 腕前 は 彼女 以上 で ある 


関連 キャ ラク ター 圏 NO.09 キジ ム ナ ー (26 ペ ー ジ ) 
圏 NO.40 玉城 中 タ (35 ペ ー ジ ) 


24 


Complete works of IZUMO WORLD character 


y マ た ま も 
に TAMAMO 
ぬ * 
こ ] ー ュ 


声優 : 非 公開 
登場 タイ トル : IZUMO 精霊 


学園 の 近く に 住む 狐 の 精霊 
ヒカル と 美由 紀 が 
幼い 頃 遊ん だ 狐 ン 


26 導 ウノ クニ 

で 事故 で 死ん で 人 

し まう が 、 ネ ノ ク 

ニ で 精霊 に な り \ ン 
ヒカル と 再会 する 。 ヒ 

カル と 美由 紀 の こ と を 覚え て お り 
懐く が 、 菩 尾 を 踏ん で し まっ た 七 
海 は 避け て いる 


関連 キャ ラク ター ( 
較 NO.44 塔 馬 ヒ カル (26 ペ ー ジ ) ー の と 7 人 


唐 手 を 使う 元気 爆 像 琉球 娘 
斑 革 生 まれ の 少女 で 、 死ん だ と 思っ て いた 
父 が 横浜 に いる と 聞き 本 土 べ と 渡っ て きた 
そこ で 美園 と 出会い 、 警視 庁 特別 班 へ 入る こ 
と に 。 あ りあ まる くら い の 元 気 で 特別 班 の トラ 
プル メー カー。 一 人 称 は ボク で 男の子 っ ぽい 

が 、 な か な か グラ マー な スタ イル を し て いる 。 
父 の 茂男 と 同様 に 彼女 も 唐 手 を た し な ん で お 
yy その 技 で 悪 寺 た ちと 対 財 す る 。 
関連 キャ ラク ター 画 NO.39 玉城 茂男 (24 ペ ー ジ ) 


ヽ ] 


0) 
ツク ヨミ .。 
py、 TSt KUYOMI 


声優 : 非 公開 登場 タイ トル : 1ZUMO 敵 キ ャ ラク ター 


アマ テラ ス を 恨む 姉 


アマ テラ ス の 双子 の 姉 だ が 、 双子 を 忌 む 村 の 風習 


を 襲撃 する 。 ヒカル に よっ て 倒さ れ た 後 、 ア マ 
直り を し 、 精霊 と し て 同行 する 


関連 キャ ラク ター  NO.01 アマ テラ ス (14 ペ ー ジ ) 
一 NO.44 塔 馬 ヒカル (26 ペ ー ジ ) 
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て (数 シン 有 ジ ジ po S Fa 
@ に っ ON ド きす 。 桃 花 花 。 開 


N 声優 : 非 公開 登場 タイ トル : IZUMO 精霊 


ふぐ ご. 


瓶 し を 与え る 精霊 
桃 の 木 の 精霊 で 、 大 地 と と も に 生き る 。 た ま に 彼 女 か ら 桃 
の の 花 の よい 匂い が 薫る 。 昔 、 怪我 を し た イザ ナギ を 助け て 以 
来 、 男 の 人 が 心置き な く 戦 える よう 癒す こと を 目的 と し て 生き 


続け て きた 。 そ の 志 の 通 り 、 心 優 し く 穏やか な 物腰 は 、 ヨ モツ 
オオ カミ と の 戦 ぃ eteAYWW 7 


ーー 関連 キャ ラク ター  NO.44 塔 馬 ヒカル (26 ペ ー ジ ) 


ご NN 人 ドン 


寺 | カ ル ii 


間 声 公 : 折 葉 大 作 登場 タイ トル :IZUMO 主人 公 
IZUMIO2 サ プ キ ャ ラク タ 


世界 を 救う た め に 生ま れ た 男 
イザ ナミ の 「 夢 を 紡ぐ 力 ] で 生ま れ た 男 で 、 世界 の 救世 主 と い う 和 宿 
命 を 背負 っ て いる 。 ち ょ っ と エッ チ で お 調子 者 で だ が 、 根 は 抽 面 
> 本 MM が 、 本 質 的 に は 頭 の 回 転 も 速く 頼れ る 男 だ 。 六 
介 と 美由 紀 と と も に 暮らし て お り 、 六 介 か ら は 剣術 ・ 居 合 術 を 習う 
ドド PE 「 属 する も の の 幽霊 部 員 
IZUMO2】 は アマ テラ スエ ンド の 後 の 世 界 で 、 ヒカル は アマ テラ 
と 結ば れ た 後 、 ネ ノ ク ニ で カ グ ツ チ と し て 生き る こと に 。 悪 霊 と の 戦 
いで は 、 人 間 軍 を 率い る 神 と 


し て 活躍 する 


関連 キャ ラク ター 圏 NO.01 アマ テラ ス (14 ペ ー ジ ) 田 NO.22 サク ヤ (19 ペ ー ジ ) 
圏 NO.45 塔 二 美 由紀 (27 ペー ジ ) 一 NO.46 塔 二 六 介 (2 フ 7 ペー ジ ) 


IZUMO 世 界 を 支え る SS キャ ラク ター た ち 


Small Sub-character 


千夏 ちゃ ん の お 母さん 【 ち な つ ち ゃ ん の お か あさ ん 】 
E 海 の 回 想 シ ー ン に 登場 。 娘 ・ 千 夏 の 葬式 の 後 、 千夏 が 七海 の 話 を 良く し て いた 


こと 、 そし て 千夏 が 渡せ な か っ た 誕生 日 プレ ゼン ト を 渡し て くれ た 
永 峰 小 夜 【 な が みね さよ 】 


氷 峰 和 人 の お ば あちゃ ん 。 桐谷 と は 幕末 に 交流 が あっ た 。 彼女 の 遺言 で 和 人 は 
警視 庁 特別 斑 に 赴く こと に な る 
永 峰 幹夫 【 な が みね みき お 】 
永 峰 和 人 ・ 陽 子 の 父親 hy 記 が し っ か り し て お り 、 人 徳 の あっ た 男 
に 才能 を 見 昌 折 を 営む 
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と うま みゆ き 
頑 馬 』 由 * TOUWMIA \IIYUKI 


声優 : 2 登場 タイ トル : 1ZUMIO メイ ン ヒ ロイ ン 


ヒカル を 想い 続け る 妹 


ヒカル の 妹 で 六 介 と と も に 塔 馬 家 で 暮らす 。 料 理 、 際 1 ev 
を 一 手 に 担う 働き 者 。 六 介 か ら は 古 武 術 を 習っ て お り 、 素手 で の 対決 
な ら ぼ ば ヒカル より も 強い 。 ヒカル の こと は 元々 好き だ っ た が 、 ーー 
っ て いな MM NR きら に 加速 する 。 他 の 女の子 か ら ラ ブレ ター を 
貰っ て 奴 如 し た り と 激しい 感情 を 見 せ た 

IZUMO2 人 


関連 キャ ラク ター 圏 NO.05 達 須 (15 ペ ー ジ ) 
圏 NO.44 塔 馬 タケ ル (26 ペ ー ジ ) 


誠 夫 馬 六 介 BB 


声優 : 山 原水 鶏 、 田 中 鉄 登場 タイ トル :1ZUMIO サブ プ キ ャ ラク ター 
IZUMO2 サ プ キ ャ ラク ター/1ZUMO 夫 サ プ キ ャ ラク ター 


千年 を 生き 続け る 孤独 な 神 
高天原 で イザ ナミ と 夫婦 で あっ た が 、 ene 
まり 、 一 上 刀 ア シ ハ ラノ クニ で 生き る よう に な っ た 男 。 現世 
を 守る た め 神 と し て 封じ られ 、 ey rr ぱ ェ 

生き 続け る 。 明 治 時 代 に は 「 桐 谷 五郎 」 乗り 、 警 
人 電 別 班 の 長 と し て 悪霊 退治 に いそ し む 。 そ の 後 一 
時 は 、 隠居 し て いた も の の 、 Ne 婦 
を 作る 」 と いう 夢 を 果たす た め 再 び 世 の 中 へ 。 
出雲 学園 を 作り 、 ヒカル を 育て た り 、 猛 を 引き 取 


っ た り と 、 元気 で 頑固 な 姿 を 見 せる 


関連 キャ ラク ター 画 N0.44 培 吉 ヒカル (26 ペ ー ジ ) 
圏 NO.65 ヨ モ ツ オオ カミ (32 ペ ー ジ ) 


守田 丘 馬 
EH と 2 いい roMITA HEIMA 


声優 : 鉄 滝 登場 タイ トル : 1ZUMO 滞 英 キ ャ ラク ター 


明治 時 代 の テロ リス ト 


新政 府 を 倒 そ うと 、 厳 
斎 と 手 を 組ん だ 軒 党 
か し 武力 行使 を し 3 
兵 馬 の や り 方 は 厳 斎 と 意 

見 が 合わ ず 、 対立 3 ai が 
に な る 。 最後 は 警視 庁 
別 電 に 追わ れ を くら ます 
が 、 厳 斎 の 手 に か か り 
死亡 する 


関連 キャ ラク ター 
還 N0.28 不知 火 厳 音 


/ 


(g1 ペ ー ジ ) 
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Ma 声優 : 木 鳥 字 太 登場 タイ トル : IZUMO 容 メイ ン キ 
電 : 


ャ ラク ター 


頼り な いけ ど 、 いざ と な っ た ら 大 活躍 

に ビ く な っ た 祖母 の 遺言 に あっ た 桐谷 九郎 を 訪ね 横浜 へ 訪れ た 青年 。 お っ と り し て 
いて 、 頼り が な く 、 性 格 は 優し 
は きち ん と 筋 を 通し 、 し っ か り し た 


性 格 の せい か その 実力 は 発揮 で き な か っ た が 、 


と ーー) さ ロロ へ う 、 衝 4 カト チュ レー ラ | 5 区 ル 称 か ァ 
の か 気 が 時 \ * の か 微妙 な と ころ 。 だ だ 、 思 る と き に 


幼い 頃 に 対 妖 怪 用 の 剣術 ・ 永 峰 
特別 班 に 所 属し その 


ー 1 ラ 
面 も 見 せる 
y な 送 た み / ナミ 
流 を ん 7 だ 
= 


腕前 を 存 分 に 披露 する 


関連 キャ ラク ター 田 NO.49 永 峰 陽子 (GB ペ ー ジ ) 


な が みね よう こ / 
NAGAMINE YO 貴 O 


: 木村 あや か 登場 タイ トル : 1ZUMO 究 メイ ン ヒ ロイ ン 


し っ か り 者 の みん な の 妹 


和 人 の 妹 で 、 両親 を 亡くし た 後 、 西 
洋 料 理 店 を 営む 叔父 夫婦 に 育て られ 
た 。 方 術 が 得意 で 、 表 母 か ら 習 っ た 
兄 を 追っ て 横浜 


7 追 も か な り の も の 


お て ん ば な 面 も 持っ て 
いる 。 料理 は 西洋 料 
理 が 得意 で 、 和食 好 


き の 桐谷 九郎 $ も ほめ 


る くら い の 腕 前 だ 


関連 キャ ラク ター 
圏 NO.48 永 藤 和 人 (2B8 ペ ー ジ ) 


IZUMO 世 界 を 支え る 
SS キャ ラク ター た ち 
| Small Sub-character 
永 峰 美津 子 【 な が みね みつ こ 】 
氷 峰 和 人 ・ 陽 子 の 母親 。 方 術 と 薬学 を 学び 、 両方 を あわ 
せ た 医 療 を 行う 。 優 しい 人 だ っ た 
ナゾ の 怪人 【 な ぞ の か いじ ん 】 
IIZUMO」 に 登場 。 不 気味 な きのこ を 食べ 、 錯乱 状 
間 闇 の 中 、 眼光 が 光り 、 ツイ ン テ ー ル カ 
く な びく 。 この 怪人 に 七海 が ホッ ト ケ ー キ と 間違っ た 上 、 
七海 は を シロップ まみ れ に な る 
水瀬 の お じ さ ん お ば さん 【 み な せ の お じ さ ん お ば さん 】 
学年 くら いま で は 施設 で 育て られ て いた 七海 を 六 
介 の 紹介 で 引き 取っ た 夫婦 = 


っ た 潜 の こと 


は な や まし ゅ ん すけ 
HANAYAMA SHUNSUKE 


1 化 山 俊 還 


声優 九条 妨 登場 タイ トル :IZUMO 堆 サ プ キ ャ ラク ター 


日 本 を 変え る 大 物 
幕末 か ら の 桐谷 の 友人 

本 名 は 伊藤 博文 と いい 、 

IIZUMO 雰 」 当時 、 内 閣 発 

足 の た め 色 々 と 走り 回 っ て 

いた 。 上 真面目 な 面 も ある も 

の の 、 芸 者 遊び を し た り 、 

女の子 を 口説 いた り と 遊び 4 

人 の 顔 も 持っ て いる 


関連 キャ ラク ター 
圏 NO.46 塔 馬 六 介 (67 ペ ー ジ ) 


N @ 
い 
7 
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9 に PUAWDKO 


声優 : 柚木 か 


登場 タイ トル : IZUMO2 英 キ ャ ラク ター 


1 


平和 な 進藤 を 取 り 戻 す た め に 


まだ ネ ノ クニ と アシ ハラ ノ ク ニ が 地 続 きだ っ た 頃 、 秦 の 始皇帝 に 


命じ られ 、 不老 長寿 の 霊 楽 を 探し に きた 女性 。 そ の 頃 は 人 徐福 と 
名 乗っ て いた が 、 ヨ モツ オオ カミ に 取り 込ま れ 、 再び 現れ た と き に 


この 姿 と 名 前 を 手 に 入れ る 。 こ の 世界 に 来 た 当 初 に 己 が 教え た 
知識 や 技術 が 争い を 生ん だ と 思い 、 再び 平和 を も た ら そ うと 今 あ 
る も の を すべ て 破壊 し よう と する 。 そ の 道中 で 出会っ た スサノオ 
に 惹か れる が 、 対 財 す る こと に 。 ス サ ノ オ が 転生 し た 後 は 、 そ の 
転生 体 の 力 を 得 よう と 祈り 


関連 キャ ラク ター 


) 続 ける 


圏 NO.14 鹿 刻 (15 ペ ー ジ ) 田 NO.64 大 斗 表 (32 ペー ジ ) 


日 虎 


声優 * 非 公 開 登場 タイ トル 


び ゃ っ こ 

BYAKKO 

: IZUMO 精霊 
IZUMO2 精 


宜 で 無 


の いい 2Y 


西 天 を 司る 白い 虎 の 化 身 


表情 な 四 皇 獣 


『 代 の 29 人 か 5 


は 予想 で き な い くら ゆめ 放 黙 で 表情 を 変え な い 。 た ま 
に 故郷 の こと を 思い 出し 寂し い 気 分 1 
も ある 。 『「IZUMOJ で は 、 ヒカル に 頭 を な で られ 照れ 
る 貴重 な 交 を 見 る こと が で きる 


関連 キャ ラク ター 
一 NO.44 塔 馬 ヒ カル (26 ペ ー ジ ) 田 NO.58 八 岐 猛 (31 ペ ー ジ ) 


必 せ き と 革 氷 MO 


29 
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LLS 
F7 


ーー = = こ 
@ ら う 、 les72 や で へ へ で ヾ 
ッ wi ミ OS や 0 】 
クー ふじ た ご ろう | 戸 寺 CM み し ゃ ぐ じ さま 
第 FUJITA GOROI | NN MISHAGUJISAMA 
x 4 8 
^ ③ 計 声優 : 登場 タイ トル :1ZUMO 究 サ プ キ ャ ラク ター ば 許 優 九条 多 
っ レン ご に 


頼れ る 特別 講師 


警視 庁 特別 班 に 戦い 方 を 教え 
る 特別 講師 と し て や っ て 来 た 警 
視 庁 の 職員 。 幕末 に は 新撰 組 三 
番 隊 隊長 ・ 斉 藤 一 と し て 活躍 し 
て いた 。 そ の 頃 の 締 が きっ か け 
で 桐谷 五郎 と 友人 と な る 


登場 タイ トル :1ZUMO 肉 精 辻 


た 4 


ぎ 
< 


沼 を 汚さ れ 怒 る 白蛇 神 


諏訪 湖 の 近く に ある 沼 に 棲 
む 和 白蛇 の 神様 。 沼 が 汚さ れ 稀 5 | 
り 、 佳 民 と 対立 する 。 そ れ を 
収め る た め に や っ て 来 た 警 視 
庁 特 別 班 と 戦う が 、 敗れ た た 
め 美 園 と 直り を 交わ し 仲間 に 


テ 


な る 。 カ エル が 好物 


ジ kk に マ 
っ 1 人 に ec 。 ) て し る 」 


IZUMO 世 界 を 支え る 

や ー コ 
5 SS キャ ラク ター た ち 

べ へ カ ダ W KA \ 語 


人 : 受 関 。 倒 場 タイ トル :IZUMO2 舌 キ ャ ラク ター ャ ピタ ノ オ ロ テ ド W ま た の お る ち 』 

IIZUMO」 で 登場 し た 巨獣 。 混 池 の 象徴 、 回 寺 も 人 間 
も 関係 な く 、 破壊 と 殺 鐵 を 繰り 返す 

で ポ オ の 手 に より 火山 に 封印 きれ て いた が 、 復讐 し よう と 抜 
忠広 すみ ン > あく 人 和 

可 登 軍 を 率い る 剣 の 使い 手 け 出 し 、 ス サ ノ オ が 大 切 に し て いた 美由 紀 を 提 う 


ォ ナ ムジ の 息子 で 、 ヒ ミコ の 部 下 で も あ 大 斗 コ ン ツ ェ ル ン 総 帥 【 や ま と こ ん つ ぇ る ん そう すい 】 
E 


オ : 


フ 中 


る 。 悪霊 軍 を 率い て いる 将軍 で 、 一 本 気 な 剛 の 義父 。 大 斗 家 は 猛 た ち が 住む 地方 で 一 
5 -。 に 家 。 大 財閥 の 総 く ここ 数 年 は 、 剛 と 
男 だ が 、 どこ か 子供 っ ぽい と ころ も 残っ て い 旧家 。 大 財閥 の # し く ここ 数 年 は 、 剛 と ! 


わせ る 時 間 も な い よう だ 
ヤ タ ロー 【 や た ろ 一 】 
麻衣 の 親友 の 鳥 。 32 ペ ー ジ 八 明 を 参照 


が 、 は じ め は 非力 な 彼 を 見 下 し て いた 。 し か 来 夢 【 ら い お 】 


る 。 剣 の 腕 は 確か で 、 ネ ノ ク ニ で 対抗 で きる 


の は カ グ ツ ッ ツチ だ け だ っ た 。 そ の 人 後 剛 と 出会う 


し 、 間 の アシ ハラ ノ ク ニ の 剣術 に 感心 し 、 お IZUMO2』 で の 明日 香 エン ド で 登場 し た 明日 香 と 猛 の 
互い 剣 を 教え 合う よう に 。 そ の 道程 で 、 二 人 供 。 母親 そっ くり の 娘 で 、 や っ ぱり 得意 技 は フラ イン グ 
に 友情 が 生ま れる ボディ プレ ス 


リン 【 り ん 】 
「IZUMO 一 猛 き 嘱 の 関 記 一 』 に 登場 。 見 た 目 は 漁 区 だ 
が オリ ジ ナ ル の 設定 が 付け られ た 


札 水 瀬 七海 


才 優 : 胡 野 日 和 登場 タイ トル :IZUMIO メイ ン ヒ ロイ ン な 声 備 + 非 公開 


y | 


声優 : 小池 竹 蔵 登場 タイ トル : IZUMO2 王 人 公 


友達 思い 


出雲 学園 に 通う 「IZUMO2」 の 主人 公 


剣道 部 の ライ バル 。 し か し その 気性 の た め 、 


田 NO.31 スサノオ (22 ペ ー ジ ) 


関連 キャ ラク ター 


で お 人 よし 、 ス サ ノ オ の 陽 の 面 


天涯 孤独 の 身の上 で 、 
介 に 引き 取ら れ 、 その 人 後 塔 馬 家 で 二 人 暮 し を し て いる 。 友達 思い で 明る い 性 格 
2 な か ら 好 か れ て いる が 、 鈍感 な の が 玉 に 下 。 女の子 の 想い に 気付 か HIZUMO2 | 
な いこ と も 多々 あり 、 周り の 女の子 た ちや は ヤキ モチ し て いる 。 ま た 親友 の 剛 と は 
- 度 も 剛 に 勝て た こと が な か っ た が 、 
と ある 事件 で 二 人 は 真剣 に 剣 を 交え 猛 は 剛 を 破る 
スサノオ の 転生 体 と し て 生 を 受け た 猛 。 陽 の 面 を 引き 継い で お り 、 活発 で 明る 
く 軽 い 部 分 が 表 に 出 が ち だ が 、 勇敢 で 力強い 面 を 持つ 
画 NO.64 大 斗 形 (32 ペ ー ジ ) 
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ム な せな な み むら びと 
MINASI NANAMI NMIRNBITO 


ト 登 
登場 タイ トル : 1ZUMIO サ プ キ ャ ラク ター 7 M 
ゃ N 場 


アマ テラ ス の 村 に 住む 人 々 
ヒカル だ ち が ネ ノ ク ニ に 来 た 
と き に 、 万 行 を 警戒 し 拘束 し 
よう と 現れ た アマ テラ ス の 村 に 
り 本 人 。 武将 が 鎌 や 栓 だ っ た 
、 服装 が 簡素 な も の な こと か 
ら 、 ネ ノ ク ニ の 文化 は あま り 発 
展 し て いな いと 思わ れる 


関連 キャ ラク ター 
圏 NO.01 アマ テラ ス (14 ペ ー ジ ) 


「「 ぷ っ くり ころ ころ 」 な 初代 弓道 少 
ヒカル の 後 昔 で 、 美由 紀 の ク ラス メイ ト 。 学 
園 で は 弓道 部 に 所 属し 、 県 大 会 で 優勝 する な 
どの 成績 を 残す 。 活発 で 素直 で 可愛 い 七 海 
は 、 学 還 で も マス コッ ト 的 な 存在 。 孤 児 院 
の 出身 で 、 何 組 か の 里親 に 引き 取ら 
れる も の の 上 手 く いか ず 、 心 を 
著 ざ す よ うに な っ て し ま 
95 し が か し じ 労 光 


関連 キャ ラク ター 
画 NO.13 桐山 干 夏 (1 7 ペー ジ ) 


幼い 頃 に 塔 馬 六 


31 


Complete works of IZUMO WORLD character 


S 
に な 
ド 
で 
こし 
に 9 

s 
に 1 
に 
半 
に 3 
So 
ミ 
R 
| 
トコ 
に 


粉 の 姿 を し た 麻衣 の 友達 
麻衣 の 友人 の ヤ タ ロー 屯 々 は 狼 の 交 だ っ た が 、 押 と 戦い ッ 
破れ 肉 Ms 失い 精霊 と な っ た 。 実 は 麻衣 の 妹 で 、 オ オナ ムジ 
の 米 配 に より 生ま れ 変 わり 謙 報 活動 を 行っ て いた 


以 オ 圭 と 基 


関連 キャ ラク ター 圏 NO.12 北 河 麻 衣 (1 7 ペー ジ ) 
ーッ も ア 
ノア タ 


「 ス 


ー"( 


リュ 
応 八 房 
033 


(店 叶 声優 : 風 音 登場 タイ トル : IZUMIO2 精 圭 


に > 有 』 es 


猛 と 片 を 襲っ た 野犬 の 精霊 

アシ ハラ ノ ク ニ で 猛 と 凡 を 襲っ た 野 大 た ちの 一 匹 。 負 え 死 に し そう で 劇 の 持っ 

| チ を 狙っ て いた 。 そ の 後 、 結局 孤独 な まま 死ん で し まい 、 ア シ ハ ラノ ク 
で 精霊 と し て 生ま れ 変 わる 。 学園 グラ ンド の 理 に ある 玉 に 封印 され て いた 


関連 キャ ラク ター 圏 NO.58 八 岐 括 (31 ペ ー ジ ) 


62| 
ぅ > しゅう や まだ た つの すけ 
N NNAGI TESSHUL YAMADA TATSUNOSUKE 


ンカ 上 記 公 : 高 間 下 人 声優 : マ ッ ハ 3.5 
登場 タイ トル :1ZUMO 準 サ プ キ ャ ラク ター 2 登場 タイ トル : TZI MO 雰 サ プ キ ャ ラク ター 


語 、 eee 


飲ん だ くれ の ダメ 親父 

虎之助 の 父親 で 、 妻 を 亡 く 
し て か ら と いう も の 酒 に 湧 れ 
て 仕事 も し な い ダ メ 親 父 。 虎 
之 助 と の 関係 も 最 悪 だ っ た 
558 いた だ っ 一 
人 の 隔 天 5 失 
と に - 気 が 付 、 和 
解 を する こと が で い 
きだ 。 意外 に も 

/ 


村 思 い の 一 面 を 


碧 固 者 の 刀鍛冶 
和 人 た ちの 武器 を 調整 する 警 
視 庁 特別 電 の 力 鍛 冶 ee 9 
口 が 悪い が 、 と て も 優し い 人 

班 員 の 中 で は 虚 。 0 * お 気 
に 入り で よく 話 か け て 
くる 。 昔 仕事 に 
打ち 込み すぎ た 
た め 、 家族 が ば 


持っ て いる 


4 
関連 キャ ラク ター 一 NO.63 山田 虎之助 (32 ペ ー ジ ) 関連 キャ ラク ター 圏 NO.63 山田 虎之助 (32 ペ ー ジ ) 
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の ク AM 田 ァ ピ B LTO 

N シン ン - 位 必 / 遇 | 元 , シ 2 YAMADA TORANOSCKI 
テ さ 

ン 


NN、 


声優 : 空 野 太陽 登場 タイ トル :1ZUMO 鶴 メイ ン キ ャ ラク ター 


猪突 猛進 、 爆走 気味 な 少年 
美園 の 幼なじみ で 、 古 武術 
た 。 母 の 死 を きっ か け に 父親 と の 関係 が 悪く な り 、 
家 を 飛び 出し 全国 を 放浪 し て いた 。 横浜 で 桐谷 
郎 と 出会い 、 彼 の 剣術 の 腕 に 本 
け 弟 子 に 。 そ し て その 流れ で 警視 庁 特別 } 
所 属す る 。 特 別 斑 で は 喧嘩 っ or 
て 、 萌 夕 と 並ぶ トラ ブル メー カー に な っ て いる 


上 杉 流 を 習っ て い 


関連 キャ ラク ター 圏 NO.62 山田 辰 之 助 (32 ペ ー ジ ) 


IZUMO 究 


、 
IZUMO2 | 


パ 


K 大 寺 剛 Pe 


声優 : ビス ケッ ト 子 崎 
登場 タイ トル : IZUMO2 メイ ン キ ャ ラク ター 


猛 の ライ バル 、 ス サ ノ オ の 転生 体 


剣道 部 に 所 属す る 猛 の 交 な じみ で ライ バル 。 細い 頃 
は 猛 と 一 緒 に 施設 で 育つ が 、 後に 地 の 名 家 大 斗 家 
の 養子 に 入る 。 両親 は 忙し く 家 で は 孤独 な 時 間 を 過 
ご し て いる 。 同じ 剣 の 道 を 志 し て いる こと 、 琴乃 へ の 
憧れ な どか ら 猛 を ライ バル 視 し て いる 。 ネ ノ ク ニ へ と 飛 
ば され 、 自分 の 在り 方 を 見 つめ な お す 
スサノオ の 転生 体 で 、 陰 の 面 を 引き 継い 
関連 キャ ラク ター 田 NO.3 | スサノオ (22 ペ ー ジ ) 


2 
圏 NO.58 八 岐 猛 (31 ペー ジ ) 
\ Ms 
ゴ 十 ツ sv 
も つ お お か み 
NN YOMOTSUOOKAMI 


声優 : 彩 世 ゆう 登場 タイ トル : 1ZUMO 敵 キ ャ ラク ター 


Z// ) 


/ 


本 重合 / / NN 
「 夢 を 紡ぐ 力 」 を 持つ ーー 

持つ イザ ナミ 彼女 が イザ ナギ と 別れ た 後 、 憎 し 

と 悲し み の 心 が ボ ヨ モ ツ オ オカ ミ を 生ん だ 。 世 と 

うた め イ ザ ナ ミ は ヒカル を 生み 出し 、 世界 を 滅ぼす た 

め ヨ モツ オオ カミ は スサノオ を 生み 出す 。 最後 は イザ 

ナミ の 願い の 通り 、 ヒカル に 倒さ れ ヨ モツ オオ カミ と ( バ 

と も に この 世 か ら 消 滅する 

関連 キャ ラク ター 国 NO.31 スサノオ (2 ページ ) PO と 」 

7/ 


田 NO.44 塔 聞 ヒ カル (26 ペ ー ジ ) 
田 NO.47 培 二 六 介 (27 ペ ー ジ ) 


必 き と 告 座 WO 
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_ 太古 の 普 、 文 明 が ま だ 未 青 だ っ た 順に 起こ っ た 争い を きっ か け に 、 多 く の 物語 了 和 が る 1ZUO2。 ff の 
時 を 駆け 巡る 戦い と 恋 の 物語 を 時 の 流れ と 共に 解き ほ ぐ 選 で あら すく Ne 0 


(の ) 写 代 次 世代 へ 続く 物語 の 始ま り 
OLD DAYS 


アシ ハラ ノ ク ニ と ネ ノ クニ の 分 け 隔て が な く 、 そ の 土地 は 高天原 と 呼ば れ て いた 。 文 化 は まだ 貧弱 で 、 統 一 
され た 国家 は 無く 、 政 権 を めぐ る 争い は 起き て いた も の の 、 人 々 は 穏やか に 過ごし て いた の だ が ……-。 
加 大 際 か ら の 使者 
高天原 に や っ て 来 た 文化 を 持つ 者 


の 由 吾 と 占 過 、 そし て ヒミコ の 過去 
大 陸 か ら 時 の 皇 常 に 命じ られ 不老 不死 の 


幸 


P/CK UP SCEAE 


2OINI1ZI 


楽 を 求め て 、 徐 福 は 五 人 の 神官 と と も に こ | 
の 世界 へ や っ て 来 た 。 大 陸 に 戻る つも り が い き 
な い 人 徐福 は 、 高天原 に 住む 人 た ちと 打ち 解 
ける た め 、 大 陸 の 文化 を 教え て いく 。 未 発 
達 な 文化 を 持つ 彼ら に と っ て 人 徐福 か ら の 教 


え は 喜ば し く 、 徐福 た ち は 人 々 に 受け 入れ 
られ て いく 。 し か し 彼女 た ち が 持 ち 込 ん だ 
文化 が 、 高天原 の 人 々 を お ご ら せ 、 争い を 
生む きっ か け に な っ て し まう の だ っ た 


雪が は CYS 
さら な る IZUMO ワ ー ル 旧 
が SA いす 妥 2 
_ IM⑩ 道 WU る 人 
Ne ST 0 
」 偽 ZUMO2」 で 語ら れ た 徐 柱 の この 物語 は シ 
| リー スズ 中 、 様 々 な 場 に 関わ っ て いる 。 こ の 後 、 
| 修 福 は 争い が 起こ っ た 原因 は 自分 に ある と 感 
じ 、 ヨ モツ オオ カミ や スサノオ と の 出会い を 経 
て 、 二 つの 世界 に 分 か れる 前 の 平和 な 世界 を 
取り 戻 そ うと いう 意志 を 持つ よう に な る 
ーP60 再会 
人 @ 「IZUMO 一 猛 き 剣 の 関 記 一 ] で は 、 ヒミコ は 
弥生 時 代 に 修 国 を 治め て いた 女性 と し て 描か 
れ て いる 。 また 虚 世 に 関し て も 神官 で は な く 、 


秦 の 始皇帝 か ら 命 を 受け や っ て 来 た 6 人 
人 の 神官 が 、 後に 四聖 獣 と 漁 虚 と な る 


この 頃 ヒ ミコ は 徐福 と 呼ば れ て お り 、 徐福 に し た が っ て いた 5 


| し ミュ が 作り 出し た 精 電 「 リ ン 」 と し て キャ ラク 
較 ター 
| 
り 


設定 され た 
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92| ツー を に そよ ン そっ 秩序 と 文化 を 覚え 、 高天原 の 人 々 は お ご り 
良かれ と 思っ て し た こと だ が …… 


平和 だ っ た 世の中 が 乱れ て いく 


03 
EN 優 し い 笑 顔 


イザ ナギ の 幸せ な 日 々 
35 ペ ー ジ の 「 二 つの 世界 」 の 間 の イワ ナ ナガ 
の 話 。 高天原 で イザ ナミ と イザ ナギ が 寄り そ 

い 幸 せ そ うに 生き て いた 。 そん な 日 々 を 見 て 

いた イワ ナガ は 、 二 人 が 離れ 離れ に な っ て し 

まっ た と 知り 、 な ん と か し よう と イザ ナギ が 

いる アシ ハラ ノ ク ニ へ 向かう 。 イザ ナミ と イザ 
ナギ の 幸せ な 日 々 を 取り 戻す た め 、 イワ ナガ 

は 千 数 百年 も の 長い 間 、 殺 生 石 探し を 続け 

る こと に な る の だ っ た 。 


ーー ター し うい こ と が な 
ーー CE 


ザ ナ ギ を アシ ハラ ノ ク ニ か ら ネ ノ ク ニ へ 帰す た 中 
め に は 、 彼 を 殺 る なけ れ ば な ら な い 。 不老 不死 の : 
イザ ナギ に は 普通 


の 方 法 は 通じ な い | 
と 考え 、 イワ ナ が 

は 殺傷 能力 が 高い 
「 殺 生 石 ] を 手 に 入 』 


れ よ うと する 。 | 


ーPS6 水生 所 | 


桐谷 五郎 の 笑顔 が 、 


に 昔 に 見 た イザ ナギ の 笑 


顔 と 重なり 、 イワ ナガ の 思い 出 が 蘇る 。 


TTME OLD DAYS MET エ J エ 


可 計 隔 た れ た つの 世界 


四 証 イ ザ ナ ギ と イザ ナミ の 悲恋 
抗争 の 中 で 出会っ た イザ ナギ と イザ ナミ 。 
戦い に 明け 暮れ な が ら も 、 二 人 は 恋 に 落ち 


幸せ な 日 々 を 過ごす 。 し か し ある 日 、 イ ザ ナ 
ミ の 妊娠 が きっ か け で クー デ タ ー が 起こ り 、 
イザ ナミ は 殺さ れ て し まう 。 死者 の 国 も 生 者 
の 国 も 地 続 きだ っ た この 頃 、 イザ ナギ は 彼女 
を 救い 出 そ う と ヨミ ノ ク ニ へ と 赴く が 、 強い 霊 
カカ で 阻ま れ た うえ 、 その 霊力 は 二 つ の 世界 
を 分 像 させ て し まう 。 


イザ ナミ に 子供 が 宿る 。 幸せ の 絶頂 に いる 二 
人 だ が 、 この 懐妊 を 世 れ る 人 々 が 現れ る 


イザ ナギ は 世界 を 二 つ に 分 ける ほど の 強 
い 霊 力 に さら され た せい で 不老 不死 の 体 を 
持つ よう に な り 、 神 と し て アシ ハラ ノ ク ニ に 封 
じ ら れ て し まう 。 テカ イザ ナミ は 「 夢 を 紡ぐ 
力 」 で 輪廻 を 司 り 、 ネ ノ ク ニ を 守り 続け て い 
た 。 平和 の た め に 祈り 続け る イザ ナミ だ が 、 
- 千 年 の 間 に 憎 悪 や 不 し み が 蓄 積 さ れ 、 別 
人 格 の ヨ モ ツ オオ カミ と いう 破壊 神 を 生み 出 
し じ て 和 し まう の だ ちら 計 。 
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01 四 


を 次 々 と 平定 する イザ ナギ を 支え る イザ ナ 
二 人 の 間 に 信 頼 が 生ま れる 


CK UP SCEME 


引き 裂 か れ た 二 人 


ヨミ ノ ク ニ に 向かい イザ ナミ を 助け 出 そ う と す 04 イザ ナギ と イザ ナミ は 自分 た ちの 住む 神殿 に 火 を つけ られ 、 荒野 へ と 逃げ 延び る 。 イザナギ は 敵 を 待 
る が 、 今 一 歩 の と ころ で 阻ま れる ち 受 け 、 イザ ナミ は お 腹 の 子 と と も に 逃げ る の だ が 、 その 道程 で 命 を 落と し て し まう 。 


は 写 ま yg 


⑱ ア デシ ハラ ノ ク ニ で 永遠 の 時 間 を 過ごす イザ ナミ 
は IZUMO シ リー ズ の キー パー ソン と いえ る だ ろ 
う 。 桐 谷 五郎 、 塔 馬 六 介 と 名 前 を 、 そ し て 場所 を 
変え て 物語 に 登場 し て くる 。 イザ ナミ と イザ ナギ の 
物語 は 、 ヨ モツ オオ カミ が 倒さ れ た こと で 終わ り を 
告げ る が 、 彼 が 生き 続け る その 先 に は 様々 な 物語 


ュー 、 mn 


か CO の いま の mv 


5 


も ニラ 


NEXT STORY 
ヒカル の 誕生 
ヨ モ ツ オオ カミ が 世界 を 減 ほ 
そう と 、 破 填 を 繰り 返す 中 で 
残 用 状 才 ミ の 意 


殺し 、 世 界 の * 
た め に 生ま 】 
塔 馬 じ カル だ っ た 


が 待っ て いる だ ろう 
ーP58 安らか な 笑顔 
倫 ヨ モツ オオ カミ の 行っ て きた 破壊 に は 、 ヒ ミコ や 
スサノオ が 強く 関わ っ て くる 。 そ の 物語 は 
「IZUMO02] へ と 引き 継が れ て いく 


HETSET 


を 孤独 に 放浪 し 続け る の だ っ た 


0 死ぬ こと が で き な い イザ ナギ は アシ ハラ ノ ク ニ 


較 
N 抽 
イザ ナギ の 中 に 滞り 溜まっ た 負 の 感情 が 、 破 
壊 を 好む ヨ モ ツ オオ カミ を 生む 。 
1 | 譲 六 
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堪 球 虹 き きっ ョ 條 う 


トク で ネー 
1 を 


36. 


END OF 侍 た 寺 が 生 き た 時 代 re -ns 
EDO 激動 の 幕末 で 五 人 の 男 た ち が 出 会 つた 。 短 い 時 間 の 中 で それ ぞ れ 立場 の 違う 男 た ちの 間 に 友情 が 生ま れる 。 
ee PERIOD - つか の 間 の 平穏 の 中 で 生ま れ た 関係 だ っ た が 、 一 人 の 男 の 死 を を っ か け に 別々 の 道 を 歩む こと に な る 。 
" 水 蜂 養生 所 上 
問 三 永作 一 家 と 男 た ち 上 。 


幕末 の 京都 で 、 永 峰 幹 夫 と 美津 子 の 夫婦 
が 養生 所 を 営ん で いた 。 二 つの 派閥 の 戦い 
が 激化 する 中 で そこ は 維新 派 も 幕府 派 も 分 
け 隔 て な く 過 ご せる 場所 で 、 こ こ で 偶然 に も 
桐谷 、 花 山 、 厳 斎 、 斉 藤 が 出 会 うこ と に な る 。 
夫妻 の 子供 の 陽子 と 和 人 も 交え 、 彼 ら は つ 
か の 間 の 平生 を この 診療 所 で 見 つけ て いた 。 


し か し 開 生 所 に や っ て 米 疫 人 た ち に 、 元々 、 水夫 奏 と 知り 合い だ っ た 向上 。 主計 机 合肥 け られ た 邊 山 は 央 半生 所 へ 。 そこ 
夫妻 が 殺さ れ 、 そ の 時 間 に 終 わり を 告げ る 。 明治 時 代 の 桐谷 と あま り 変わ ら な い 姿 だ で) 子 の 不思議 な 治療 を 受け る 。 


03 お っ と り し て 頼り な さき そう な 幹夫 だ が 、 厳 斎 た ち 先 に 治療 し て 欲し いと いう 厳 斎 だ が 、 加 者 は み 05 不審 な 人 物 を か くま っ て いな いか 、 調 べ に 来 
話題 も 衣 服 する くら い 医 者 と し て の 信念 は 強い 。 ん な 平等 と いう 幹夫 の 前 に 浅はか さき を 知る 。 た 新撰 組 の 斉藤 一 。 


最後 まで 士道 を 貫き 通し た まま 、 氷 峰夫 妻 は 07 養生 所 を 襲っ た 浪人 た ちの 裏 に いた イワ ナ 家 に いた 和 人 と 陽子 を 火 の 手 か ら 救 い 出し た 
浪人 た ち に 切り 殺さ れ て し まう 。 ガ 。 彼 女 は 後 始末 の た め 家 に 火 を つけ る 。 の は 、 厳 斉 だ っ た 。 


燃え 上 が る 家 を 見 つめ る 和 人 と 陽子 。 こ の 後 、 陽子 は 叔父 夫婦 に 、 和 人 賠 水 峰夫 妻 の 死後 、 三 人 で また 飲も うと いう 偽 い 約束 を し な が ら 、 男 た ち は 
は 叔母 夫婦 に 引き 取ら れ 、 別々 に 育っ て いく 。 まっ た く 別 の 道 を 歩ん で いく 。 


人 幕末 の 話 は 、 桐谷 が 和 人 に 話し て 聞か せる まで 、 ゲ ー ム 中 で は 謎 と な っ て いる 。 厳 斎 と 和 人 の 関わ り 、 
。 そし て 永 蜂 夫妻 の 生き 様 が 和 人 の モチ ベー ショ ン を 変え 、 人 間 と し て 和 人 は 成長 する 。 


TTME 層 OLD SI ウ 」 」 METJ エ 
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日 さ の 、 侍 が 見 た 夢 い 】 
MEIJI 1 、 二 た ち に よる 事件 を 解決 する た め に 作ら れ た 革 宮 特別 提 。 次 々 と 事件 を 解決 する 彼ら の 活躍 が 、 ある 一  』 
味 の 陰謀 へ と 近づく こと に な る と は 、 こ の 時 誰 も 思わ な か っ た 。 


男女 六 人 道 遇 。 1 代 
警視 庁 特別 王 結 成 に 順 
それ ぞ れ の 理由 で 横浜 へ や っ て 来 た 永 柴 物 
和 人 、 沢 木 宗 一 郎 、 山 田 虎 之 助 、 永 蜂 陽子 、 上 
杉 美 園 、 玉 城 萌 タ は 、 そ の 腕前 を 見 込ま れ 警 HH 


視 庁 特別 琲 へ と 所 属す る こと に な る 。 班長 
< 谷 五 郎 か ら 任務 を 受け 、 悪 霊 を 退治 す 

る た め 全 国 を 誕 走 する 和 人 た ち 。 危険 だ け 
ど . 楽 が 毎日 を 過ごす 和 人 た ち だ っ た が 、 


倉庫 を 襲う 悪霊 の 事件 を きっ か け に = 
2 を 敵 う ) 事 件 を きっ か け に 大 革 は 上 杉 流 を 継い で くれ る お 縛 さん を 探す 死ん だ と 知ら きれ て いた 父親 が 生き て いた ! 
な 事件 に 巻き 込ま れ て し まう こと に な る た め 、 仙 台 か ら 旅立つ こと を 決意 する bh て た 


綺麗 に な っ た 妹 と 、 変 わら な い 見 、 PCKOP SCEME 


宗一郎 と 陽子 は 横浜 で 一 人 の 少年 出 全 う 
偶然 の 出会い が 不知 火 土 郎 の 運命 を 変 さえ 2 


/ 
// mo 


we 人 花山 に 芸者 遊び へ 連れ て 行か れ ee 離れ て 育 ・ た 氷 蜂 兄妹 が 、 数 年 ぶり の 再開 を 果たす 。 は じ め は 知ら な い 女 の 子 に 抱き 
た 男性 陣 。 す ん な り 和 人 だ け 有 馴染 ん で し つか れ た と 戸惑っ て いた 和 人 だ が 、 成長 し た 陽子 だ と わか る と 優し い 笑 顔 を 浮か べた 


六 OJNI1ZI 


異 切り 
国 木田 義一 の 裏切り と 死 
次 々 と 任務 を こなす 警視 庁 特別 班 に 、 伊 
藤 博 文 暗 殺 計 画 の 阻止 が 命じ られ た 。 お と 
り 捜 査 を 行い 、 犯 人 を お びき 出し た が 、 そ 
の 犯人 は 宗一郎 の 恩師 国 木 田 義 一 だ っ た 
彼 は 娘 の 手術 費 を 得る た め 、 反 政 府 運 動 
に 協力 し て いた 。 悪事 が 暴 か れ 追 い 詰 め ら 
れ た 国 木田 は 、 宗一郎 に 娘 を 頼み 、 自 決 す 
る 道 を 選ぶ の だ っ た 。 そ の 人 後 、 宗一郎 た ち 


だ M 
9 近 売 PT - 郎 。 ぶつ け よ う い 事件 の 後 、 特別 班 に 日 常 が 戻っ て きた 
は 事件 の 黒幕 を 知る こと に な る の な い 慎 り が 宗一郎 を 租 う 92 謗 "PT 子 の 姿 ! は 人 し い 
さら な る IZUMO ワ ー ル ド へ の 誘い 1 
ン | 上 議 
IZWMO 道 る 23 情 


| @「IZUMO 零 」 の プロ ロー グ で 語ら れる 幕末 
か ら 明 治 の 間 の 史実 。 次 oe する イラ スト 

| に は 、 歴史 上 の 人 物 や 事件 な ど が 描か れ て い 
る 。 中 に は 歴史 の 教科 書 で 見 た こと の ある イラ 
スト も ある 
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人 


38 


に 作 の 合間 に 守 ] 
軸線 り 返 され る 戦い と 人 日 


北 OINI1Z1 


2 2 虎之助 の 親子 関係 の 確執 
、 国 木田 が 関わ っ て いた 事件 の 黒幕 に 萌 
NE に 親 が いた こと が 分 か っ た り と 、 特別 


天 の 面々 は 忙し い 日 々 を 過ごす 


そん な 中 、 悪霊 退治 に 行っ た 先 の 海 で 、 


和 人 た ち は 海 水浴 を する 。 海 慣れ し て いる 


陽子 や 明 力 に と っ て も みん な 9 


浴 は 特別 。 水泳 大 会 や スイ カ 割 り し て 、 
バー は つか の 間 の 休暇 を 楽し む 。 


/ 
NN Re、 み 7/ ン ノ 
03. 美園 の 水着 が ハラ リ と ほど け て し まっ た ! 
画 の 嬉し い ハ プ ニ ン グ 発 生 


E 及 「 精 圭 の 協力 


繰り 返 ぐ れる 戦い と 休日 


海 


次 々 と や っ て くる 依頼 は どん どん 難易 度 が 
上 が っ て いく 。 そ ん な 中 、 特 別 斑 に 更 な る 力 が 


必要 と な り 、 桐 谷 が 宗像 三 女神 の 力 を 借り 
た ら ど うか と 提案 する 。 彼 女 た ち の 力 を 借り 
る に は 、 契 り の 儀式 と いう も の が 必要 だ っ た 


示 像 三 女神 の 他 に も 任務 の 中 で 、 特別 班 
の メン バー は 様々 な 精霊 と 出会い 、 彼 ら の 協 


力 を 得 で 一 行 は 更 な る 強敵 に 立ち 向かう 


の ポー と サ ョ リ 


幼い 身体 に は 、 痛く 感じ られ 
る ほど の 愛撫 を 受け 、 サ ヨリ 
は 少し ずつ 身体 を 開い て い 
く 。 小 き な サ ヨリ の 中 に 宗 一 
郎 は 大 きく な っ た モノ を 挿入 
し 、 激しく 突き 動か す と サヨ 
リ か ら 小 きい 喘ぎ 声 が 上 が っ た 


04 


TFTME 四 OLD DAYS 


山 育 ちの 美園 と 虎之助 は 、 ど ちら が 早く 泳げ 
る よう に な る か 競争 を 始め る . 


押 戸 で 友 ・ っ た 陽子 は 、 海水 浴 は 珍し く な い 
画 は し ゃ ぐみ ん な を 浜辺 か ら 見 守っ て いた 


| WT デー ーー 


日 隠 し を し て い いる の に 、 ス イカ に 向かっ 05 花山 に 誇 われ 社交 界 に デビ ュー し た 美園 。 
直ぐ 唐 手 チョ ッ プ を お 見 天 い ! 


レス を 着 て は に か む 表 情 が 可愛 い 


の 和 人 と タ ギ ッ 


] 初め て の 契り の 儀式 そい うこ と で 生 張 し て いる タ ギ ツ 。 和 人 も こ 
うい う 行 為 は 初め て で 、 タ ギ ツ へ の 愛撫 も どこ か ぎこちない 。 し 
か し 全身 を 弁 ら れ 、 タ ギ ツ の 秘 処 も 和 人 を 待ち 望み 深 れ 始め た 。 


OW タ と キジ スナ ー 


少年 の よう に 小柄 な キジ ム ナ ー が 、 萌 夕 の 大 き な バ スト を 採 み 上 げ 
る 。 乳首 を 吸わ れ 身 問 え する 彰 夕 。 そ ん な 彼女 の 秘 像 か ら 、 ぬ ら 
り と し た 液体 が 滴り 落ち た 


METJT 
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陽子 と ウズ メ 


踊り の 女神 が 契り の 儀式 の 相手 と し て 指名 し た 
の は 陽子 だ っ た 。 女 同士 の 禁断 の 交わ り に 、 陽 
子 は 身 を ゆだね る 。 激しく 繊 組 に 動く 指 で 、 陽 
子 は 簡単 に 絶頂 を 迎え る 


儀式 此 れ し た タ ギ リ は 戸惑う 虎 之 
助 を 押し 倒す 。 タ ギリ の 手 に 導 か 
れ 虎 之 助 は 真っ 白い 乳房 を 恐る 
恐る 愛撫 する 。 大 きく 柔らか い 張 
り の ある タ ギ リ の 胸 。 初めて の 感 
触 に 虎之助 に も 限界 が 訪れ る 


NE 
美園 と ミシャ クジ 様 


白蛇 の 化身 で ある ミシャ グ ジ 様 に 
選ば れ た の は 、 奏 了 虫 類 嫌い の 美 
園 だ っ た 。 生理 的 嫌悪 を 抱き な 
が ら も 、 全 身 を 冷た い 鱗 が 遣い 
ずり 回 り 、 美園 の 身体 は 段々 と 熱 


を 薄 び て ゆく 


さら な る IZUMO ワ ー ル ド へ の 誘い 


以 WMO 遂 まる 3 


人 @ 「 で ほぼ の 巣箱 」 に 収録 ミ きれ て いる それ ぞ れ の 精 填 と 儀式 を 交わ し 
IZUMO 零 シナ リオ 拡張 プロ グラ た 主人 公 た ちと の 日 常 が 描か れ た 


ム 」 で は 、 カ ッ プ リン グ の 補強 以外 各 イ ベン ト 。 精霊 た ち が 見 せる 新 
た な 一 面 は 、 よ り 彼 ら を 身近 に 感じ 


HETSET エ T | M 』 5 < - 


殿 き ョ っ = 拓 う 
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ド =4 


40 


上 語 類 りな いけ ど 四 : 
回 記 | 和 人 と 美園 の が 上 5 


美園 は 婚 探 し を する 中 で 、 頼り な いと 感 
じ て い た 和 人 に 、 意外 な 芯 の 強 さ を 発見 し 
惹か れ て いく 。 そ ん な 美園 の 気持 ち に 答え 
る よう に 、 和 人 も 美園 へ の 思い を 募ら せる 。 

ト 杉 流 の 後継 者 の 問題 も 、 和 人 が 引き 継 
ぐ と 言っ て くれ 、 二 人 は 夫婦 に な る こと を 約 
束 す る 。 頼 りな い 和 人 、 し っ か り 者 の 美園 
と 、 正 反対 の 二 人 だ か ら こ そ な の だ ろう 恋 
は 上 手 く 進行 し て いく 。 


の 初め て の 夜 


いつ も 気丈 な 美園 だ けど 、 布団 の 中 で は 類 を 赤らめ 普通 の 女 の 
チチ だ っ た 。 そ ん な 彼女 を 和 人 は 覚 東 な い 手 で 優し く か わい が る 
』 そん な 和 人 の 手 に 答え る よう に 美園 は 、 身体 を 開い て いく 


OF の - 人 


初め て の エッ チ か ら 、 段 々 
と 積極 的 な る 美園 , あ る 時 還 
は 酒 に 酔い 、 和 人 の 男根 を 
自ら 取り 出し 舐め 始め て し 
まう 。 あ る 時 は 後ろ か ら 貫 
か れ 、 激 し く 求 め た り 、 
様々 な 痴態 を 披露 する 。 


店 人 紗 気 な 全 愛 目 

和 人 と 萌 夕 の 恋 回 5 

優 秒 不断 な 和 人 だ が 、 萌 夕 が 父親 探し で 

辛い 思い を し て いる 姿 を 見 て 、 彼 女 を 支え 

て あげ た いと 決心 する 。 そ ん な 和 人 の 優し 
さ に 萌 夕 も 特別 な 思い を 寄せ る よう に 。 

その 後 、 二 人 は 付き 合う こと に な る が 、 恋 人 


OAIIZI 


" ーー 
同士 と いう 雰 囲 気 に な り づ らい 。 恋 人 同士 と ま 
いう 関係 を 無 才気 に 捉え で いる 昌 タ だ っ た | @ うむ も や ー の 党 み . = 


恋人 同士 = 子作り と いう こと は 分 か っ た が 、 愛撫 は 知 
ら な か っ た 萌 夕 。 和 人 の 手 が 秘 処 に 伸び る の を 不 思 
議 に 思い な が ら も 受け 入れ て いく 。 初めて の 快感 で 
我 を 忘れ な が ら 二 人 は 結ば れ て いく 。 


が 、 そ の まま の 自然 体 の 二 人 で 恋 を 育ん で ゆく 。 
6 の 胃 か ら こ ん に ち は 


訓練 疲れ を 知ら な い 萌 夕 は 、 
和 人 の 朝 勤 ち を その まま 手 で 
弄 び 始め る 。 そ の まま 萌 夕 の 
口 で 一 度 出 し た も の の 、 和 人 
の 男根 は まだ 砕 か っ た 


の 不 を 鎮め る た め に 


父親 が 捕まり 不安 を 隠せ な い 萌 夕 和 人 は 抱き し め る 。 そ の 
まま 先端 を 花弁 の 克 目 に 押し 当て 差し 込ん だ 。 充 分 に 濡れ な 
が ら も きつ く 締 め 上 げ る よう な 朝夕 の 奥 を 擦り あげ て いく 。 
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呈 り の 目 を 上 手 く 應 みな が ら 二 人 の 進 瀬 は 重ね られ て 
いく 。 あ る 日 、 陽子 は 色々 勉強 し て きた の と 跳 き 、 和 
人 の 捧 を くつ ろ げ 、 肉棒 を つま みあ げ る 。 そ し て す で 
に 半 勃 ち だ っ た モノ に 小さ な 辱 が 押し 付け た 。 


詳 呈 多 殺 だ けど 
閉 久 | 和 人 と 陽子 の 恋 
仲の 良い 兄妹 っ ぷり は 十 数 年 ぶり の 再会 
と は いえ 変わ ら な い 。 二 人 は 任務 の 合間 の 
ひょんな 出来 事 か ら お 互い を 男女 と し て 意 
識 し は じ め る 。 そ ん な ある 日 、 任務 の 後に 
起こ っ た 地震 で 和 人 と 陽子 は 地滑り に 巻き 
込ま れ 大 穴 へ 落ち て し まう 。 ト ラブ ル の 中 
で 二 人 は 好き と いう 想い を 告げ 恋人 同士 と 
な る 。 そ の 後 、 兄妹 と いう こと に 二 人 は 悩む 
も の の お 互い を 思う 気持 ち は 本 物 で 、 こ っ 
そり と 愛 を 育ん で いく 。 


の 洋 れ た 人 

命 の 危機 が 二 人 の 気持 ち を 
後押し する 。 熱い 思い の ま 
ま 和 人 は 陽子 を 横 た え 、 そ 
の 可愛 らし い 胸 を 転がす よ 
うに 揉み 始め た 。 


1 夜中 に お 風呂 に 行っ た 和 人 と 陽子 が 件 合わ 
語 四 較 せ 。 小さ か っ た 妹 も る こん な に 大 きく な り ま し た 


9/ 上 ル 商 
N// 


AN 
N 7 // 清 が 


09 本 回 
軽 注 そう な イメ ー ジ だ っ た けど 、 正義 感 が 
強く 真面目 な 宗一郎 に 陽子 は いつ の 間 に か 
恋心 を 抱い て いた 。 国 木田 や 士郎 の 事件 を NN 
経て 二 人 は 強い 絆 を 作り 上 げ て いく 。 R ' 
アブ ノー マル な 初夜 ? 
告白 後 の お 付き 合い も 順風 満山 。 性 格 の @ 
相性 も 身体 の 相性 も 意外 と 合い 、 二 人 は 辛 敏感 な 身体 を 愛撫 され 、 陽子 の 身体 が 
寺 0 は 火 照 り だ す 。 普 段 の 浮い た 台詞 が 言葉 
ヽ ュ 会 いふ Ss 澤 > 公 み 、 
いと き は 支え 合い 、 楽 し いこ と は と も に 分 か の 衝 馬 と な っ て 陽子 の 身体 を 溶かし 、 
る 優し い 関 係 を 築い て いっ た 。 ー 人 ば つめ に ば れる - 始め は 処女 を 
散ら し 痛 が る 陽子 だ っ た 、 気付 く と 彼女 
の 肥 疹 は 宗 示 - 郎 の も の を きっ つく 距 え 込 
み 締 め 上 げ て いた 。 


ご 


ジジ クン 
ジン 


デー ニテ デー 


デ ー ン ジラ 
シン 
2 


デン ン 


っ こ 盛り 上 が っ た 二 人 は 止ま ら な 

・ 月 明か り の 下 、 款 一 郎 は 彼女 を 焦ら す よ 

、 じ っ くり と 膝 の 中 で 肉棒 を 動か し た 。 

・ 8 は 若 恥 に 顔 を 染め な が ら も 、 お 
ね だ りす る よう に 宗一郎 べし が みつ く 。 


HETSET 


Se 
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英 呈 大 利 手 子 の 人 和 の あな た の お 炊 さ ん に 
宗 一 回 に 5 
0 ee 宗一郎 は 横 に な っ た 美園 を 背後 か ら 抱き 


真剣 に 婚 探 し を し て いる 美園 は 、 宗一郎 
が 女の子 を 軽々 し く 口説 く 姿 を 見 て うん ざり 
し て いた 。 し か し 美園 は 、 真面目 で みん な 
を 幸せ に する た め の 正 義 を 見 つけ よう と し 
て いる 宗一郎 の 隠さ きれ た 一 面 を 知る 。 

国 木 田 の 死 を きっ か け に 接近 し た 二 人 は 、 
その まま 付き 合い 始め る 。 意外 に 誠実 な 宗 
- 郎 と 、 硬派 な 美園 は 上 手 く 続い て いく 


し め た 。 初 め て の 行為 に 美園 の 唇 は 震え 、 
恥じ らい と 不安 に か 細い 声 を 漏らす 。 し か 
し そん な 美園 の 花弁 へ 指 を 折り 曲げ 少し 


紀 偽 の 散歩 道 
春画 の 体位 を 試し た りあ の 手 こ の 手 で エ 
ッ チ を 迫る 宗一郎 。 こ の 日 は 、 夜 の 道 で 
は 人 の 気配 を 感じ な が ら バ ッ ク で 繋が っ 
た 。 静か な 夜道 に 、 溢れ た 愛液 の クチ ュ 
クチ ュ と いう 卑 狼 な 音 が 響い て いた 。 


5 大 人 と 子供 : 剛 
呈示 と 萌 タ の な 回 生 


萌 夕 の 父親 探し や 国 木田 の 事件 の 後 、 萌 
夕 と 宗一郎 は お 互い を 励ま し あっ て きた 。 
その 中 で 育ま れ た 恋心 は 、 萌 夕 と 茂男 の 再 
会 で きら に 強く な る 。 父 と 敵対 する こと を 選 
び 苦 し む 萌 夕 に は いつ も の 明る さ は な い 。 
そん な 彼女 を 宗一郎 は 励ま し 守 ろ うと 決意 
する 。 そ の 後 、 思 い を 告げ ば あっ た 二 人 は 、 


NN | 
の うむ や ー は どき どき 


「 う な ヤー」 と し て の キス を し て ドキ ドキ が 高まる 二 人 。 宗一郎 は 


が 


付き 合い を 始め る 。 一 見 、 大 人 と 子供 で ち まだ 僅か に 湿っ て いた だ け の 萌 夕 の ソコ に 自分 の 男根 を あて が 
ょ っ と アン バラ ンス な 二 人 だ が 、 好き とい う っ た 。 痛 そう な 顔 を する 萌 夕 を 見 て 、 宗一郎 は 先端 で 萌 夕 の 入 


気持 ち は そ れ を 乗り 越え る り 口 を 撫で る よう に 、 上 下 に こす りつ け 、 萌 夕 の 準備 を 待つ 。 
1k 回 ぐ を 人 < ぐ c 


の ェ ッ チ な 月 人 夜 
月 見 酒 を し て いる うち に 肌 距 て し まっ た 萌 夕 の 胸元 に 思わ ず 視 線 が , 
酔っ て いる せい な の か 、 その 視線 に 大 胆 な 返事 を する 萌 タ は 、 胸 を 
見 せ び が ら か し な が ら 大 きく な り 始 め た 宗一郎 の 股間 を 突き 始め る 
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あい ー 人 上 3 
則 大 才 助 と 陽子 の 恋 占 5 


父親 の こと で 悩む 虎之助 を 陽子 は 優し く 見 
守っ て いた 。 そ ん な 陽子 の 暖か い 気 追い を 虎 


助 は 感じ 、 そ の 優し き に 惹か れ て ゆく ( ii 
恋 を 自覚 し た 虎之助 の 行動 は 早く 、 人 = アノ =、 論 較 //// 


は 恋人 と な る 。 意外 と 積極 的 で 好奇 心 吐 盛 
な 陽子 と 暴走 気味 な 虎之助 は 、 お 似合い の 
カッ プル で 明る くく 楽しい 時 間 を 二 人 で 過 ご 
し て いく の だ っ た 。 


陽子 は 寝 て い 
る 虎 之 助 の 了 山 
棒 を 取り 出し 、 
いつ も され て ば 
か り だ か ら と 、 
晶 虐 を 始め る 。 懸命 の 奉仕 で 一 度 放 出さ せ た 後 、 
陽子 は 虎之助 の 腰 を また い だ 。 わ ず か に 口 を 開け 
て いる 秘 唇 を 指 で 開く と 、 虎之助 の 先端 を 入り に 
し っ か り と 押し あて 、 腰 を 落と し て いく 


深い 仲 に 進 諾 できない こと に じ れ た 陽子 は 、 虎之助 へ と 
積極 的 に アピ ビー ル す る 。 ようやく 二 人 は 身体 を 繋げ よう 
と する が 、 顔 を 見 られ る の が 恥ず か し いと 、 後ろ から の 
挿 信 を ね だ る 。 虎之助 は 育 後 か ら 陽 子 の 体 を 抱え 上 げ 、 
秘 処 を 探る よう に 腰 を 動か し 、 肉 棒 の 先端 を あて が っ た 


瑞 有 じみ 
旧 凍 あ 助 と 美園 の 恋 
別々 に 仙 を 出発 し 、 偶然 に も 横浜 で 再 

会 し た 幼なじみ の 二 人 は 、 誰 より も お 互 い 

の こと を 知っ て いた 。 お 古 い へ の 理解 は 任 

務 の 間 で さら に 深まり 、 美園 が 社交 界 に デ 

ビュ ー す る と いう 事件 を きっ か け に 二 人 は 

恋人 同士 へ と 発展 する 。 今 まで と は 違う 関 

係 に 妙 な 空気 が 流れ る も の の 、 い つも の 二 


の 貴方 だ か ら 


初め て の 夜 に お 互い 緊張 し な が ら も 、 体 を 重ね て い 
く 。 敷 いて ある 布団 の 上 に 抱き か か えて いた 美園 を 
押し 倒し 、 そ の まま 胸 を 

優し く 揉み 始 ク 
め る 。 そ し て 人 
その まま 虎 之 


六 OINIZ1I 
娠 浴 S& 


ら か いそ の 感 
触 を 楽し むか 還 
の よう に 揉み し 


人 に 戻っ た 美園 と 虎之助 は 、 楽しく 二 人 で 某 半 と お 付き 合い する こと に な っ た 虎之助 は だ いて いっ た 


日 々 を 過ごし て いく の だ っ た 。 嬉し く て 、 彼女 を お 姫 様 抱 っ こし て 党 ぶ 


た 。 美園 は 自分 に か けら れ た 綺麗 だ と いう 虎之助 の 言 
葉 に 恥ず か し が りな が ら も 、 寄り 添い 続け る 。 そ し て 
いつ の 間 に か 、 二 人 は 唇 を 重ね て いた 。 
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無 鉄 砲 な 人 
虎之助 と 萌 タ の 恋 
時 向こう 見 ず な 性 格 や 、 明る く 騒 が し いと こ 
代 ろ な ど 、 虎 之 助 と 彰 夕 は と て も よく 似 て いる 
順 "また 、 二 人 と も 父親 の こと で 悩み を 抱え て 
物 いた り と 共感 で きる 部 分 も 多かっ た 
苦し い 時 に 支え 合う 中 で 、 二 人 は お 互い 
語 を 意識 し 始め る 。 そ し て 二 人 は 付き 合う よ 道場 で 
解 うに な る の だ が 、 そ の 性格 の た め に 猪突 猛 


多 OMI1ZI 
3 の ー の 6 う S 


進 カッ プル に な っ て いく の だ っ た 稽古 を し て いた は ず が 、 いつ の 間 に か 淫ら な 行為 に な っ て し まっ た 二 人 。 い つも 修行 し て いる 場 
どい Pe 抽 ーー で の 行為 は と て も 背徳 的 で 、 二 人 は いつ も 以上 に 興 礁 し て いた 。 始 め は 声 を 抑え よう と 努力 し て 
hi W 症 いた も の の 、 いつ の 間 に か 少し で も 快感 を 得 よう と 大 胆 に 腰 を 揺らし 始め る , 


性 に 対し 無防備 な 萌 夕 に 

少し ずつ 大 人 の 「 恋 人 」 が す 

る こと を 教え て いく 。 強 張っ 

た 体 が 虎之助 の 腕 の 中 で 震 

え 、 萌 夕 は 快感 に 戸惑い な が 

ら も 虎之助 を 受け 入れ て いく 

そし て つい に 古 い の 名 前 を 叫 

びな が ら 、 虎之助 と 萌 夕 は 深く 深く 繋が っ た 
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MET ゾ T 
ーー トー ) ュ 。 


親子 の 決着 | 
萌 夕 と 茂男 、 そ し て 温泉 旅行 

和 人 が 厳 斉 と の 戦い を 受け 入れ た 頃 、 特 
別 班 と 政府 に 追い 詰め られ た 厳 斎 を 逃がす 
た め に 、 茂男 も また 萌 夕 と 戦う こと を 決意 す 
る 。 唐 手 使 いと し て 、 親子 は 激しく 戦う が 、 
最後 は 曲 タ た ちの 勝利 で 幕 が 閉じ る 

父親 の 処罰 を 心配 する 萌 夕 だ が 、 花山 お 
か げ で 、 特 別 玉 で 軟禁 する こと に な っ た 
茂男 が 捕まり 、 最後 の 決戦 が 近い と 特別 坦 
も 厳 斎 も 感じ 始め る の だ っ た 


つが 。- ン | 
ン イ 本 
ーー IE 』/ 
倒れ た 父 を 抱き 起こ す 萌 夕 。 唐 手 家 と し て の 


腕 を 認め られ 嬉し い が 、 別れ が 迫っ て いた 


戦い の 終結 
士郎 の 死 と 最後 の 決戦 
厳 斎 と 対立 し て いた 富田 が 特別 班 の 官舎 
へ 火 を つけ る こと を 知っ た 士郎 。 そ れ を 陽 
了 チ に 知ら せよ う 官 舎 に 向かい 走っ た が 、 そ 
の 間 で 富田 に 殺さ れ て し まう 
上 郎 を 殺さ れ 、 後 に 引け な く な っ た 厳 斎 
は 殺生 石 の 力 を 使い 魔 人 化す る 。 素晴らし 
い 士 道 を 持つ が 、 道 を 外れ て し まっ た 上 厳 斎 
和 人 た ち は 彼 を 止め 、 悲し い 戦 い を 終わ ら 
せる た め 、 最後 の 戦い を 挑む の だ っ た 


芳 乃 は 富田 に 措 問 を 受け 、 た くさ ん の 怪我 を 


負っ た 綾乃 を 看病 する 


さら な る IZUMO ワ ー ル ド へ の 誘い 


2WM0⑥ 道 し ②3 


人 厳 斎 を 救う た め に 力 を 出し 切っ た イワ ナガ 
は 、 不死 の 存在 か ら 普 通 の 人 と し て 輪廻 の 輪 四 
長かっ た イワ ナガ の 旅 も 、 戦 目 
い が 終 わっ た と き 終 馳 を 迎え た 

食 特 別 班 に 捕らえ られ た 茂男 だ が 、 意外 と 自由 目 
に 行動 で きる らし い 。 で ぼ の 上 巣箱 で シナ リオ を 軒 
拡張 する と 萌 夕 を 巡っ て キジ ム ナ ー と 喧嘩 する 
茂男 が 見 られ る ぞ 


へ と 戻っ て いく 


回 


こっ た 事件 を 和 人 に 話し た 後 、 桐谷 
邊 を 前 み 交わ す 


5 
W だ マー デバ (ーー 一 


悪 周 を 退治 し た 後 、 温 泉 と 宴会 を 満喫 する 一 行 


悪事 を 知ら せよ うと し た 士郎 だ が 、 追っ て きた 
瀬田 に 刺さ れ て し まう 


戦い の 末 に 生ま れ た 絆 


回 


戦い に 敗れ た 厳 斎 は 、 魔 人 化し た た め 死 に 瀬 し て 
けた 釜 力 の お か げ で 、 厳 斎 は 生き 延び た の だ っ た 


で 彼 の 傷 を 癒し て いく 。 イ ワナ が ガ の 長年 苦 え 続 ! 


HETSE エ 


02 | 


2 


いた 
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人 の た め に 生き て きた イワ ナガ は 


、 自 分 の た め に 


生き ろ と いう 茂 斎 の 言葉 で 迷い が 生ま れる 


死 の | 


削 


オグ / メル 


(は て で ん だ な 


ーー ッ 
N 培 


、 


と 


き 
を せ ず に 女 部 屋 を 空け た ら 、 み ん な 着 
陽子 と 美園 の 悲鳴 が 上 が る 


陽子 
: 郎 を 抱き か か え 、 最後 を 直 取 る 


P/CK UP SCEAE 


ー デ 


ド 1 
39 つ 


ー ュ 


て いい 


く 厳 斎 に 駆け 寄っ た イワ ナガ は は 方 術 
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の 新た な 地 で 土 道 を 棒 め る PCK UP SCEAE 


区 OMN1ZI 


出 版 斉 一 味 と 講師 た ちの その 後 
時 和 人 た ち に 敗れ た 後 、 花 山 の 計ら いで 厳 
斎 は 北海 道 の 開 拓 へ 尽力 を 注ぐ こと に な 
る 。 イ ワナ ガ や 綾乃 、 茂男 も 厳 斎 に つい て 
ゆき 、 そ れ ぞ れ の 家族 や 大 切な 人 た ちと の 
た 別れ を 決意 する 。 そ し て 警視 庁 特別 琲 へ 力 
講 を 貸し て くれ た 芳 乃 や 鉄舟 、 藤 田 も また そ 
れ ぞ れ の 道 を 歩み だ す 。 特 別 斑 の 仲間 た ち 
は 新た な 人 生 を 歩む 彼ら と それ ぞ れ 別れ を 
済ま せ 、 選 の 道 を 歩み 始め た 。 


@ 5: 副 それ ぞ れ の 道 に 


4 に 癌 本: 


厳 斉 と の 戦い の 後 、 藤 田 は 警視 庁 へ 戻る 。 そ の 未開 拓 の 北海 道 へ と や っ て 来 た 茂 斎 た ち 。 桐 谷 た ち は 侍 の 心 を 持つ 厳 斎 な ら ば 、 き っ と 成し遂げ て 
の 後 、 警 視 と な っ た 藤田 は 72 歳 まで 生き た くれ る だ ろう と 希望 を 持ち 見 送っ た 


03 鉄舟 は 間借り し て いた 官舎 か ら 、 自 分 の 工房 病院 を 開業 し た 芳 乃 。 そ の 評判 は 良く 、 近 隣 04 花山 こと 伊藤 博文 は 、 内 閣 を 発足 し 近代 の 日 
へ と 移る 。 そ の 人 後 、 開 いた 刃物 店 は 大 目盛 。 の 住人 に 頼り きれ 、 医 者 と し て 活躍 する 本 の 礁 を 作る 。 最 後 は 満州 で 暗殺 され る 。 


* で き な か っ > 


ONLY ENDING か れ の eo 
それ ぞ れ が 歩む 道 
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| 


二 人 で 歩む 人 生 | 
それ ぞ れ の カッ プル が 歩ん だ 人 生 |。 

激しい 任務 の 仲 、 恋 人 を 作る こと が で き 
た 特別 班 の メン バー た ち 。 厳 斎 た ちと 別れ 
た 後 、 任 務 を 続け る 者 、 新 た な 目標 を 見 つ 
生生 だ に か く 行 き 当 た り ば っ 
た りな カッ プル な ど 、 まっ た < 人 違う けれ ど 充 四 / ン 
実 し た 人 生 を 歩み だ す に 


震 労 も ある けれ ど 、 楽 し いこ ト と を 情 ァ ー ーー ノダ 
る パー トナ ー を 見 つけ 、 論 せ な 人 
に の 和 二 M 因 了 の 念願 だ っ た 洋食 店 を 夫婦 で 切り 盛り 。 虚 内 っ て 乗っ た 船 の 行き 先 は 清国 だ っ た 。 萌 。 ょ =、 
を 送り 、 寿命 を まっ と うし た 。 ヶ 助 は コック を し な が ら 可 培 退治 に 精 を 出す タ と 虎之助 は 中 国 で 大 冒険 を 繰り 広げ る 説 


5 ア 人 ) 
和 人 と 萌 夕 は 茂男 へ 会 い に 行く こと に 。 和 人 に 痢 の まま だ っ た ro の - 郎 の 転任 
は その 船 の 中 で 萌 夕 の 懐妊 を 知る が きっ か け で 結婚 する こと に 


兄妹 愛 、。 = ys PCK UP SCEAE 


上 杉 流 を 継い だ 和 人 だ が 、 美園 に 欠 え られ る 
日 々 が 続く 。 そ ん な 美園 の お 腹の中 に は 子供 が 


RS 


さい MM 7 WW 


人 それ か ENET いつ で も 仲の 良い 二 人 は 、 禁断 の 愛 に 悩み な が ら 
ら 数 十 年 経ち 、 二 人 の 関係 は 変わ る その 生涯 を 閉じ る まで 幸せ な 日 々 を 過ごし て いく 


ォ 
や 


rmeTrrmrr ヤ デュ 
IIZUMO 堆 」 の 登場 人 物 た ち 。 し か し 桐谷 刀 郎 | 
は だ け は この 後 、 隠 通し 、 再び 世に 現れ る の は 
平成 に な っ て か ら に な る ] 
ーP48 へ | 
人 @ 明 治 17「 二 人 で ボ む 人 生 ] で 紹介 し て いる イ | 
ベン ト の 内 、 07 か ら 10 ま で の イベ ント CG は 「 で 
| 3 ぼ の 巣 箱 」 の シナ リオ 拡張 で 発生 する カッ プル 目 
事件 が 終り 一 年 過ぎ た 頃 、 宗 一 郎 と 萌 夕 は 同棲 - 人 の 間 に 子 供 が 産ま れ 、 一 時 は 虎之助 の 放 の エン ディ ング だ 1 


を 始め る 。 ド タバ タ が 細 え な い 楽 し い 日 々 を 過 ご ま 浪 癖 も 直っ た か と 思い き や …… > は 
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肖 稚 民 ee 


48 


運命 が 交わ る 直前 


(の 切 InterntisSion 


回 億 人 へ 国 の 記念 碑 の 前 で 
塔 馬 六 介 と し て 生き る 芝 


桐谷 九郎 は 大 正 時 代 、 そ し て 二 度 の 世界 大 
戦 の 間 、 姿 を 隠し て 生き て きた 義生 に 
姿 を 現す の は 現代 に な っ て か ら の こと に な る 
明治 時 代 ( - 特 別 現 の 和 合 が あっ た 場所 に 立て 
られ た 記念 碑 の 前 で 、 塔 馬 六 介 は 輝 いて いた 
日 々 を 振り 返る 


_ の CK 0P SCEAE 


六 OINI1ZI 


目 隠 適 生 活 を 続 ! 
ら 段 々 と 忘れ 去ら れ て いく 記念 碑 。 輝 か し か っ た 時 代 を 、 老 人 は 思い 起こ す 


て いく うち に 、 桐谷 五郎 は 周囲 弦 特別 | 班 の 官舎 が あっ た 場所 に 立て られ た 


信 涼 斉 と と も に 旅立っ た イワ ナガ が 桐谷 に 


信正 数 年 の 後 、 イ ザ ナ ギ は 出雲 学園 の 祭 


塔 馬 ヒ カル が ネ ノ クニ へ と 飛ば され る 以前 に 起こ っ た 様々 な 出来 事 。 綾 香 や 七海 、 そ し て 徐福 に まつ わる いく 
つか の エピ ソー ド が ある が 、 そ れ ら が 未来 へ の と 繋が っ て いく 。 


「 希 
望 を も た ら す 存在 」 が 』 
現れ る と 予言 し て い 
た 。 イザ ナギ と イザ ナ 
] ミ の 悲し い 別 れ か ら 
千年 。 イザ ナギ は そ 
の 存在 と 共に いた 


- 人 の 子供 を 授 Meta ie 


の 半 > ミ 
ww 伴 と た 2 や の ヨ モ ッ オオ カミ の 戦い 


ヨ モ ツ オオ カミ と 徐福 、 そ し て スサノオ 
イザ ナミ の 人 負 の 感情 か ら 生 まれ た ヨ モ ツ オ 
オカ ミ は 自分 を 苦し め る この 世界 を すべ て 破壊 
し よう と 各地 で 戦っ て いた 。 そ の 中 で 徐福 は ヨ 
モツ オオ カミ の 子 ・ ス サ ノ オ と 出会う 。 母 の 愛 
を 得る た め 、 戦 に 赴く スサノオ に 、 徐福 は 惹か 
れ て いっ た 。 そ の 後 、 罪 の 意識 と 信念 で 徐福 
は ヨ モ ツ オオ カミ と 対決 する こと に な る 。 し か 
し ヨ モ ツ オオ カミ の 力 の 前 に 届 し 、 肉体 と 精神 
を 取り 込ま れ て し まう の だ っ た 。 


し コ 


回 母 の た め に 己 の 剣 を 血 に 染め る スサノオ 。 ス サ イザ ナミ の 悲し み 、 憎しみ か ら 生 まれ た ヨ モ ツ オオ カミ は 悲し み の 根 源 で ある この 世 を 、 すべ て 破壊 し 、 無 


に 帰 そ うと し て いた 


ノ オ は 長い 間 戦 い 続け る 


その 行為 は 平和 な 国 を 一 か ら 作り 直し た い 人 徐福 の 願い と 重なる 


903 | 03 計 和 き 了 を 止め よう と し た 徐福 。 し か し その 綴 交 徐福 は 呪術 を スサノオ に 教え る 。 ス サ ノ オ と 出 会 
な 力 の 前 に 敗れ て し まう い 、 彼 の 純真 き が 徐福 の 心 を つか も 


TTME | OLD DAYS 


スサノオ は 教わっ た 呪術 を 、 央 味 に か ける 。 生 
まれ た の は 女郎 昧 の 精 ・ 楓 だ っ た 


ME エエ 


Complete works of IZUMO WORLD story 


過去 の 記憶 
七海 ・ 綾 香 ・ 消 の 過去 
E 海 が 親友 の 桐山 千夏 が いじ めで 悩ん で い 
た こと を 知っ た の は 彼女 が 自殺 し て か ら だ っ 
た 。 綾香 は 義父 に 強 女 さ きれ て いた 上 、 追 い 詰 
め ら れ 彼 を ナイ フ で 刺し て し まっ て いた 。 そ れ 
ぞ れ 心 に 暗い 影 を 落と す 過 去 が 、 平和 な 生活 
の 前 に 起こ っ て いた 。 
孤児 だ っ た 潜 は 倉島 家 に 引き と られ た 頃 、 
心 を 閉ざし て いた 。 し か し 義父 母 の 暖か い 芝 
で 彼女 は 育っ て いく 


ie 
OINI1ZI 


過去 の 記憶 と 悪霊 の 戻 P/CK UP SCEAE 


SN 


Ro 
Ne 了 


蒸し 甘い 夏 の 日 の 午後 、 気 だ る そう に 窓 【 綾香 の 悲し い 記憶 が 、 悪霊 ・ サ トリ の 罠 に よっ て 塗り 替え られ て いく 。 義父 は 醒 い 触手 と な り 綾香 を 襲っ て 
れ か か る 綾香 。 こ の 後 義父 の 魔 の 手 が 。 | いく 


/ い A 、 こ 
綾香 の 過去 の 世界 へ と 入り 込ん だ ヒカル は 、 傷 
05 | つい た 彼女 を 癒し て いく 。 


触手 に 淫ら な 格好 に 拘束 され 、 綾香 は この 世 な 触手 に 陵辱 
ら ぬ 快楽 に 愛液 を 垂れ 流し て し まう 
| さら な る IZUM0 ワ ー 


の くん か か 


@ ゲ ー ム 中 で は 同性 の 


じ し め が 明 
原因 で 自殺 する 千夏 。 アニ メ 「IZUMO 三 ノ 巻 中 
玉 再 の 追憶 ] で は 、 そ れ に レイ プ と いう 過酷 な 
1 シー ン が 加わ っ た 


3 


同級 生か ら の い 


『 


1 


| 倉島 家 に や っ て きた ば か り の 潜 。 心 を 閉ざし た | 熱 が 出 た と き 、 両親 に 手厚く 看護 され た 深 。 暖 
女の子 だ っ た 


か い 絆 が 生ま れる 


シー ン の 追加 だ け で は な く オ リ ジ ナ ル 設 定 が | 
各所 に ちり ば め ら れ た OVA『IZUMO」 シ リー ズ 。 
詳し い 内 容 は 116 ペ ー ジ の 関連 情報 大 全 で チェ 
ッ ク し て 欲し い 0 


\ 4 ンー 
千夏 の 死に 悲し む 同 級 生 を 見 て 、 七海 は 怒り で | 親友 の 死 の ショ ッ ク で 雨 の 中 、 動く こと が で き な 
心 が 浴 め て いく の を 感じ る い 七 海 。 そ ん な 彼女 を ヒカル は 抱き し め る 


HETSE エ 」 | 


6 】 
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其 の 壱 塔 馬 ヒカル の 戦い 

アマ テラ ス の 祈り に 導 か れ ネ ノ ク ニ へ と 訪れ る 塔 二 ヒカル 。 ヨ モツ オオ カミ を 倒す と いう 宿命 の 下 に 生ま れ た 
ヒカル は 、 戦 い の 中 で 心 も 身体 も 強く な り 、 最 終 決戦 へ と 向かう 。 

代 祈り に 呼ば れ れこ 

順 塔 馬 ヒカル と 彼 の 傍 に いる 女 た ち 


物 塔 馬 ヒ カル は 妹 の 美由 紀 や 仲間 に 囲ま れ 、 
平和 な 学園 生活 を 送っ て いた 。 し か し ある 日 を 
上 醒 只 。 折 に 、 中 に な に か 訴え て くる 夢 を 見 る 
解 よう に な る 。 そ ん な 祈り に 導 か れる よう に ヒ カ 
s> ル は 学園 の 地下 に ある 祭壇 を 見 つけ る が 突如 
交 。 大 地震 が 起こ り 、 祭壇 は 関 光 に つつ まれ た 


OINI1Z1 


寝 ぼ ば すけ な ヒカル を た た き 起 こす の は 、 妹 の 美 
3 由紀 の 日 斉 で ある 


巫女 の 姿 は と ・ 


の 夢 を 毎 日 見 る こ 


見 7 た こと の な い 女 の 子 が ヒカル に 向かっ て 「 救 
旬 世 主 様 ] と 呼 か け て < く 2 


ちょ っ と 抜け て いる が 授業 は し っ か り 行 う 綾 香 クラ ス の 名 物 で も ある 潜 VS ヒ 2 浴 は 挑戦 的 いつ も は 和み 系 の 七海 だ が 、 表 道 を する 次 は 凛 
し か し 、 ヒ カル に と っ て は 子守 唄 話 主 に サー ベル を ヒカル に 突き つ ! ) た と し て いる 。 そ れ は ヒカル の 前 で も 変わ ら な い 


美由 紀 の 泌 。 - _ PCKOP SCEAE 
| ヽ 〆 


を 


塔 馬 家 は 六 介 と ヒカル 、 美 由紀 で 三 人 暮 らし を 
し て いる 。 だ か ら こ ん な ニア ミス も 


X 


留美 か ら ヒ カル へ の ラブ レタ ー を 李 か っ た も の の 、 ヒカル に 渡 き ず 勝 手 に 返事 を し まっ た 美由 紀 。 ヒ カ の 亀裂 に 飲み 込ま れ て いく ヒカル 
ル は それ を 知り 、 美由 紀 を 責め る 。 この 後 、 仲違い し た まま ネ ノ クニ に 二 人 は 行 こと に こ ど り 着い た その 先 は 異 世 界 だ っ た 
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党 


戦い の 共 開 け 
祈り 続け た 少女 と の 出会い 
地震 の 後 、 ヒ カル の 目 に 入っ て きた の は 廃 斑 
と な っ た 校舎 だ っ た 。 平 和 な 学園 が 一 転 し 和 
魅 下 が 天 届 する 校舎 。 そ の 中 で 七海 と 綾 香 
を 見 つけ 出し 、 ヒカル た ち は 外 へ と 向かう 。 そ 
の 後 、 潜 も 合流 する の だ が 、 その 頃 に な る と ヒ 
カル た ち が 暮 らし て いた 現代 と は ぜん ぜん 違 
う 世 界 に 来 て し まっ た こと に 貸 疹 つく ぷ ※ そし て 


と メー) 由 りー 和議 謗 レー -)) と っ 且 M / 
と ある 村 に 辿り つい た 一 行 。 そ こ に は ヒカル の 学園 の 校 例 に は 免 昧 が 住み 着い て いた 。 その 大 地震 が 合っ た の に 、 す や す や と 保健 室 の ベッ 
夢 に 出 て きた 少女 ・ ア マテ ラス が いた 味 の 巣 に 七海 は 絡め と られ て し まう ド で 眠る 綾香 。 と カル は その 鈍 さ に 感心 する 


OINi1Z1 
ュー ミ 


7 


救世 主 様 ! P/CK UP SCEAE 


ぴー 


毒 キ ノコ を 食べ て 錯乱 し た 潜 が 七海 を ホ 


株 で 毒 キノ 
ト ケ ー キ と 間違え 食べ よう と し て いた ! 


森 で 一 人 の 男 と 出会う 一 行 。 ス サ ノ オ と 名 乗っ 
た その 男 は ヒカル を 挑発 する 


深まる 絆 上 


七海 ・ 綾 香 ・ 消 ・ ア マテ ラス と の 絆 
- 行 は アマ テラ ス か ら 現 世 へ と 帰る た め に 
は 封印 され て いる 四聖 獣 を 目覚 めき せな けれ 
ば な ら な いこ と を 教え られ る 。 封印 し た の は ヨ 
モツ オオ カミ で 、 彼女 の 手下 と 各地 で 戦う こと 
に 。 敵 の 様々 な 思 は 一 緒 に いる 女の子 た ちの 
弱 点 を つい て くる が 、 ヒカル や 仲間 た ち に 支え 
られ 、 それ ぞ れ 過去 や その 不 し みか ら 脱 却 し 
て いく 。 そ し て つい に 四聖 獣 を 解放 し 現世 ・ ア 
シ ハ ラノ クニ へ 帰る 準備 が 整っ た 


E 海 は 悪霊 と な っ て し まっ た 千夏 を 抱き し め る † 夏 は 七海 と いう 親友 を 手 に 入れ た と 言う ヒ カ 
9 悲し い 戦い の 末 、 誤解 が 解け た 二 人 ル の 言葉 に 七海 は 安 培 の 表情 を 浮か べ る 


過去 の 自分 を 知ら れ 嫌 われ る こと が 怖かっ た 綾 部 
香 。 受け 入れ て くれ た ヒカル へ 思わ ず 抱 きつ く る 
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美由 紀 の 人 存在 ] 2 
ヒカル た ちよ り も 先 に _ 民 缶 
地震 の と き に ネ ノ クニ へ と や っ て きた 人 物 は 、 
ヒカル た ち だ け で は な か っ た 。 美 由紀 も ネ ノ ク 
ニ へ 飛ば され て いた 上 、 彼女 が 訪れ た の は ヒ 
カル た ちよ り も 半年 前 の ネ ノ クニ だ っ た 
ネ ノ クニ に 飛ば され た 衝撃 で 瀬 死 の 美由 紀 
は スサノオ に 助け られ る 。 そ の 後 と も に 行動 す 
る こと に な り 、 美 由紀 は スサノオ の 孤独 に 触れ 
て ゆく 。 半年 の 間 、 喧嘩 し た まま の ヒカル の こと いら 避 間 宮 記す る 。 
は 気 に な る が 、 その まま 時 間 は 過ぎ て いっ た の 美 を スサノオ [ 抱き か 2 え 人 療 へ 向かう 2 


仲直り 
美由 紀 と ヒカル 、 そ し て スサノオ 
ネ ノ クニ に 残っ て いる 美由 紀 を 連れ て 帰る た 
め 再 び ヒ カル た ち は ア マテ ラス の 下 へ 戻る 
ヒカル は 美由 紀 を 追い か け 、 スサノオ の 和 砦 へ 行 
き 再 会 する が 、 半年 間 で 凝り 固まっ た ヒカル へ 
の 想い で 美由 紀 は 素直 に な れ な い 。 そ こ に ヤ 
マタ ノ オ ロ チ が 乱入 。 オ ロ チ は 美由 紀 を 連れ 去 
っ て し まい 、 ス サ ノ オ と ヒカル は 美由 紀 を 助け に 
行く こと に 。 オ ロナ チ を 倒し 、 よう や く 美 由紀 は 助 


) っ スサノオ と ヒカル の 戦い の 最 中 、 美由 入 は ヤマ タ 帰り た が ら な い 美 由紀 は 、 火 口 へ 落ち そう に な る 
ゝ ン の 3 と ご = 1 、 > 2N 。 ー に ー ュ メ 
か り ビ ヒカル の 元 へ 戻っ て きた M ノ オ ロ チ に 連れ 去ら れ て し まう それ を 助け た ヒカル の 思い が 彼女 を 素直 に きせ た 


OINI1ZI 


ヒカル が 現世 へ 帰ろ うと し た 皮 間 見 た の は 、 悪霊 
の 将軍 スサノオ の 騎馬 に 乗る 美由 紀 だ っ た 


OLD DayS る る 


cm 
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ョ ンー 


兄妹 仲良 く 病 ] 
er ョ 7/ /。 // 
美由 紀 と ヒカル の 学園 生活 3 bf | 
血 の 上 繋が ら な い 兄 妹 だ と 知っ た 時 か ら 、 美 リー 
由紀 は ヒカル へ の 思い を 止め られ な く な っ て い 。 NM 


た 。 学園 生活 で 急 接近 する 二 人 だ っ た が 、 そ 総 


れ で も ヒカル は まだ 美由 紀 を 妹 と 見 て し まう 2 / 
それ で も 美由 紀 は 一 緒 に いる こと が で きる な ら グン // 


いい と 言う 。 そ ん な 美由 紀 と 一 線 を 越え て し 
まっ た ヒカル は 戸惑う が 、 妹 だ ろう が 何だ ろう ン / 


*、 美 由紀 の こと が 好き で 大 切な こと に は 変わ Eo es 
美由 記 の SN 結 デ ーー に は 類 由 紀 の 唯 一 の 苦手 分 野 は 歌 。 本 人 は 苦手 と 大き く 足 を 振り 上 げ 、 鍛錬 に 励む 美由 紀 。 偶然 
り が な いこ と に 気がつく 思っ て いな いか ら 、 さらに た ち が 悪 い 居合 わせ た ヒカル に 嬉し い パ ンチ ラ 


ジャ ヴー 事 志 


道場 で 訓練 し た 後 、 二 人 で シャ ワー を 浴び その まま エッ 
チ に な だ れ 込 む 。 胸 を こね る よう に 揉み な が ら 、 秘 処 に 
人 差し 指 を 忍ばせ る 。 そ の まま 指 を か き 回 す と 、 了 肉 朋 か 
ら 粘 性 の 液体 が 溢れ 、 ヒ カル の 手の平 を 濡らし て いく 。, 


ONI1Z1 


兄 の 優し さ に 包ま れ て 


風邪 を ひい た 美由 紀 を ヒカル は 保健 室 で 介抱 
する 。 気持 ち を 抑え 切れ な く な っ た 美由 紀 は 、 
自分 で パジャマ を 脱ぎ だ し ヒカル へ と 想い を 
伝え る 。 そ ん な 美由 紀 に ヒカル は 誠実 に 答え 


る 。 ヒ カル は 妹 と し て で は な く 「 愛 し い 人 」 と 
し て 抱き し め 体 を 繋げ る こと を 選ぶ 


プ 美 由紀 の 悪戯 


美由 紀 に マッ サー ジレ し 
て も ら う が 、 途中 で 精力 
増強 の ツボ を 押さ れ 、 
ヒカル の その 部 分 が は 
ち き れ ん ば か り に な っ て 
し まう 。 野獣 と 化し た 
ヒカル は 美由 紀 を 押し 
倒し 、 バ ッ ク か ら 猫 っ た 
モノ を 押し 入れ た 


HETSET エ 
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に 


OIN」1Z1 
いい 


で 
し 


ご 


子供 じゃ な い | 
七海 と ヒカル の 学園 生活 
強制 きれ た わけ で も な い の に 、 試験 勉強 を | 
し た り 己 道 の 練習 に 励ん だ り と キチ ナン と し た 生 
活 を 送る 七海 。 そ ん な 七海 に 感心 し ヒカル も 
緒 に 行動 する よう に な る 。 元 々 仲の 良かっ 
た 二 人 だ が 、 共同 生活 の 中 で 段々 と お 互い を 
意識 する よう に な る 。 戦い の 中 で いつ 死ぬ か 
分 か ら な い 状 態 だ か ら 、 き ちん と 告白 し よう と 
ヒカル は 行動 に 移す 。 留 美 や 美由 紀 を 気 に す 記 選 
る 七海 だ っ た が 、 ヒカル へ の 想い は 止め られ 上 着 を 引 - 
ず 、 付き 合う こと に な る 


習 の 後 、 汗 の 臭い を 気 に する 七海 。 胴 ヒカル の 心無い 一 言 で 、 体重 が 気 に な り 早 速 保 
張 ! と 健 室 へ 。 体 重 計 の 数 字 に 和 驚き を 隠せ な い 


夕涼み の 告白 
草原 で ヒカル か ら の 告白 を 受け 、 心 の 準備 も な いま ま 
: 人 は 肌 を 合わ せる 。 感 じ や すい 七海 の 秘 部 は 大 洪 
水 だ っ た 。 何 も し な いう ちか ら ト ロト ロ と 特有 の 蜜 が 
あふ れ 出 し て いる 。 そ ん な 七海 の 花びら の 中 心 に ヒ 


カル の 固く な っ た モノ を 突き た て た 


と き の た め に 七海 は し っ か り 試 験 勉強 を す 
ト 上 の ヒカル に も 勉強 を 教え る 秀才 少女 だ 


TTME | 」 orp pays に る Mer 


ー ト ーーーーーー 9 
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姉 か ら 恋 人 へ 
綾香 と ヒカル の 学園 生活 
サト リ が 見 せ た 過 去 か ら 抜 け 出 す た め に 、 
夢 の 中 で 一 度 は 結ば れ た 二 人 だ っ た が 、 鈍感 
な ヒカル は 戦い の 中 で 、 今 ま で 通り の お 姉さん 
で 保健 医 で 先生 と いう 意識 に 戻っ て いた 。 し 
か し 綾香 か ら の アプ ロー チ で 、 よう や く 姉 と 弟 
と いう 関係 か ら 、 同 等 の 恋人 同士 へ 恋 の ステ 
ッ プ アッ プ を する こと が で きた 訓 守 られ る だ け 
の 弟 で は な く 、 支え あえ る 恋人 同士 な っ た 二 
人 は 深夜 の 宿直 室 で 進 瀬 を 重ね て ゆく 


NN 


選 グ // SS 


保健 室 に 行く こと が 日 常に な っ た ある 日 、 綾香 の | 保健 室 で 昼寝 を する 綾香 。 セ クシ ー な 寝相 と エ 
を ら う ッ チ な 寝言 で ヒカル と 七海 は パニ ッ ク 


Z 優 し く 愛 し て 


は じ め は 綾香 に リー ド さ れ て いた も の の 、 大 き な 胸 を 口 と 手 
で 和 愛撫 し て いる うち に 、 主導 権 を 取り 戻す 。 す で に 熱く な っ 
た 綾香 の 入り 口 に 固く な っ た モノ を こす り 付 け 、 綾香 の 愛液 
に まみ れ た ソレ を 彼女 の 中 心 に つき た て た 

ーー ご 1 ! 
ンジ で TS 
レ 7 


ア F に な っ て 


何 度 も 宿直 室 で 愛し あう 二 
人 。 あ る 日 、 ヒ カル は 綾香 に 
上 に な っ て 令 し いと お 願い 
し た 。 縮 香 は 悪 虐 っ ぽく 笑 
うと 、 ヒ カル の モノ を 根元 ま 
で 飲み 込む よう に 腰 を 沈め 
た 。 深く 入り 込ん だ ヒカル 
の ソレ で 、 綾 香 は いつ も よ 


り も 早く 絶頂 を 迎え る 


人 ツウ ウツ ガッ ツア 


に な っ て も ら っ た り 、 バッ ク で エッ チ を し た り 、 愛 の 行為 

む 二 人 。 あ る 日 は 、 いつ も 口 で 愛し て も ら っ て いる お 
礼 に 、 綾香 も ヒカル の も の を 吐 え る 。 口 内 で 舌 が 妖しく 奏 
き 、 ヒ カル は 思わ ず 声 を 漏らし そう に な っ て し まう 


HETSE エ T 


J 
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時 
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変わ ら な い 関 係 目 5 
消 と ヒカル の 学園 生活 日 : 

喧嘩 友達 と いう 関係 は 共同 生活 の 中 で も 変 
わら な か っ た 。 し か し ある 日 、 潜 は いき な り キ 
ス し よう と 言い だ す 。 ヒカル に と っ て 沙 は 男 友 
達 の 延長 で 、 そこ に 恋愛 感情 を 持ち 込む こと 
で 関係 が 変わ っ て し まう こと を 恐れ て いた 。 し 
か し 「 ヒ カル は ヒカル 、 あたし は あたし 、 だ か ら 
変わ ら な い 」 と いう 潜 の 言葉 に 納得 し 、 変わ ら 
な い 友 情 を 持ち な が ら 二 人 は 恋人 同士 と し て 


熱い 時 間 を 骨 ご し て ゆく 


堂 へ 忍び 込む 。 冷蔵 庫 の 


れ 、 ひたすら 食べ る 産 の 姿 は 惑 需 だ 


屋上 の フェ ンス で 


1 る 。 考え 事 を し て いる 治 は 
と は 違う 雰囲気 で と カル を ドキ ッ と させ た 


反論 を 出す 余地 を 与え な いよ うに 、 胸 
の 愛撫 を 激しく ン 
ス へ 捕まら せ 、 中 
に 、 ヒ カル は 標準 を あわ せ ゆ っ くり と 
挿入 する 。 洛 の 愛液 を 搬 き 分 け な が 


ら ズ プ ズ プ と 進入 する と 、 潜 は ク ク 


と 小さ く 仰 け 反 っ た 男 の 憧れ 


体育 倉庫 
閉 は 付き 合い 、 エ ッ チ を 
自身 も 、 体 f 
ドキ し 、 い つも 


いつ も の 可 戯 っ 
ヒカル を 観察 し た り 、 


いつ も の 調子 の まま 一 人 は 絶頂 を 迎え る 


TTME | OLD DAYS METJT 
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普通 の 女の子 ] 


アマ テラ ス と ヒカル の 学園 生活 


OMNI1ZI 


アマ あこ 時 
る が 、 共 同 生 活 の 中 で は 普通 の 女の子 だ っ た 代 
プー ル で 塗 ん だ 0、 料理 を 一 緒 に 作っ た り と し 順 
て いる うち に 、 ヒカル は アマ テラ ス を 一 人 の 女 物 
の 子 と し て 守っ て あげ た いと 感じ る よう に な る 
7 マテ ラス も 、 い ずれ アシ ハシ 妥 ク ニ に 帰 あ て し 語 


まう ヒカル だ けど 、 戦 い の 間 だ け で も 一 緒 に 居 


- い と 思い を ミ く 一緒 に いら れ な いと 
た いと 思い を 告げ る 。 長く 。 寺 られ な いと 包丁 で 切れ て し まっ た ヒカル の 指 : 
理解 し な が ら も 二 人 は 寄り 添い 続け る 意識 だ っ た が 、 正気 に 戻っ た と き 類 


間 は 遡り (、 ヒ カル た 
の に す 前 日 の こ 

・ 儀式 を 行 うに は アマ 

『 前 に 気 を 交換 し ょ けれ ば 
0 - 衣 を 共に し た 


トコ 


マテ ラス 


rr 


NE 


出会い の 泉 


泉 で 思い を 伝え 
人 。 水 の 中 に し * 
で いる アマ テラ ス を 
ら 抱 き し め 、 形 の いい 彼女 
の 胸 を 揉み し だ いた 。 アマ 
テラ ス は 、 胸 に 襲い 掛か る 
快楽 に 思わ ず 漏 れ そ うに な 
る 声 を 必死 で 虐 え て いた 


ドロ 
器 
ロ 
の 
四 
ロ 
| 
| 
ーー 
〇 1 
| 
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2 9 
ヒカル に 抱き つく 美由 紀 。 い っ た い 
どん な 水着 を 着 て いる の だ ろう か 


白 の ウン ピー ス 
隊 


1 
が 


恥 す 愛らしい ョ と 
ーー 白 の ビキニ 
= に 1 購買 部 に あっ た 水着 で 綾香 の 胸 に 
Ji < ま M、 還 際 合う も の は これ だ け だ っ た ……。 。 | レラ ー 
* ま 1 ン NN 
を 
「 
ーー oN 
軸 ーー > aaa 
紺 の ワン ピー ス 紺 の ワン ピー ス 


胸 の フリ ル な ど 可 愛らしい デザ イ > 
E 海 の 魅力 を アッ プ 


シャ ー プ な シル エ 


ッ ト が 格好 いい 潜 の 
水着 。 抜群 の スタ イル が 引き 立つ 


@⑯「IZUMOIDC 版 や 、PS2 版 、 
「IZUMO2」 で 同 梱 きれ た リニュ ー 
アル 版 に は 、 た くさ ん の 追加 イベ ン 
ト ・CG が 用 意 き れ て いる 。 エ ン デ ィ 
ング と 第 9 章 に 集中 し て 発生 する の 
で チェ ッ ク し て みよ う 。 特 に 精霊 た 
ちの イベ ント は 「IZUMO2」 へ と 撃 
が っ て いる シナ リオ が 多い の で 見 逃 
さ な い よう に 


安らか な 笑顔 
イザ ナギ の 死 
ツク ヨミ ・ ス サ ノ オ を 倒し 、 つい 
ミ と 対 時 す 


丁子 の 対面 


に ヨ モ ツ オオ 
る ヒカル 2 


、 自 分 


の 母 の 分 身 を 殺さ る な けれ ば な ら な い 


痛 は あ 


る が 、 
る 


悲し い 時 | 


避 を 終わ ら せ る た め 有 刀 を 向け 


ヒカル の 刀 に 敗れ た ヨ モ ツ オオ カミ は 消え 


67 


去り 、 イザ ナギ の 魂 が ヒカル の 前 に 現れ る 。 よ 


う や く 果 た され た 母子 の 再会 
は ヒカル を 包み 込み 、 
胸 に 抱き 、 消え て いっ た 


優し く イ ザ ナ ミ 
- 有 の 幸せ な 思い 出 を 


7 


生涯 に 愛し た た だ 


TTME | 


- 人 の 女 の 最期 を 知る 


2 


OLD DAYS 


ヒカル を 抱き し め 、 


が 、 待っ て いる 人 た ちがい る と 再び ネ ノ クニ へ と 戻っ て いく 


- 緒 に この 世界 へ いて 欲し いと き か ける - 時 は イザ ナミ の 温もり に 負け そう に な る 


METJT 
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それ ぞ れ の エン ディ ング 

イザ ナミ の 生ま れ 変 わり で ある アマ テラ ス 
が 、 輪廻 の 理 を 祈り 続け る 役目 を 託さ きれ 神 と 
な る 。 し か し 一 人 で は イザ ナミ の 三 の 舞 に な 
っ で し まう と 、 イザ ナミ は アマ テ ジ 婦 を 支え る も 
う 一 人 の 神 を 指名 し た 。 

イザ ナミ が 消え た 後 、 一 緒 に 戦っ て きた 仲間 
た ち は 、 それ ぞ れ の 生き る 場所 へ と 帰っ て いく 。 

愛し い 人 と その 場所 で 、 幸 せな 日 々 に 向かう ヒ カ 
ル 。 明る い 未 来 が みん な に 待っ て いた 。 


吉 愛し い 人 と 生き る _8 が 閣 っ P/CK UP SCEAE 
目 


9 ネ ノ クニ か ら 帰 っ た 美由 紀 と 留美 は 仲直り し 、 促 さい 頃 か ら ヒ を 思い 続け て きた 美由 紀 。 許 され な い 恋 と 知り な が ら 思 い 続 け 辛い と きも あっ た 。 し か 
良く 一 緒 に 卒業 式 を 迎え た し 想い が 叶え られ 、 親しい 人 た ち に 支え られ 二 人 は めで た い 日 を 迎え る 


ヒカル の 学園 卒業 を 待っ て 、 二 人 は 同棲 を 始め 綾香 と と も に 乗っ た 観覧 車 で 、 子供 が で きた と 同 ネ ノ クニ か ら 帰 っ て き て 潜 は ヒカル と 一 緒 に 秋 也 
た 。 そ の 光景 は 幸 せ その も の だ っ た 告白 きれ る 。 不安 そう な 綾香 を ヒカル は 励ま す の 墓参 り に 向かっ た 


まく 


ンク い | 4 
野球 大 会 に 出 た 二 人 は 、 あの 頃 と と 変 の 剣 07 千夏 が 身 を 投げ た 沼 へ 訪れ る 二 人 。 冒 回 数 年 後 、 七 海 と と カル の 間 に 子 供 が 誕生 する 
で 見 つけ た 千 夏 の 日 記 を 燃やし 祈り を ささ げた 


勝負 を 繰り 返し な が ら 毎日 を 過ごし て - 人 は 愛 の 結晶 に 「 千 夏 」 と 名 付け た 


道上 ES | 
ペ お 2 だ 1 


ーー の YR 


SO 2 


@⑯ ア マテ ラス エン ド で は 、 ヒ カル が アマ テラ ス の 
| パー トナ ー と し て 神 と な り 、 彼 女 の 祈り を 支え て 
いく 。 他 の キャ ラク ター と エン ディ ング を 迎え た 場 
合 は 、 スサノオ が アマ テラ ス と と も に 、 神 と な り 世 
界 を 守る 役目 を 引き 受け る こと に な る 
@ [IZUMO」 の アマ テラ スエ ンド が 次 作 
「IZUMO2] の 世界 の ベー ス と な っ て いる 。 物語 細 叶 ーー 


\ - ] 9 を 得 で 計 選 し 
= ヽ こ 、 有 効 投 京 表 の 9IO95 を 香 ツ ブ 当 選 し て いる 。。 笠 
ご で いい 2 中 に ヒロ イン た ちの エビ ソー ド も こっ そり 入っ て ) 人 】 


99 ネ ノ クニ に 残る こと を 選ん だ ヒカル 。 ア マテ ラス 置 いる の で 、 探 し て みて は 
を 支え る 神 と し て 、 常に 寄り 添っ て いた Sc set つこ ニャ 
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人 


Heisei Part2 2 イザ ナギ は 消え る が 、 変 わり に アマ テラ ス が 祈り 続け る こと で 、 世 界 衣 壊 の 危機 は 去っ た 。 し か し 、 悪 霊 と 人 
ON 間 の 戦い は 続き 、 新 た な 悪 の 長 ・ ヒ ミコ が 現れ た 。 
再会 


徐福 か ら ヒ ミコ へ 
閉 aa こ 人 福 は 実体 を 提 
ぬ 悪 霊 と し て 意識 を 取り 戻す 。 二 千 年 ぶり 
oe 
戦い が 起こ り 荒 れ て いた 。 ヒミコ は 昔 の よう な 
進 華 を 取り 戻す た め 、 国 を 滅ぼし 、 再生 きせ 
る こと を 決意 する 。 その 戦い の 中 で 、 スサノオ と 
再会 する が 、 ヒ ミコ は 彼 の 力 を 取り 込 も うと す 
る 。 し か し 間 一 髪 の と ころ で 楓 に 助け られ 、 ス 
サ ノ オ の 魂 は 二 つ に 分 か れ 転 生 する 道 を 歩む 。 


As 世 


2 


スサノオ に 特別 な 感情 を 持つ ヒミコ は 、 二 千 年 ぶ 人 間 側 の 神 と し て 対立 する 立場 に ある スサノオ 
り の 再会 で 、 驚き と 喜び を 隠せ な い は 、 ヒミコ に 力 を 貸す わけ に は いか な い 。 


に ト うす の ー 

ンチ % ン 
5) 間 馬 に 
is。 = Ma y 


l @ [IZUMO 一 猛 き 剣 の 関 記 一 ] で は ヒミコ は | 
世界 の 創造 主 、 ス サ ノ オ は ヒミコ に 使え る 将軍 上 


3 』 と し て 描か れ て いる 。 ス サ ノ オ の 魂 が 転生 し た 
理由 も 、 先代 
1 アマ テラ ス た 
と ん ちと の 戦い で 、 
に コ 1 ヒミコ を 底 っ 


た せい に な っ 


03 ヒミコ の 巨大 な 霊力 が スサノオ に 襲い 掛か る 前 に 、 | スサノオ の 和 猛 る 魂 と 剛 き 心 は 転生 の と き に 二 つ 
ーー シ ハ ラ へ 送る に 分 か れ 、 そ れ ぞ れ 別 々 の 人 生 を 歩み だ す 。 


%e 


絢 出会い | 
麻衣 と 芳 と 琴乃 の 過去 

試 と 猛 の 出会い は 5 歳 の 頃 。 大 に 襲わ れ て 
いた 劇 を 猛 が 傷 を 負い な が ら 助 け て くれ た 。 

身体 の 弱い 琴乃 は 幼い 頃 入院 ば か り し て い 
た 。 そ こ に 現れ た 竹 の 無邪気 な 行動 の お か げ 
で 心持ち が 変わ り 、 快 方 へ と 向かっ て いく 。 

麻衣 は ネ ノ クニ で 生ま れ た 人 間 だ っ た 。 し か 
し 住ん で いた 村 が 戦い に 巻き 込ま れ 、 一 家 離 
散 し て し まい 荒野 を さ 迷 い 行 き 倒 れる 。 そ こ 
に 現れ た オオ ナム ジ に 助け られ た 。 


JNI1ZI 


に 


角 | 三 匹 の 野犬 か ら 放 を 守る た め 、 猛 は 身代わり と 親友 の 賠 が 孤児 院 か ら 引き 取ら れ 、 寂し く て 泣 
な り 傷 を 負っ た 。 いて し まっ た 猛 に 、 誕 は ずっ と 一 緒 に いる と いう 。 


03 四 六 介 に 連れ られ 猛 が 禁 肪 の お 見 舞い に 来 た 。 見 何 度 も 病室 に 通い 続け る 猛 は 琴乃 の 心 の 支え 05 荒 野 で 倒れ て いた と ころ を オオ ナム ジ に 助け ら 
れ 、 麻衣 は この 後 謙 報 者 と し て 訓練 を 受け る 。 


多い も そっ ちの け で 、 猛 は 林檎 を 欲し が っ た 。 だ っ た 。 そ ん な 猛 が ある 日 、 草笛 を 披露 する 。 


トナ で 


3 まち キタ ーー た 生 . ズ ネンド ュ と さこ 3 


@ 諸 乃 の 回 想 シ ー ン は 「IZUMO2] 
の 第 6 章 で 発生 する 。 ヨ モツ ヒラ 
サカ に 置い て いっ て し まっ た 琴乃 
の 記憶 を 集め て いく 猛 。 そ の 過程 上 
で 、 彼女 が 一 番 大 切 に し て いた 思 目 
い 出 が この 2 つ だ っ た 。 これら が 四 
本 乃 が 猛 に 想い を 寄せ る よう に な 
る 引き 金 に な っ た 。 


二 放 沈 が お の も うに し で チタ ムウ sb 
き て 北 河 神 社 の 娘 と な っ た か 、 六 が アメ リカ か ら 日 
本 に 帰っ て くる 前 の 出来 事 が 、 ラ ズ ベ リーVol.16、 
| 17 で 掲載 され た ーP145 P147 


| METJT 
TTME プ orD DAYS 1 = り エ 
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猛 と 剛 _ に 開 計 十 数 年 ぶり の 再会 を CK UP SCEAE 
戦い の 前 、 出 雲 学 園 で の 日 々 ミ 男 


塔 馬 六 介 の 家 に 住む 八 岐 猛 の 朝 は 騒が し 
い 。 隣 の 家 の 白 鳥 琴 乃 が 朝食 を 作り 、 妹 の 明 
日 香 が 強烈 な 目覚 まし を 行う 。 そ し て みん な で 
出雲 学園 へ 登校 。 そ こ に は 剣道 の ライ バル の 
瑞 や 、 効 な じみ の 六 、 生徒 会 長 の 北 河 が いて 、 
誠 は 楽し く 学 園生 活 を 送っ て いた 

そん な ある 日 、 剣道 部 の 全国 大 会 出場 権 を 
巡っ て 、 剛 と 猛 は も め て し まう 。 剛 と 猛 は す 
違っ た まま 、 大 き な 戦 い へ と 巻き 込ま れる 


N 


V N NN 
し か 知ら な い 猛 は 六 だ と 気が付か ず 驚 くば か り だ が 、 


祈り を 捧げ る 巫女 。 掲 々 し い 妖 気 を 発し て いる 転校 し て きた 訂 は 猛 の 次 を 見 る と 抱き つい た 
彼女 の 姿 を 猛 と 剛 は 連続 し て 夢 に 見 る 02 念願 の 再会 で 謀 は 心 か ら の 笑顔 を 浮か べ て いる 


量 Pー 
5 1 本 
ERO 6 明日 香 澤 身 の ダイ ビン グロ ー 所 ち が 通 学 し て いる 途中 で 現れ た 剛 。 み ん な 


れ て いる 。 吾 所 に 立つ 次 は 慣れ た 様子 だ ラー が 待っ て いる 緒 に 登校 する た め 、 剛 は 車 か ら 降り る 


欠 、 界 N う 了 剛 と 猛 の 間 に 生 まれ た 亀裂 3 P/CK り P SCEAE 


MM eS 


hu 
AN 


人 付き 合い が 苦手 な 麻衣 は 、 お 弁当 を 持っ て 屋上 
へ 。 そこ で 和 狼 の ヤ タ ロー と 一 緒 に ご は ん を 食べ る 


3 


ダ 
大 会 の 選手 ! こ 選 ば れる と 思っ て いた 賠 だ が 、 - さら に 剛 は 想い を 寄 『 せ て いた 本 用 
が 猛 を 好き だ と 知っ て し まい 、 や り 場 の な い 怒 り 


塔 馬 家 に 居候 する こと に な っ た 尊 。 猛 に 嬉し 
ハプニング が 起こ る が 、 この あと 鉄拳 和 


ユ 上 Em 「 1 pm 」 計 テ ー ーー 」 
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不 ず クニ へ 
ネ メ ク ニ ROBE 3 
時 大 地震 に 敵 われ た 出 肢 学 園 は 廃 堪 と な り 、 
代 交 舎 内 に は 箇 魅 弟 下 が 下層 し て いた 休学 
園内 を 探索 し 、 訂 6 MR つけ 出す 
物 学園 内 の 探索 を 続け て いる : 人 は ッ タ 
の 化け 物 と 戦う と リ を 見 する そこ に 
語 猛 た ち は 合 流し 、 yr 3 倒す が 、 剛 と 
解 琴乃 は 光 に 包ま れ 消 えて し まう 。 そ の 後 、 猛 た 
ーー で 夜 を 明か し 外 へ 脱出 する 。 一 方 、 
と 琴乃 は 異 相 の 者 た ちと 出会う の だ っ た 


ズバ 


SM 


| ye け 物 か ら 気 を 失っ て いる 本 乃 を 助け な が ら 剛 は 戦う 。 愛 し い 人 を 守り な が ら 戦 う 姿 は と こ が 満 息 
! 
ザ ナ 


その 思い は 通じ る こと が な か っ た 


発 乃 を 守り な が ら = _ PCKOP SCEAE 


て 来 た 剛 の 目 の 前 に 現れ た ヒ 


見 知ら ぬ WW ウ ) 
この 世界 の 救世 主 と 呼 ん だ 


ミコ 。 彼女 は 


の 
シ 


契り の 儀式 の た め だ と は いえ 、 二 人 は 行為 に の 
め り 込 み 、 快感 を 亭 学 し て いく 


P/CK UP SCEAE 


OINI1ZI 


カ グ ツ チ と 隠れ 里 
出雲 学園 か ら 出 た 猛 た ち は 肩 に 乗っ た - 人 
の 武人 と 出会う 。 カ グ ツ チ と 名 乗っ た 彼 は 、 過 
去 に 猛 た ちと 同じ よう な 経験 を し た らし く 、 事 
情 を 察し 猛 た ち を 、 隠れ 里 へ 招く 
そこ で 村 の 長 ア マテ ラス と カ グ ツ チ の 娘 、 
ク ヤ と 出会う の だ っ た 。 し か し 翌日 、 里 は 敵 襲 
こ に 合 い カ グ ツ チ た ちか ら サ ク ヤ を 託さ れ 、 猛 は 


里 を 離れ る こと に な る 。 そ の 中 で 彼ら は 里 を 


っ 学園 か ら 出 て 、 悪 需 た ち 
離れ る 直前 、 敵 勢 に 剛 と 琴 の を 発見 し た | ギー 3 


ぅ 5 を 助け た の は 麻 


る 


be ・ 調 


園 か ら 出 て きた 猛 た ち を 見 て 懐か し そう 
1 の Av 彼 は カ グ ツ チ と 名 乗 
、 以前 、 自 分 \ も 氏 だ あ だ 同 よう に この 世界 に 


Myers 


了 晃 れ 里 へ 向かう 道中 で 、 庶 に 引っ か か - 


そこ に 思 を 仕掛 けた 本 人 が や っ て く 


ょ O DAYS 1 
62 TTME | 手 1 LD DA 」 NM 」 の は 3 
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安 多 帰 る た め に 較 目 ミ 
間 衣 アシ ハラ ノ ク ニ へ 帰る まで の 戦い に 調 


里 を 出 て か ら 、 猛 な た ち は ア シ ハ ラ へ 帰る 方 
法 を 知っ て いる 「 青 龍 ] に 会 い に 行く こと に 
青龍 か ら サ ク ヤ の 反 魂 の 術 が 有効 だ と 聞く の 
だ が 、 その 術 は サク ヤ の 修 に いな いと 効果 が 
な い 。 剛 と 琴乃 と 一 緒 に 帰る た め 、 二 人 が い 
る 悪霊 軍 の いる 社 に 向かい 猛 は 二 人 を 助け 出 
そう と する の だ っ た 。 無事 二 人 と 再会 し 一 緒 
に 帰ろ うと 手 を 伸ばす が 、 剛 は 「 こ こ で まだ や 


TB 足 を 滑ら せ 転 ん で し まっ た 明日 香 の 頭 を | 痛い 02 また 足 を 滑ら せ た 明 日 香 は 、 水 の 中 へ 落ち て し ょ 
中 計 証 の 、 と ん で け 一 」 と 麻衣 は 撫で 撫で する 語 庄 詩 まう 。 活 れ た 弓 道 着 姿 の 明日 知 に ドキ ドキ 。 説 


" 。 こ シン 
ンプ 2 


る こと が ある 」 と その 手 を 拒む の だ っ た 


今度 は サク ヤ が 足 を 滑ら せ た 。 助 け よ うと し た ーー Kg 05 


まま 
月 明か り の 下 、 ヒミコ か ら 貰 っ た 横笛 を 吹く 琴 


9 
ー eS 還 庄 の と き 、 大 乃 の 優し い 笛 の 音 が 聞こ えて きた 鐘 人 潮 。 そ の 調べ は ミナ カタ の 心 も 動か し た 。 
王 ヨ モ ツ ビラ サカ 上 日 
人 琴乃 の 魂 を 取り 戻す た め に 目 5 


猛 た ち は 元 の 世界 へ と 戻っ て きた 。 術 を 使 
うた め 一 緒 に 来 た サ ク ヤ は 、 次 の 満了 用 こ ネ ノ ク 
ニ に 帰る まで 、 ア シ ハ ラノ クニ を 満喫 する 

そし て 満 用 に な っ た 晩 、 サクヤ は 反 魂 の 術 を 
発動 きせ る 。 そ の 上 間 、 ネ ノ クニ に いる は ず の 
ヒミコ の 声 が あたり に 響い た 。 ヒミコ は スサノオ 
の 魂 の 片割れ 猛 の 魂 を 礁 お うと する 。 そ の 力 


の 


に 大 乃 が 横笛 で 対抗 する が 、 変 わり に 大 乃 が ーー ー 王 
昨 で 員 こ 証 の 靖 講 と 打ち 放り た 半 は 彼 婦 の 住 北 洒 神村 へ 人 が シャ ポン 玉 で 導 ん で いる の を 四 味 深く 上 
秋 に 取り 込ま れ て し まっ た 。 衣 加 放 び ( に 行く 。 そこ に は 巫女 服 の 麻衣 が 。 2 2 サク ヤ 。 猛 は 彼女 に シャ ボン 玉 を 渡す 。 


の お 姉ちゃん を 返し て ! P/CK UP SCEAE 


NNe いい 、. 


| 宝箱 を 取る た め に 上 っ た ジェ ッ ト コ ー ス ター。 す 
る と いき な り コ ー ス ター が 動き 始め た ! 


和 い : 
| 較 デ ンー マ 
題 技 を 助け る た め 、 琴乃 は 横笛 を 吹く 。 ヒミコ の 呪 95 琴乃 の 魂 を 元 に 戻す た め 、 ヨ モツ ヒラ サカ へ 向かっ た 一 行 。 和 牛頭 と 馬頭 は 地上 まで 振り 返ら ず に 歩け は 返 
合計 力 が 碗 乃 の 横笛 に 吸収 きれ て いく 語 話 証 し て くれ る と いう 。 し か し 猛 た ち は 彼 ら に 見 せら れ た 地上 の 幻影 で だ まさ れ 振り 返っ て し まう 。 
ポ 
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施業 山 で ヤ タ ガラ ス と 契り の 儀式 


の 生い立ち と ヤ タ ロー 8 ト 3 = 

果 肉体 は 滅び て し ま - た が 、 ヤ タ ロー は 精霊 と し て 猛 と 契約 

猛 た ち は 琴 乃 を 戻す た め 人 徐福 と いう 鍵 を 提 を 結ぶ 。 小 さき な 女の子 に リー ドミ され な が ら 、 猛 は ヤ タ ロー 
軸 


る 人 物 を 探す 。 人 徐 福 の 中 取 ! ) が 消え た 進 菜 山 の 中 に 気 を 放っ た 
へ と 向かい そこ で 麻衣 の 過去 を 知る 。 思 人 で 
ある オオ ナム ジ の 命令 と は いえ 、 麻衣 は 仲間 の 
猛 た ちと 戦う こと は で き な い 。 業 を 煮やし た オ 


オナ ムジ は 悪霊 ヤ タ ガラ ス を けし か ける 


オオ ナム ジ の 手下 ・ ヤ タ ガ ラ ス は ヤ タ ロー だ っ た 
戦い で 傷つい た ヤ タ ロー を 麻衣 は 抱き し め る 


四 加 獣 た ち 。 5 白虎 と の 契り 

ーー で 和央 上 足 を 持ち 上 げ 、 自 席 の 中 へ と 猛 は 押し 
か ら 人 必 が 人 は ミコ と 名 乗っ て いる 事 も 。 か きい 婦 の 中 へ は は 年 人 が し 、 
を 半 く Co の 確 乃 を 元 に 有 ) 戻す す た め に 必要 な 先端 が 子宮 
全 
小 き な 胸 へ と 手 を 


1 の 入り 口 を 押し 開い た 。 荒 い 
八 皿 鏡 は 、 彼女 の 下 に お り 四 聖 獣 より も 霊力 
を 持つ 虚 上 弁 が 持っ て いる と 知る 。 琴 乃 の 魂 を 
戻す た め 、 ヒ ミコ と 戦う 決意 を する 猛 。 まず 
拠点 を 学園 に 置き 、 猛 は 校舎 に いる 魔物 と 戦 
いな が ら 、 四聖 獣 の 力 を 集め て いく 


少し で も 感じ させ よう と 猛 は 
を 


伸 ば 3 


玄武 と の 契り 


玄武 は その 豊満 な 胸 に 猛 の モノ を 挟み 込み 、 そ の 
まま 擦り あげ て きた 。 そ し て 玄 武 は 胸 の 間 か ら 司 


いて 見 える 先端 を 逢 で つつ いた 。 そ し て その 


は さら に 大 胆 に 猛 の モノ を 弁 っ て いく 


朱 任 と の 契り 


両手 で 胸 の 感触 を 楽し み 、 同 時 に 肉棒 で 朱雀 の 中 
を 楽し む 。 際 同 士 が ぶつ か 9 あい 、 粘 滋 が 絡み つ 
く 音 が 響く 。 朱 雀 は 限界 を 向かえ 、 猛 も また 朱雀 
の 一 番 深い と ころ で すべ て を 吐き 出し た 


育 龍 と の 契り ー 


猛 の 前 に 青龍 の 綺麗 な 身体 が 晒さ 
ye 猛 は 遠慮 な く 弾 力 の ある 胸 

を 手の平 全体 で 包み 込む よう に 採 
む する と だ ん だ ん 乳首 に も 弾力 
が 宿 り 、 先 が 固く コリ コリ し 始め た 


TTME | 」 OLD DAYS 」 ME エエ 


凌 | 寄り 添う 二 人 | 
則 記 骨 と ヒミコ の 間 に 回 

時 々 発作 の よう に 苦し む ヒ ミコ 。 彼女 は 、 自 
分 の 過去 と 自分 の し て し まっ た こと を 思い 苦し 
み 続 け て いた の だ っ た 。 猛 が 四聖 獣 と 下 っ た 
後 の 夢 で 徐福 の 過去 を 見 て いる と き 、 剛 も また 
ヒミコ か ら 彼 女 の 悲し い 過 去 の 話 を 開く 。 悪 
霊 の 長 と し て 戦い 、 今 な お 苦し む ヒ ミコ を 剛 は 
少し で も 助け た いと 思う よう に な る 。 ヒミコ を 守 
る こと で 、 何 か が 変わ れる と 信じ な が ら 、 彼 女 
を 剛 は きつ く 抱 き し め た 。 


ES お 母さん か ら 
中 厚 到 乃 と 猛 の 学園 生活 

猛 に 対し 積極 的 に 振 押 う 施 に 怒 如 と 、 自ら 
の 性 格 に 慎 り を 感じ る 碗 乃 。 極めつけ は お 母 
さん みた い だ と いう 猛 の 心無い 一 言 だ っ た 。 

そし て 転機 は 訪れ る 。 和 針 か ら 女 の 子 と 見 て 
欲し い 葬 乃 は 、 猛 を 保健 室 へ 誘い 出し 告白 す 
る 。 い つも の 本 乃 か ら は 考え られ な い 行 動 に 
驚く も の の 、 猛 は 彼女 の 思い を し っ か り と 受け 
止め る 。 晴 れ て 恋人 同士 と な っ た 二 人 の 思い 
は さら に 加速 し て いく , 


の 私 だ っ て 女の子 KA 


思い が け な い 告白 で 、 琴乃 へ の 気持 ち に 気が付い た 猛 は 、 そ の ま 
ま 琴 乃 へ キス を する 。 そ し て 二 人 は 深く 繋が りあ い 、 愛 を 確か め る 


の だ っ た 


の 冗談 か ら ホ ント 


デ 


導 抱い て 欲し いと 言う ヒミコ に 、 自 分 で よい の か と 
久山 いか ける 剛 。 そし て その まま 二 人 は 結ば れる 。 


剛 叔 に うな され る ヒミコ は 、 剛 に 抱 


夜中 に 猛 の 夜食 を 作り に きた 
に 何 か 不 満 が ある よう だ っ た 。 


緒 に 入ろう か と 冗談 で 言っ た の に すん な り 受 け 入 れ ら れ そ の まま エッ チ 
に な だ れ 込 む 。 愛 液 が 糸 を 引く くら い 指 で 可愛 が っ た あと 、 猛 は 琴乃 の 後 
ろ に 立ち 、 割れ 日 に 先端 を 押し 付け ゆっ くり と 腰 を 押し 込ん だ 。 
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猛 だ け 4 - 第 
太 と 猛 の 学園 生活 目 


彦 の 激しい スキ ンシップ は 合い も 変わ ら ず 和 猛 
を 襲い 続け る 。 そ の 中 で ある 日 、 体育 館 で 六 
に 突然 抱き つか れ て 猛 は 転ん で し まう 。 堪 を 
押し 倒し な が ら 倒 れ 、 二 人 の 距離 は 急 接近 
いつ も と 違う 雰囲気 が 流れ 、 首 は 稿 に キス を 
し て と 言う の だ っ た 。 し か し 猛 は アメ リカ 的 な 
激しい スキ ンシップ の 延長 だ と 誤解 し て 逃げ て 
し まう 。 猛 の 行動 に 傷つい た だ が 、 ス キン シ 
ッ プ は 猛 だ け だ と 訴え る と 、 誤 解 は すぐ に 解 
け 二 人 は つい に 結ば れる 


| か 、 ヶ 大 会 料理 中 、 指 を 切っ て し まっ た 療 を 猛 は 治療 する 


事 な 音波 攻撃 を 披露 する 以外 に 近い 距離 に ドキ ドキ が 止 ま ら な い 


だ な 


スポ ー ツ 万 能 な 劇 の 唯一 の 苦手 分 野 、 水泳 。 そ | 体育 館 で 転び 、 いつ も より 近い 距離 に な - 


P』 
ん な 上 訂 を 見 て 、 猛 は 大 笑い し て し まう 人 。 六 の 積極 的 な 態度 が 猛 を 不安 に させ た 


想い を 確か め さ せ て 


本 当 に 想っ て くれ て いる の か 
どう か 確か め さ せ て と 蘭 は キ 
ス を せがむ 。 和 柔らか い キ ス の 
感触 。 逢 は 首 を 強く て も 守っ 
て あげ な くち ゃ いけ な い 女 の 
子 だ と は っ きり 自覚 し た 


フェ ンス に 捕まら せ 猛 は 後ろ か ら 、 凡 の ば 
っ くり あい た 恥ず か し い 部 分 へ 腰 を 進め る 

押し 込む た びに 信 の 中 が 悲鳴 を 上 げ 、 ぎ ゅ 
っ と 猛 の モノ を 締め 付け る 


で お 風呂 で ニア ミス 


央 の 入浴 シー ン に 出くわし た 
猛 。 二 人 で 一 緒 に は いる こと に 
な り 、 そ の まま 二 人 は 風呂 の 中 
で エッ チ を は じ め る 。 あ ぐら を 


Sa 机 W- 
うえ に 座っ た 艇 に 、 腰 を 動か す 9 

よう 言う と 、 水しぶき を 上 げ な 年 

が ら 人 快楽 を 追っ て いく し 】 回 5。 


TTME | 」 OLD DAYS 


METJ エ 


し = mn ) 」 


仲間 を 選ぶ 
麻衣 と 猛 の 学園 生活 草 
学園 生活 の 中 で 麻衣 が 気 に な り だ し た 和 猛 
は 、 生徒 会 室 や 屋上 で 彼女 と 過ごす よう に な 
る 。 そ ん な ある 夜 、 麻衣 が 一 人 で 宝 具 を 持っ 
て 泉 へ と 出かけ る の を 見 て し まう 。 オ オナ ムジ 
と 連絡 を 取っ て いる と 疑っ て し まっ た 猛 だ が 、 
麻衣 は その 宝 具 を 湖 の 中 に 投げ 捨て た 。 親 代 
わり の オオ ナム ジ を 捨て 、 猛 た ちと と も に 生き る 
決心 を し た 麻衣 。 や は り そ の 決心 は 辛く 泣き 出 
し て し まう 麻衣 に 、 猛 は ずっ と 俊 に いる と 誓う 


eOINIZI 


ee 


2 9 補 
| 麻衣 と 共に プール で 過ごす 猛 。 彼 女 の 作っ た 水 
菓子 は 猛 の 心 も 身 体 も 満た し て くれ た 


何で も し て あげ た い 


猛 は 冗談 で 麻衣 に 身体 を 身体 で 洗っ て 欲 
し いと 言う が 、 麻衣 は 当然 の よう に 準備 
を し だ し た 。 喜 ん で 欲し いか ら と 麻衣 は 
本 当 に 猛 の 身体 を 洗い 出す 。 和 柔らか い 麻 
衣 の 身体 が 、 泡 で 猛 の 体 中 を 滑っ て いく 。 


静か な 図書 館 で 


麻衣 が オオ ナム ジ と 決別 す 
る 決心 を し た 翌日 、 二 人 は 
図書 館 に いた 。 和 気持 ち を 伝 
え 合 っ た 二 人 は その まま 久 
暮れ の 図書 館 で キス を 交わ 
す 。 遊び も こう いう 行為 も 
まっ た く 知 ら な い 麻 衣 は 戸 
惑 い な が ら も 可愛 らし く 猛 


の 行動 を 受け 止め て いく 


科 ら か な 用 


猛 は 麻衣 の 胸 の 抄 ら か さき を 力説 す 
る 。 巨大 な マシ ュ マ ロ の よう な 乳房 


き 携 能 する 


lk 
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その 極上 の 乳房 を 手 の 中 で 揉み し だ 
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s 痢 子供 じゃ な いも ん 


大 の 索 


|K 明日 香 と 猛 の 学園 生活 


っ て いる こと を 知っ て いて 、 その 行方 を 見 守 
っ て きた 。 で も いつ の 間 に か 自分 も 猛 の こ 
と を 好き に な っ で し まう 。+ おま 崩 陸 や な く て 、 
妹 じ ゃ な く て 一 人 の 女の子 と し て 猛 に 好き 
に な っ て 倫 し いと 思う よう に な る 明日 香 。 相 
反する 気持 ち に 押し つぶ され そう に な る が 、 


アデ アーデ ん ん 4) 


テ が 生 折 | 一 - 赤 NN 1 p ン 
半 が 日 ルー は 才 本 P で し な 証 の CHPAGBNEE 大 の 膝枕 で 首 る 明日 香 。 そ の 品 か ら 滑れ る 
同士 に な る の だ っ た 。 うと する 。 で も 猛 は 耳 掃除 より も 気 に な る も の が 寝言 は 人 に は 聞か せら れ な いも の だ っ た 。 


の 符 の ま ま 

小 き な 身体 だ けれ ど 
も 、 と て も 敏感 な 明 
日 香 。 小 ぶり な 胸 を 
触ら れる た び 、 体 を 
震わせ パン ティ か ら 
は 蜜 を 溢れ さき せる 
そし て 和 猛 は 準備 が で 
きた 明日 香 を ベン チ プー ル に 遊び に 来 た 猛 た ち 。 ピン ク の 水着 で 
に 横倒し 、 腰 を 突き は し ゃ ぐ 可 愛らしい 明日 香 に 視線 が つい 。 

入れ る 


の 前 か ら 元気 
妙 な 感覚 で 目 を 覚 ま 
し た 猛 の 股間 に は 、 
明日 香 が し っ か り と 自 
分 の モノ を 貴 え 込む 
姿 が あっ た 。 口 だ け で 
は な く 、 貴 液 に まみ れ 
た 徐 を 手 で 扱 き 、 袋 ま 
で 愛撫 する 。 明 日 香 の 
小 き な 口 に 朝 か ら ノ ッ ク 
ダウ ン 寸 前 の 猛 だ っ た 。 


の も 背 中 流し ます ビン 
猛 の 背中 を 一 生 懸 命 洗う 明日 香 。 洗い 終わ っ た 明日 香 に お 返し と 


ば か り 、 和 猛 は 反撃 に 出る 。 後 ろか ら 泡 まみ れ の 手 で 明日 香 の 胸 に 
手 を 回 す 。 そ し て その まま 明日 香 の 全身 を 洗い 倒す の だ っ た 。 


TTME ド 2 DAYS 」 い METJ エ 
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講和 き に な っ て 
此 田 サク ヤ と 猛 の 学園 生活 
猛 に この 世界 を 好き に な っ て 欲し いと 思 
う サ ク ヤ 。 そ れ は 猛 の こと が 好き だ か ら 、 自 

分 の いる 世界 を そし て 自分 の こと を 好き に 

な っ て 欲し か っ た の だ 。 サ ク ヤ の 気持 ち に 

薄々 気付 いて いた 猛 だ っ た が 、 い つか は 去 
る 世界 、 思 い を 伝え て は 後悔 する と 無意識 as 

に 避け て いた 。 し か し 逃げ な い サ ク ヤ の 気 は 放 


レ 。 る 半 


_ZONIZI 


だ 


才 ち と 0 誠 * ゝ 会 * 9 を ュ い esse 
持ち に 猛 も まっ すぐ 向かい 合う 還 プー ル 放 び の 最 中 、 う っ か り パ ラン ス を 月 し た 記 王 作 に 習っ た 社交 ダン ス を 踊 ろ うと 猫 を 謗 う 。 ワ 


語っ は 、 サクヤ の 水着 だ っ た の リス に の っ て 、 幸せ な 時 間 が 5 中 ぎ て いく 。 


岸 が サク ヤ の 着物 を 、 サ ク ヤ が 六 の 制服 を 着 
中 短 呈 て で いた 。 し か し どちら も 胸 に 違和感 が 。 


の 夜桜 の 中 で 


桜 が 咲 き 乱れ る 中 、 猛 と サク ヤ は キス を する 。 は じ め は 触れ る だ け だ っ た が 、 舌 を 絡 
ませ 二 人 は お 互い の 思い を 感じ も う 。 そ し て 二 人 は その まま 激しい 時 間 を 過ごす 。 


の 思い 出 の 泉 で 


アマ テラ ス と カ グ ツ チ が 結 
ば れ た 泉 で 、 サク ヤ は 猛 と 
そう な り た いと いう 。 そ ん 
な 彼女 を 後ろ か ら 抱 き し め 
る 。 胸 を 揉み な が ら 、 片手 
で 秘 処 に 触れ る 。 お 湯 と は 
違う ぬ め る 液体 が すでに そ 
こ か ら 浴 れ て いた 。 


後ろ か ら 貫 か れる 姿 は 獣 み た い だ し 、 顔 が 見 えな いと 不安 が る サク ヤ 。 し か し 和 猛 か 
ら は 上 繋が っ て いる 部 分 が 丸見え 、 と て も 興奮 きせ られ る も の だ っ た 。 


HETSE エ 
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最後 の 戦い 和議 の 初め て の 契り 
ヒミコ の 最期 と 最終 決戦 目 : 


大 人 び た 麟 だ が 、 実は 在り の 儀式 も こう や っ て 男 の 人 と 肌 を 合わ せ 
時 四聖 獣 の 力 を 手 に 入れ 、 猛 た ち は ヒ ミコ の 神 る の は 初め て だ 知ら な い 快 楽 の 荒波 に 、 菊 が 翻弄 され て いる 
代 箕 へ と 向かう 。 神殿 に は 、 と ミコ の 腹心 ・ 虚 杜 、 の が わか る 。 購 の 畑 が 恥じ らい に 和 潮 し 、 競 めか し く 色づい て いく 
ネ ノ クニ と アシ ハラ の 剣 技 を 併せ 持つ ミナ カタ 、 そ ト ) 
し て 参謀 の オオ ナム ジ が 待っ て いた 。 彼ら を 倒 軸 ) | 2 IN 
物 し 猛 た な たち は ヒ ミコ と の 決戦 の と き を 迎え る 。 ヒ ミ 1 NN 
諸 コ の 理想 は 分 か る が 、 日 の 前 の 毎 せ を 掴む た め 
に 必死 に な れる の が 人 間 だ と 、 猛 は 立ち 同 奄 
解 う 。 全力 で ぶつ か っ た 両者 だ が 、 わ ず か な と こ 
= ろ で ヒミコ が 敗れ 去る 
すべ て が 終わ り 朽ち 果て よう と し て いた ヒ ミ 
コ に 剛 は 生き て 欲し いと 願い 抱き し め る 。 長 
き に 渡っ て 生き て きた ヒミコ の 和 肉体 は 減 ん だ 
が 、 魂 だ け の 姿 で この 世界 に 残る こと に 
な っ た 。 す べ て の 戦い は 終わ っ た 。 し か し 剛 
と 猛 の 決着 は まだ つい て いな い 。 二 人 は 最後 
に 剣 を 付き 合わ せる 


NN 


戦い に 敗れ 、 PCKOP SCEAE 


ユ 
EE 3 


猛 ( - 敗 れ た ミナ カタ は 、 則 へ 一 緒 に いら れ て 楽し か 
了 っ た 、 友 達 だ と 思っ て いる と 言い 死ん で ゆく 


麻衣 に 看 取 ら れ 息 を 引き 取る オオ ナム ジ 。 父親 よう や く 長 い 戦 い が 終 わっ た と 、 ヒミコ は 消滅 する 運命 を 受け 止め る 。 し か し 剛 に は ヒミコ が 死ぬ こと が 納 


だ っ た 者 の 死に 麻衣 は 泣き 崩れ る 得 で き な か っ た 。 そ の 強い 気持 ち に ヒミコ は 生き る 決心 を する 


- 人 の 間 に 、 育っ た 強かっ た 。 消 3 放 民 崩壊 する 屋敷 で 二 人 は 、 ネ ノ クニ で の 戦い の 最 中 に 得 た 技 や 力 を 出し きり 、 
- ロ 人 け を す する 。 そ の - 人 叶 刊 謀 を ホ ー ラ さ きえ 05 | お 互い を 認め 合う た め 戦 い を 始め る 
E OLD DAyS METJT 
昌 0 1TTUE | 5 5, ee 」 0 」 ーー さ 
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そし て 未来 へ 
それ ぞ れ の 明日 へ 回 王 
崩れ ゆく 神殿 か ら 脱 出し た 猛 た ち は 隠 れ 里 
へ と 戻っ て いく 。 戦 い が 終 り 喜 ぶ 村 人 と 朋 会 
を 楽し な 猛 た ち 。 そ の 中 で 猛 と 剛 は スサノオ 
の 魂 が 二 つ に 分 か れ た 意味 を 考え る 。 剣 を 極 
め よ うと し て いた スサノオ だ が 、 孤独 な 彼 に は 
ライ バル と いう 高め あえ る 存在 が いな か っ た 
だ か ら 転 生 し た と き 二 人 に な っ た の だ と 理解 
する 。 よう や く 戦 い が 終 り 、 猛 は 愛し い 人 と と 
も に 未来 に 向かっ て 歩き 出し 始め た 


初め て の 体 
勉強 を し て いた 猛 と 琴乃 だ っ た が 、 そ の まま 自然 に 体 を 求め 合う 。 
ネ ノ クニ で の 身体 で は な く 、 自 分 の 体 で 猛 に 愛さ れる の は 初め 
て だ っ た 。 破 瓜 の 痛み は ある も の の 、 猛 の ぬく も り に 心から 喜ぶ 。 


ME 琴乃 は フル ー ト 奏者 と し て 活躍 し て いた 。 ス テー 
こ 上 が る 琴乃 を 見 守る 猛 の 手 に は 婚約 指輪 が 


ー 2 
= = . 間 se- デー 8 
Ns 移 | 8 
【 ン ょ 
N 抽 / 
NN 
共 
3 計 と NN 
ド 、 
Wi 
蘭 知道 の 全国 大 会 で 優勝 し た 猛 の 姿 に 興奮 し 、 六 北 河 神社 を や が て 継ぐ こ 明日 香 の で きち ゃ っ た 宣言 か ら 数 年 後 、 八 岐 家 
ca も 何 か で 優勝 し た いと 宣言 する 人 は 家族 に な っ て いく 9 で は 明日 香 と 母親 に そっ くり な 娘 の 来 夢 が いた 
シネ ノ ク ニ で 睡 き る 4、 _ PCKOP SCEAE 


@ [IZUMO2」 の 物語 は ここ で 終わ る が 、2006 目 
年 4 月 発売 子 定 の [IZUMO2 学園 狂想曲 ] で は 、 目 
猛 な た ち が ネ ノ ク ニ へ と 戻っ た 後 の お 話 が 展開 す 自 
る 。 猛 は 誰 も 女の子 を 選べ て いな か っ た と い 四 
う 設 定 な の で 、 お 目当て の キャ ラ と 結ば れ て い | 
な か っ た ら と いう 心配 は せ ず に 遊べ る B 
ーP156 NEXT IZUMO WORLD 上 


王 ネ ノ クニ へ と 残る 決心 を し た 卑 を も 、 ア マテ ラス た ち も 癌 ん で くれ た 。 そ れ か ら 数 年 後 、 狂 は サク ヤ と 結婚 し 
加 里 の 長 と な っ た 。 夏 祭り が 行わ れる 今日 、 麻 衣 と サク ヤ の 二 人 の 舞 が 披露 され る 


正 
1 」 + 1 1 SS L ーー- 1 1 | 
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IZUMO・IZUMO2・IZUMO 零 背景 CG コ レク ショ ン 


5 和装 に 2 ツ お い 


Back ground computer FaDphicsS collectio 森 


アシ ハラ ノ ク ニ 、 ネ フク ニ を また に か け 、 1ZUMIO の 世界 の 壮 人 公 た ち は 和 い を 線 り 
広げ た 。 彼 ら が 住ま う ア シ ハ ラノ クニ 、 そ し て 訪れ た ネ ノ クニ の 風景 を 紹介 し よう 。 


OO 四 ヒカル の 部 屋 


六 介 、 美由 紀 、 ヒカル の 三 人 で 募ら 
し て いる 塔 馬 家 。 年季 の 入っ た 任 
まい だ が 、 年頃 の 女の子 が いる た | 
めか 、 洗面 所 は 比較 的 新しい も の 
が 備え 付け られ て いる 。 


上 山寺 


自然 が 残る 山 に 建て られ た 共学 
校 。 学 園内 に 展示 され て いる ポス 
ター や 、 装飾 物 に は Studio e・gol マ 
スコ ッ ト キ ャ ラ の デ ボ ス ズ メ が デザ 
イン され て いる も の も 


上 倉島 家 


学園 が ある 山 の 中 腹 に 建て られ た 
大 き な お 屋敷 。 日 本 最後 の 財閥 で 
ある 倉島 家 の 持 ち 物 で 、 部 屋 数 も 
多く 、 カー ペッ ト が 敷き 詰め られ 、 い 
か に も 豪邸 らし い 造 り に な っ て いる 
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邊 ネ ノ クニ 


高床 式 の 建物 が 建ち 弥生 時 代 風 の 
景色 を 残す 異 世界 ネ ノ クニ 。 神殿 
や 洞 宜 な ど 見 慣れ な い 風 景 も 多く 
見 られ る 。 ま た 草原 や 森 、 荒野 に 
は どこ か 物悲しい 雰囲気 が ある 


青い 空 や 摘 々 し い 月 な ど 、 IZUMO 
世界 の 空 は 目まぐるしく 変化 し て い 
る 。 空模様 と あわ せ て 、 どこ に も ゃ 属 
さ な い 風景 た ち を ビッ クア ッ プ 。 ど 
こ で 使用 きれ た か 分 か る か な 


し へ 回 ニー ニョ ーー | 
合馬 家 


IZUMOJ か ら 二 十 数 4 
塔 馬 家 の 外観 は 
いも の の 、 ダイ ニン グ の テー ブル が 
新しい ゃ の に な っ た り 、 洗面 所 な ど 


5 たり 、 
リフ ォ ー ム され た よう だ 


E 後 の 世界 


ど 恋 わら な 
と 秋 わ ら な 


塔 馬 家 と 同様 に こち ら も 前 作 か ら 
時 間 が た っ て いる た め 、 小物 が 近 
代 化 し た り 、 使い 易く 改装 され た 特 
別 教室 が ある 。 前 作 の 背景 と 比べ 
て 見 て も 面白 い だ ろ う 
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ど 、 前 作 【 
DR し て い 
ン か - 比 ・ 


設備 が か な り 整 えら れ て いる 


文化 が 未 発達 の ネ ノ クニ 。 し か し 軒 
寺 軍 の 砦 な ど は か 0 


だ " 和 属 旨 条 の 屋敷 カ て ら い 
>、 古代 日 本 を 思い 起こ 


セン チ メ ン タル な 雰囲気 を 誘う 空 や 
精神 世界 な ど 抽 象 的 な 背景 CG が 
多く 作ら れ た 『IZUMO2』。 また 大 
乃 の 部 屋 な ど は 特定 の ルー ト で の 
み 訪 れる こと が で きる 


O 九 三 公 


還っ co こ 6 
"こい sz oc こと 


ー 〇 〇 ゲー ム オ ー バ ー 画 面 
昔 闘 バ パー ト で 全 減 する と 登場 する CG。 産 玉 が まだ 登場 し な い 皮 盤 の 慕 
や 雑魚 モン スタ ー で 見 る 人 は 多かっ た だ ろう 。 


ンー、 コ コ に 
| て 6 ャ ーー っ ヘン | 


西洋 館 が 立ち 並ぶ 文明 開化 の 町 普 
み 。 そ こ か ら 一 歩 入る と 江戸 時 代 


装 の 人 が いた り 洋 装 の 人 が いた り 


と 二 つ の 時 代 の 文化 が 入り 混じる 。 


rr 人 全 - 

旨 二 
和 人 た ち 6 人 や 班長 の 桐谷 、 講師 
の 人 た ち が 住 む 官 舎 。 生 活 に 必要 
な 炊事 場 や 個室 、 戦い に 必要 な 道 
場 や 鍛冶 場 な ど が 一 体 と な っ た 機 
能 的 な 建物 だ 


mm sm の 


MM mail 由 「 四 


マーC 〇 四 


市 内 ら 
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動き と 迫力 の ある 戦闘 バー ト は IZUMO シ リー ズ の 特徴 と も 言え る 世界 だ 。 
制限 が 設け られ た 中 で 、 一 ビク セル ・ 一 動作 に 込め られ た 魂 を 感じ て 欲し い 。 


様々 な 


得 主 要 入 物 | .。 


様々 な 攻撃 バタ ー ン を 持つ メイ ン ギ キネ も ャ ラクター た ち 。 細 か い 


衣装 や 髪の毛 な ど 、 ど の 部 分 を クロ ー ズ アッ プ し どの 部 分 を 
省略 する か が が ドッ ト 繧 の 鍵 と な る 。 


ロ 4.MAIN ピロ AA ロム ビ T イ 時 則 


和裕 の 吉 ま で 表現 され て いる 。 少し だ け 見 
える ピン ク が 七海 の 待 を アビ ー ル 


化学 教師 の 綾香 の 攻撃 は 爆弾 だ っ た り と 
寺本 や の が 多く 、 小 物 も 描か れ た 


I ご UHFO I ご LUIFHI ロ 1 
と | ミ | 


回 転 系 の 技 が な いた め 、 正 面 を 向 か な い 猛 様々 な 楽器 で 攻撃 する 琴乃 。 ほ ら 貝 系 の 
ちょ っ と 残 訪 だ が 後 容 の 凛々 し さ は 時 の 激しく 吹く 姿 が 可愛 らし い 


I ど UIHO 


ピン ク の リボ ン も し っ か り 再 現さ れ て い 
る 。 戦闘 不能 時 の 倒れ 方 が 可愛 い 


扇子 を 使い 攻撃 を する サク ヤ 。 回転 し な 
が ら の 攻撃 な の で 飾 り も 動く 


[re | 


攻撃 を 受け た と き は 、 な み だ 
いと ころ に 面白 さ が 隠 れ て いる 


I ど LUFO 


アク ロバ ティ ッ ク な 攻撃 技 が ある 虎之助 
に は 、 和 軸 返 り 中 の ボー ズ も 


*4 


基 歩 ドッ ト 絵 を 楽し も う は じ め に ~ 宮 客 
舌 ドッ ト 絵 っ て ? < 


ドッ ト は 英語 で 「dot」 と 書か れ 「 点 ] と いう 意味 が ある 。 つ まり ド 
ッ ト 絵 と は 点 の 集まり で 描か れ た 絵 で ある 。 ゲ ー ム で 使用 され て いる 
イベ ント CG も 拡大 し て いけ ば 、 ド ッ ト で 構成 され て いる 。 も ちろ ん 
戦闘 バー ト で 使用 され て いる ミニ キャ ラク ター も ドッ ト 絵 だ 。 


中 さ な スペ ー ス で < 明 


敵 キ ャ ラク ター 


・ 味 方 キャ ラク ター の 他 に 、 マ ッ プ や 攻撃 時 の エフ 
ェクト な ど 、 戦 闘 パ ー ト の ビジ ュ ア ル を 構成 する も の は た くさ ん ある 。 
これ ら の 多く の 要素 が 混じり あい 限ら れ た スペ ー ス や デー タ 量 の 中 
で 、 ド ッ ト キ ャ ラク ター に 個性 や 動き を 作っ て 行か な けれ ば な ら な い 。 


ここ で は そん な 級 密 な 計算 が され た IZUMO シ リー ズ の ドッ ト 絵 キャ 
ラク ター た ち を 見 て いく 。 山 本 和枝 の キャ ラク ター デザ イン を 生か し 
な が ら も 、 か つ ド ッ ト 絵 と し て 成立 する 人 間 キ ャ ラク ター。 そ し て ド 
ッ タ ー と 呼ば れる ドッ ト 絵 師 が 考え た 個性 ある 悪霊 た ち 。 ド ッ ト 絵 か 
ら ま た 新た な 戦闘 バー ト の 魅力 が 発見 で きる だ ろう 。 


| zume | [zu mo | 

ーー 
木刀 で 斬り 込む 時 に は 、 剣 の 残像 が 描か | | 2 本 だ け 髪 の 毛 を 跳ね させ る こと で 、 胃 
れ て いる 。 髪の毛 も 蛋 動 感 が ある の 毛 の 繊 組 さ を 出し て いる 


)8 


フェ ン シ ン グ で 敵 を 斬り つけ る 姿 は と て 
も 軽やか で 、 動 き の あ る も の が 多い 


zuhfn | 
ea 


自分 の 身長 より も 長い 雑 刀 を 操る アマ テラ 
ス 。 ド ッ ト 絵 で は 胸元 の 開き が 大 きく な っ た 。 


Tcuhfn | IZUH ロ 
| 


拳 で 戦記 の ポー ズ は 変幻 自在 。 伸 び た 鞭 刀 を 構え る 姿 が 凛々 し い 麻 衣 。 ダ メー 
り ジ ャ ンプ し た り と 様々 な 姿 を 見 せる ジ を 受け た 時 の 表情 が いつ も と は 


直立 や 構え て いる ポー ズ 以 外 に も 、 フ ィ 
ー ル ド 移 動 用 の 歩行 イラ スト も 作ら れ た 


IZUMO 零 」 で は SLG に な っ た た め 、 動 
き の バ ター ン も 格段 に 増え た 


武器 に よる 激しい アク ショ ン は な い が 、 
唐 手 特有 の ポー ズ が 目 を 引く 


茜 刀 を 構え る 姿 も 独特 な 美園 。 容 の 模様 
や 、 草 履 の 紐 ま で 再現 され て いる 


腕 精 圭 四聖 獣 な ど 、 実際 の 伝承 が 元 に な っ て いる 精霊 が 多い 。 彼ら 姿 は どこ か 神々 し く 、 


妖 し げ な 雰 囲 穫 を 持ち 独特 な 存在 感 を か も し 出し て いる 。 


青龍 玄武 


ボー ズ や 色 味 は 「!ZUM0」「IZUMO02」 と も に ほとん IZUMO」 で は 重 っ ぼ か っ た 色 が 土 や 岩 の 色 に 近い 配色 
ど 変 化 が な い 。 ま た 青龍 だ け は 人 間 の 姿 の チッ プ キ ャ ラ と な り 、 神 々 し さ が ア ッ プ し た よう に 感じ られ る 


が ある 。 
アー 。 


TI ご LIH ロ 


ダマ モ 


玉藻 件 前 が 九 尾 の キツ ネ だ っ た と いう 伝承 か ら タ マモ の 
次 が 決め られ た の だ ろう 。 


IZUH ロ 
に 


八 貞 
古代 の 日 本 で 神聖 視 され 貯 め られ て いた 人 上 独 。 同じ 八 
貼 の 文字 を 持つ ヤ タロ ー も 伺 の 姿 で 描か れ た 。 


IZUFHQ ト ア 
日 虎 


眉毛 の 長 さ が と っ て も 特徴 的 だ っ た 「IZUMO」 の 白虎 ら 作 と も 姿 は 基本 的 に 同じ だ が 、 羽 や 尾 な ど 、 炎 らし さ 
IZUM02g」 で は 一 般 的 な 虎 に 近い 姿 に な っ た を 出す た め に グラ デー ショ ン が 加え られ た 


IZUFHIQ 


八 房 


南 総 里見 八犬伝 」 を 思わ せる 設定 の 八 房 
も 力強い 犬 の 姿 で 描か れ た 


ク 
セ 
ル 
プ 
ト 
の 
世 
界 


1 ご L1 ロ 


毒々 し い 色 の 大 時 味 で 、 周 り に は 鋼 
昧 の 巣 が 張り 巡ら され て いる 


桃花 


木 の 表 面 に ぼっ か り と 明 い た 目 と 
口 が 恐ろし さ を 増 し て いる 


フレ シア の よう な 褐 々 し い 花 を 持 
ツタ と し て 登場 


独特 の ビジ ュ ア ル を 持つ 。 7 褐色 の 肌 に グリ ー ン の 瞳 が 


ビ 
ク 
セ 
ル 
Po 
| 
トド 
(の ) 
世 
界 


刀 ら 本 を 操る 戦い 方 や 社風 の 衣装 な ど 
特徴 が 良く 出 て いる 


ネギ キン 1 ” 
こち ら も 王冠 と マン ト は 一 緒 。 魔法 ステ ッ 
キ を 持っ て いる 


大 斗 則 


真 刻 な 表情 で 剣 を 橋 え る 剛 刻 の 残像 も 


不知 火 士 朗 


トレ ー ド マー ク の 長い 前 髪 が と て も 可愛 
らし く デ ザイ ン さ れ て いる 


きま 


ヨ モ ジ オオ カミ 


大 ボス と いう こと で サイ ズ も 今 まで の キャ ラク ター より 


も 特大 。 流れ る 蜂 も 再現 され た 


イッ ナガ お 


攻撃 の た びに 冠 の 飾り や 扇子 な ど が 動く 
仕事 の 丁寧 さ が 伺え る 


I ど IF 


悪霊 や 人 間 、 精 霊 な ど 様 々 な キャ ラク ター 


が 主人 公 


さ の 目 の 前 に 立ち 


は だ が る 。 そん な 彼ら の 容姿 も 一 筋 縄 で は いか な いも の ば か り だ 。 


ベベ サ リノ オ 


筋 内 の メリ ハリ まで 再 現さ れ た 体 が と て 
も 印象 的 。 


筋肉 隆々 の 牛頭 馬 頭 。 突 進 す る ポー ズ も 


勇ましい 


/ 


大 
桐 崎 綾乃 | 
魅了 と いう 技 を 使う 綾乃 。 ハ ー ト の ウイ 
ンク な ど 可 愛 い も の も 


雪女 らし く 青 や 白 で 作ら れ て いる 着物 の 
動き が 独特 


に 描か れ た 


不知 火 央 意 


魔 信 バー ジョ ン に な る と 全体 の 色 が 変わ 
っ つた 上 、 オ ー ラ を 発生 させ て いる 


下 避 


室 す 力 ダ 


全身 鉛 、 大 きい 力 と いう 古代 風 戦 士 感 が 


良く 出 て いる 


馬 顎 


た て が みや 尾 も 力強い 馬頭 
も な か な か 


真っ 黒い 衣装 に 金 と 銀 の コ 
ドッ ト 絵 で も 洲 え る 


龍 の 頭 を 持ち 四 本 定 の 獣 だ と 伝承 に 残る 台 麟 。 そ の 通り 


Z リ UHFH ロ | 


彼 の ポー ズ 


J 


記 和 コ 


ア ネ の メー ツ 時 還 | 
アネゴ ジラ 系 の モン スタ ー。 王冠 と マン 
ト で 上 流 感 を 


すす な ーー | | 
衣装 も さる こと な が ら 、 顔 の 渋 さ も ピカ 
イチ 


ょ UI1O 


3 


本人 有田 分 [gu 


手合 わせ を し た り 、 戦 闘 に 参加 し た りす る 
た め 、 チ ッ プ キャ ラ も 作ら れ た 


1I ど UHFHIQ 


立ち 繧 な ど に は な か っ た 大 き な 羽 が 彼女 の 神々 し さ を 高 


め て いる 


AO 9 


』 


名 


戦闘 中 スム ー ズ な 動き を 見 せる キャ ラク ター の ドッ ト 絵 。 戦闘 パー トド が 
で は 1 動作 で 使用 きれ る パタ ー ン も か な り 増 え 
た 。 ご こ で は 陽子 の 弓 を 射る 動作 を 解説 し で そい こう 


の 交 学 


SLG ぞ ある 


狙い を 


定め て 


た 


IZUMO 宝 


号 が 元 


本 妖怪 を 模 條 し た キャ ラ や ファ ンタ ジー 風 の 英 、 倒 才 の が 忍び な い 可 愛 


い 系 まで 、IZUM@ シ リー ズ の フィ ー ル ド に は 様々 な 悪 霊 が 存在 する 。 


大 根 や ニン ジン な ど 普 通 の HPG で は 見 られ な い 
よう な キャ ラク ター が 製作 され て いる 。 


7. 


全 1 @ 


昆 中 まさ に 旦 呈 その も の の 姿 を し た も の と 、 ユ ラリ や 革 中 系 の モン スタ ー の バリ エー ショ ン の ギャ ッ プ が 楽し い 


龍 モン スタ ー の 最高 格 で ある 龍 。 |ZUMO で は 龍 だ け で 
月 肥 は な く ド ラゴン 系 の 悪霊 も 描か れ た 。 


デ ボ Studio e・gO! の マス コッ トキ ャ ラ の デ ボ ス ズ メ 精 露 タ ギ リ や タ ギ ツ の 手下 だ っ た り 、 単 体 で 雑魚 モン 
\ 


を は じ め 、 個 性 的 で 可愛 い 悪 圭 た ちば か り だ 。 月 二 スタ ー と し て 登場 する 人 型 の 悪 寺 。 また 「IZUMO 零 」 で は 人 間 と も 対 崎 す る こと に 


ア ネ チ ャ リ 


ア ネ ブ リン スズ ス ア ネ プ リン セス 


ちょ っ と 風変わり な 悪霊 た ち も た くさ ん 登場 。 


遂 吐 テ ナー へ で は VN 


GO 


es! 


ここ で は 制作 初期 に 描か れ た 初期 稿 や 、CG 
を 作る 際 に 描か れ た ラフ イラ スト と 原画 を 掲 
載 し て いく 。 線 だ け で 構成 きれ て いる か ら こ 
そ 見 えて くる キャ ラク ター の 体 や 服 の ライ ン 
に 注目 し な が ら 見 て いっ て も 面白 い だ ろ う 。 


| いく つか の 過程 を 経て 決め られ る キャ ラク ター の ビジ ュ ア ル 。 す 


IZUMO 登場 人 物 原 画 | ぐ 決 定 策 に な っ た キャ ラク ター も いれ ば 、 何 度 か 修正 を 加え ら 


| れ 生 まれ た キャ ラク ター も 多数 いる 。 


の 9 ー 女の子 らし 元気 の 良さ 


第 1 積 目 で は ロン グ ス カ ー ト と カー デ ガ ン と いう 大 大 し そう な 少 
稿 女 だ っ た が 、 設定 が 決ま っ て いく うち に 表情 や ポー ズ な ど 、 人 一 


倍 元気 な 女の子 と いう 究 囲 気 が 加 えら れ た 。 


シリ ー ス 初代 己 道 少女 
IZUMO シ リー ズ に 欠か せな い 弓 道 少女 。 初 代 で ある 水瀬 七海 も その イン パク ト を 強く する た 
め 、 初期 積 か ら 制服 で は な く 裕 姿 で 基本 設定 画 が 描か れ て いる 。 


の 
K 用 
/ | 
『 ゞ 


主人 公 と し て の 凛々 し さ 
普段 は お 調子 者 だ が メイ ン ビ ジュ アル と な る この 設定 画 
で は 洲 々 し さや た くま し さ が 押し 出さ れ て いる 。 


MI 知 的 な お 希 さ ん 

| 知 的 アイ テム の 白衣 、 タイ トス カー 
人 が ト の ほか に 、 ラフ 段階 で は な か っ 
メン 人 0 / 、 た 眼鏡 が 付け られ た 。 


| 
NN 二 瑞 呈 


Setting materials & Line art Museum 


し / R 
1 た ジ キ ャ ラク ター 62 


Setting materialSi Line art Museum 


ラフ イラ スト で 構図 を 決め た ら 次 は 実際 に 描き こん で いく 作業 
ベン ト CG 原 画 に 入る 。 原画 家 ・ 山 本 和枝 の 魂 が 込め られ た 原画 に は 、 イ ベン 
ト CC に は な い 味 わい が ある 。 


の 守 人 
チ * 


い * ヽ Id ん 食べ 物 を - し し # も 
グ ^ ラン 


Setting materials & Line art Miuseum 


用 い e 


を 條 。 


SetGing materialS Line art Museum 


IZUMO」 か ら デ ザイ ン が 変わ っ た 制服 や ディ テー ル に こだわ ら 


IZUMO2 登場 人 物 原 画 れ た ネ ノ クニ の 人 々 や 精霊 な ど 、 キ ャ ラク ター へ の デザ イン の こ だ 


わり が 感じ られ る 。 


決 
定 
憎 
ラ 
」 


ャ マソ 1 4 4247 


な ー に | に こ は な く てく なー 
ば めも み の プ ッ 


Setting materials & Line art Museum 


る 

> 
に 
下 


生 


肝 ド ト さ ※※ 


Setting material& Line art Museum 


ネ ノ クニ で 繰り 広げ られ る 冒険 を 鮮やか に 描い た 山本 和 校 。 背景 


IZUMO2 イベ ント CG 原 画 や り が な いか ら こ そ 浮き 立つ キャ ラク ター の 表情 や その 恒 図 を 


楽 し ん で 欲 し *。 


# し い 時 上 4 


| 豆 を ぶつ け て 痛 が 


Setting materials & Line art Museum 


Setfing materialM Line art Museum 


明治 時 代 と いう 多 台 で 活躍 する キャ ラク ター た ち に は 、 前 作 ・ 
IZUMO 雰 登場 人 物 原 画 前 々 作 に は な い 特 徴 を 持つ も の が 多い 。 また キャ ラク ター その も 
の も 、 他 と は 一 線 を 画 し て いる 。 


cNs コ テー ミュ > 


EE 
バ 
ス 

ト 
PE 
ッ 
と 有 
2 


< さも と も レア し 


Setting materials & Line art Museum 


沢 洒 寺 一郎 9 則 田 虎之助 9。 


E 柄 7 柚 圭 男性 - "< 
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の 
枯 Setting materials& Line art Museum 


」 


恋愛 に 遊び に 戦い に すべ て を 必死 に 生き 抜い た 「IZUMO 堆 」 の 


IZUMO 寺 ベン I 画 | 人 公 た ち 。 キ ャ ラク ター が 引き 立つ 線画 に は 、 彼ら の 輝かしい 
還 ヽ 


時 間 が 閉じ 込め られ て いる 。 


Setting materials & Line art Museum 


Theme song & BGM Collection 


1/UMO 栄 曲 儲 . uo " 


PE 
IZUMO の 世界 観 を 表現 する た め に 重要 と な っ て くる 主題 歌 や BGM。 ぃ ーー ブ 

ボー カル 曲 の 歌詞 や 、BGM に 付け られ た タイ トル そし て その 使い どこ ろ に は 必 主題 歌 ・BGM リ スト 還 
た くさ ん の メッ セー ジ か が 込め られ て いる 。 


IZUM0 ら 


E 曲 : び ょ NN 作詞 : 中 山 斑 マミ 作曲 : ぴ びょん も 歌 : 中 山 マ ミ 編曲 :AngelNote 
古 の 地 )Verthrow ) 全 
鏡 の 向こう 歪み だ し た 時 空 思い 抱い て 
日 の 前 の 用 は ) 手 で 掴ん 
) 足下 ず た だ 向かう だ け 


振り 返り 仔 む ば か ! 


overthrow 立ち 塞がる 全て を 
強い 思い 抱い て 
この 手 で 掴ん で 


きす た だ 向かう た 


>。 ニア っ 


* つ か きっ と 見 つけ だ す 逃げ て は 悔やむ だ け 


な れ た あの 風景 を 取り 戻せ る こと を 信じ て 


辛 せ を 願う 思い は ひと つ Promised Land 


吹く 向かい 風 崩れ そう な 足 
心 、 解き 放 て それ ぞ れ の 勇気 集め い ぎ 進め 


溢 時 洲 〇 選 ご NN ロー 


% 東 の あの 場所 overthrow ちち 未 が る 全て を 
どん な に 困難 で も り 着 ける 
論 せ を 願う 思い は ひと つ 
Come with me to the Promised Land け 


解 ゲー ム で は オー プ ニ ン グ に は ショ ー ト バー ジョ ン 、 エ ン デ ィング に は ロン グ バ ー ジ ョ ン が 収 解 タイ トル の 「overthrow」 は 覆す ・ ひ っ くり 返す と いう 意味 を 持っ て いる 。 今 まで の 境遇 
月 : 剛 録 さ くれ て いる 。ED は スロ ー テ ン ボ に 編曲 され て いる 月: 剛 を 切り 開く よう な 、 未 来 へ の 明る 希望 に 満ち 溢れ て いる 曲 だ 


日 本 神話 が モチ ー フ と な っ た 「IZUMO」 シリ ー ズ 。 BGM に も 独特 な 雰囲気 が 盛り 込ま れ て 
「 1ZUMO ] Be M 集 いる 。 笛 の 音 や 太鼓 系 の 音 な ど 、 和 楽器 の 音色 が 効果 的 司 使わ 和 れ @ い る 。 


IZUMO」 BGM 人 守護神 ポス と の /( ト ル シ ー ン ぐ 思 い を 力 に 』 IZUM02」 BGM 


契り エッ >: 多大 蛇 の 山 オロ チ の フィ ー ル ド 人 送り 歌 
ここ ろ : 黄泉 比良 坂 ヨ モ ツ ッ ヒ ルド 全学 園 ライ フ 
妖 し の 森 : ルド 他 黄泉 大 神 イ 優し く 起こ し て コ >: 
/ 旬 須 差 之 男 ス + 子守 歌 イザ ナ > 日 と 共に 
す 伊 邪 那 美 命 例 二 人 で 風 の 中 ネ ) リ かけがえ の な い 時 間 ディ > と 人 呼び 声 
誰 も いな い 第] の ルド 他 人 ココロ 


IZUMO 玲 


作詞 :CANDY 作曲 : び ぴょ ん も 歌 :CANDY 


愛 も 破壊 も すべ て を の みこ ん で うねる Big Wave 


始ま り は 小石 の き 
今 韻 が [ 火 を 切る な ら 癌 ん で 肌 を 脱ぐ よ 共に 行く 


ぎ ざ 波 胸 の 奥 が ざわ めく 予感 


うねる 運命 
突き 進め 僕ら の 奇跡 3 
造 か 彼方 の 地平 線 に 春 く 
夜明け 前 の New Wave 


異国 の 香り 花咲 < 街 
谷 が 覚悟 を 決め た な ら : - 行 
呉 も 打開 も すべ て 4 
育 海 原 へ 
突き 進め 僕ら の 何 跡 を 起こ そう よ 


度 と な い チ ャ ンス を この 考 に つか め 


力 の 限 0Big Wave 


Ride on the big new waves 
You gotta catch on to brand new wave 
NMlove on now! 
Dont miss the dramatic change 


You gotta set out to radical new frontier 
見 えな い 糸 で 引き 寄せ られ た 
僕ら の 今 が 動き 出す 


に し た 長 も 朋 8 
共に し た 真 も 愛 い ? 


愛 も 破壊 も す 
碗 
mi 


うねる 運 ? 
き 進 め 僕ら の 了 内 を 起こ そう よ 


か が 彼方 の 地平 線 に 論 く Big Wave 


我 * 友 よ 僕ら は 奇跡 の 


He 


1 


アッ プ テ ン ボ で 曲 が 進 む 


IZUMO シ リー ズ に は 珍し い 英 語 の ロン グ 歌 詞 を 交え な が ら 、 オ ー プ ニン グ に ふさ わし く | 


多 異 界 を 進む 第 ]1 章 学園 フィ ー ル ド 他 
人 バ トル テー マ 戦闘 パー ト 
人 守護 神 四聖 獣 な どど の 戦闘 パー ト 


決意 シリ アス シー ン 他 


$ 送 り 歌 - 葬 送 
全 二 つの 魂 猛 


[IZUMO 零 」 BGM 


金 維 新 の 夜明け プロ ロー 
国際 都市 横浜 横 


聖 獣 の 社 フ ィ ー ル ド 他 
信平 穏 学園 日 常 パー ト 他 
多 追 いか けっ こ 第 5 章 テ ー マ パ ー ク 戦闘 他 


Theme song & BGM Collection 


IZUMO 零 


Theme song & BGM.Collection 


骸 い ほど に 輝 


遠い 日 々 鮮 パ 


iAngelNote 


了 射 し を MM びに 


や か な ほど 
よい は と 


|] れ 繰り 返す 中 で 


忘れ ぬ 人 た ち 


で きる こと な ら 


合わ せ た 力 その 大 き さ は 
計り 5 知れ な い 愛 を 生み 出し 
江 れ た 大 地 に 潤い 与え 
時 代 を こえ て 今 が ある こと を … 
年 先 も また 同じ 風 が 吹き ます よう に 
何 章 か れ て ここ へ と 辿り つい た 
彼 等 の 強い 瞳 が きつ いて いる よ 
な い 明 日 を た だ 信じ て いた 
愛し い 時 よ 愛し い 人 た ち 


その 声 い - 


うし か 大 に 届い た 齋 


確か な 念 い その 大 きき は 
計 0 知 れ な い を 生み 出し 
大 地 に 


変わ ら ぬ ! 


- の 青い 空 ! 


見 上 げ て 


優し い 風 が 吹き ます よう に 


“っ と 祈り 続け よう 
時 を 変わ ら ぬ 平和 を 
森 来 の た め に 


合わ せ た 力 その 大 き さ は 
計り 知れ な い 胡 を 生み HL 
ェ れ た 大 地 に 潤い 与 2 
代 を て が ある こと を … 
年 先 お また 同じ 風 が 吹き ます よう に 


ピアノ の 優し い 音色 に 乗せ て 、 柔 ら か な ボー カル が 「IZUMO 霊 』 を 締め くく る 。 物 語 の 


マン 4 


終り と 次 の 世界 を 予感 させ る 切な い 歌 声 が 感動 的 だ 。 


全集 いし も の た ち 厳 斎 会 話 > 
今 俺 に 任せ ろ ! 官舎 日 常 シー ン 他 
金 敵 が 来 た ! 通常 バト ル シ ー ン 


例 警 視 店 特別 班 

今 迫り 来る 危機 敵 と の * 

信 勇 まし さき 若 者 達 通常 バト / 

欠 慣 を 越え て ボス バト ル 

例 西 洋風 舞踏 会 負 
今日 も がんばろ う 盲信 


あ な た が いれ ば エッ チ シ ー ン 他 
多 圧 劇 の 旋律 国 木田 自殺 シー ン 他 
日 の 当たる 風景 エッ チ シ ー ン 他 


明日 へ の 決意 第 4 
金 眠れ な い 夜 厳 斎 陣営 会 
人 厳 斎 トル シ ー ン 


歌 : 中 山代 マミ 編曲 :AngelNote 


巡 〇 。 室 ご い ーー 


浴 野 *# 


へ 半 と で 


は 


KS mx( 選 
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// 


ン 


斬り か っ た 時 の 「 た ぁ ー っ !」 
] 必 UMO 少 ウー ズ 。 こ と で は ゲー 


戦闘 開始 
攻撃 入力 
防御 入力 
逃 じ 成功 
逃亡 失敗 
敵 全 滅 
防御 成功 
ダメ ー ジ 
瀬 死 
攻撃 失敗 
敵 を 倒し た 
お 礼 (ヒカル ) 
お 礼 (七海) 
お 礼 (綾香 ) 
3 深 ) 
お 礼 (7?722 
お 礼 (美由 紀 ) 
ヘル プ (ヒカル ) 
ヘル プ (七海 ) 
ヘル プ (綾香 ) 
ヘル プ ( 潜 ) 
ヘル プ (7?72) 
ヘル プ ( 美 由紀 ) 
眠り 
毒 
混乱 
表 目 
喝 い 
山 む 3 
気絶 
攻 買 
コン ボ 
技 1 
技 2 
技 3 
技 4 


E 要 キャ ラク ター た ち 


この 表 を 見 れ 


いう 掛け 声 、 
導き 


は 回 復 ・ 


ば 相手 に よっ 


⑩ 戦闘 バー ト 参 考 資 料 PART.2 戦闘 バー ト ボ イス 一 覧 


ステ ム ホ 


回 復 呪 法 を 


補助 呪 法 を し < 
て 態度 が 若 十 違 うと! 


ヒカル 


七海 


し て も ら っ た と き の 
せ て くれ る シス テム ボイス の 


し て あげ た り 
目 瞭 然 


| ありがとう ] 
覧 を 掲載 し た 。 


する と 
晴 え ポ イン | 


沙 


行く ぜ っ ! 


みん な 、 気 を つけ て っ ! 


あら 、 大 変 … 


IE 
| よー し 、 負 け を な いわ よ ! 


き に 相手 の 名 前 
が 見 つか る だ ろ 


を 呼ぶ 
う 


ス は 『 り 次 え の 吉 


た くさ ん の 掛け 声 の バリ エー ショ ン を 持つ 


アマ ケシ ジス 


美 申 紀 


っ 、 魔物 の 気配 !? 


お 兄ちゃん ! 


敵 よ ! 


よし っ ! 


行き ます ! 


OK > 


行く わ よ ! 


行き ます ! 


は ぁ ぁ …( 気 合 を 貯め る 声 ) 


分 か り ま し た っ 


ん 、 分 か っ た わ 


つま ん な い 一 


お 言葉 に 甘え て 


分 か っ た よ 、 お 兄ちゃん 


逃げ る ぞ っ 、 みん な ! 


みん な 、 逃げ て ! 


今 の うち に 逃げ る わ よ か 


わっ 、 ダメ か ! 


や る し か な いん で すね …。 


うう 、 逃げ られ な いよ ぉ 


や っ た あぁ! 


や っ た ぁ ! 


ふう 、 疲れ た 


え へ へ 、 バイ バー イ ) 
だ ぁ ー っ 、 し つこ いっ ! 
や っ た ! 勝っ た わ ! 


外れ だ ぜ _ 


うぅ 、 危な い 危 な い 


あら あら 


遅い ! 


ひと まず 、 退却 で す 


覚え て らっし ゃ い ! 


っ … 駄 目 で し た 


駄目 、 逃げ られ な い ! 


ふう … 


・ 終 わり まし た か 


や っ た ぁ ! 


甘い で す ! 


甘い わっ ! 


や ん っ ! 


あい た っ ! 


くぅ っ ! 


きゃ あっ ! 


も う 、 駄目 か も ・・ 


ま 、 ま だ まだ ぁ っ ! 


うう 


っ … こ の まま で は … 


33 っ - 


痛い よ ぉ … 


は れれ ? 


ああ っ 、 も うっ ! 


くっ 、 外し た !? 


- 
ド 
† 
1 
| 


や っ た ね っ 


や っ た ! 


仕 浪 め た ! 


ちぃ っ ! 
よ ぉ し ! 


あり が と う ご ざ いま す 、 先輩 ! 


ヒカル ちゃ ん 、 あり が と っ ! 


も ぉ っ 、 遅い っ ! 


あり が と う ご ざ いま す 、 ヒ カル さん 


| お 見 ちゃ ん 、 あ り が と ! 


お う 、 任せ と け ! 


E 海 ちゃ ん 、 あり が と っ ! 


七海 、 き ん き ゅ ! 


_| あり が と 


う ご ざ いま す 、 七海 さん 


きん き 


| 先生 、 あ り が と う ご ざ いま す ! 


| 道 閥 、 あ り が と うこ ざい ます ! 


は わ わ 、 面目 な い 


きん き ゅ 、 綾香 モン セ ! 


あり が と 


う ご ざ いま す 、 綾香 さん 


うん っ 、 七海 ちゃ ん も ! 
あり が と 、 半音 き ん ! 


] あり が と 


う ご ざ いま す 、 沙 さん 


きん き ゅ 、 アマ テラ ス ! 


了 アマ テラ 7 きん 、 あり が と うごき いま す ! 


アマ テラ ス ち ゃ ん 、 あり が と っ ! 


アマ テラ ス 、 さ ん き ゅ ! 


き ゅ 、 美 由紀 ! 


| 美由 和 ち ゃ ん 、 ありがと っ ! 


美由 紀 ち ゃ ん 、 あり が と っ ! 


| 先輩 っ 、 負け な いで ! 素敵 っ か 


ヒカル ちゃ ん 、 が ん ば ろ っ ! 


美由 紀 ち ゃ ん 、 さん き ゅ ! 
世話 が 焼け る わ ね っ 、 もう ! 


あり が と 


う ご ざ いま す 、 美由 紀 さ ん 


沙 先 輩 、 あり が と ! 
あり が と 、 ア マテ ラス さん ! 


ヒカル さん 、 


大 丈夫 で すか !? 


くう っ … 負 けら れ な い 


綾香 先生 、 が ん ば っ て ! 


っ た く 、 し ょ う が ね ぇ な ぁ . な ん で だ よ 


深 先 間 、 が ん ば っ て ! 


E 海 ちゃ ん 、 が ん ば ろ っ ! 
ふう 、 助かっ た わ 


七海 ちゃ ん 、 が ん ば れ っ ! 


E 海 さん 、 


、 大 丈夫 で すか !? 


お 兄ちゃん 、 負け な いで っ ! / え へ へ 
七海 ちゃ ん 、 が ん ば れ っ ! 


| し っ か り し て よ 、 先生 ! も う … 


消 ち ゃ ん 、 が ん ば ろ っ ! 


まだ まだ っ 、 負け な いわ よ ! 


消 き 


綾香 さん 、 


大 丈夫 で すか !? 
丈夫 で すか !? 


アマ テラ ス 、 大 丈夫 か !? 


アマ テラ ス さ ん 、 が ん ば っ て ! 


美由 紀 、 し っ か り し ろ ! 


美由 入 ち ゃ ん 、 が ん ば れ っ ! 


行く よっ ! 昌 


あう … ね むい … 


うう っ … 眠 い … 


っ … 気 分 が … 


体 が 痺れ る … 


め 、 日 が 回 る ぅ 一 


あれ !? あれ れれ !? 


きゃ っ 、 目 が … 


うっ … 日 を や られ た !? 


寒気 が し ます … 


も うっ 、 許さ な いん だ か ら っ ! 


みん な … ご めん な さい … 


た あっ ! 


それ っ ! 


_ か か っ て こい ! 
_ これ で どう だ っ ! 


本 気 で 行く ぜ ! 


えい えい っ ! 


アマ テラ ス ち ゃ ん 、 が ん ば ろ っ ! 
が ん ば ろ っ ! 


類 由 紀 ち ゃ ん 、 


アマ テラ ス 、 が ん ば れ っ ! 


を な ーー 
美由 紀 ち ゃ ん 、 がんばれ っ! | 


大 丈 


夫 、 まだ や れ ま す ! 


綾香 きん 、 が ん ば っ て ! 
沙 先輩 、 がんばって! 
アマ テラ ス さ ん 、 大 丈夫 !? 


美由 紀 


さん 、 大 丈夫 で すか !? 


まだ まだ ぁ っ ! 


は うぅ う … ね みゆ ゅ ゆい … 


は れれ … 眠 気 が … 


うう 、 吐き気 が … 
は ら ひ れ ほ れ … 


き ぼ ち わ る い … 
うき ー っ ! ( 猿 風 ) 


_ まず い 、 


限 気 が … 


これ は … 毒 !? 


は う … ね むい よ ぉ … 
お 兄ちゃん … 気 持ち 悪い よう 


うっ … 頭 が … 


わっ 、 真っ 晴 せ 


いや な 感じ ・ 
私 、 色 っ た わ よ っ ! 


や だ 、 何 も 見 えな いっ ! 


クラ クラ する 


は わ わ … 
お 上 兄ちゃん 、 真っ 暗 だ よ ぉ 


楽 気 が す る … 


寒い よ ぉ … 


き ぃ ー っ 、 ムカ ツ く ーー っ! 


は わ わ ー… ミ も う 肘 目 ぇ 
えー い - 9 
も いっ ちょ ! 


えー いっ ! 


は あぁ ぁ ー っ 


今 だ っ ! 


私 、 負け な いか ら っ ! 


えい っ えい っ ! 


くう っ … こ ん な と ころ で っ … 


も う … 許 し ませ ん よ …! 


も う 、 絶 対 許さ き な い か ら っ ! 
お 兄ちゃん … 


と お っ ! 
た ぁ ー っ ! 


えい っ ! 


続き ます ! 


うり ゃ あっ ! 


くら えー っ ! 
か か っ て らっし ゃ い ! 


まかせ て っ ! プリ ゃ あっ ! 


ーー た あっ ! 


た あ 、 と うっ ! 


悪霊 退散 ! 


き あ 来い っ ! 


は ああ あぁ ・ = 


行く わ よ て っ ! 


も ら っ た っ ! 


ん 下がっ て ! 和 朋 て きめ ん ! 


見 て て っ 、 お 見 ちゃ ん ! 


I/UMO2 


還 メ イン キュ 


戦闘 開始 
攻撃 入力 
防御 入力 
逃 選 成功 
逃 選 失敗 
敵 全滅 
防御 成 電 
ダメ ー ジ 
光 死 
攻撃 括 敗 
敵 を 倒し た 
お 礼 ( 猛 ) 
お 礼 ( 六 ) 


お 礼 (明日 香 ) 


お 礼 (麻衣 ) 
お 礼 ( サ ク ヤ ) 
お 礼 ( 倒 乃 ) 
ヘル プ ( 猛 ) 
ヘル プ ( 六 ) 


ヘル プ (明日 香 ) 
ヘル プ ( 麻 衣 ) 


ヘル プ (サク ヤ 


ヘル プ (琴乃 ) 


眠り 
毒 
混乱 
衣 目 
呪い 
慎 怒 
気絶 
攻撃 
コン ボ 
技 1 
技 2 
技 3 
技 4 
較 精 圭 


に) 


] 


クタ ー 


眠り や 毒 な どの ステ イタ ス 2 
が は っ て いる サク ヤ や 、 


桃花 
が ん ば っ て ・… 


青 遂 


行き ます - 


うっ 


ー 玄武 
行く わ よ っ ゅ か 


白虎 


行 ( ゆ ) く ぞ 


ツク ヨミ | タマ モ 
E | に ゃ は は は ) 


お 任せ あれ 


変化 村 の シス テム ボイス は 、 
朝寝坊 常連 の 危 の 台詞 な ど 、 ニ ヤ っ 


猛 


Ed 


明日 香 


_ み ん な 、 気 を つけ ろ ! 


うわ ぁ … 来 た よ ? 


お に いち ゃ ん 、 来 た よ ! 


サク ヤ 


雄 用 


わ 


来 た 来 た つっ 


つ 、 ヽ 


敵 … で すか ? 


よし っ 


うん っ 


は いっ 


うん ! 


は い 


言 える し か \ な いか 


ご めん ね 


みん な 、 逃げ る ぞ っ ! 


あー ん 、 ぐ や し レー 


_ 後ろ に 隠れ て る ね 
だ め だ よ 逃げ よ ? 


くっ 、 駄目 か … 


ん も う 、 や る し か な い の ね 


や だ ー、 逃 げ ら れ な いよ 


沈 江 8 


逃げ る が 勝ち よね 


うそ っ 、 逃げ られ な い !? 


お し まい っ ! 


え へ へ 、 や っ た ね か 


や っ た あぁ ! 


悪 寺 退 散 ! 


あま ー い 


きゃ っ ! 


「 


ちょ っ と ピンチ …? 


ひ ょ い - っ と 
や ん っ 
これ … ち ょ っ と まず いよ 


甘い ! 


は い 、 わ か り ま し た 
早く 、 逃げ て ! 
だ め 、 逃げ られ な い 
終わ っ た ん で すか …? 
っ … ホ ボッ 


あん ! 


キャ ッ 1 


だ … 負 け な い ! 


あ … こ の まま じゃ … 


うそ っ ! 


次 は 誰 !? 


や ん 、 外 れ た ? 


_ あれ !? 


そん な … 


や っ た よ ! 


ど お ? 


や り ま し た ! 


猛 … あ り が と う 


さん き ゅ ! 


お 兄ちゃん 、 あ り が と ! 


あり が と う 、 八 岐 く ん 


猛 く ん 、 


あり が と ! 


猛 さん 、 あり が と う … 


あり が と 、 六 お 姉ちゃん ! 


あり が と う 、 科 希 さん 


六 


さん 、 あり が と ー) 


_ あり が と 、 明日 香 ち ゃ ん 


明日 香 ち ゃ ん 、 あり が と う ! 


悪い な 、 北 河 


あり が と 、 北 河 さん 


明日 香 ち ゃ ん 、 あ り が と う 


明日 舎 ち ゃ ん 


、 あ り が と ね ー 


先輩 、 ありがと う ! 


_ あ 


り が と う 、 麻衣 きん 


あり が と う 、 さ ん | 
あり が と う 、 唱和 
北 河 さん 、 あ り が と う 


サク ヤ 、 あ り が と! 


サク ヤ ち ゃ ん 、 あり が と 一 


例 乃 、 す まな い 


琴乃 さん 、 あり が と ! 


サク ヤ さ ん 、 あ り が と ! 


あり が と う 、 サ ク ヤ さん 


サク ヤ さ ん 、 あり が と う 


あり が と お 姉ちゃん 


あり が と う 、 琴 乃 さ ん 


あ 


り が と う 、 キー。 


ふ ー 


、 危な い 危 な い . 唄 


猛 、 気 を つけ て 


六 、 が ん ば れ っ 
明日 香 ち ゃ ん 、 し っ か り ! 


ちょ っ と 一 休み … 


お に いち ゃ ん 、 負 け な い で ! 
首 お 姉ちゃん ! 


八 岐 く ん は 私 が 守る 


猛 


くん 、 がんばって! 


| 
† 


逢 須 きん 、 無 理 し な いで | 


さん 、 


今 助け る ね ! 


猛 き ん 、 し っ か り し て ! 
六 き ん 、 今 助け ます 


明日 香 ち ゃ ん 、 危な い ! 


北 河 、 く じ け る な ! 


北 河 さ ん 、 今 助け る か ら ! 


明日 香 ち ゃ ん 、 下 が っ て 


明 | 


] ち ゃ ん 、 し っ か り ! 


明日 香 、 が ん ば っ て ! 


まだ いけ る … 


北 河 き さん 、 大 丈夫 ? 


北 河 き ん 、 大 丈夫 ? 


) サク ヤ 、 危な い ! 


サク ヤ ち ゃ ん 、 しっかり ! 


ーー サクヤ ャ きん 、 


サク ヤ き さん 、 大 丈夫 だ か ら 


ー 


まだ 負け な いん だ か ら ! 


サク ヤ き ん 、 気 を つけ て 


琴乃 、 今 助け る ! 


琴乃 きん 、 大 丈夫 ? 


お 姉ちゃん 、 し っ か Di ! 


| 区 乃 きん 、 今 助け る か ら | 


琴乃 さん 、 


今 助け る よ ! 


まだ いけ ます ! 


還 の ま 9 


は うぅ … 眠 い ー 


| お に いち ゃ ん 、 朝 だ よ 


ここ で 眠っ て は … 


あう … ね 、 眠い … 


ああ ん … ね む … い … 


_ 柴 * どっ ・ 毒 か ! 


何 これ … 吐 き 気 が … 


う う … 気 持ち 回 いよ う 


これ は … 毒 … 


変 な 


も の 食べ た の か な … 


ああ っ … 気 分 が … 


あれ … 何 か 卓 が 回 る 


いや … み ん な どこ !? 


あれ … 頭 が 痛い … 


目 が 見 えな いっ 


え ? 夜 な の ? 


何 も 見 えな いよ !? 


何だ 、 この 寒気 は ? 


うう … 何 か 寒く な い ? 


寒気 が する よ う … 


私 … 英 は … 誰 ? 


あれ ? 


や だ 、 何 これ !? 


いや 、 怖い … 助 け て ! 


目 が … 


うそ 、 


何 に も 見 えな いま 7 


目 が … み ん な どこ !? 


これ くら い の 呪 いで … 


呪 わ れる な ん て 


そん な … 音 が 紡 げ な い … 


あたし 、 把 っ た ん だ か ら ね ! 


絶対 や っ つけ ちゃ う ! 


や だ ぁ … こ ん な と ころ で 


お 姉ちゃん … 


も う 許 し ませ ん 


も う 把 


っ ちゃ っ た ん だ 


絶対 に 許し ませ ん ! 


ここ で 終わ る わけ に は … 


お 矢 さ ん … お 母さん … 


ご めん な さき さい … 


は いっ 


た あっ 


は っ 


や っ 


まだ 行く わ よ ! 


行く よっ ! 


続き ます 


まだ まだ ーー) 


私 だ っ で …! 


た あぁっ! / と うっ 1! 


は いっ 


や っ ! と ぉ っ ! 


は っ ! 


お 願い … 戦 い を や め て 


心 を … 静 か に … 


当 た れ ー っ 


貫 け っ ! 


さき 、 どこ か ら で も お いで 


私 は 、 みん な を 守り た い … 


むう っ … は いっ !! 


逃げ られ な いよ ! 


は いっ 


みん な … が ん ば っ て 


みん な 、 元気 を 出し て ! 


は ああ ああ あぁ っ !! 


これ で 終わ り よ っ ! 


1 


いっ け ぇ ー っ ! 


ご めん ね 


行く わ よ ー っ ! 


60 な SU 


間 | 


寺 韻 


や = デ 青 人 


去 武 


自 席 。 | 


近 省 


上 二 


八 房 


介 違 


抽 が の 名 に より … ま り ま す ! | あの j 穫 信 う け 6 こ と は 許 き な い | 


筐 きん … お 力 浴 え し ます | 


き ぁ て 、 は りき っ ちゃ うわ よー 


行く ぞ 。 覚悟 する が いい 


いっ く で -、 覚悟 し いや 


四 を 束ね し か 、 


REI | 


いっ く よ ー! 


精霊 た ち は 、 杏 選 と その まま フィ ー ル ド 上 で 戦う こと に な る 。 そ の た め 、「IZUMO」「IZUM02』 と 
は 比べ 物 に な ら な い ほ ど 、 ボ イス の 種類 が 増え た 。 大 技 を 出す その 前 に 、 色 々 聞い て みる の も いい だ ろう 
田 メ イン キャ ラク ター 


和 人 宗 三 虎之助 陽子 上 狼 
戦闘 開始 や る と き は や ら な きゃ ! さあ 、 覚悟 し た まえ ! | き あ て 、 ひ と 暴れ する か っ ! が ん ば り ま す ! _- 3 ! いっ く ぞ ー っ ! 
いく ぞ っ ! 了解 ! お すっ ! は いっ ! は ! うん っ ! 
や っ た あ ! ふう 、 片付い た か … 楽勝 楽勝 お 疲れ 様 で す B - 件 着 ! や っ た あー! 
お っ と 余裕 だ ね な ん だ そり ゃ ? 危な いっ い ! ひ ょ い っ と ! 
う あ っ ! う ぐ つ っ きゃ あっ ! ! は うっ ! 
あら ら ? こい つっ … … 外し た っ !? こし ゃ く な ! あれ れ ? 
敵 を 倒し た よし ! 次 だ ! 5 し ! ご めん ね … _ ょ し ! や っ た か ゅ 
死 も う 、 ダメ か も … くっ 、 まだ まだ っ ! 「 い … まだ 、 需 張 れ ま すっ な ん の これ し き ! は わ わ わ … 
気絶 ご めん 、 み ん な … 俺 と し た こと が … も う … ダメ … ご めん … な さい … 負け た ぁ ー… 
攻撃 1 ぬん っ ! は っ ! えい ! た あっ ! は っ ! えい っ ! 0 
攻撃 2 りゃ あっ ! や あっ ! ゃ あっ ! て で て いっ! りゃ あっ ! や あっ ! 
攻撃 3 た ぁ ー っ ! りゃ あっ ! 9 ! や ー っ ! と りゃ あっ ! た あっ ! 
攻撃 4 どう だ っ ! 隙 あ り っ ! ら え っ ! それ っ! _ まだ まだ っ ! これ で どう だ あっ ! 9 
励ま し が ん ば れ っ ! し っ か りす る ん だ ! どう うし た !? が ん ば っ て ! し っ か りな さい ! が ん ば れ ー っ ! ] 
あり が と う ! 思 に 着る よ あり が と っ ! 感謝 し ます あり が と っ ! 
続く よっ ! 次 は 俺 だ っ ! も いっ ちょ 行く ぜ ! 続き ます ! お 次 ! ボク も 行く よっ ! 
気分 … 悪 い … くっ … 毒 か お ええ ぇ え … うー、 在 味 い … 気分 が 優れ ませ ん … う ぇ ー べ っ ペ っ 
ね 、 眠い … 眠っ ちゃ … だ め … タ … ふわ ぁ ー あ … 村 な … あふ … 眠 い … 隆 魔 な ど ! … 氏 人 お や すみ ー… だ に +# 
何 も 見 えな い !? 上 ら まし か っ !? うわ っ 、 真っ 購 ! お 兄ちゃん 、 ど こ !? み 、 見え ない !? あれ ? 夜 ? 
( モ ガ モ が ガ !?) 9 弄ぶ の ( モ が っ ! モ ガ モ ガ !?) (ん ーー っ 5?) (ん ん ん ん っ !?) (ん ー っ ! ん ー っ ! ) 
う 、 動け な い …! あ 、 足 が …!? お お っ !? 動 けん !? あ 、 あれ … 歩 け な い ? くっ … 動 け な い ! ] あれ? 足 が く っ つい て … 
か っ 、 身体 が … ちっ 、 金 生 りか … |  " いで で て で て で て で っ !} あぁ っ 、 身体 が … 身体 が … 痺 れ て … いた っ 、 イタ タタ っ ! 
くっ 、 来る な ーー っ ! お っ 、 俺 に 近づく な ー っ ! うわ わっ 、 あっ ち 行 け こ っ ! た 、 助け て っ ! い ゃ っ 、 来 な いで ! | あわ わ わ 、 来 る な ー っ ! 
叩き 起こ す ご めん 、 起き て ! 寝 て る 場合 し ゃ な い ぞ ! ぞ ? お 願い 、 起き て ! 起き な さい っ ! 朝 だ ゾ 、 起 っ きろ 一 ! 
叩き 起こ きれ る いた っ !… う う 、 こ ご めん | た っ ! … す 、 すま ん いて っ !! … あぁ あい た ! … ご めん な きい あう っ ! … う う 、 不覚 で す いた っ ! 何 す ん の っ ! 


わか っ た よ … お 竣 ち ゃ ん | は い 、 わ か り ま し た | ヘー い 、 り ょ うか い … うん … お 上 兄ちゃん ああ 敵 な お 方 … ん ーー? わか っ た ぁ … 
僕たち を 助け て ! 俺 達 に 力 を ! 出番 だ ぜ ー っ ! お 願い ! 力 を 貸し て くだ さい ! お ー い 、 お いで っ 


タリ 5 タ ギ ツ サヨ リ ウズ メ ミシャ グ ジ 様 キジ ム ナ ー 
選 科 有紀 議 議 人 が 同 才 に 仙 為 す 者 よ 、 覚 民 な さい | 午 史 は 鐘 2 部 5 拉 股 い 坊 圭 。 | 私 を 呼ん だ ね ? さあ 、 が ん ば る よ ! | みん な 、 張 り 切っ て いく で 一! | 約定 に より 、 液 ら に 手 を 貸 そ う | お 、 や っ て る な ! 修 も 参加 する ぜ っ ! 
入力 わか り ま し た は い うん ! よっ し ゃ ! _ 承知 お う よ ! 


防御 成功 失礼 あそば せ 当 お や めく だ さい 較 _ 来る な っ ! _ | 中 り 子 さ ん に 手 を 触れ な いで くだ き - い | 当たる か よ ! 
ダメ ー ジ あっ … l ! 語 寺 いた ー い ! いた っ ! ! あたっ ! 
敵 を 倒し た ご めん な さい ね _ や っ た ぁ ! お と と い 来 ぃ や | 思 か な 見 た か ! 
潮 死 疲れ た か し ら … … _ 疲れ た よう … _ パテ て 来 た か も … _ ち な まだ … ゼ ェ … や れる … 
気絶 失礼 いた し ます ご めん な さい … _ お 家 、 帰る ね … も う ア カン … ミ さら ば くそ っ 、 覚え て ろ ー っ ! 
攻撃 1 行く わ よ 参り ます 行く よっ ど や ? この 踊り 員 そら っ ! 
攻撃 1 _ これ で 最後 で す 吹き 飛び な さい いっ く よ ーー っ ! これ で 終幕 や で ! 8 うお お お ーー っ ! 
励ま し さき 、 が ん ば り ま し ょ う 大 丈夫 で すか ? が ん ば れ - っ ! し っ か り し ぃ や _ 大 丈夫 か し っ か り し ろ よ 
懲 れ 入り ます すみ ませ ん あ 、 あり が と … お お き に ー) あり が と う ! 
は い 、 も う 一 つ | 私 も 参り ます 私 も 行く ー っ うち も いく で 一 か = 條 も 混ぜ ろ っ ! 
睡 眼 不 足 は お 肌 の 敵 … め 、 目 財 が … スヤ スヤ … 眼 う な っ た … ふ わぁ を 較 昼寝 の 時 間 だ … 
あら 、 動け な いわ う 、 動け ませ ん … | あ ? 動け な いよ ? あり ? 動か れ へ ん や ん | もち 、 私 を 呪 嫌 する か あれ 、 動け な い ぞ ? 
_ ほお ぉ ら 、 起き な さい 起き て くだ きい な _ ちょ っ と 、 何 経て ん の 一 こら っ 、 起き ん か いっ ! 目覚 め た 方 が 良く は な いか ? お いこ ら 、 起き ろ よ 
あん っ 、 ご めん な さい あっ ! … す み ま せ ん … いた た … う ぅ 一 … あい た っ … も う 、 い けず や な ぁ う 看 か ? た っ ! いっ て ェ な … 
ご き げ ん よう 失礼 いた し ます 。 え 、 も う 終わ り ? また 呼ん だ っ て や ー ' 


桐山 千 映 サト リ ツク ヨミ スサノオ ヨ モ ツ オオ カミ 
みん な 、 死ぬ の … さあ 、 勝 負 よ ! 普 条 し に し て や る ぜ ! _ 
みん な … 水 の 底 … あ は っ 、 日 ほど に も 無い ! /… 残 念 だ わ 所 座 は 、 雑魚 ども だ な … ヒカル … わ ら わ の 子 … 
無駄 よ 甘い っ ふん 、 当たら ね えな 効か ぬえ 
ああ っ ! うっ ! ぐっ ! う 
傘 た い … 苦 し い … や 、 や る わ ね … ちっ た ぁ 、 や る じゃ ね え か 
そん な !? くっ … ちっ 、 外し た か 
うふ ふ ふ … し と め た ぜ っ ! 
E 少 :・ ち や ん … ギー ニー ニタ [【 ぐっ … ま きか 、 こ の 俺 が … パカ な … バ カ な ぁ ッ ! ! 
殺 す ! / 私 と … 一 緒 に … ケー ッ ! ! ふん ! 死ね よっ ! 死ぬ が 良い 終わ り じ ゃ 
ク ク ク … また … い じ め る の ね … 消 を えな さい さよなら 食らえ ! リャ ゃ あっ ! 軸 か な り … 減 び よ 
ミナ カタ オオ ナム ジ セミ ヨ 大 斗 了 
は は っ 、 覚悟 は いい か !? 来る が いい _ 容赦 は 致し を せん き あ 、 始め よう 
ちっ … こ の 程度 か よ これ が 力 と いう も の だ 、 あな た 達 の 魂 ふ … 私 の 元 に 。 | 條 は … 猛 に 勝っ た の か …? 
全然 ダメ 甘い 無駄 で す 世 ぃ ぞ ! MO 
as くっ ! 四 むう っ ga あっ ーー くっ 2 
W て め ェ ら 、 許さ ね ェ ! | これ は … あ な どれ ん な 。 私 は … 負 け な い ! や る な … だ が 、 ま だ 終わ らん ぞ ! 
_ な ん だ と !? ほう 、 や る な ーー むう … ちい っ ン 。4 
較 絢 す ぎる ん だ よ すま め ぬ な 真 れ な … 
そん な … バ パカ な …! 倒さ れる か … こ の 私 が 、 人 間 に … _ ああ … よ う や く こ れ で … 猛 … お 前 の 勝ち だ os 
お ら お ら お ら っ ! 食らえ ェ ッ ! これ は どう だ / よ け ら れる か な ? 覚悟 な さい 我 が 力 、 受け て みよ 行く ぞ っ ! / せ いや ぁ っ < 
その 程度 か 、 あ ン ? まだ ある ぞ _ お 逝き な さい - ED だ 
藤田 九郎 桐谷 九郎 国 木田 義 富田 兵 馬 桐 崎 綾 乃 ム 
閲 訓練 の 成果 を 見 せ て みろ き ぁ て 、 始め よう か 若 の 力 を 見 せ て 人 貢 お う 。 | 政府 の 犬 め …! お 覚悟 を さ 
よく や っ た 許し て くれ … | ふ は は は は っ ! きよ うな ら 、 坊や 達 … ボ ' 
何だ それ は お っ と むっ ふん ! 無駄 よ ' 
_ ぐっ お っ ? 間 ぐっ ぐ ぁ っ ! あっ ! 1 
タ ちっ むっ … や る な 何 っ !? 何だ と !? 何で すっ て ? | 
『 次 だ ま 、 こ ん な と ころ か ] すま ん は は っ ! 弱い わ ね 9 
り 年 は 取り た く な いな … な か な か や る な | くっ … お の れ … くっ 、 や る わ ね … ン 
この 俺 が … な ん と ! | ここ まで か … ば 、 馬鹿 な … そ 、 そん な … \ 
は っ ぬん っ ! そこ だ ! は っ / せ いっ た ぁ っ ! | で や っ ! は っ ! そら っ ! / せ や っ ! / 死 ね っ ! や っ は っ 2 
うふ ふ … 行く わ よ (ば 
由 し 202 沖 占 8 B 精霊 / ご 苦労 きん 
ド 城 茂男 不知 火 士郎 イワ ナガ 不知 火 茂 斎 不知 火 厳 許 ( 魔 人 ) 
開 いっ ちょ や る か ね や る し か な いん だ ね 暗 
は は っ 、 い い 勝 負 だ っ た な ご めん 、 お 姉ちゃん 厳 斉 様 … 今 戻り ます | 柚 谷 よ … こ れ で 良かっ た の か ? 我 が 前 に 英 無し ! きき 
お っ と っ と 甘い わ ね ] 遅い 当たら ぬ わ ブフ ン 
の わっ うっ ! ぐっ な に っ !? 
お お っ ? ] 何と !? 何だ と !? も 
すま ん な | 恨む な 田 い の 八 
6 ん 一 、 こ りゃ まず いな ・ 何 の 、 こ れ し き … | まだ だ 、 ま だ 終わ る わけ に は いか ぬ ! ーー キュ 
た は 一 、 ま いっ た ! うそ だ … 厳 斎 様 … な ん と 言う こと だ … 見 事 ! 私 の 負け だ … 大 
お ら っ ! むう ぅ んっ! や っ / 当 た れ ! 参り ます そこ 終わ り で す な うん っ ! は ぁ っ ! 見 よ ! / お ぉ っ ! ィ リ ンー 
お お っ ! / そ お ぉ りゃ っ ! 来 な いで ! (Ys 陽子 ) "た あー っ ! 滅び な さい と ぉ っ !/ チ ェ ス トー っ ! うら あぁ っ 「! 
召 司 出 で よ ! 全局 来い ! 95 


- マ ペーW- く へ Nk の つこ の どど ご NN ニー 


96 


「IZUM0 & 2」 


夫 / い 7 / / / | 
表 放 棋 活 な 「 じ っ ち ゃ ん "の 正体 は 


千年 以上 も 生き て きた だ け あ っ て 、 六 鞭 の ある セリ フ も 
多い 六 介 。 時 に は オナ ゴ 関 係 に つい て 良き を アド バイ ス を く 
れ た り と 、 いろ ん な 意味 で 頼り が い の あ る じ っ ち ゃ ん だ 。 


Ll る で し 包 の 


し いふ し 銀 


「IZUMO 零 」 「IZUMO 吉 | 計 「IZUM02」 「IZUMO 吉 」 
Ao 2 es ed 
主 城 誠 男 柳 鉄 丹 02 膝 男女 郎 
褐色 の 肌 に 銀色 の 加 演 計 悲 喜 こも ご も の 人 生 が 劉 ダン ディ な 朱 教 官 。 
ヒゲ 、 そし て マッ チ な 較 に じみ 出 た 顔 は 坦 ま 人 周 | の 立つ 御仁 だ か 
体 。 妙 に 印象 に 組 る 唐 に い 点 し 銀 の 味 和 で は イマ イチ } 
手 家 親 父 で ある W 周 ネ ニ ミン グ も 渋 玖 | 漢 の 中 の 漢 で ある 9 = いと の 噂 も 


tc4 和 を を ん 2 の 中 で 』 


ラン キ > 


 ) 劉 上 馬 上 吉相 9 上 | 61 机 dd ヒ ) 義 中 際 y o 1 d 年 | 天 竹 用 導 3 基 攻 和香 計 女 
メイ ン キ ャ ラク ター か ら サ ブ キ ャ ラ クタ ー ま で 、 個 性 的 で 魅力 溢れ る 登場 人 物 が ズラ リ と 並ぶ 
IZUMO シ リー ズ 。 ここ で は 独断 と 偏見 で 、 カテゴリ ー 別 に キャ ラク ター を ラン タク 付け し て みた 。 定 
番 も の か ら 風 変わ りな ラン キン グ ま で 7 つの コン テン ツ で 第 5 位 ま で 発表 。 栄 え あ る 優勝 者 に は コ 
メン ト を 頂い て いる の で 、 そ ちら も お 見 逃し な く ! 


本 
ニュ 橘 信 My NN お 色気 以 ク ラク ラ ! 
容 織 耕 AN 4 
外見 と は 裏腹 の お 共 四 さ が ニ ク い ! 、 紳 | 四 フ 平 ロモ ン 度 
自覚 の な い 美人 と いう の は 、 ある 意味 フェ ロモ ン 出 し まく り t て 3 


の 美人 より 色気 が ある も の 。 ダイ ナマ イト ボディ に 子供 っ ぽ : 千 め て ーー キン グ 
さも 装備 し た 綾香 先生 こそ 、 優勝 者 に か さわ しい | 7 ン 


季 
誤 
の 
吉 
区 
テー 


PE 「 IZUMO」 | IZUMO 吉 」 
相崎 芳 7 7 ョ ー に コ クタ ギリ 
保健 医 と いう 7? 情 ヒカル を 誘惑 し た * 居 妖艶 な 美女 に し て ポポ 
え 、 こ の フェ ロモ ン ボ 。\ 残酷 な 言葉 を さら ディ も な か な か 


ディ ! |IZUMO 零 」 の 最 


強 癒し 系 キャ ラ だ 。 い 
祝 ! 綾香 先生 ダブ ル 優 勝 ! 


ガ ネ は 顔 の 一 部 で す 
メガ ドレ ッ サー ーー ロト ー テ ーーー 
白衣 に メガ ネ と いえ ば 、 代 表 的 な 曲 え 要素 の ひと つ 。 メ ガ ネ 越 


ラン キン グ し に 見 せる 茶目っ気 の ある 表情 に 、 ド キッ と し た 方 は 多い は ず 。 
栄え ある ダブ ル 優 勝 を 、 そ ん な 員 女 に 捧げ ます ! 


言っ て の けた り / 寂 加 こん な 女性 に リ 2 導 ば 
魔 的 な 女性 の 代表 栓 N 着 れ て みた いで すね 9 


| IZUMO」 


橘 絞 香 


「IZUMO 吾 」/ 』 語 NN 議 評 「IZUM02」 「IZUM0」 「IZUM0&2] / 
還 ハ \ | る バ 回 千夏 ++ 夫 D= / 
未 峰 幹夫 用 ロン ト 机 山 千 塔 馬 : yg 
時 代 を 感じ させ る メガ 1 そこ そこ 美形 な の に これ だ け 長 く 生き 
ネ の デザ イン が 良し 。 お 笑い 系 な と ころ が 拓 | メガ ネ が よく 似 台 キル れ ば 、 老眼 に な る の ⑳ 放 
好人 物 な が ら 短命 な の 印象 。 メガ ネ を 多量 訓 夏 。 泣か せる シナ 直っ A 無理 か ら ぬ こと が 
が 気の毒 な と ころ 姿 が 見 て みた い 気 お ee 


も 印象 的 な キラ だ ) 。。 し 。。 さ か 伊達 メガ ネ .8 


「IZUM0 零 」 


ワウ ス メ 0" NN 

誠 2 ピ クダ デ / ル 、 愛 測 者 の コメ ント 

の の お 祭り 好き の 精 妻 に は 関西 借 が 似合う 5 
どん ちゃ ん 騒ぎ が 大 好き な 、 ノリ ノリ お 姉ちゃん も 堂々 の ラ 2 へ ハ 

ンク 入り 。 コテ コテ の 大 阪 弁 も 、 ハ イ テ ン ショ ン な ウズ 叉 記 

びっ た り 。 寿 放 な 彼女 らし く 、 衣装 も か な り 露 出 高め だ 。』 


イニ ンジ 


人 人 y 「IZUMO 各 」 ( SN 「 と で (を 「IZUM02」 (/ 
魚 を 叶え た り 、 スイ 際 、 恋 も 戦闘 も 直球 系 、 じ W 


Se ン バ 
感 の な い ト ー ク で る 和 i 華 


を 手刀 で 砕い た ソ 


笑わ せ て くれ る 


4 つも 元気 印 の 廿 。 恋人 ルル 
Me | イ テ ン ショ ン と 義 ン 2 に し て も 友達 に し て も 疾 ) 
9477 こり お ぉ お 示 ち ゃ まな だ けい 楽し く 過ごせ そう 。 。 』 導 | 


1 
Z 
U 
M 
16』 
な 1 
ん 
IC 
も 
ラ 
衝 
ン 
人 


29@ 2 


性 悪 の 悪 圭 は ビジ ュ ア ル 系 !? 


プラ イド が 高く 、 人 の 弱み に 付け 込ん で くる 嫌 な 奴 だ が 、 見 
目 は か な り ビ ジュ アル 系 。 IZUMO シ リー ズ 中 、 実は 多 
の イケ メン (悪霊 だ けど ) な の で は な か ろう か 。 


の ⑳ の 9 


「IZUM0 吉 」 


[IZUM0] [IZUM02] [IZUMO 吉 」 


沢木 宇 一 田中 ン ) 大 斗 剛 花山 俊輔 っ 
と そこ そこ 可愛 い 顔 を し た 主人 公 の ライ バル ニ 美 女 遊び が 大 好き な 花 男 あ クン 

男子 な ナン バ 野 郎 大 が ee て いる が 、 存在 感 は や り 形 と いう セオ リー を は 、 外 見 も 遊び 肉 証 が 

ら 、 女 性 経験 は 靖 記 と や 希薄 。「 イ イ 奴 」 で 終 見 事 に 踏襲 。 実 は 繊細 加 ら 2 

いう の が お 茶 目 で す 、、 = わる タイ プ と 見 た 。 と いう の も 高 得点 だ 。 


「IZUM02] 
RS ッ | 99% 白鳥 明日 香 


最強 の 妹 キ ャ ラフ は や は 7 この 人 ! 
ツイ ン テ ー ル で 容姿 は ちょ い 幼 め 、 し か も 姉 に 少々 コン プ 選 9 
クス あり ……。 PCeCcs 超 強力 な 妹 
ラ 。 弓 道 着 姿 は も は や 反則 に 近い 可愛 7 い 


IZUM0」 「IZUM0」 交 か 合名 人 人 

タマ モ 水瀬 七海 *。 克 サヨ リグ 国 木 田 里美 
無邪気 で 純粋 りな 性 本 学園 の アイ ドル に し で 電 和 HB じ みる ま 元 病 層 に し て 父 と 早 <* 偽 
そし て 狐 下 装 備 。/ 状 妹 系 と いう スキ の な さ 7 だ まだ お 子 ちゃ ま ク に 死に 別れ る と いう 、 / 
と いう より 、 床 に ば た ! は 見 事 。 先輩 ! 」 と 呼ば (に 7 理 に 大 人 上 ぶる サヨ 大 の 不 個 すぎ る 少女 。 彼 女 還 
い 萌 えっ 娘 で す 。「 LU 導 anc2n い コッ 、 回 /- FROGHTY / い の 未来 に 華 あ れ 。。 / 


「IZUM02」 


当 禁 7 ググ NN 未来 の お 嫁さん 修 村 | 


置 Z プ ング 4 便 べ 、、 上 ャ ーー 
= の 、J 
幼なじみ の 絶品 手料理 に 各 喜 電光 補 に に コ 


近所 に 住む 幼なじみ が 、 毎日 食事 を 作り に き て くれ る 。 し か も りこ シグ 


美味 の 。 健 全 な 男子 で あれ ば 誰 も が 憧れ る シチュ エー ショ ン を 、 
見 事 に 体現 し て くれ る 琴乃 に 盛大 な る 拍手 を ! 


IZUM0O 回 」 用 [IZUMO」 [IZUMO]」 | IZUM02」 

示 峰 陽子 塔 馬 美由 ア 委 ナ マ 北 河 礎 人 
西洋 料理 の 腕 と 知識 は 開 家事 を そつ な く こ な す 答 、。 凍 素朴 な が ら 絶 妙 な 塩 加 容姿 端 肌 成績 優秀 4 
叔父 夫婦 譲り 。 美園 スー バー 祭 ・ 美 中 5 壮 隊 、 閉 /Nl 。 沈 の ゆめ 物 で 、 ヒ 2 叶 上 す と 三池 
萌 タ に 、 爪 の 垢 を 和 絶品 の 手料理 を ぜ の 論 。 も RG 優等 生 。 手作り 草 当 

_ べ て みた いも の だ // 旧い 能力 は ナン バー ワタ さぞ 美味 で あろ う 
き 
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ロロ ロロ 
SIRLS in IZUMO WORID | が で り . 還 g 寺 Ss 


eee 
ーー この ーーー る Sa こさ 


ーッ の 尊 罰 を 引き 員 す 、 


中 の DA 
RM > 制服 か ら ラ ンジ ェ リ ー ー ま で 、 


ea 


ン プ 4 lp に 6 と gy と の の の の の の ひも の の の の の の ひひ の の の 
身 - り 8 ン / 邊 | POINT ンク グ [IZUMO2」 / 
4 | リク クン 白鳥 明日 香 4 
eeeeeeooeeoeoeooee な / ) 制服 の タイ と リボ ン の 色 N ンク 
『IZUMO2」 1 豆 // ン / も を 、 お 揃い に し て いる の 
j が 高 ポ イン ト 。 ピ ンク が WW 直 
似合う 女の子 っ て いい っ , 載 


mfddPoe 多 
い が 提 どり DE の 2PY 回 
5 芋 音 な 体 と 黒く 太 な 異 と ゆう 


の も 連れ は これ で そる る で の 7 「IZUMO 寺 」 
2 ん 


「 永 人 陽子 議 NN Me シク 
きい 本 証 Ne 7 と の 。 
、 POINT* UN ンク 


チャ イナ 服 に 似合う の は 、 半 
や は りお 団子 髪 。 サイ ド に \\ 
ポイ ント を 作る こと で 、 ロ 
ング ヘア が 重たく 見 えな い NN ンス ト 

( 技 あ り ヘ ア と いえ る 。 いさ * UNS ンク 


コル % 


の So の の の の の の の の の の の の の の の / 


「IZUMO」 リノ 和 ( 大 上 胆 に スリ ッ ト が 入っ た チャ イナ ドレ ス も 、 陽 081219 pea 
朱雀 2 の 気 な 朱雀 が 着る と エッ チ に な ら な い 。 全面 に 入 計 9 が oe 六 ヴ ー ジ Gty う の が 図 
へ NN っ た 鳳 嵐 の 柄 で 、 こ う 見 えて 四聖 獣 で ちる こと OS 
( の ) 


ーー 


ナイ スチ ィ を 人 
ベア トッ プ 型 の 水着 
由 - 起 出 少な めで も 、 詩人 の セク シー さ を 演 
出 で き る どい うい いい お 手 本 肩 ヒ モ な 
の 2 の な ら で は の 計っ さ の 
= ジ を 添 52 る 赤 の パイ ピング, 一 番 の 
3 は 当所 ら う ア マデ ラス の 表情 


POINT* 


形 の いい バス ト を くっ きり 
と 浮か び 上 が ら せ る 、 胸 元 
の カッ ティ ング が 表 逸 。 水 遊 鹿 
び の 最 中 に ポロ リ 、 な ん て 
事態 に な っ た ら も う (妄想 


南国 チッ ク が 花 柄 の ビキニ は 、 
琉球 育ち の 晴 タ だ か ら こ そ 着 こ 
な せる 水着 。 こ ん な に 露出 高め 
で も ゞ いや らし く な ら な い の が 
元気 娘 の いい と ころ 。 


OINT" 


サイ ド の リボ ン に さり げ な い フ リ 
ル と 、 い か に も 女の子 らし い デ ザ 
イン 。 と ころ で この リボ ン 、 ほ ど 
ける ん で すか ね え ? 


アー /2o 


典型 的 な 大 和 撫 子 タ イプ の 琴乃 だ け に 、 
下着 は や は り 純 白 。 初 々 し さ を 感じ さ 
せる 白 は 、 女の子 に つけ て ほし い 下 着 の /, 
色 ナ ン バ ー ワ ン で し ょ ! 


過 の 0 か 


we eeeoeooeo@o の eeeeoe 


IZUMO2」 白鳥 明日 香 全力 と 対照 的 に 、 綾香 先生 が 身 に つけ て いる の は 扇情 的 な 


ラン ジェ リー。 装備 品 の ガー ター と いい 、 い ろ ん な 妄想 
izuMO」 橘 綾香 黒 の ラン ジェ リー。 装備 品 の ガー ター と し 
を 揺 き 立て る 女性 で す 。 


mm 《 いい 占 全 /、 電 2O0MG 
POINT 人 N 所 / 


シン プル な ニッ ト に 、 ネ ッ / ジ き 
クレ ス で 軽く アク セン ト を WW | 
つけ て いる 点 に も 注目 。 美 N 

由紀 の バラ ンス 感覚 は 、 か 
な り 優 秀 な の で は ? 


SS 


POINT“ 


| ロ 
DCCCCOCYYYT 表 | | 大 上 に 開い た 胸元 に 、 つ い 1 
PAY【e つい 視線 が 釘付け に 。 ナマ 
玄武 / | 肌 と レザ ー の 組み 合わ せっ 
ン て 、 艶 か し く あ り ま せん ? 


カジ ュ ア ル さ を 
可愛 い 色 で 中 和 


ング [ 4 | フワ フワ の モヘア ニッ ト に ター タ POINT“ 


ジ チ ェ エッ 少 の ミ 三 スカ ー ド 、 そし 
て 淡い ピン ク の 上 着 。 ニク い ほ ど 
可愛 い コ ー デ ィ ネ ー ト に 脱帽 で す 。 
暖色 と 寒色 を ミッ クス させ て 、 甘 
すぎ な い 仕 上 が り は 上 級 者 向け 。 


ミニ スズ 凡 二 民 ツク 
ス の 間 か ら 覗 く 、 健 康 的 な 
素足 が イイ ! チラ 見 えす 
る ナマ 足 は 萌え ボイン ト の 
ひと つ で す 。 


騙 キー と いっ た ら 、 うっ か り ポ ロリ が お 約束 。 気 の 強 い 美園 
あわ て る 姿 は 、 笑え つつ も 可愛 らし い 。 バレ オ 風 の デザ イ 


人 ちょ っ ぴり 大 人 っ ぽ さ も アリ 。 
二 


KAIKI SAY 網 洋 真 太郎 KAN ツク ヨミ 飯田 空 メン ラーマ 


有 原 昌 顕 バ パト ルキ ャ ラク タ GAI 松浦 優 子 魚 人 池 塔 馬 六 介 山原 水 鶏 『Promised Land」 
田 哲 治 南 度 坂下 留美 飯田 空 作詞 CANDY 
四聖 獣 (バト ル ) デザ イン ・ 原 画 森田 優子 材 金田 めい 作曲 ぴょ ん も 
マッ プ 魚 人 中 村 裕 一 OP ム ー ビ ー 阿部 悠太 背 龍 羽音 麻美 歌 CANDY 
音楽 びょん も 安斎 ゆう 子 玄武 森野 花梨 Mix トッ チー 
グラ フィ ッ ク 自 虎 海原 エレ ナ 
背景 監修 恵 九 キャ スト 朱雀 桃 月 ら み あ 広報 森田 育子 
ビジ ュ ア ル CG 監 修 高岡 京子 塔 馬 ヒ カル 折 葉 大 作 玉藻 春野 日 和 スペ シャ ル サ ン ク ス 寺岡 健治 石川 洋一 
人 物 CG 監 修 な な みあ つ し 塔 馬 美 由紀 桃 月 ら み あ 演出 ・ 監 督 有 原 昌 顕 
中 村 和 裕一 櫻井 枚 山本 政文 松浦 優子 池田 水瀬 七海 春野 日 和 キャ ステ ィング ソル シ エ ー ル ・ サ ウン ド デ ザ イン 
皆 治 南 慶 橋 香 海原 エレ ナ 録音 監督 座 原 も り ぢ お (ソル シ エ ー ル ・ サ ウン 
倉 鳥 浅 永瀬 江美 弥 ド デ ザ イン ) 
協力 アマ テラ ス 飯田 空 CV プロ デュ ー ス 渡久地 誠 (T プ ロジ ェクト ス 
有限 会 社 ウ ィ ン 是 若 吉田 恵 豆 太郎 菅原 スサノオ 金山 業 シン ル の ) 


、 music+graphics dev) アマ テラ ス 飯田 浴 CV プロ デュ ー ス 濾 久 地 誠 (T プ ロジ ェクト ス 
は な じ ろ (cs music+graphics dev) メス イィ スサノオ 金山 業 タ ジ オ ) 
エン ディ ング ムー ビー 制作 湊 放 上 ト 8 収録 スタ ジオ ソル シ エ ー ル ・ サ ウン ド ・ デ ザ 


パリ オ (StudiorPrism) イン スタ ジオ GUA 


人 制 作 びょん も 斎 ゆう 子 - 音声 編集 石川 洋一 
5 3 キャ スト メイ ン テ ー マ 
) な の る ユ ツ キ 邊 作野 猛 小 池 衝 基 Toverthrow」 
1 大 斗 虹 ビス ケッ ト 子 爵 作詞 中 山 マミ 
作曲 ぴょ ん も 


慶 析 峰 三 自 筆 旋 洛 原 エレ ナ 
自 和 明日香 林業 机 
イン 青 見 不 注意 中 尉 と ろ 着 須 着 みす み 
旭 針 の 格 凪 手刀 の 姉 北 河 麻衣 細田 な な 
サク ヤ みる 
1 ヒミコ 柚木 か な め 
こま 6 す び (あんこ 工 記 ) オオ ナム ジ し が けん じ 
あん こ さくら も ち (あん こ 工 房 ) ミナ カタ 受 際 
ニン グ ム ー ビー 制作 神 月 社 tes カ グ ッ ツチ 折 葉 大 作 


スペ シャ ル サ ン ク ス miko_master 毛 
広報 山本 和枝 
演出 ・ 監 督 有 原 昌 


原画 北村 友幸 渡部 和 寛 森 悦 喝 VOSS 花山 俊輔 九条 妨 CV 収録 ソル シ エ ー ル ・ サ ウン ド ・ デ ザイ ン 
。。 。 チェック 白川 交 氷 峰 則 太 し が けん じ CV 制作 プロ ジェ クト スタ ジオ 

リー 動画 小山 恵美 富田 勝 導 水星 美 津 子 彩 世 ゆ う CV 編集 石川 洋一 

仕上 VENET 山田 展 之 助 マッ ハ 35 

仕上 検査 吉澤 大 輔 船長 し が けん じ オー プ ニ ン グ テ ー マ 

撮影 VENET 不知 火 誠 斎 馬 並 硬 太 「Big New Wave』 


作詞 CANDY 
ナガ 高 奈 ゆ か 作 ・ 編 曲 ぴょ ん も 
相 乃 萩原 刀 月 歌 CANDY 
出 理 井 京 四郎 エン ディ ング テー マ 
十 坂 栄 … 丘 馬 鉄 沙 次 [千年 さき も …」 
フィ ー ル ド デ ザ イン 青 見 中 佐 な か の た か の り キャ スト タ ギ ツ 彩 世 ゆう 作詞 中 山 マ ミ 
DTP 恵 刀 水 峰 和 人 木島 宇 太 タ ギ リ Ng 作 ・ 編 曲 Angel Note 
沢本 宗一郎 ワッ ショ 歌 中 山形 マミ 


ムー ビー 制作 神 月 社 (esdev.) 

ムー ビー 制作 補助 は な じ ろ (es-devJ) スペ シャ ル サ ン ク ス 毛 三野 大 輔 
広報 山本 和枝 1 
章 閑 演出 ・ 監 督 有 原 員 顕 5 記 
CV プロ デュ ー ス 渡久地 護 ( ぜ プ ロジ ェクト ス MX 
タ ジ 着 机 b 
CV ディ レク ター 話 原 も ゃ り じ (ソル シェ エー 
ル ・ サ ウン ド ・ デ ザイ ン ) 
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つ 愛 ご Nm 中 で 品 


(* ざ NN) 


に 


IZUMO 世界 を 作り 上 げた 三 人 の 重要 人 物 の イン タビ 
ュー、1ZUMO と 史実 の 関わ り を 知れ ば 1ZUMO の 世 
界 を 深く 堪能 で きる だ ろう 。 ま た 原作 ゲー ム か ら 生 まれ 
た 関連 メデ ィ ア 商品 を 紹介 。 原作 と は また 一 味 も 二 味 も 
違っ た 魅力 を 感じ と っ て 欲し い 。 


HERO & HEROINE from IZUMO2 


IZUMO シ リ 
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ー ズ を 支え る 開発 者 た ち 


IZUMO の すべ て を 知る 開発 の 司 今 塔 


/ め / の 人 ゲー ム の 企画 スタ ー ト か ら 、 シ ナリ オ の チェ ッ ク 


紀 示 曲折 あっ た が 


作っ て いて 楽し か っ た 


ーーIZUMO シ リー ズ が 発売 され て か ら 2 年 以 
上 経ち ます が 、 何 か 一 言 あ れ ば お 願い し ます 。 

- 番 最初 に [IZUMO」 (以下 『1』) を 制作 し た と 
き は 、 正 直 そ ん な に 人 気 が 出 る と は 思っ て いな か 
っ た の で 本 当 に 和 備 い て いま す 。 で も 、 振 り 返 っ て 
みれ ば 作っ て いて 楽し か っ た な ぁ と 思い ます ね 。 
ーー|ZUMO シ リー ズ を 通し て の コン セプト が 
あれ ば お 教え 下さ い 。 

そう 問わ れる と 自分 で 「 何 だ ろう ? っ て 悩み ま 
すね ( 笑 ) 。 「1」 と 「IZUMO2」 (以下 「2」 ) な ら 異 
世界 に 放り 出さ れ た 少年 少女 達 の 財 険 浪漫 な 
ん で し ょ う ね 。『IZUMO 零 』 (以下 「 零 』】) は こ 
の 世界 観 で 音 か ら 作 っ て いた タク ティ カル を や 
り た か っ た ん で す 。 
ーー「1」 の 開発 が スタ ー ト する と き 、 ここ ま 
で 続く シリ ー ズ に な る と 考え て いま し た か ? 
いや も う 全 然 ( 笑 )。 和 物 は 美 少 女 率 で は あま 
り 人 気 出 な い だ ろ うな ぁ と 思っ て まし た よ 。 
ーーStudio 8e・g0! に と っ て IZUM0 の シリ ー 
ズ と いう の は どう いう 存在 な ん で し ょ う 。 

どう いう 存在 な ん で し ょ う ? 少な く と も 私 に 
と っ て は それ ほど 特別 な 存在 で は な いで す 。 今 
まで 作っ て きた タイ トル は 出来 の 良い 子 も 不 出 
来 な 子 も みん な 可愛 い 子 供 達 で すか ら 。 
ーー それ ぞ れ の タイ トル で 開発 に は 紀 余 曲折 
あっ た か と 思い ます が 、「 あ 」 の 人 的 に 一 番 難 
産 だ っ た タイ トル は な ん で し た か ? 

や っ ぱり 延期 し て し まっ た 「 雰 』 で し ょ うか 。 
その 分 、 今 ま で に な いく らい し っ か り 作 り 込 ま 
せ て いた だ いた の で す が 、 商業 的 な 結果 に は 
結び つか ず 私 の 中 で は 大 き な 挫 折 で し た 。 
ーー それ ぞ れ の タイ トル で 名 シー ン 、 名 演出 
だ っ た な と 思う シー ン を 教え て くだ さい 。 


他 の スタ ッ フ へ の 指示 、 ス クリ プ ト 打 ち ま で 


IZUMO シ リー ズ の 様々 な 作業 に 携わる 「 あ 」 の 人 。 


IZUMO シ リー ズ を 総括 し て の 話 の ほか に 、 彼 自身 に 迫っ た 話 を 伺っ た 。 


いや 、 演出 の 私 が 答え る と 自画 自賛 に な っ て し ま 
いま す よ うぅ 。 と りあ え ず 、 好き な シー ン と 言う こと で 。 
ーー で は 、「1」 で の 好き な シー ン は ? 

ラス トバ トル の 後 の ヒ カル と イザ ナミ の 会 話 、 
ラス ト の 六 介 爺 ち ゃ ん と の 会 話 で し ょ うか 。 

「2」 で は ? 

凡 の 長 距 離 電 話 。 実 は 、 こ の シー ン は どう し 
て も 倫 し く て 、 シ ナリ オ の 高橋 きん に 無理 を 言 
っ て 私 が 直接 書か の せ て も ら っ た シー ン な ん で す 。 
お か げ さ まで 評判 も 良い よう で ホッ と し て ます 。 
一 最後 に 「 零 」 に つい て は 。 

エン ディ ング すべ て 。 他 の タイ トル で は 、 大 抵 
主人 公 と 結ば れ た ヒロ イン の その 後 し か 描か れ 
な い の で す が 、 こ の タイ トル で は 全 キ ャ ラ の 生 
涯 まで も が 描け た の で 満足 で す 。 特 に 、 藤田 、 
花山 な ど 実 在 し た 人 物 の パー ト は 最高 で す 。 
ーー アニ メ や ドラ マ CD な ど 、 様々 な 展開 を し 
て いま す が 、 その こと に つい て 何 か あ れ ば 。 

さす が に これ だ け メ ディ ア が 広がる と すべ て 
を 直接 手掛け る こと が 出来 な いわ け で す が 、 そ 
れ ぞ れ に 人 違っ た IZUMO ワ ー ル ド が 広げ られ る 
こと に 感 慌 を 覚え て いま す 。 巣立っ て いっ た 息 
子 の イメ ー ジ で し ょ うか 。 

ー 一 各 タ イト ル 、 ユー ザー の 反応 は どう で し 
た か ? まず は 「1」 か ら お 願い し ます 。 

や は り 一 作 上 日 と いう 事 で 一 番 人 気 が 高 いよ う 
で すね 。 特 に 学園 パー ト が 人 気 が 高 か っ た の 
で 、 以後 継承 する よう に し て いま す 。 
ーー 「2]」 の ユー ザー さん は ? 

体験 版 公開 後 、 と ロイ ン そ っ ちの け で 猛 と 剛 の 
話題 ば っ か り 盛り 上 が っ て いた の に 稀 き まし た 。 
ある 意味 、 美 少女 ゲー ム と し て 新 境地 を 開け た と 
思っ て いま す 。「 1』 より 「2] が 好き と いう 方 も 
多い で すね 。 
ーー 一 「 零 』 は ? 

こち ら は 厳し い 意見 が 多かっ た で すね 。 「2」 


の 成功 を 踏ま えて 色々 実験 的 な こと を 行っ た の で 
す が 、 「 美 少女 ゲー ム と し 気 を つけ な けれ ば な 
ら な いこ と を 人 色々 認識 し た 作品 で は あり ます 。 


出発 点 か の ら ゴ ー ル まで 
すべ て に 携わる ディ レク ター 


ーー ディ レク ター の お 仕事 と いう の は 多岐 に 
渡っ て いる と 思い ます が 、 具体 的 に は どん な 
仕事 を し て いる の で し ょ うか ? 

- 言 で 言え ば 雑用 で す 。 多 い の は 資料 作り 
で すね 。RPG は 携わる 人 間 も 膨 大 で すか ら 、 
それ ぞ れ が イメ ー ジ を 統一 で きる よう し っ か り し 
た 資料 を 作成 し な けれ ば な り ま せん 。 

私 に 絵心 が あれ ば 良い の で す が 、 あい に く 頭 
の 中 に は 鮮明 に 描け て も 形 に 出来 な い の で 、 
大 量 の 文字 資料 に 加え て あれ これ 言葉 で 説明 
し て いま す 。 

本 格 的 に 忙し く な る の は 素材 が 揃い 初め て か 
ら で す ね 。 各所 か ら 届 く パ ー ツ を 組み 立て 、 い 
び つ な 人 箇所 が あれ ば 調整 を 行い 、 全体 の 流れ 
を スム ー ズ に 運ば せる こと で す 。 

最後 は ひたすら スク リプ ト 打 ち 。 演出 、 演 出 、 
また 演出 と いっ た 感じ で す 。 そ し て 最終 的 な デ 
バッ グ 管 理 を 経て 、 マ スタ リン グ を 行い ます 。 
ROM を 送り 出し た ら 「 お疲れ様 ! 」 で 解散 。 
ーー ゲー ム の 企画 や アイ デア が 思い 浮か 応 瞬 
間 は どう いう と き で すか ? 

だ いた い 布 団 に 入っ て 眠り に 落ち る まで の 肖 
で すね 。 思 いつ いた ら メ モ を 引っ 張り 出し て 書 
き 込 ん で いま す 。 あ と は 休日 と か ぼーっと し て 
いる と き 。 会 社 で は 新しい アイ デア が 浮か ぶ こ 
と は ほとん ど あ り ま せん 。 ひ た すら 貯め た アイ 
デア を 形 に する 作業 で す 。 

ー 一 企画 が 決定 し て か ら 、 大 体 ゲ ー ム 発売 ま 
で は どの 位 の 期間 で 行う の で し ょ うか 。 
RPG な ら 、 半年 一 8 ヶ月 くら い 。AVG な ら 4 カ 


学 まで 作っ て きた タイ トル は 


出来 の 良い 子 も 不 出来 な 子 も 
みん な 可愛 い 子 供 達 で すか ら 。 


月 くら いで し ょ うか 。 で も 、 何 を 作ろ うか と い 
う 構 想 自体 は も っ と 早く 決め て いま す 。 

- 本 タイ トル が 完成 する と 幹部 を 集め て 企 
画 会 議 を 行う の で す が 、 だ いた い 3~4 本 先 
の タイ トル ( 約 1 年 分 ) く らい まで 打ち 合わ せ を 
し ませ 。 


ゲー ム 性 を 追及 する 


ツイ ペー ド 


ー 一 美 少 女 ゲ ー ム 業界 に 入っ た きっ か け を 教 
えて くだ さい 。 

も と も と 一 般 向 け ゲ ー ム を 作っ て いた わけ で 
す が 、 組ん で いた 山本 が 先 に Studio e・gol に 参 
加 ( 立 ち 上 げ で は な く ) し 、 後 か ら 私 も 合流 し た 
感じ で すね 。 
ーー プラ イベ ー ト で は 、 美 少 女 ゲ ー ム や コン 
シュ ー マ ゲ ー ム は プレ イ す る の で し ょ うか ? 

美 少 女系 …… と いう より 、 そ の 大 半 を 占め る 
AVG 系 は ゲー ム デ ザイ ン の 参考 に な ら な い の 
で ほとん ど し ま せん 。 

コン シュ ー マ ゲ ー ム も あま り プ レイ し な いで す 
ね …… 、 最近 「 ワ ンダ と 巨像 ] を プレ イ し た くら 
いで し ょ うか 。 「ICO」 か ら の ファ ン だ っ た の で 。 

- 番 多い の は PC の オン ライ ン ゲ ー ム で す 。 も 
っ と も 時 間 が な い の で 毎日 ちょ っ と ログ イン し て 
は まっ た り 過 ご し て 終わ る と 言っ た 感じ で す 。 
ーーIZUMO シ リー ズ は 古事 記 や 歴史 が 深く 
関わ っ て くる 物語 な の で す が 、 歴史 関係 の 話 
や 物 な ど お 好き な の で し ょ うか ? 

訓 事 記 は 高橋 きん が 「1」 の 企画 を 出さ れ て 
か ら 人 色々 調べ まし た 。「 零 』 は ぶっ ちゃ け 司 馬 譜 
太郎 の 影響 で す 。 

神話 は 大 好き で す が 、 も と も と 歴史 は あま り 
好き な ほう で は あり ませ ん で し た 。 で も 大 河 ド 
ラマ は 子供 の 頃 か ら よ く 見 て まし た ね 。 
ーー その ほか 、 クリ エイ ター と し て 影響 の 受 


けた 本 や ゲー ム 、 音楽 な ど あ れ ば 教え て くだ 
さい 。 

占 く は 「 ウ ィ ザ ー ド リー』 「 ゼ ル ダ の 伝説 (SFC 
版 )」。 最 近 だ と (も う 最 近 で も な いで す が ) 「 ウ 
ル テ ィ マ オン ライ ン 」 で し ょ うか 。 

小説 は た くさ ん 読み ます が 、 イ ンタ ラク ティ ブ 
性 が 違う の で ゲー ム 作 り へ の 影響 は ほとん ど 無 
いで す 。 

ここ 数 年 は まっ た く ア ニ メ を 見 て いな か っ た 
の で す が 、「『2] の TV アニ メ 化 を きっ か け に 深夜 
アニ メ を ちょ ろ ち ょ ろ 見 始め 、 そ の クオ リティ の 
高き に 人 驚い て いま す 。 


シリ アス か ら コ メデ ィ に 


IZUMO シ リー ズ の 新 境地 


ーー「IZUMO ら 学園 狂想曲 」 の 開発 経緯 を 簡 
単に 教え て もら っ て も よい で し ょ うか が 。 

も と も と は 、 PS2 版 [IZUMO2 一 猛 き 剣 の 関 
記 --」 の 発売 と 何 か タ イア ッ プ で きる 企画 は な 
い だ ろ うか と 山本 が 言い 出し た と ころ か ら 始 ま 
っ て いま す 。 

TV シリ ー ズ で 認知 度 も 上 が っ て いま す の 
で 、 登場 する キャ ラク ター た ち で 何 か 楽 し いこ 
と を や ろう よ と 言っ た 感じ で 始ま り まし た 。 

ー 一 今 ま で の タイ トル と は 、 か な り 系 統 が 違 
いま す が 、 その 理由 が あれ ば 教え て くだ さい 。 

春 や 秋 は じっくり ゲー ム を する 期間 が な いか 
ら 、 手 軽 に 遊べ る AVG が いい ん で す よ 。 有 零 も 
発売 が 遅れ て 秋 に な り ま し た が 、「 遊 ぶ 時 間 が 
な い 」 と ユー ザー か ら 怒 られ まし た 。 

今回 は AVG パ ー ト の 演出 を 強化 すべ く 、 今 
プロ グラ ム を 色々 と いじ っ て いま す 。 戦闘 も の 
は 大 抵 RPGC と か で や っ て いて AVG パ ー ト で 描 
く こ と は あま りあ り ま せん で し た が 、 昨 年 末 の 
「 で ほぼ の 巣箱 」 に 収録 し た 「 ア リハ ト 戦 記 ] が 
『 キ ャ ッ ス ルフ ァ ン タ ジ ア 』」 の 世界 を AVG で 描き 


切れ た と 言う こと で 、 そ う 言 っ た 方 面 に も 力 を 
入れ て いき た いで す 。 

ーー 今回 の ゲー ム の ポイ ント や 見 どこ ろ 、 注 
目 し て ほじ いと ころ を 教え て くだ さい 。 

AVG な の に 画面 が 動き まく り ま す ……、 そ 
の 予定 で す 。 私 が 力尽き な けれ ば 。 

今回 は 高橋 きん に 代わ っ て 、 Studio e・gol の 
ライ ター 群 で も ギャ グ 部 門 で 定評 の ある 寺岡 が 
担当 いた し ます の で 、 と に か く 楽 し い IZUMO ワ 
ー ル ド が 展開 され ます 。 

今 ま で は な か な か 描き きれ な か っ た ドタバタ 
や ラプ コメ を AVG 上 で し っ か り 演 出し た いと 思 
っ て いま す 。 

ー 一 最新 作 の 発売 楽し み に し て いま す 。 さら 
に その 後 の 予定 は ある の で し ょ うか ? 

今年 も シリ ー ズ 物 が 多い で すね ー。 作 る 方 
に と っ て は 新作 と 何ら 変わ ら な いん で す が … 
…。 さす が に これ だ け 年 間 に タ イト ル を 出す と 、 
世界 観 か ら が ガラ リ と 変え な いと 完全 新作 に な ら 
な いと いう か ……… 5 

和 物 を 作る な ら 「IZUMO」 に し た 方 が 良い し 、 
ファ ンタ ジー を 作る な ら 「 メ ン ア ットワーク II] に す 
れ ば いい し …… と いっ た 感じ で 、 ジ ャ ン ル = シ 
リー ズ に な っ て し まい そう で す 。 

と は いえ 、 こ こ 最 近 で は 「 神 楽 」 シ リー ズ が 新 し 
い 柱 と し て 育ち つつ あり ます し 、 ここ 2 年 の 問 く ら 
い に は また 新しい シリ ー ズ の 柱 を 作り た いで す 。 

あと は 、 ネッ トワ ー ク へ の 対応 で し ょ うか 。 さ 
す が に いき な り オ ン ラ イン ゲー ム と は 行き ませ ん 
が 、 何 か ネ ッ ト 上 で 楽し め る 要素 を 盛り 込み た 
いと 思っ て いま す 。 
ーー で は 最後 に 本 誌 読 者 に 一 言 お 願い し ます 。 

老人 千 の 食堂 で は あり ませ ん が 、 変わ ら ぬ 味 を 
お 届け し つつ 、 新しい レシ ピ に も 取り 組ん で 参 
り ま す の で どう ぞ 今 後 と も ご 支援 の 程 よ ろ し く 
お 願い いた し ます 。 
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ご ご 別記 簡 串 び 癌 rr み 部 芝 叶 


IZUMO に 登場 する 数 々 の 
キャ ラク ター だ たち 。 
彼ら に 個性 、 心 を 与え 、 


壮大 か つ 奥 深い 物語 


作り 上 げた 高橋 直樹 。 
IZUMO に か ける 思い 、 
そし て クリ エイ ター と し て の 


魂 を 語っ て いた だ いた 。 


すべ て を 詰め 込ん だ 「IZUM0」 
それ を 土台 に 作ら れ た 「IZUM02」 


IZUMO シ リー ズ の 発売 か ら 4 年 以上 経ち 
ます が 、 何 か 一 言 あ れ ば お 願い し ます 
すっ と 応援 し て いた だ いた ユー ザー 様 の ご 
厚意 に 感謝 し た いで す 。4 年 の 問 に 、 IZUMO 
シリ ー ズ が こん な に 膨らむ と は 思っ て いま せん 
で し た 

ここ まで 続く シリ ー ズ に な る と は と いう 
感じ で し ょ うか ? 

シリ ー ズ 化 を 意識 し て 仕事 を し た こと が な い 
も の で 、 特に 初代 の IZUMO は その 一 作 で 完結 
する よう に 作っ た つも り で し た 。 こん 
と は 思っ て な か っ た で す 

IZUMO シ リー ズ の コン セプト を ずばり 
一 言 で 表す と ! 

僕 は ライ ター と し て その と き 書 きた いも の を 
書い て る と いう 感じ で 、 シ リー ズ 全 体 と し て 一 
員 し た コン セプト を 打ち 出し て いる つも り は あ 
まり な いで す 


企画 的 な と ころ で 、「 あ 」 の 人 さん が イメ ー ジ 


Pu 
1 
の 


と 
を 


作っ て くれ て る の で 、 そ ちら で コン セプト が 
統一 され て る よう に 思い ます 

高橋 さん に と っ て IZUMO の シリ ー ズ と 
いう の は どう いう 存在 な ん で し ょ う 。 


※ 1 
| ヒロ イン の トラ ウマ 克服 


人 


コン シュ ー マ 化 や 一 般 ア ニ メ 化 が 視野 に 入 
る よう な メジ ャ ー 指 向 の 仕事 を 僕 は 他 に や っ て 
いま せん の で 、 い い 経 験 を きせ て いた だ いて 
いま す 

それ ぞ れ の タイ トル で 執筆 中 に は 紀 才 曲 
折 あ っ た か と 思い ます が 、 高橋 さん 的 に 一 番 
難産 だ っ た タイ トル を 教え て くだ さい 。 

や は り 「 零 』 で し ょ うか 。 「1」 は 昔 か ら 暖 め て 
いた アイ デア を 詰め 込め まし た し 、『「2」 は 土台 
が すでに ある と ころ か ら 僕 の 味 で 料理 する こと 
が 出来 た の で 比較 的 楽 だ っ た の で す が 、 零 は 
スト ッ ク が な いと ころ か ら の スタ ー ト だ っ た の 
で 大 変 で し た …… e 

1」 で の お 気に入り の シー ン や 名 シー ン 
を 教え て くだ さい 。 

ヒロ イン の トラ ウマ も の 、 と いう コン セプト で 
進め て いた の で 、 そ の ヒロ イン の トラ ウマ ※1 克 
服部 分 は うま く 書 け て る と 思い ます 。 あ と エン 


ディ ング の じい ちゃ ん と の 会 話 で し ょ うか 。 


どら 」 で は ? 
剛 と ヒミコ や ミナ カタ た ちと の 交流 と 心 の 成 
長 は 、 自 分 で は 面白 く 書 けた と 思っ て いま す 


零 」 で の お 気に入り は ? 
虎之助 と 萌 夕 、 美園 と 宗一郎 の カッ プル が お 
気に入り で す 。 萌 夕 の よう な 元気 キャ ラ は 書い 


て て 楽し い の で また 書き た いで す 


wo し 


※@ 
欠 
| THE GOD OF DEATH 


プレ イヤ ー は 注意 し た 方 が 良い 


定説 を その まま ゲー ム に 組み 込ん で も 仕方 が な い の で 、 
わざ と 読み 替え を し て みた り と か 、 工 夫 は し て いき た い 


ゲー ム や 漫画 、 映 画 


張り 巡ら され た アン テ ナ 


IZUMO シ リー ズ の シナ リオ 制作 は 、 ど 
ん な 手順 で で 行わ れ て いる の で し ょ うか ? 
また どん な タイ ミン グ で 「 あ 」 の 人 と や り 取 り 
を し て いる の で し ょ うか 。 

「1」 と 「 零 』 は 、 最初 に 僕 が 大 雑 把 な 設定 と 
プロ ッ ト を 出し て 、 そ れ を 叩き 合 に 開発 室 で 
「 あ 」 の 人 さん と 打ち 合わ せ て 詳細 に し 、 後 は 、 
その 方 針 に 従っ て 僕 は シナ リオ 作業 に 専念 、 
定期 的 に 進捗 報告 き 打 ち 合 わせ 、 と いう 感じ 
で じょう か 。 

シナ リオ を どう ゲー ム 部 分 に 組み 込む か に 
関し て は 「 あ 」 の 人 きん に お 任せ し て ます 。 
ーーIZUM0 シ リー ズ が Studio e・go! さ ん で 
の 初 仕事 と お 聞き し まし た 。 そ れ 以 前 は どん 
な こと を し て いた の で し ょ うか 。 

Studio e・go! さ ん の 仕事 を する 前 は 、 よ そ で 
シナ リオ の 仕事 を し て いま し た 。 割 と あちこち 
転々 と 仕事 を し て ます が 、 Studio e・go! さ ん と 
は 長く お 付き 合い させ て いた だ いて ます 。 

ちな み に ど ん な シナ リオ の お 仕事 を ? 
最近 だ と スタ ジオ メビウス さん の 「THE GOD 
OF DEATHI」※2 な ど で し ょ うか 。 今 は 充電 期 
間 で すね 。 映画 みた り 音 楽 聞い た り 本 読ん だ 


※ き 3 

タラ ンティー ノ 映 画 
天才 、 加 才 な ど 様 々 な 称号 を も つ ク ェ エン ティ ン ・ タラ ン 
ティ ー ノ 監督 。「 レ ザ ボ ア ・ ド ッ グ ス 」 で 監督 デビ ュー し 、 
この 映画 は ハリ ウッ ド で リメイク され 注目 を 集め た 。 そ 
の 後 、82003 年 の 「 キ ル ・ ビ ル 」 で 一 気 に 多く の 人 に 名 前 
を 知ら れる こと と な る 。 彼 の 作風 は パロ ディ や オマ ー ジ 
ュ が 多彩 に 取り 込ま れ て いる こと が 特徴 


ee 
うる 星 や つら 」 と か 「 ら ん ま 1 ン 2」 


り 。 最近 は パン ク ・ オ ル タ ナ 系 の ロッ ク や タラ ン 
ティ ー ノ 映画 *※3 等 に 傾倒 し て いま す 。 

ーー プラ イベ ー ト で は 、 美 少女 ゲー ム や コ 
ン シ ュ ー マ ゲ ー ム は プレ イ す る の で し ょ う 
か ? 

あま り 最 近 美 少女 ゲー ム は や っ て な い の で 
す が 、 最近 だ と 、 Key の 「CLANNAD」 (ボロ ボ 
ロ 泣 きま し た ) や Overflow の 「 ス クー ルディ イズ 」 
( 修 座 場 物 大 好き で す ( 笑 )) な ど が 楽し か っ た 
1 で す も 

コン シュ ー マ ゲ ー ム だ と 、 最近 は アタ リ の 「 フ 
ァ ー レ ン ハ イト 」 が 面白 か っ た で すね 。3D グ ラ 
フィ ッ ク を 駆使 し た 、 喘 画 的 な ゲー ム 表 現 の 最 
先端 だ と 思い ます 。 
ーー クリ エイ ター と し て 影響 の 受け た 本 や ゲ 
ー ム 、 音楽 な ど あ れ ば 教え て くだ さい 。 

「 う る 星 や つら 」 と か 「 ら ん ま 1 / 2」※4 と か は 
好き で すね ー。 あ と 水野 の りこ の 漫画 も 好き で 
す 。 日 常 シ ー ン の セン ス は その 辺 か ら 影 響 さ れ 
て る と 思い ます 。 

ファ ミコ ン 末 期 か ら ス ー パ ー フ ァ ミ コン 時 代 の 
PRG は わり と 色々 遊び まし た の で 、 RPG 観 は そ 
の 辺 に 色々 影響 を 受け て いま す 。 特 に 「 真 ・ 女 
神 転生 ] シ リー ズ に は ハマ り ま し た 。 

90 年 代 の OVA や テレ ビア ニ メ も 良く 見 て い 
まし た 。「 魔 法 騎士 レイ アー ス 」\5 と か 好き で し 


二 作 と も 高橋 留美 子 が 描い た 漫画 。 東京 が 舞台 だ が 、 宇 
便利 道具 な ど が 登場 する ギャ グ SFS 恋 愛 コ 
メデ ィ で ある 「 う る 星 や つら 』。 水 に 濡れ る と 少女 に な っ 
て し まう 男の子 を 中 心 と し た 格闘 ギャ グ 漫 画 の 「 ら ん ま 
1 と 」。 両 作品 と も ドタバタ コメ ディ だ が 、 た ま に シ リ 
アス な 部 分 が 挿入 され る 。 そ ん な と ころ は IZUMO シ リー 
ズ に も 影響 し た の か も し れ な い 。 


軸 人 や 妖怪 、 


た 。 1」 は 結構 影響 受け て る ん じゃ な いか な 。 
IZUMO0 シ リー ズ は 古事 記 や 歴史 が 深く 

関わ っ て くる 物語 な の で す が 、 歴史 関係 の 話 
や 物 な ど お 好 き な の で し ょ うか ? 

特に 日 本 神話 や 歴史 に こだわ り が ある と いう 
わけ で は な いで す が 、 神話 全般 、 歴 史 全 般 は 
割 と 好き で す 。 

定説 を そ を の まま ゲー ム に 組み 込ん で も 仕方 
が な い の で 、 わ ざと 読み 替え を し て みた り と か 、 
工夫 は し て いき た いな と 。 な か な か 削 当たり な 
も の 作っ て る と は 思い ます ( 笑 ) 。 
ー 一 執筆 中 は 音楽 を 聴い た りす る の で し ょ う 
か ? また 執筆 中 に 欠か せな い ア イ テ ム が あ 
れ ば 教え て くだ さい 。 

ロッ ク 系 の 激しい 曲 で テン ショ ン を あげ て 仕 
事 を し て いま す 。 だ か ら 、 集団 作業 な ら イ ヤ ホ 
ン か ヘッ ド ホ ン か 必需 品 で すね 。 

あと 、 最近 は 東プレ の Realforce と いう キー 
ボー ド が お 気に入り で す 。 打 ち 味 が と て も 時 く 
て 、 指 が 疲れ な いで す 。 

で は 、 最後 に な り ま し た が 、 今後 の 野 

望 ・ 展 望 と 本 誌 読者 へ 一 言 お 願い いた し ます 。 

今後 も この シリ ー ズ が 続く の で あれ ば 、 ど う 
に か うま く 世 界 を 広げ て いき た いで す 。 僕 の ほ 
う が シ リー ズ の 足 を 引っ 張っ て し まわ な いよ う 
に これ か ら も が ん ば り ま す 。 


※5 

に テス ーーーーー ーー 
魔法 騎士 レイ アー ス 

CLAMP に よる 魔法 ・ ロ ボット 漫 画 で 、 ア ニ メ 化 も され 


た 。 異 世界 に 3 人 の 少女 が 飛ば され 世界 を 救う た め 戦 う 
と いう スト ー リ ー。 絶 対 悪 と いう 概 訪 に 揺さぶり を か け 
展開 に な っ つて いる 。 


@ 


リー ズ を 支え る 開発 者 た ら 
発 ス タッ フイ ンタ ヒビ ヒュ” 


IZUMO シ 


ン 1IZUMO 開 


いか 


プ 
2 


Studio e・go! を 支え る 


光村 昔 症 の xr HLH LN 


ーー ら 00 1 年 の 「|ZUMO] 発売 か ら 4 年 以上 
経ち 、 今 で も 続く シリ ー ズ も の に な り ま し た 
が 、 どん な 感想 を お 持ち で し ょ うか ? 

ファ ン の 皆さん の 応援 が 無けれ ば 、 こ こま で 
長続き は し な か っ た と 思い ます 。 

本 当 に あり が と う ご ざ いま す 。 
ーー「IZUM02 ら 学園 狂想曲 」 (以下 「 狂 想 曲 」) 
で シリ ー ズ は 第 4 作 目 に な り ま す が 、「1」 の 開 
発 が ス ター ト す る と き 、 ここ まで 続く シリ ー 
ズ に な る と 考え て いま し た か ? 

ファ ンタ ジー で は な く 現 代 の 人 間 が 活躍 する 
RPG で す の で 、 シ リー ズ 化 で きた らい いな 、 と 
いう 思い は 当初 か ら あ り ま し た 。 

ファ ンタ ジー タイ プ の PRG は 、 も う ひ と つ シ リ 
ー ズ 化し て いる も の が 既に あり まし た の で 。 
ーー な か な か 自信 の あっ た スタ ー ト だ っ た の 


彼女 の |ZUMO へ の 想い と 、 


現代 と 古代 神話 、 そ し て 和風 ファ ンタ ジー が 融合 し た 
独特 の 世界 観 を 華麗 に 描い た 山本 和枝 。 

Studio e・go! 全 作品 の メイ ン 原 画家 と し て 活躍 を 続け 、 
その 美肌 な イラ スト に は 多く の 熱狂 的 な ファ ン が 存在 する 。 


原画 家 と し て の 素顔 に も 密着 し た 。 


で すね 。 だ か ら こ そ 、 ここ まで 成長 し た の で 
し ょ うか 。 他 の シリ ー ズ も 人 気 で す が 、 
Studio e・go! に と っ て IZUMO の シリ ー ズ と 
いう の は どう いう 存在 な ん で し ょ う 。 

大 黒 村 、 で すか ね え 。 う ち で は キャ ッ ス ルフ 
ァ ン タ ジ ア の シリ ー ズ と 双 壁 を な すく らい 、 フ ァ 
ン の 多い 作品 で すか ら 。 

も ちろ ん 、 フ ァ ン の 方 々 の 応援 が あっ て の こ 
と で すけ ど 、 応援 が ある 限り シリ ー ズ は 続い て 
行く と 思い ます 。 
ーー それ ぞ れ の タイ トル で 開発 に は 紀 余 曲折 
あっ た か と 思い ます が 、 山本 さん 的 に 一 番 難 
産 だ っ た タイ トル は な ん で し た か ? 

「 零 ] で すね 。 大正 時 代 の 雰囲気 が よく 分 か 
ら な か っ た の で 、 キ ャ ラ を 作る と きも いろ いろ 
震 労 し まし た 。 

あと は 毎回 毎回 、 登場 人 物 が 多い の で 髪の毛 
描い た りす る の が 大 変 で す ……。 で も 、 着 崩れ 
し た 和服 の H シ ー ン 描く の は 大 好き で すけ ど ね 。 


ーー 


も 


ーー ヒロ イン に は 長い 髪 の キ ャ ラク ター も 多 
いで すし ね 。 で も あの 綺麗 な 髪の毛 は 山本 さ 
ん の イラ スト と いう 感じ が 出 て いて 好き で す 
が 、 苦労 な され て いる よう で すね 。 
ーー それ ぞ れ の タイ トル で 名 シー ン だ っ た な 
と 思う シー ン が あれ ば 教え て くだ さい 。 
「1」 で は 、 七海 が 友達 の 千夏 の 葬式 で 、 立 く 
こと も 出来 ず に 立た ずん で いる シー ン で すね 。 
あれ が 私 的 一 番 の 名 シー ン で す 。 
「2」 は 、 楓 の 回 想 で す 。 ス サ ノ オ を 守る た め に 
ヒミコ の 前 に 立ち は だ か っ た 楓 に 萌え まし た 。 
「 堆 」 は 、 士郎 膨 が 陽子 の 腕 の 中 で 息 を 引き 
取る シー ン …… か な あ 。 
ーー アニ メ や ドラ マ CD な ど 、 様々 な 展開 を し 
て いま す が 、 その こと に つい て 何 か あ れ ば 。 
それ だ け こ の ゲー ム に 対し て 思い 入れ を 持っ 
て お られ る 方 が た くさ ん いら っ し ゃ る と いう こと 
だ と 思っ て いま す の で 、 素直 に 喜ん で いま す 。 
人 気 が な けれ ば アニ メ な ん て いう 話 も こない 


で し ょ うし 。 で も OVA で は な く 、 TV アニ メ の 話 
が 来 た の に は ちょ っ と 驚き まし た よ 。 
ーー イベ ント 等 で サイ ン 会 を 行っ て 、 実際 に ユ 
ー ザ ー と 触れ 合う 機会 も 多い か と 思い ます 。 今 
で も や は り |ZUMO フ ァ ン は 多い で し ょ うか ? 

多い で すね 。 サ イン と 一 緒 に 、 IZUMO シ リ 
ー ズ の 登場 人 物 の 絵 を 描い て 欲し いと いう 人 
も いっ ぱい いま す 。 「1」 の 七海 と か アマ テラ ス 、 
「2』 の サク ヤ と か は リク エス ト も 多い で すね 。 
ーー サイ ン 会 で 何 か 思 い 出 に 残る エピ ソー ド 
な ど は あり まし た か ? 。 

エピ ソー ド で すか …… た と えば サイ ン し て 下 
きい っ て 言っ て 自作 PC の ケー ス を 持っ て きた 人 
が いた と か 、 そ ん な の で も いい ん で すか ? ( 笑 ) 


膨大 な 仕事 量 を こなす 
ケリ エイ で と し て 


ーーCG を 完成 させ る 手順 を 教え て くだ さい 。 

まず ラフ スケ ッ チ で 構図 な どの アタ リ を つけ 
ます 。 そ れ で ある 程度 の イメ ー ジ が 固まっ た ら 、 
その ラフ を も と に 線画 を 描き 起こ し ます 。 

目元 や 敵 の 毛 の 修正 を 人 れ た ら そ れ が 原画 
に な り ま す の で 、 あと は それ を コピ ー し て コピ ッ 
ク で 人 色 を 塗っ て 、 色 指 定 原 画 が 完成 し ます 。 

ここ か ら 先 、 実際 に 色 を 塗り 、CG と し て 完成 
させ る の は うち の グラ フィ ッ カ ー に 任せ て ます 。 
ーーStudio e・go! は リリ ー ス され る タイ ト 
ル も 多く 、1 作品 に も か な り の CG が 使わ れ て 
いま す が 、 大 体 1 ヶ 月 で どの くら い の 原 画 を 描 
か れる の で し ょ うか ? 

先ほど 説明 し た 色 指 定 原画 の 段階 まで や っ 
て 、 1 ヶ月 あたり 100 枚 くら いか な 。 最高 記 録 で 
200 枚 以上 描い た 月 も あり ます ね 。 

イベ ント CG の 原画 だ け じ ゃ な く 、 キャ ラク ター の 
立ち 絵 も 含め た ら 、 た 応 ん も っ と いき ます けど 。 
ー 一 八 、 ハイ ペー ス で すね 。 た くさ ん の イラ 
スト を 描か れ て いま す が 、 キャ ラク ター の 衣 
装 や 小物 を 描く 際 は 、 どん な 資料 を 参考 に し 
て いる の で し ょ うか ? 

軍服 を 書く の に 軍 関 係 の 資料 本 を 買っ て きた 
り と か 。 で も 最近 は 、 大 抵 の も の は イン ター ネッ 
ト で 拉 っ て し まい ます ね 。 ほ ん と に 便利 な 世 の 
中 に な っ た も ん で す 。 

山本 さん が 、 原画 を 描く 際 に 欠か せな い 

も の が あれ ば 教え て くだ さい 。 

ペン 人 れ を する 事 で すね 。 日 の 中 の 星 と か 。 
ーー す 、 すみ ませ ん 。 

え 、 原画 に 欠か せな い 作 業 っ て 意味 じゃ な く 


て ? それ で は ……BGM で し ょ うか 。 気に入っ 
た 上 曲 を エン ドレ ス で か け て ます 。 あと は 静か に 仕 
事 が 出来 る 時 間 と 空間 ( 笑 )。 さら に 観葉 植物 や 
熱帯 魚の 水槽 が あっ た ら 言う こと 無し (大 笑 )。 
ーー イラ スト レー ター と し て 、 普段 か ら 心 が 
け て いる こと は あり ます か ? 

例え ば 、 利き 腕 を 怪我 し な いこ と 、 と か ( 笑 )。 

真面目 に 答え る な ら 「 影 指定 を 正確 に ] で し 
ょ うか 。 あ と は 、 イラ スト レー ター に 限っ た こと 
じゃ な いけ ど 、 体 調 管 理 と 、 い ろ ん な こと に 興 
味 を も つこ と 、 で すね 。 ち な み に 山 本 は 最近 、 
ゴル フ な ん て も の を 始め まし た 。 
ー 一 今後 、 描い て みた い 世 界 や キャ ラク ター 
な ど は あり ます か ? 

転生 も の っ て 、 や っ て みた いで すね ぇ え 。 過去 
に 何 か が 起こ っ て 、 そ の 人 間 た ち が 現 代 に 転生 
し て 、 また 物語 を 繰り 広げ る 、 と いう 感じ で す 
か 。 あと は 久しぶり に また 病院 ドラ マ が や り た い 
で すね 。 


笑い 必至 の 最新 作 


見 どこ ろ は ? 


「 狂 想 曲 ]』 を 描く 際 に 工夫 され た こと 、 苦 
労 な され た こと は あり ます か ? 

オォ オープニング な ど を 含め て 、 今回 は SD キャ ラ 
が 大 活躍 で す 。 な か な か いい 演出 に な っ た と 、 
自分 で は 思う ん で すけ ど …… o 
ーーIZUMOD シ リー ズ に は めった に な か っ た 
SD キャ ラ な の で 、 狂想曲 ] な ら で は の 楽し さ 
が 伝わり まし た よ 。 今回 の ゲー ム の ポイ ント 
や 見 どこ ろ 、 注目 し て ほし い 欲 し いと ころ は 
な ん で すか ? 

RPG だ っ た 「2] が AVG に な っ て どう 変わ っ た 
か 、 で すね 。 も と も と スト ー リ ー 重 視 の ゲー ム で 
し た か ら 、AVG に な っ た と ころ で 倍 和 感 は 全 
然 な いと 思っ て いま す 。 あ と は 、 寺 っ ち ( 注 : シ 
ナリ オ 担 当 の 寺岡 ) が IZUMO の 世界 を どう 表 
現し て くれ る か 期待 し て 下さ い 。 笑い 満載 の シ 
ナリ オ に な る こと は 決定 で すか ら ( 笑 )。 

ー 一 楽し み に し て お り ま す 。 で は 最後 に お 馴 
染み で す が 、 今後 の 野望 ・ 展 望 と 本 誌 読 者 へ 
一 言 お 願い し ます 。 

野望 で すか 。 あん まり 大 それ た こと 書い て も 
し ょ う が な い の で 、 展望 の 方 で ( 笑 )。 

「 萌 え ] が つい に 社会 認知 され た よう で す の 
で 、 我々 も この 「 萌 え 」 を 極め る べく 、 日 々 精進 
し て いき た いと 思い ます 。 今後 と も 変わ ら ぬ 応 
援 を 、 よろ し く お 願 いい た し ます 。 


イラ スト が 完成 する まで の 道のり 


の 作業 。 貞 の 毛 や 目 の 


登場 人 物 が 多い の で 髪の毛 描い た りす る の が 大 変 で す …… 
で も 、 着 月 れ し た 和服 の H シ ー ン 描く の は 大 好き で す 


1ZUMO』 に まつ わる 重 語 と 基 果 其 の 壱 


[IZUMO』 の せ 須 観 を まえ る 


古事 孝 の 世界 


[MINicoLuMN] 記 
神々 が 生ま れ た 地 一 一 一 出雲 
出雲 と は 現在 の 島根 AS 内 近 

接する 伯 秦 国 と 因幡 国 と 共に 1 

舞台 ちな っ て いる 。 卓 卑 10J 衝 無 月 


と 呼ば れる が 、 こ れ は 日 本 中 の 神々 が 大 


国 主神 に 1 年 の 報告 を する た め に 出雲 に 
集まる の で 、 各 地 の 神 が 不在 と な る こと 
か ら つ けら れ た 名 前 で ある 。 な お 、 出 雲 
に 集まっ た 神々 は 、 出雲 天 社 の 中 に ある 
長屋 状 の 社 で 生活 する と いう 


し 剛 。 me WW 界 「 
ロマ ン に 満ち 満ち た Ws プ つ を 杏 事 
神々 が 織り 成す ドラ マ _ に お ける 
ya 皇 の 命 に より 大 安 万 伺 が 編 和 し 、 712 年 に 完 主要 人 物 相関 図 


成 を 見 た [古事 記 ]|。 イ ザ ナ ギ と イザ ナミ の 二 神 が 高 天 
原 か ら 工 原 中 津 国 に 降り 、 日 本 列 AS つい 
ろ る から 物語 は 始ま る 。 イザ ナミ の 死 、 ア マテ ラス や ス サ 
ノ オ と いっ た 神々 の 誕生 、 の 波乱 

に 満ち た スト ー リ ー は 現在 読ん で も 面白 い 。 収 録 さ れ 
て いる エピ ソー ド は 、 諸説 が 存在 する も の も 多い 


奈良 時 代 に 完成 し た 、 日 本 最 古 の 書物 「 古 事 記 」。 IZUMO シリ ー 
ズ の モチ ー フ と な っ た 神話 に 触れ る こと で 、 よ り 壮 大 な スト ー リ 
ー を 深く 味わう こと が で きる は ず だ 。 


問 関係 と は 異 太 
人 間 関 係 と は 異な り ま す 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 - 


| 運命 の 輪 に 導 か れ 、 。 
この 地 に 集い し 者 た ち )。 


に お ける 古事 記 で は イザ ナギ に よっ て 殺さ れ た 火 の 神 カ グ ツ 
ド 要 人 物 相関 図 4 リア グ チ だ が 、「IZUMO」 で は 主人 公 と し て 登場 。 続 く 
画 「IZUM02」 で は ネ ノ クニ に 渡り 、 本 来 の 姿 で わる カ 
境 馬 友介 グ ツ チ と し て 再び 登場 する 。 ユニ ー ク な の は 、 イザ ナ 
(イザ ナ キ ) ミ ーー- ヨ モツ オオ カミ の 息子 で ある スサノオ が 、 
「IZUMO2」 で は 陽 と 陰 と の 転生 体 と し て 登場 する 点 
だ 。 古事 記 に お ける 神々 の 相関 関係 と [IZUMO」 
シリ ー ズ の それ と を 比較 する の も 面白 い 。 


転生 増 馬 ヒカル 
(カジ ツチ ) 


細 ' 
1 M 


。et 万 の て へ て rr ニー す 頭 


移さ と へ Ju 販 避 遇 等 ③ 汎 由 。 テ ー で ロロ 守 ざさ 


八 岐 犯 
(スサノオ の 則 の 面 (スサノオ の 財 の 画 ) 


さっ HI 4 デポー る 箕 草 . か さき 光 部 石津 
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い 、| その 間 は 絶対 に 私 の 姿 を 見 な いで 
だ さい 」 と 言い 残す 。 だ が 、 待ち きれ な か 
っ た イザ ナギ は 、 醸 く 変わ り 果 て た 妻 の 姿 
を 見 て し まう の だ っ た 。 そ れ を 知っ た イザ 
后 婚 し 、 日 本 列島 を 大 ナミ は 、 黄泉 の 国 を 逃げ 出 そ う と する イザ 
ナギ に 追っ 手 を けし か ける が 、 イザ ナギ は 
何と か 逃げ 延び る こと が で きた 。 


"ED 


圏 イザ ナミ と の 別れ 


女神 イザ ナミ と 
する 島々 を 産み 出し * て いっ た イザ ナギ の 
の 途中 、 火 の 神 カ グ ツ チ を 出産 し た イザ ナ 
ミ は 火傷 を 負い 、 それ が 元 で 死ん で し まう 


弄 か ら 生 > 
イィ ザ ナ ギ は 悲し み の あ まり 泣き わ め き な が 下 重 か ら 生 まれ た 神々 


黄泉 の 国 を 訪れ た こと を 後悔 し た イザ 


その 人 亡骸 を 昌 と 還 の 境 に あ 8 6 
nM TMP ナギ は 、 体 を 洗い 清め 、 稼 れ を 落と すこ と 
て に し た 。 筑紫 の 国 の 清らか な 小川 で 全身 
較 黄泉 の 国 で 目 に し た も の は …… を 洗い 、 そこで 尊い 3 人 の 子供 を も うけ る 。 


イザ ナギ は 愛す る 妻 を 忘れ る こと が で き 圧 目 を 洗っ て いる 時 に 生ま れ た の が アマ テ 
ず 、 黄泉 の 国 に 足 を 踏み 人 れ た 。 戻っ て き 2 行 目 を 洗っ て いる 時 に 生ま れ た の が 
汐 し 、 イザ ツク ヨミ 、 鼻 を 洗っ て いる 時 に 生ま れ た の 
が スサノオ 。 イ ザ ナ ギ は 彼ら に 、 天上 界 、 
夜 の 世界 、 海 の 国 を 治め る よう 命じ た 


て ほし いと 懇願 する イザ ナギ に 
ナミ は 黄泉 の 国 の 神 ( 


こ 相 談 し て みる と 言 


IZUW0 シ リー ズ で 捕 か れる 訓 事 記 の 伝承 


不死 の 運命 を 受け 入れ 、 名 前 を 変え な が ら 生 き 続け る イザ ナギ 。 明 
治 期 に は 若 々 し い 密 で あっ た が 、 齢 二 千 年 の 男 神 で ある こと を 考え る 
と 、 現在 の 姿 の 方 が し っ くり くる ? 


不死 の 運命 を 背負 い 、 人 々 を 見 守り 続け る 男 


日 本 創 生 の 神 で ある イザ ナギ は 、 「IZUMO 零 」 で は 悪霊 対策 班 を 束 
ね る 長 と し て 、 TIZUMO」』 IZUM02」 に お いて は ヒカル と 美由 紀 の 祖 
父 と し て 登場 する 。 いずれ の 物語 で も 威厳 と 優し さ に 満ち た 好人 物 と 
いっ た 感 が ある が 、 二 千 年 の 長き に 渡る 時 を 生き て きた 彼 に と っ て 、 
不死 と いう 宿命 は 想像 も つか な い 苦 悩 の 道のり で あっ た だ ろう 。 


* 品 


, 当 並 


時 は 流れ 、 現代 の 日 本 。 イ ザ ナ ギ は 名 
を 変え 、 最愛 の 妻 が 生ん だ 子 一 - ヒ カ 

と し て 穏やか な 生活 を 送っ て 
いた が 本 ほ 


漂 HNv 田 苗 な 共 寸 まさ 


sst 寺 名 並 価 剛 比 へ CTY 河 き ③ 消 党 葵 呈 蘭 


唱 


軸 果 に 旅立っ た 女神 


イザ ナミ ノミ コト 


命 を 落 と し た 赤軍 神 


火 の 神 カ グ ツ チ を 生ん だ が た め に 大 火傷 を 負 
っ て 死に 、 さ きら に は イザ ナギ の 手 で カ グ ツ チ を 殺 
され て し まう 一 一 。 ま さ に 悲劇 の ヒロ イン と いっ 
た 感 が ある が 、 そ ん な イザ ナミ に まつ わる 怖い 
エピ ソー ド が ある 。 そ れ は 黄泉 の 国 で 、 醸 い 姿 
を 見 られ た あと の こと 。 屈辱 に 疹 まれ た イザ ナ 

は 鬼女 や 軍隊 に 夫 の 後 を 追わ せ 、 FI 
0 「 そ れ な ら 私 は 1 日 に 千 人 の 人 間 を 
す | と 脅し 文句 を 叩き つけ る の だ 。 こう 
ピ ソ ー ド は 、 女性 が 潜在 的 に 持つ 恐ろし き を 反 
映し て いる の だ ろう か . 


EHIIEE 【 岩 坂 陵 邊 参考 地 】 


全数 10 か 所 > た イザ ナミ ミ の 御 ! 陵 候補 地 か ら 、 、 最 力 な 地 
と し て 選ば れ た 陵墓 。 島根 県 の 神 納 貴 に ひっ そり と # 


UMO- 航 4 証 幸人 


永き 歳 月 を 経て 、 希望 の 子 を 
生み 出し た 心 優し き 女神 


神話 で は カ グ ツ チ を 生ん で 死に 至っ た イザ ナミ 
だ が 、 本 作 で は 子 を 授かる こと な く 死 に 、 二 千年 の 
時 を 経て ヒカル を 生む お と いう 設定 。 黄泉 の 国 に お 
ける 名 一 一 ヨ モ ツ オオ カミ が 、 負 の 感情 が 具現 化 
し た も う ひ と り の イザ ナミ と し て 登場 する 。 古事 
記 に 見 られ る 母性 的 な 面 が イザ ナミ 、 残酷 な 面 が 
ヨ モ ツ オオ カミ と し て 表現 され て いる と いえ る 。 
最終 的 に は 死 を 受け 入れ る こと に な る の だ が 、 こ 
の 世に ヒカル と いう 希望 の 光 を 残し て 死ん だ と い 
う 点 で は 、 古事 記 に 比べ て 救 わ れ て いる よう だ 。 


が ナ 神 
上 
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【 ス サ ノ オ 】 


組 暴 で 子供 の よう な 面 と 、 英雄 
と し て の 顔 を 持つ 男 神 。 そ ん な 
人 間 く ささ ゆえ 、 人 々 に 親しま れ 
て いる の だ ろう か 


多彩 な 面 を 見 せる 男 神 の 
ーー ニョ ニン ルン うい 


圏 イ ザ ナ ミ を 想っ て 泣き 続け る スサノオ 

イザ ナミ 亡き あと 、 イザ ナギ は スサノオ 
に 海 を 支配 する よう 命じ る 。 し か し ス サ ノ 
オ は 国 の こと を や ら な い ば か りか 、 イザ ナ 
ミ に 会 いた いと 泣き 続け る ば か り だ っ た 
その 様子 に 怒っ た イザ ナギ は 、 スサノオ を 
地上 か ら 追 放し て し まう 


圏 天上 界 で 大 暴 れ 

天上 界 を 統べる アマ テラ ス の 元 に 暇 請 
い に 出 掛け た スサノオ だ っ た が 、 そこ で 大 
暴れ し て し まう 。 田 を 荒らし 、 神殿 の 屋根 
を 壊し て 馬 の 死 体 を 投げ 込み 、 そ の 時 に 


機織り の 女性 を 誤っ て 殺し て し まう 


圏 ヤ マタ ノ オ ロ ナチ 退治 
高天原 で 暴れ た た めそ の 地 を 追わ れ 、 
出雲 へ と や っ て きた スサノオ 。 ヤ マタ ノ オ ロ 
W 年 娘 を 食べ る と いう 話 を 耳 に し た 彼 
よ 、 酒 を 大 蛇 に 与え 、 泥酔 させ て 退治 症 
wi その 人 後 、 今年 の 生 加 で 
、 人 と 結婚 し た スサノオ は 、 


雲 の 国 に 新居 を 構え た 


訪 ぶる 男 神 皿 m 事 記 4 


スサノオ 物語 


IZUM0 シ リー ズ で 描か れる 訓 事 記 の 伝承 


「IZUMO」 の 物語 に お いて も 、 スサノオ は 乱暴 者 で 口 が 悪く 、 古事 記 の 
中 の 姿 と か な り 似 通っ て いる 。 そん な 彼 だ が 、 母 の 愛情 を 独占 する ヒカル 
に 英 悔 心 ミ ジ ェ ラシー を 抱く と いう 、 けなげ で ピュ ア な 面 も 持ち 合わ せ て 
いる 。 スサノオ は 悪霊 の 長 と し て の 母親 に 育て られ 、 母性 と 優し さ に 満ち 
た 母 ( イ ザ ナ ミ ) の 姿 を 知ら な い 。 ゆえ に その ジレ ンマ を ぶつ ける 相手 は 、 


必然 的 に ヒカル と な る の だ 。 


一 方 で 、 気絶 し か けた 美由 紀 を 救い 、 柔らか 


な 笑顔 を 浮か べ る スサノオ に は 、 普段 の 粗暴 さ な ど 微塵 も 見 られ な い 。 こ 
の ギャ ッ プ こそ が 、 悪霊 の 将軍 で あり な が ら 、 魅力 的 な キャ ラク ター に 映 


る 理由 な の か も し れ な い 。 
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実 以外 、 


中 国 の 書物 に の み 登 場 する 
謎 の ベー ル に 包ま れ た 女王 


誰 も が 知る 歴史 上 の 人 物 ・ ヒ ミコ 。 し か し 、 その 名 は 
わずか に 中 国 の 歴史 書 | 魏書] の 一 節 に し か 登場 し な 
い 。 著 馬 人 台 国 の 女王 と し て 国 を 統治 し て いた と いう 事 
実は に モコ も 族 馬 全国 も 謎 に 包ま れ て いる の 
で ある 。 そ れ ゆ え 、 ヒミコ の 正体 に 関し て は 、 現在 まで 
いく つも の 仮説 が 立て られ て いる 。 


ヒミコ を 巡る 代表 的 な 仮説 


ヒミコ = アマ テラ ス 説 

日 本 書 入 に よれ ば 、 日 本 最初 の 王 は 天皇 家 の 祖 に 
あたる ヒル メ ノ ミ コト 女王 (アマテラス ) で あっ た と 
いう 。 両 者 は 名 前 の 音 も 非常 に 似通っ て お り 、 ま 
た ヒミコ と いう 名 は 「 日 巫女 」 と 解釈 する こと も で き 
る 。 この こと か ら 、 ヒミコ は アマ テラ ス と 同一 人 物 
で あっ た と する 説 が ある 。 


ヒミコ = 徐福 説 
秦 の 時 代 、 中 国 に 徐福 と 
いう 人 物 が いた 。 徐福 は 
始皇帝 に 「 東 の 海 に いる 
仙人 の 元 に 不老 不死 の 楽 
を 求め に 行き た いと 申 
し 出 て 、 若い 男女 3 千 人 
を 乗せ た 大 船団 で 旅立っ 
た 。 日 本 に も 徐福 伝説 は 

多く 存在 し 、 本 人 ま 2 
その 子孫 が 、 後 の ま 1 
で は な いか と 仮説 4 

る 学者 も いる 。 編 


ヨ モ ッ オオ カミ に 取り 込ま れ た 巫女 


「IZUMOg」 で 悪霊 の 長 と し て 猛 た ちの 前 に 立ち ふさ が り 、 戦 
い の 未 に 死ん で いく ヒミコ 。 本 作 で は 、 ヒミコ の 正体 は 別 の 大 陸 
か ら や っ て きた 人 徐福 と いう 巫女 と され て お り 、 ヒミコ = 徐福 説 を 
ベー ス と し た 設定 と な っ て いる 。 アマ テラ ス と は 敵対 関係 に ある 
が 、 こ の 2 人 を 同一 人 物 と する 説 が 存在 する こと を 考え る と 、 同 
士 討ち の よう に も 見 えて 興味 深い 。 ちな み に 、 彼女 の 腹心 で ある 
オオ ナム ジ は 、 古事 記 で は スサノオ の 部 下 と し て 登場 する 。 
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きせ ぃ ざ 濁 へ 端 


fi 


人 名 に 見 る 


_ 振り 返っ て は いけ な い 道 


ーー | wー 草 8 
、 ま * 赤 靖 
貢 泉 の 国 の 住人 と な っ た イザ ナミ を 連れ 戻す た め 、 主事 志 と の 関連 車 件 
黄泉 へ 向かっ た イザ ナギ は 、 約 東 を 破っ て 振り 返っ 剛 
上 公 ま の 混 だ ゆめ 候 論 を 水 遠 に 失う ご こと お な っ な た 』 実は 詩 
ギリ シャ 神話 に も 、 この 話 と 酷似 し た も の が ある 。 太陽 在 事 虹 ea 世 ー 
神 ア ポロ ン の 息子 オル フェ ウス は 妻 エ ウリ ディ ケー を 亡 く ヤマ ト タ ケ ル 際 
し 、 死 の 国 へ 彼女 を 迎え に 行く 。 だ が 、 死 の 国 の 土 ハデ 
ス と の 約 東 を 破り 、 地上 へ の 道 を 進む 途中 に 振り 返っ て 
し まう の だ 。 た ち ま ち エ ウリ ディ ケー は 死 の 国 へ と 連れ 戻 
され 、 悲し みな の あま り オ ルフ ェ イ ス は 狂 死 し て し まう 。 日 本 と 
ギリ シャ と いう 離れ た 地 で 、 ここ まで 共通 性 の ある 神話 が 作 
られ た 事実 を どう 思わ れる だ ろう か ? 


日 本 の 二 大 神話 「 古事記 」 [日 本 書 紀 ] に は 、 い ず 
れ も ヤ マト タケ ル に 関す る 説話 が 記さ れ て いる 。 景 
行 天皇 と 播磨 稲 日 大 郎 姫 (ハリ マ ノ イ ナビ ノ オ オ イ 
ラッ メ ) の 第 二子 で あっ た 彼 は 、 各地 に 密 族 の 討 
伐 に 赴き 活躍 する が 、 伊吹 の 神 と の 対決 に 向 か 
っ た 先 で 若く し て 命 を 落と す 。 古事 記 で は 父 の 
命令 を 誤っ て 解釈 し た た め に 兄 を 殺し て し ま 


し 、、。 sam い 、 以降 は 父 に 到 れ られ 疎 ま れ る こと に な る 

玉 ス サ ノ オ の 相 暴 な 振る 舞い に よっ て 、 天上 国 に 住む 織 女 が 
死ん だ こと を 嘆き 、 天 岩 戸 に 隠れ て し まっ た アマ テラ ス 。 これ に ス セ リ 姫 
より 地上 は 暗闇 に 包ま れ 、 困り 果て た 八 百 万 の 神々 は 、 アメ ノウ ズ 古事 記 に 登場 する 海 の 神 ス サ ノ オ の 娘 で 、 後に オオ ナム ジ (改名 後 は オ 
メ ノ ミ コト を 踊ら せ 、 タ ジ カ ラ オノ ミコ ト に 戸 を 開け させ る と いう 策 を オク ニ メ ヌシ ) と 結婚 する 女性 。 ス サ ノ オ が オオ ナム ジ に いく つも の 試練 を 
立て た 。 この 計画 は 見 事 に 成功 し 、 7 開 間 較 NW か ら 芝 れ 届 えた 際 、 機転 を きか せ て オオ ナム ジ を 助け 、 スサノオ に 娘 婚 と し て 誰 
陳 和 フー めき せる こと に 成功 し た 。 オオ クニ メシ は ス セ リ 尋 と 出会う 前 に ヤ が ミ 


姫 と 婚約 し て いた が 、 ス セ リ 姫 が 正 奏 に n ヤ が ミ 姫 は 彼女 
古事 計 選 に まつ わる の 災 如 を 恐れ て 卿 里 に 帰っ て し まう 。 ス セリ 姫 に し て みれ ば 、 正妻 の 
ロ la 自分 を さき し お いて 訪 9 MM IM 生 NMM 汰 で 

| ビ ゾ ジー ド 傾 皿 選 古事 記 5 き な か の 


IZUW0 シ リーZ で 指 か れ 2 証 事 利 の 伝 
IZUW0 ツ リー ズ で 拉 か れ 2 訓 事 志 の 伝 
ネ ノ クニ に 向かう 途中 で …… 


ラシン ン 微妙 に 違い は あれ 

[IZUM02」 で 悪霊 に 夫 わ れ た 琴乃 の 議 請 計 4 剛 し NNSS 証 ど 、 古代 神話 の 英雄 ヤ 
魂 を 取り 返す た め 、 ヨ モ ツ ヒラ サカ で 試練 識 共 〆 が ト マト タケ ル に そっ くり 
に 胞 ん だ 猛 た ち 。 そ の 試 績 と は 、 ネ ノ ク ニ 較 識 ん h 2 疹 SN 敵 の 名 を 持つ 則 。 有力 
まで の 帰り 道 で 、 一 度 も 振り 返っ て は いけ 証 証 6 、、 . 多 っ 、 者 の 養子 で 、 剣 に 長 じ 
な いと いう も の だ っ た 。 お ろ ん 、 この 下り 二 虹 て いる と いう 点 は 、 ヤ 
は イザ ナギ が 黄泉 の 国 を 訪れ た 時 の 話 が 譲 夫 ! マト タケ ル に 通じ る も 
売 に か っ て いる 。 イザ ナギ た 同じ く 、 舞 人 た M に かり 押 0 衝 Ce 竹生 の 1 軸 埋 中 軍人 の か ある 。 また 、 最 終 
ち も ま た 試練 を 守る こと は で き な か っ た 。 国 に 足 を 踏み 入れ た 者 を 救う の は 、 困難 な の だ 。 的 に は 親友 と 戦わ ね ば な ら な いと いう 倫 合 や 、 どこ が 騎 り 
を 感じ させ る 表情 な ど は 、 悲劇 性 を は らん だ 古事 記 に お 


踊り 狂う ウズ メ ける ヤマ ト タ ケ ル の 姿 に 近い か も し れ な い 。 


逢 須 放 (IZUMO2) 
古事 記 で は 天 岩 戸 事件 で 大 活躍 を 見 せる ウズ メ だ 


が 、 「IZUMO 零 」 で は ファ ン キ ー な 踊り 好き の 精霊 族 の 「 お うす せり 」 と いう 名 の ルー ツ は 、 スサノオ の 
と し て 登場 。 岩戸 を 開く た め に 9 日 3 晩 路 り 続け た 娘 で ある ス セ リ 姫 に ある と 思わ れる 。 物語 と し て の 
と いう 伝承 の と お り 、 相当 タフ な 女性 で ある こと は 共通 点 は さほど 見 られ な い 
間違い な さそ う 。 作 中 で は も と も と 皿 出 度 の 高い 服 が 、 猛 を 一 途 に 想い 続け る 

区 装 を し て いる が 、 古事 記 で は 熱心 に 踊る あま り に 服 さま や 、 芯 に 秘め た 強 さ 
が は だ けた と いう エピ ソー ド も あっ た 。 は 、 神話 の 中 の ス セ リ 姫 


と 重なっ て 見 える 。 族 
エン ディ ング で は 格闘 
技 日 本 一 に 輝く 彼女 
だ が 、 本 来 は ス サ ノ 
オ の 娘 だ と 考え れ 
ば 、 腕 っ ぴ が し が 強い 

の は 当然 か も 。 


三種 の 神器 と し て 知ら れる 八 目 鏡 。 本 来 は アマ テラ 
ス ゆ か り の 祭具 だ が 、 和 Il 有 UMO2」 で は 徐福 = テヒ ミコ の 
持つ 秘宝 と し て 登場 する 。 も っ と も 、 アマ テラ ス と ヒ ミ 
コ は 同一 人 物 と の 説 を 考え れ ば 、 こ の 設定 も 納得 だ 。 


e き WC て 圧 ご 
敬 表 ご な ん , 司 運 め 
ぬ 羅 民 問 義 へ さき 況 古澤 
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eo ムラ を 9 其 の 和 参 


9 caste vn っ | た に 和 初演 ち 政 一 
長らく 続い た 江戸 幕府 が 終 六 を 迎え 、 明治 と いう 新た な 時 代 が 幕 を mt 
開け た 一 。 「IZUMO 零 」 の 狂 台 で ある 明治 維新 前 後 の 日 本 を 、 本 編 と の 
喝 実 の 両面 か ら 紐 解い て いこ う 。 

史実 に 基づく 明治 日 本 喝 実 に 基づく 吸 章 本 | 
信人" の 名 を 着せ られ 腕 っ た 男 た ち im 
| 0 E 
| 幕末 に 結成 され た 、 蘭 異色 の 政治 家 ョ 下 
摩 落 ・ 長 州 潜 を 中 心 と す 貧 農 の 出 で あ りな が ら 、 維 新 直前 に 武士 と な り 、 海 - 詳 奉 
る 新政 府 の 部 隊 「 赤 報 隊 」。 外 留 学 の 経験 を 生か し て 立身 出世 を 遂げ た 伊藤 博 初 
旧 幕 府 を 挑発 する た め の 文 。 明 治 政府 内 で も 群 を 抜く 英語 力 を 買わ れ 、 初 代 
テロ 工作 、 年 貢 半 減 を アビ 総理 に 就任 し た 彼 は 、 実は 無類 の 女好き と し て も 有 
ー ル する 世直し 一 撲 な ど 、 名 で あっ た 。 鹿 鳴 館 で 催 き れる パー ティ で 女性 を 口 
* に 倒幕 と いう 目的 に 向け て 春 説き 回 り 、 宴会 で は 新橋 の 芸者 を 隣 に 置き 、 就寝 時 
時 CO = 走 し た 彼ら 。 だ が 、 新政 府 PF NR 
本 と 8 人 の 率 報 そい る 。 は 財政 的 に 年 貢 半減 が 因 添い 寝 き せ て い 


難 で ある と し て 、 赤 報 隊 に 
偽 官軍 の 閣 印 を 押し 、 隊 士 と 隊 に 加わ っ て いた 公家 を 処刑 し た 。 いわ 
ば 、 赤 報 隊 は 新政 府 に 利用 され 、 使い 捨て に きれ た の で ある 


組閣 設計 
維 交 の 犠牲 者 た ーー 
明治 日 本 ・ の 浜 開港 資 
Tr ニーーー ュ ーー Ne 【 座 只 館 】 【 
#NIHII HIUCLI こ 明治 16 年 に 落成 され た に 、 外国 間 客 の 迎 館 
伊藤 博 肖 相 大 表 が 仮 押 9 
「IZUMO 雰 ] で 描か れる 明治 日 本 


際 に は 、「 亡国 の きざし 」 と 周囲 に 
笑顔 の 衰 に 隠さ れ た 過去 愛す る 父 の 無残 な 死 


警視 庁 特別 班 の 面々 を 優し く 見 守り 、 治療 や 道具 の 作成 な ど 、 さま ざま 
な 面 で サポ ー ト し て くれ る 芳 乃 。 柔らか な 笑顔 が 魅力 的 な 彼女 だ が 、 赤 報 
隊 の 隊 士 で あっ た 父 を 幼く し て 亡くす と いう 悲し い 過 去 を 背負 っ て いる 。 
1 ド 罪人 の 娘 と いう 閣 印 を 
押さ れ 、 村 を 追わ れ た 芳 

乃 と 姉 の 綾乃 。 そ し て 、 

夫 を 亡くし た 衝撃 で 死 

ん だ 芳 乃 の 母親 。 新 た 

な 時 代 の 幕開け 明 

治 維新 の 裏 で 、 時 代 の 

犠牲 者 と な っ た 者 た ち 

が いた 。 一瞬 に し て 平 

___ 【 志 力 の 次 】 租 な 日 々 を 失う た 村崎 
元 は 農民 で あっ た が 、 世直し の た め に 赤 報 隊 の メン バ も 、 時 代 の 犠牲 者 


ー と し て 倒幕 運動 に 放 走 。 妻 と 幼い 姉妹 を 残し て 、 新 5 
政府 に よっ て 斬首 の 刑 に 処せ られ る 。 で あっ た の だ 。 


だ と VS 


- 軸 られ た 


特別 班 メ ン バ 
女 遊び を 伝授 !? 


い 才 1 
芸者 遊び に 興じ て いる よう に 振る 舞い な が ら 
も 、 芸者 に 化け て いる 綾乃 の 正体 を 見 抜い て 
いた 花山 。 さす が 、 新政 府 を 担う 大 物 で ある 。 


警視 店 特別 班 の 長 で ある 桐谷 の 友人 で 、 言動 も 行動 も 遊び 人 に し か 見え 
な い 花 山 だ が 、 その 実体 は 明治 政府 の 重鎮 に し て 後 の 総 理大 臣 。 特別 班 の 
メン バー を 芸者 遊び に 連れ て いっ た り 、 美園 を 社交 界 デ ビュ ー さ せる た め 
に 舞踏 会 謗 っ た り と 、 まさ に 史実 に お ける 伊藤 博文 その も の 。 晩年 の 花 
山 の 肖 像 に は 、 若 か り し 頃 に は な い 風 格 と 威厳 が 漂っ て いる 。 
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信 (y 思 汗 明 酸 


藻 ぶ 山 座 湊 革 4 沼 氷 源 送 


圭 洛 器 旧 落下 
過半 Q 芝 半 書 導 コ し 受 び は に 
半 O 古 最 束 況 痢 の 


の 舎 太 当 入 講 


sy 


II 


= さ ゃ 
更 実 に 基づく 明治 日 本 ーーーーーーーーー 
ザン ギリ 頭 を 叩い て みれ ば 、 Hー ロ ッッ 
文明 開化 の 音 が する 
明治 政府 は 日 本 の 近代 化 を 推進 する た め 、 
欧 凍 度 や 技術 を さか ん に 取り 入れ 
7 な イー 
の 洋風 建築 、 断髪 令 …… 文明 開化 は 人 々 
の 劉生 活 や 服装 に も 大 き な 影響 を 及ぼ し 、 い 、 翌々 年 に 警視 庁 が 創立 され た 。 ち な 
洋服 に 身 を 包み 、 懐中 時 計 や こう も り 傘 を 持 あぁ ん ぼん は 明治 初期 に 生ま れ た 和洋 折 夷 み に 、 当 時 は 現在 と 違い 、 人 は 左側 通行 


つこ と が 紳士 の ステ イタ ス と され た 。 と は い 料理 。 お 花見 の 席 で 桜 あん ば ん を 介し 上 葉 和 する よう 定め られ て いた 。 これ は 武士 が 左 
拍 三 翌 


警察 制度 も や は り 、 明治 政府 の 近代 化 
推進 の 一 環 と し て 、 ヨーロッパ の 制度 を 手 

W 本 に 取り 入れ られ た も の 。 明治 5 年 に 川治 
利 良 が ヨー ロッ パ で 警察 制度 の 調査 を 行 


が っ た 骨 治 天皇 は 、 そ の 味 を 大 飛 気 に 入 時 2 絹本 
と 3 Wiv 地方 の ぁ れ た と いう の 腰 に 和 常 刀 し て いた こと か ら 、 自然 と 左 を 
歩く 習慣 が つい て いた 歴史 的 背景 が 理由 


と 言わ れる 。 人 は 右 、 車 は 左側 通行 と 制 
【 旧 開智 学校 】_ 
長野 県 松本 市 に ある 胃 治 日 本 2| を 定 さ れ た の は 、 昭和 - 人 っ て が ら 。 


農村 まで は 行き 渡ら な か - 


上 圧 の 
小学 校 と し て 使用 き 
れ て いた 。 日 本 の 職 
人 が 欧米 の 建物 を 真 
似 て 作っ た 建物 で 、 
ss 洲 物 正面 の 龍 と 天使 
」 の 彫刻 を 始め 、 和 と 
洋 が 入り 混じっ た 不 
中 思 議 な 雰 囲 気 を か も 
し 出し て いる 


【 サ ー ベ ル 】 

明治 時 代 の 警察 記 は サー ベル 
を 所 持 し て いた が 、 こ れ も ヨ 
ー ロ ッ パ を 模 條 し た た め 。 国 
木田 や 宗一郎 が 持っ て いる タ 
イプ は 海軍 用 の 長剣 タイ プ の 
も の で 、 陸 戦 な どの 実践 を 考 
慮 し て いな い 儀礼 的 で 華 服 な 
刀 で ある 


ーーーーーーーーー 一 明治 日 本 


まだ 幕末 の 匂い を 残す 横浜 の 街 が 舞台 に 「 えた 


モダ ン な 洋風 建築 に ガス 灯 、 電柱 が 建ち 並ぶ 横浜 市 街 に 、 警視 店 特 


別 族 の 面々 が 集う 屋敷 が ある 。 屋敷 の 造り は 江戸 時 代 の 面影 が 色濃く 
漂う が 、 住ま う 人 々 の 装い 、 会 話 の 節々 に 文明 開化 の 訪れ が 感じ られ すこ 「IZUMO 徐 で 揃 か れる 明治 日 本 
る 。 その 好例 が 、 和 人 と 宗一郎 の 「 ザ ン ギリ 頭 ] で あろ う 。 藤田 や 花 山 財 だ . 人 
に 至っ て は 、 髪型 も 服装 も 西洋 風 に まとめ 、 大 人 の 男らしい 小 粋 が 装 第 と 内 務 省 悪霊 対策 班 の 忙し し 毎日 


い を 見 せ て くれ る 。 また 、 陽子 が 魚の ムニエル を 振舞 う シ ー ン は 、 日 『/ | ルル 

和 人 た ち が 所 属す る 警視 庁 特別 班 別 名 ・ 悪 直 対 策 班 は 、 
の 食 生活 の 変化 が 明解 に 上 見 て と れる と いう 点 で 注目 と いえ よう 。 
人 NM 人 花山 俊輔 が 創設 し た 架空 の 捜査 機関 で ある 。 西洋 文明 が 猛 ス 


ピー ド で 導入 され つつ ある 横浜 で 、 悪霊 退治 に 誕 走 する 若者 
た ち 。 宗一郎 が 「 悪 霊 、 で すか …… こ の 文明 開化 の ご 時 世に 」 
と 口 に し て いる が 、 近代 文化 の 象徴 で ある 横浜 の 街 と 、 悪 圭 
と いう 古めかしい 単語 の 落差 が ユニ ー ク だ 。 


日 7 ・ 


当時 の 警官 や 刑事 は 


洋装 に 照れ る 美園 【 横 浜 市 街 】 現在 と 違っ て 私 服 で 職 
リボ ン や フリ ル を あし ら っ た ドレ ス を まとい 、 瓦 屋根 の 店 と レン ガ 造 り の 建物 と が 並ぶ 町 並み 1 き て の 潤す gs し 記 お に 就 い て いた 。 特 別 
長い 髪 を 西洋 風 に アッ プ し た 美園 。 文明 開 は 、 変 わり ゆく 日 本 を 象徴 し て いる よう 。 街 を 歩 い の 千 。 計 班 の 面々 も 、 や は り 例 
化 の 波 は 、 じゃじゃ馬 娘 も 貴婦人 に 変え る ? く 人 々 も まだ 和装 で ある 。 十 タ で は な いよ うだ 。 


j 明 
s 治 


eo 
巳 欧 選 


っ 荘 避 

革 革 加 

お 
。 詳 S 医 壮 画 間 | 芋 

共 鞭 運 

革 翠 


( 共 や ご ) 


半 閲 S 立 届 若 | 生 ら 壮 呈 


5 
年 年 


し 肖 - 生 


に: 
暫 


世 


が 凸 


1 アム 1 
クル 明月 


ぶ が (yr 難 学 

。 ぷ さき 
。 品 ③ 交 計 
e 党 ③ 邊 屈 


ぶさ 太志 王 
> 世 いい 


立 半 潜 洛 
父 避 問 計 美 交 
(か っ に な っ な 


ぶ 


ひき 中 圭 悦 計 立 宮 束 
ぷ % 紅 区 沈 肖 悪 混 中 S 斗 


さき 潜 は 各 党 二 黄 中 市 コー 
の 言 大 詩 記 菅 玉 鷺 


と 人 藻 昌 二 


ぶ 誠 全 > ミロ ー 馬 活 得 
S(r 壁 。 


氏 き きせ S 品 憧 S 海 書 芝 員 | ら 鞭 居 


忌 課 評 閥 怖 


ひき さ 不 叶 含 符 句 円 べき 淫 古 


混 er(r 全 人 醒 河 守 藻 F 


に fcbygc に it 6 
> 流 稀 中 区 ③ 各 本 高 さ で 


選 
| rm 
演 
い草 基 応 到 鶏 平常 中 普 


cR 証 池 誤 潮 棋 商 演 共 茸 補 


※ 間 三 


へ 演 鞍 き ー さ ネー さき 9 舞 庄 (S 記 

尋 ③ 導 如き ご 党 . 尋 S 司 愛 圭 
寺 (( 伴 R 活 ご 滞 人 款 混 革 
k 癌 問 古 (NNE 


に に トド だ: コキ 
澤 誌 埼 水 古 吉 募 痢 一宮 藻 ご 


司 崇 坊 オ 


4 
に 、 
トー 本 
KM 
へ) 


113 


5 生 0 其 の 四 


" 党 精 党 ププ > 、 の ) 四 神 相応 の 地 と は ? 
風水 で NN う 


で は 「 皿 神 相 応 の 地 」 と いう 考え 方 が 


あり 、 四 神 に 守護 され て いる 地形 を 良し 

w マ ゃ き リク 2 5 内 

/ ュー 一 ーーN。 と する 。 玄武 が 守護 する 北 に 丘陵 、 朱雀 
っ の 南 に 塗 地 や 湖沼 、 東 に 流水 、 西 に 大 道 


これ が 理想 的 な 四 神 相応 の 地 で あ 
直 代 神話 を 語る うえ で 欠か せな い の が 、 霊 獣 や 精霊 と いっ た 空 る 。 日 本 の 平安 京 や 江戸 、 朝鮮 の 漢陽 な 


想 上 の 生き 物 た ち だ 。 和 仙 ら の 歴史 上 の 位置 付け や 役割 を 知り 、 ど は 、 こ の 考え に 基づい て 造営 され た 都 
IZUMO ワ ー ル ド の それ と 比較 し て みる の も 一 興 だ ろう 。 の 代表 格 


PP 承 の 中 の ) 
五行 説 と 四聖 獣 昌和 


青龍 (せい りゅう ) 
古代 中 国 の 思想 で ある 風水 は 、 東方 を 守護 する 神 獣 。 長 い 舌 を 伸ばし た 龍 の 姿 を 
「 地球 上 の 全て の も の は 旭 つ の も 持つ と され る 。 季節 は 春 、 色 は 青 を 象徴 
の か ら 成 り 立つ ] と いう 五行 説 に 一 白虎 ( び ゃ っ つこ) 
基づい て 生ま れ た 。 四 神 も ここ に 西方 を 守護 する 神 獣 。 細 長い 体 を し た 白い 虎 の 次 


LI ーー に 4 れ メ 李 節 は ルレ 年 リ 十 選 と 算 』 介 7 
端 を 発する も の で 、 天 の 四 方 の 方 で 表 さ れる 節 は 秋 、 色 は 曰 を 旬 信 


角 を 司る と 信じ られ て きた 神 獣 の | 皿 朱 首 (すざく ) 


方 を 守護 する 神 獣 。 環 を 広 9 
こと を 指し て いる 講 業 の 書 蘭 西 | ロカ で で する 和夫 3 CA 

。 で 表 さ れる 。 季節 は 春 、 色 は 2 
の 白虎 、 北 の 朱雀 、 南 の 玄武 が 0 

1 縛 1 

それ で 、 五 行 説 で は 中 央 に 黄 龍 cs 二 3 の Ma と 
が えれ 2 及 神 は 四 獣 、 四聖 北方 を 守護 する 神 獣 。 高 足 の 亀 に 蛇 が 巻き つい た 
78 し る 。 由 神 は 四 鈴 、 四 民 形 で 描か れる こと が 王 。 季 節 は 冬 、 色 は 黒 を 象徴 す 0 6 Y 1 
獣 な ど と も 呼ば れ 、 古代 の 書物 は 祭 良 県 明 | | 告 村 1 トラ 古墳 は 、 和朗 内 の 壁 に 明治 28 年 に 平安 遷都 1100 年 を 記念 し て 創建 され た 平安 神宮 

ちろ 建築 物 や 祭具 に も その 1 と 見 に で 祭神 は 平安 京 を 須 都 し た 相武 天皇 。 東 に は [蒼龍 楼 」 西 に は 
ちろ ん pe の で 2 ム 武 が 描か れ て いた こと で 有名 な 場所 で ある 自 虎 楼 」 が そびえ て で いたり 、 時 代 祭 り の 際 に は 四 神 旗 が 揚げ ら 
姿 が 散見 され る 人 作り と 四 神 信仰 に 深く 縁 の ある 神社 で ある 


四方 の 方 角 を 司る 神 責 EE や 。。 WN 
青 並 ・ 自 虎 ・ 朱 省 ・ 玄 武 | 


T ん U WI U ン リフ の に 0 2 の 下 DA ご 7 “ 
中 国 か 5 注 っ て きた 体 の 旨 た ち | 央 の ルー ツ | /。 


- こ La 元 来 は 鹿 と 和牛 が 交わ っ て 
中 国生 まれ の 神 獣 は 、「|UMO」 の 世界 に お い 生ま れ た と され 、 身 の 丈 
て は 中 国 か ら 人 徐福 と 共に 渡っ て きた 設定 と な っ て い は 2 尺 (5 メー トル 程度 ) 
、 容姿 こ こ 近 い が 、 ご マツ ペー あっ た と いう 。 孔子 の 著 
る 容姿 て そ 人 間 の 女性 近い が 、 イ メ ジ カ ラ | 作 「 書 秋 」 ほか 、 中 国 の 
ー や 攻撃 方 法 は 、 本 来 の 四 神 の 特徴 を 受け 継い で 書 に は 劇 麟 を 捕らえ た と 
いる と いえ る 。「IZUM02」 に 登場 する 鹿 麟 は 、 いう 記述 も 少な く な い 。 
360 種 類 の 獣 た ちの 王 で ある と され る 、 古代 文献 


で も メジ ャ ー な 神 獣 で ある 。 


育 普 9 白虎 本 雀 


青い チャ イナ 服 と スラ リ と 伸び た 脚 は 、 優 ふさ ふさ し た 耳 と 尻尾 が 、 虎 の 化身 で ある 赤 を 象徴 する 風 風 の 化身 らし く 、 ビ ジュ ア ボン デー ジ っ ぱい コス チュ ー ム は 、 人 亀の甲 羅 
雅 な 龍 の 姿 を 思わ せる 。 イ メー ジ カ ラ ー が こと を 主張 。 秋 を 象徴 する 神 上 献 だ け に 、 秋 ル も 華やか 。 チ ャ イナ 服 は わか る が 、 を 表現 し て いる の だ ろう か 。 冬 を 象徴 する 女 
青 で ある た めか 、 クー ル で 落ち 着い た 性 格 っ ぽい 茶色 を 配 し た 服 を 身 に まとっ て いる まれ な の に な ぜ 関 西 弁 な の か … > 武 が 操る の は 、 や は り 凍 て つく 氷 の 呪 法 。 


契り を 交わ す 際 に は 、 普段 は 見 せな い 色 っ 生ま れ た 地 を 伸 ぶ 白虎 。 そ こ に 荒 ぶる 神 の 春 に 相当 する 神 獣 に は 、 桃 の 花 が よく 似 合 豊満 な ボディ の 持ち 主 ・ 玄 武 。 色気 は 四 神 
ぽい 表情 を し て くれ る 。 表情 は な い 。 う 。 彼 女 の 明 る さも 春の よう だ 最強 か ? 
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文献 ・ 伝 承 の 中 の 殻 獣 と 精霊 文献 ・ 伝 承 の 中 の 党 獣 と 精霊 


| 入 の 心 を 読む 恐ろし い 妖 怪 一 サト リ 。 領主 の 娘 と 夫婦 と な っ た 
サト リ は 人 の 思う こと を 惜 り 、 精神 的 に 相 結局 は カン ジ キ の 一 部 が 火 で 爆 ぜ て サト リ 男 猛 梨 敢 な 犬 ・ 八 房 「 


手 を 追い 詰め て いく 妖怪 だ 。 山 形 の 伝承 で の 顔 に 当たり 、「 人 間 は 思っ て も いな いこ と 八 房 は 滝沢 馬琴 の 名 作 「 南 総 里見 八犬伝 」 
は 、 木こり の 家 に サト リ が や っ て き て 、 木 こ を する 」 と 逃げ て いっ た と いう で 、 安 房 国 里見 家 の 領 主 の 娘 ・ 伏 姫 の 愛犬 と 
り の 思う こと を 言い 当て る と い う 話 が ある じ Y 用 軸 磨 犬 の 名 で で ある 伏 姫 は 敵 将 の 首 
を と っ て きた 八 房 と 夫婦 に な る が 、 八 房 の 気 

2 < 橋 必 | 二 8 
Eat 上 NG 仙 な すず 半 形 の 狐 を 受け て 子 を 邪 み 、 そ の こと を 恥じ て 自害 し 
ー ト IZUMO」 に 登場 する タマ て し まう 。 八 房 が 放っ た 気 は 伏 姫 が 持っ て い 


友 モ の モチ ー フ と な っ て いる の 数珠 の 大 玉 に 答 り 、 各 地 に 散ら ば っ て 、8 人 
は 、 九 本 の 尾 を 持つ 等 獣 ・ 九 尾 の 表 上 を 生む こと に な る 
狐 で ある 「 山海 経 | に よれ ば 、 
この 狐 は 赤子 の よう な 声 で 鳴 
き 、 人 を 食らう 獣 で あっ た と い いん: 人 間 
う 。 タ マモ と いう 名 は 、 宝 町 時 加 還 還 較 半 織 . 1 明和 4 年 (1767 年 ) に 生ま れ た 作家 で 
代 以 降 の 青物 に 現われ る 、 絶 【 机 生 江戸 時 代 後期 に 活躍 し た 。 彼 の 代表 作 
世 の 美女 の 次 に 化け た 九 性 記 の 拓 が 対 た れ た の ち 、 石 と 化し た 1 石 で ある と な っ た 「 南 総 里見 八犬伝 ] は 全 98 巻 
の 狐 ・ 玉 藻 前 が ルー ツ 和 商 が 割っ た 才 生 の 破片 は 、 昌 本 各地 に 飛来 し た と いう に も お よぶ 超大 作 で 、 終 盤 を 書い て い 
た 頃 に は 老い で 目 が 見 えな く な り 、 息 子 


沖縄 を 代表 する 不 の 精 飼 の 友 に 上 筆 記さ せ て いた と いう 。 


沖縄 各地 に 伝承 を 残す 、 ガ ジュ マ 


ル の 木 の 精 ・ キ ジム ナー。 赤毛 で 子 語 か ら 仁 れ た 
供 の 変 を し て いる と いう 説 が 代表 的 


だ が 、 大 人 の 姿 の もぉ の も いる 、 性 別 


い 
が ある と いっ た 伝承 も 存在 し て いる の 化 和 八 肩 
性 質 は 座敷 章 に や や 近く 、 親 し く な 
辿 獣 と 精 辻 3 


っ た 者 に は 一 緒 に 兆 を し た り 家 に 系 
栄 を も た ら す が 、 追い 払わ れ た り と ひ 
どい 扱い を 受け る と 害 を も た ら す 。 な IZUMO シ リー ズ に 


【 キ ジム ナー が 棲む 地 】 お 、 羅 で も キジ ム ナ ー の 次 が 見 える ーー デーーーーーーーー 
ME IT 中 3 5 8 わけ で は な く 、 特定 の 人 間 に し か 見 


アカ カナ ジャ ー、 ヤ チバ ー な ど 、 キ ジム ナー の 呼称 


は 地方 に よっ て 異な っ て いる る こと は で き な い 


MINI COLUMN 


お 


滝沢 馬 大 


時 ざ 節 口 ・ 


で は 雄 の 犬 と し て 登場 す 
る 八 房 だ が 、 IZUMO2」 で は 年 頃 の 少 
女 の 姿 に 。 一 人 称 が 「 ボ ク 」 な の は 、 原 
典 の 八 房 が 雄 で あっ た こと を 意識 し て 
の こと な の だ ろう か 。 生い立ち に つい 
て は 、 「IZUMO2」 の 八 房 は 精霊 に が 
八犬伝 で は 母 大 を 亡くし 独 に 育て られ 
た の ち 、 里見 家 の 飼 い 犬 と な る 。 猛 と 
いう 主人 を 見 つけ た 八 房 の 方 が 、 最終 
的 に 数 われ て いる よう に も 思え る が い 
か が だ ろう か ? 


/ZUMO シ 
綾香 の トラ ウマ を 暴 いた 悪霊 


「IZUMO」 で ヒカル た ちの 敵 と し て 登場 する サト 
リ は 、 本 家 と 同じ く 、 相 手 の 心 を 読 お 力 を 持っ て い 。 
る 。 綾香 の 辛い 過去 を 暴き 、 追 い 詰 め る シー ン は 伝 
の サト リ そ の も の だ 。 た だ し 、 容 姿 は 大 きく 違う 。 


承 の 中 の サト リ は 、 毛 お むく じゃら の 大 男 な の だ 。 
可愛 い 子 狐 タマ モ 

絶世 の 美女 に 化け て 人 を た ぶら か し た 玉藻 
前 と 違い 、 こ ちら の タマ モ は 可愛 らし く 無 邪 
気 な 子 狐 。 と は いえ 、 敵 と し て 戦う 際 に は 強 
大 な 霊力 を 見 せ 、 霊 獣 ・ 九 尾 の 狐 の 血 を 脈々 
と 受け 継い で いる こと を 感じ させ る 。 
琉球 生ま れ の 武闘 派 (? ) 精霊 


燃え る よう な 赤毛 と 、 
開放 的 な 服装 が 目 を ひく 


は 、 沖 縄 の 伝承 に 出 て く 1 
る 精霊 と 一 緒 。 ちな み に 、 
伝承 で は キジ ム ナ ー が 人 
間 の 女性 に 覆い か ぶさ る 
と いう 記述 も 。 萌 タ と の 
激しい H も 、 も と も と 性 
5 _ 欲 星 盛 な を キジムナー な ら 
無邪気 に 懐い て くる タマ モ だ が 、 潜在 能力 は 計 で は か も し れ な い 。 
り 知 れ な いも の が 


5 累 逢 仙骨 が 死ぬ 前 に 放 
1 加 」 っ た 仁義 ・ 礼 ・ 智 ・ 
・ 忠 ・ 信 ・ 孝 ・ 悦 の 八 
W 潤 つの 玉 を 集め る と 
いう 箇所 も 「 南 総 
| 里見 八犬伝 ] に 通 

じ て い る 。 


ーション ャ ン ル オリ ラナ ル ビデ ォ ア ニメーション テン ポ の よい 会 話 と 
VA IIUMO 


mm エッ チ な アニ メ は 好き で すか ? 


本 

Studio e・go! の 『IZUMO」 の 発売 より 約 1 年 化 に リリ ー キャ ラク ター デザ イン や 作画 総監 督 は 、 Milky か ら 発売 
ス さ れ だ た OVA シ リー アダ ルト アニ メ の 大 手 レ ー ベ ル され 大 ヒッ ト を 記録 し た オリ ジ ナ ル ア ニ メー ショ ン | バイ ブ 
Milky よ り 全 遷 と 綴 集 六 が 発売 され て いる 。 物語 は 原 ルプ ラッ ク 」 の よし 天 が 担当 し 、 高い クオ リティ ー で 物語 1 


メイ ト の 坂下 留美 
か ら E カ ル 宛 の ラプ 
レタ ー を 受け 取る 


美由 紀 。OVA で 

は 七海 が ヒカル 多 

の ラプ レタ ー を 書い 

に 、 そ れ を 美 

議 計 計 計 較 較 晶紀 に 渡し て いた . 


作 の 流れ を た どり な が ら も 、 ス トー リー や 設定 が 調整 され 信 む 。 ま た BGM や メイ ン テ ー マ 有 曲 な ど 原 作 か ら 提 供 を 受 
4 ま て いた り 、 アニ メ な ら で は の 掛け 合い や 、 エッ チ が 楽し め け て いる も の も あり 、 PC ゲー ム を プレ イ し て れ ば 嬉し さ が 
る よう に な っ て いる 倍増 する だ ろう 
日 常 か ら 異 世 界 へ cuwo- ノ * mwoss 
塔 馬 ヒカル は 、 ある 日 、 巫女 に 学園 の 奥 に あ 原作 と ここ が 違う / . 虚 
る 祭壇 へ 導 か れる と いう 夢 を 見 る 。 翌 日 、 治 
33 婦 工 ゞ 
と そこ に 行く と そこ に は 祭壇 が 。 鏡 に 触れ た 占 代 の エッ チ 
呈 5 還 0 還 原作 は 見 られ な い シ ー ン が 
瞬間 、 地震 が 起き 二 人 は 余 落 の 底 へ 。 そ の いっ ぱい ある OVA。 第 1 巻 で 
後 、 大 昭 昧 に 襲わ れ て いた 七海 を 助け 出し 、 why を An : 
有 綾 査 を 交え 学 チ - 革 l を 脱出 する り 広 げ ら れる 
ン 4 ! 原作 と ここ 4 還 
0 9 に こう ラブ レタ ー 事 件 
y 1 / ゲー ム 中 で は クラ ス 
- (の , 9 > 人 | 


出会い !ZUMO ニノ 巻 朱 の 交 情 - | 銀二 !ZUMO ミノ 巻 天 の 人 


学園 を 出 た ヒカル た ち は 、 スサノオ と 出会い 、 オ オカ ムツ ミ を ヒカル た ち は ア シ ハ ラノ ニク に 帰る た め に は 四聖 獣 の 封 四 
と いう 木 の 悪霊 と 戦う 。 無事 戦い に 勝っ た ヒカル た ち は , を 解 か な けれ ば な ら な いこ と を 知る 。 まず は 青龍 の 洞窟 

その まま 、 と ある 村 へ と た どり 着く 。 そ こ に い PL に 向かう が 、 彼ら の 前 に いじ めで 死ん だ 千夏 が 現れ る 
民 ye の 人 々 は イザ ナミ の 血 を ひく 救世 主 “ 親友 だ っ た 七海 へ 狂っ た 千夏 は 攻撃 を し て くる 。 だ が 、 七 


家 を 探し て 待っ て いた の だ っ た が 海 の 命 を か けた 訴え で 意識 を 取り 戻 し 成仏 する 
原作 と ここ が 違う / 
トー」 


ビバ ッ > 温 
アマ ウス の 村 で わ 
ず か な 休 」 
治 、 綾 吾 、 
人 は 温泉 で リラ ッ 


クス ! 潜 が 七海 に ee 千 
クハ ラ し ちゃ っ た 


えら れ な く な - 
海 は 、 ヒカル に 思 
を 告げ る 。 そし て そ 
の まま 村 の 近く の 草 
Sc 


> の さ ハ パ さ 叶 仙 詳 (Tu 


滞り ン (r 語 叶 浅 小計 つる そい ー 


> っ た 


ー 瀧 HNRHBh 型 の ざり 州 古 つ そ ヒビ い ー 
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- ツク ヨミ の 鹿 UMo 四 / き 王 M の 計 


ク ヨ ミ が し か けた 罠 に は まり 、 ヒカル た ち は 別 々 の 世界 。 ツク ヨミ と の 戦い の 後 、 ヒ と カル は 最後 の 四聖 獣 を 
ン 和 hp 5 その 先 で 、 綾香 は 義父 と の 過去 を 、 % へ 戻る 。 し か し 、 六 介 に 
沙 は 両親 の こと を 思い 出す 。 二 人 と も その 過去 に 囚われ 2 て いた 村 を 救い 、 を し て ヨ モ ツ オオ カミ が 
る が 、 ヒカル が 現れ 二 人 は 詞 か ら 抜け 出す こと が で きた 。* 


- 方 、 ツ ク ヨ ミ 


原作 と ここ が 佑 


夢 の 中 で 

導 の 目 で 、 自 信 

い が け た 活 だ が 、 

カル が 助け に や っ て 
原作 で は そこ 
する が 、 OVA 

で は その まま 二 人 は 

無重力 の 中 で セッ ク 

ス を 始め る 


R IZUMO 一 ノ 


VHS 
MLK-0550 
8.190 円 (税込) 
DVD 
DMLK-5216 
.140 円 (税込 ) 
収録 時 間 約 30 分 
発売 日 
2003 年 1 月 25 日 


W IZUMO 四 


ノ 巻 六 の 誘惑 


こ に 乗っ 取ら れ た アマ テラ ス が 七海 を 毅 う y 


巻 藍 の 色 玉 


由 の E 


原作 と ここ が 條 う / 


祈り の 力 で 


テ 
し 


マ テラ ス の 夢 


| | 4 王 | 
| お 得 
これ か ら OVA 「IZUMO」 を 見 る 
族 は 朗報 だ スト ー リ ー も エ 
ッ チ ナシ ー ン も 全 5 巻 約 120 分 、 完 
全 収 録 し た ベス ト 版 が すでに 発 


「 を 
の され て し る 


兄 に 


2 0 2 の る 。 。 。 
0 * を と を ん を の る ふる ぐる ぐ を る 
M \ < 
( \ | 
パ 』 』 


巻 Cr 


PA224 


IZUMO ニノ 


VHS 
MLK-0585 
8.190 円 (税込 ) 
DVD 
DMLK-5298 

40 円 (税込 ) 
収録 時 間 約 30 分 
発売 日 


R IZUMO 


一 黒 後 は 美紀 と ・…・ 


IZUMO の 輪 股 連 彰 品 大 全 | 


通 : 着 を つけ る IZUMO 五 ノ 巻 災 色 の 滞 逝 | 


目覚 め さ せ 、 反 魂 の 術 で アシ ハラ ノ ク 


イザ ナミ が 母 と いう こと を 教え られ 再び ネ ノ クニ へ 。 襲わ れ 


\ つ 地 へ と 向かう の だ っ た 


な ベス ト 版 !ZUMo THE BEST イン フォ メー ショ ン | 


秘密 の 覗き 穴 沈 


スト ー リ ー モ ー ド で 見 る の も よい が 、 エッ チ 重 視 の 
四 方 に 送る 『 秘 密 の 覗き 穴 」。 ダイ レク ト に エッ チ 
シー ン が 再生 され る 4 チャ プター で 、 舞 と の 儀式 や 
千夏 の 陵辱 シー ン な ど 、 特に オス ス メ の エッ チ 6 シ 


ー ン を ここ で リブ レイ で きる 。 
いい 
Mi 間 M 


VHS 
MLK-0639 
8.190 円 (税込 ) 
DVD 
DMLK-5396 

/ ] 40 円 (税込 ) 
収録 時 間 約 30 分 
発売 日 


どら 003 年 8 月 ら 5 日 


IZUMO THE BEST 


の 
当 2 
VHS デ 7 VHS VHS : が 
MLK-0798 MLK-085 1 MLK-0907 4/ 
8.190 円 (税込) 8.190 円 (税込 ) 8.190 円 (税込) 8 
DVD DVD DVD 科 
DMLK-5680 1 DMLK-5804 DMLK-5946 
7.140 円 (税込) ト 矯 7.140 円 (税込 ) 6.090 円 (税込 
収録 時 間 約 30 分 収録 時 間 約 30 分 収録 時 間 約 120 分 
発売 日 4 発売 日 ] | 発売 日 
2004 年 7 月 85 日 | 隊 。 ー ン 2004 年 10 月 85 日 | 0905 さ 。 | 2005 年 ] 月 5 日 
イザ ナミ : 高 奈 ゆ か 原作 : Studio e・gQl 総 作画 監督 : よし 天 アニ メッ 制作 : スタ ジオ ジャ ム 
イザ ナギ : 久保 田 一 夫 デュー サー : 八神 和彦 、 作画 踏 督 : タオ ・ ミ ン 、 誠 の 万 党 、 企画 協力 : イメ ー ジ ハウ ス 
ー アマ テラ ス : 藤城 さら さ 、 渡来 猫 人 桜井 木 ノ 実 、 峰 署 、 メイ ン テ ー マ 曲 : 作詞 ・ 歌 CANDY 
水 海 : 山 直子 沢木 あり さ 脚本 : お と う や す ゆ き 安藤 広重 作曲 びょん も 
倉島 沙 : アカ ネ スサノオ : 石川 大 介 給 コ ン テ : KAWARHAZAKI、 美術 : 東 厚治 、 伊 藤和 宏 楽曲 提供 : ぴょ ん も 
橋 綾 香 : 小 募 毎 美 サト リ : 中 村 燃 一 美佳 剛 、 本 田 一 行 、 色 指定 : 小 本 弘美 製作 ・ ミュ ー ジ アム ピク チャ ー ズ 、 
精霊 ・ 楓 : 朝 宮 咲 男子 生徒 A : 代官 山 太郎 矢 越 守 撮影 : デジ タル ギヤ 「IZUMO」 アニメ 製作 委員 会 
桐山 千夏 : 森野 花梨 男子 生徒 B : 武 真紀 演出 : 隊 田 武 文 、 神 原 敏昭 、 編集 : アム ガ 、MIYA 発売 : [IZUMD」 アニ メ 製 作 委員 会 
ヨ モ ツ オオ カミ 男子 生徒 C : 福島 太郎 いと が し ん た ろう 制作 進行 : 生 形 朋 経 販売 : 株 式 会 社 ジ ー ビ ー・ 
女子 生徒 : 朝 宮 咲 キャ ラ デ ザ : よし 天 音響 : TSM 2 だ) 広 


ャ ー ズ @⑥ 


2004 Studio 8・go! 


「IZUMO] アニ メ 要 作 委員 会 


オリ ジ ナ ルキ ャ ラ & 物 語 


音 出 : 中 用 


mmTV ア ニメーション : | 第 ] 話 本 の 呼び 声 用 財 > テ f l 

2005 年 4 月 か ら 6 月 まで 地上 波 で 放映 きれ て いた TV アニ メシ リー ズ 2 

| IZUMO 一 猛 き 剣 の 関 記 一 』。 原 作 は PC ゲー ム 「IZUMO2」 だ が 独 * ご バ 昔 通 の 男子 学生 ・ 八 岐 猛 。 身 寄り の な い 狂 は 蒼 二 六 介 に 育て ら 

自 の キャ ラク ター 設定 や スト ー リ ー 展 開 、 新 キャ ラク ター の 登場 な ど 、“ れ な が ら 、 幼なじみ た ちと 賑やか に 暮らし て いた 。 あ る 日 、 剣道 部 に 

原作 と は 培っ た 面白 き が あり 話題 と な っ た 。 現在 、 TV 放映 は 終了 し * 所 属す る 狂 と 、 その ライ バル で 親友 で も ある 間 が 選抜 権 を 賭け 試合 を 

レー ょ レス h A、) っ 日 な 、 還 相本 リグ ) 柄本 弄 アン 所 王 で ス 

ぞい で いる が 全 6 二 CDYD298KSC で いる の で 。 ま だ 見 ua ュー RA 間 い 、 仙 り そ の 本 全学 の の 円 け で し まり 
Y 、 異変 が 起き た 


必殺 ダイ ビン グロ ー ラ ー は 
< 82 ニ メ で も 


ヽ 
) 
N 
NA 
ポ 
し 
ご 
人 Rt 
訪 
Ri 
トロ 
ーー 
( 
で - 
f 1 
ee 
こう 
こし 
『 
記 


い 
mh どん な キャ ラク ター に : 上 王 也 
も ちろ ん 主人 公 は 八 岐 猛 。 彼 の 設定 は ほぼ 変わ っ て いな い が 、 転 ず ん 
生 す る 前 の スサノオ 、 敵対 する ヒミコ の 設定 に 大 きく アレ ンジ が 加え ら * BS 
れ て いる 。 ア シ ハ ラノ クニ 、 ネ ノ ク ニ の 創造 主として 描か れ て いる ヒ ミ 
コ 。 長 き に 渡り 填 培 軍 と 人 間 側が 対立 し て お り 、 昔 は 先代 の カ グ ツ 
チ 、 ア マテ ラス と 戦っ て いた 。 そ の 戦い の 最 中 、 ヒミコ を 底 い ス サ ノ オ ず 
は 命 を 落と す と いう 設定 に な っ て いる 。 ま た 督 眠 と 四聖 獣 も 若 十 アレ * 
主導 ンジ が 誕 え られ て いる 


mm スタ ッ フ S&S 声優 に も 注目 ! 


2 


| スタ ッ フ 陣 も 強力 な 本 作 。 この シリ ー ズ - 芝 を 勤め た 富永 恒雄 
| は 『11 人 いる ! 』 や 「『 頭 文字 [イニ シャ ル ]D Fourth Stage」 な ど で も 監 * 

辿 を 務め た べ ベテラン 。 キ ャ ラク ター デザ イン ・ 総 作画 監督 の 小林 多加 : 
| 志 も 「 魔 法 騎 レイアース] など 代 表 作 に あげ られ る その 道 の ス ペ シ ャ * 蘭 っ 生 克 人 
] 


リス ト だ 。 声優 も ベテラン 、 中 典 陣 が 集結 し て お り 満 足 を 安心 で きる 2 結 40 


この シー ン を チェ ッ ク 


た 剛 と と も 


演技 を 聴か せ て くれ て いる 
| な 

】 ミ 界 シナ リオ : 川上 修 絵 コ ン テ : 岩 誠 二 刀 分 * ナ ー こ 友 シナ リオ : 東山 玄 絵 コン テ : 実 原 登 、 菊 池 一 仁 
『 第 2 話 案 演出 : な が は ま の り ひ こ 作画 監督 : 柳 昇 希 (YOO0 SEUNGHEE) 。 第 3 話 カ た UE 演出 : 横山 じゅ ん いち 作画 医 胃 : 梶 清 紳 一郎 


| 廃 協 と な っ た 校 谷 で 日 を 覚まし た 猛 は 、 明日 香 と 療 と 合流 し 、 他 の メ * 猛 た ち は 悪 霊 軍 の 急襲 を 受け 、 赤岩 の 谷 か ら ア マテ ラス の いる 村 へ 


5 


ン バ ー を 探し て いた 。 一 方 、 別 の 場所 で 目 を 覚まし た 剛 も 末 肪 も また 。 と 辿り つく 。 そ こ で 猛 た ち は 本 有力 た ち を 助け 元 の 世界 へ 戻る 決意 を 

校舎 を 探索 し て いた 。 し か し 剛 た ちの 前 に 謎 の 男 ら が 現れ 、 二 人 を 固め る 。 一 方 、 剛 は ヒミコ の 宮殿 で 、 昔 ネ ノ ク ニ を 導い た 戦士 の 話 を 

連れ て 行っ て し まう 。 その後 、 猛 た ち は 一 人 の 少女 ・ サ ク ヤ と 出会い 、* 開く 。 そ の 戦士 は 戦死 する が 転生 を 果たし た 。 そ し て その 転生 し た 姿 
昌和 彼女 の 父 ・ カ グ ツ ナ が 待つ 赤岩 の 谷 へ と 向かう * が 剛 で 、 ヒ ミコ は この 世界 を 救う 手伝い を し て 欲し いと 訴え か ける 


この シー ン を チェ ッ ク 

アマ テラ ス 
アマ テラ ス の 村 で 、 猛 た ち は 生 きた 
まま アシ ハラ ノ ク ニ と ネ ノ クニ を 行き 
来 し た 重大 き を 聞か され る 


Gb。 


甲虫 戦 


校 合 擦 索 中 、 不 タ 
た 剛 た ち 。 間 


IZUMIO の 輸 膳 連 彰 品 大 全 


ET 了 シナ リオ : 川上 修 絵 コン テ : 身 妥 雅 晴 目 で“ | ミ 撃 シナ リオ : 長谷 川 秒 穂 子 絵 コン テ : 中 川 際 
1 第 4 話 この 世 の 姿 演出 : 福本 深 作画 略 具 : 高橋 典子 5 | 第 5 話 襲 演出 : 中 川 聡 作画 中 督 : 渡辺 伸 弘 
カ グ ツ チ の 元 へ 黒森 の 里 の ト グ リ と いう 男 が や っ て 来 た 。 里 は 悪霊 軍 姿 が 見 当たら な いた め 、 猛 は 探し に 向かい 傷つい た 麻衣 を 発 | 
の 奇襲 を 受け 、 ト グリ CT その 報告 で 猛 た ち 見 する 。 そ の 麻衣 は 和 猛 た ち に 向 EE 謝る 言葉 を 告 | 
ょ 、 剛 が 悪 圭 軍 の 中 に お り 、 戦っ て いる こと を 知る そし て と ある 夜 、* げ る ば か り だ っ た ちょ うど その 時 、 神 の 里 に 悪霊 軍 が 攻め 入っ て く N 
麻衣 が 奇妙 な 行 # リ WM - 方 、 層 党 だ ちと 悪霊 と 軍 は ア マテ ラス の * る そし て つい に 猛 は 悪霊 軍 の 中 に 剛 の 交 を 見 つけ る ER 猛 と < 
隠れ 里 を 探し て いた 。 そ の 中 に いる 剛 も また 戦い 、 苦悩 し て いた 内 剛 は つい に 刀 を 交え よう と する が …… 
ーー 素 この シー ン を チェ ッ ク 
馬 に 乗り 黒森 の 里 ぺ ペ 店 
\ い し て いる が 、 が 
心 は 変わ ら な い 
ト に! 
人 人 を 暫 っ て し まい ショ ッ ク を 隠 せな い 濃 
様々 な こと で 思い 悩む 剛 。 さらに 彼 を 悩ま 
せる の は ヒミコ の 期待 だ っ た 
| 第 6 話 四聖 獣 シナ リオ : 東山 玄 絵 コ ン テ : な が は ま の り ひ こ 、 冨 永 恒雄 第 フ 話 寺 湊 の 上 シナ リオ : 川上 修 絵 コン テ : 横 山 じゅ ん いち 、 軍 永 恒雄 四 | 
! し 禁 八 演出: 鈴木 吉男 作画 監督 : 柳 昇 希 (YOO SEUNG HEE) Pa ィ / 下 演 遇 横山 じゅ ん いち 作画 中 叔 : 梶 浦 紳一 郎 、 後 藤 隆 広 | 
戦い が 大 きく な り カ グ ツ ッ チ た ち は 猛 た ち を これ 以上 告 き 込ま な いよ う 、 * オオ ナム ジ の 命 で 、 陸 RSS て いた 麻衣 は 、 乗っ 取ら れ | 請 議 議 
5 まず は 四聖 獣 の 力 が 必要 で 、 。 て いた 意識 が 戻る と 再び アマ テラ ス の 村 に 戻っ て いく 。 し か し その 様 
猛 た ち ( RON Par 進 菜 山 で 「 試 し 」] を 受け 、 そ $ 2 方 、 捕らえ られ て いた 明日 香 は 蛋 辻 軍 の 
れ を 乗り 越え 4 人 の 力 を 借り る こと が で きた 猛 た ち 。 し か 生 し その こと を > 捕虜 と な り 、 そ こ で 本 乃 と 再会 する 。 勾 玉 の 力 に 導 か れ 、 麻衣 や 明日 
麻衣 は 敵 の オオ ナム ジ ! - 報 告 する * 香 た ちと 合流 し た 猛 だ が 、 その 前 に 剛 が 立ち は だ か る の だ っ た 
ー 。 9 こ レロ 寺 
四聖 輸 た ちの 試し は 過 周 酷 ー- レプ 色 に 負け た と き 即 の 世界 は 変わ っ た 0 
ご の ⑳ シ レー ン を チェ ッ ク 
内 人 
そし て 元 の 世界 へ 
< 」 


ra [ 界 へ 返る た め に 
とか 2 
IN 本 乃 、 


オナ ムジ が 通じ て いる こと を 
』 ら れ て し まう 。 す る と オオ 
y 体 を 乗 ・ 取り 、 明日 
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シナ リオ : 長谷 川 菜穂 子 
演出 : 福本 潔 作画 監督 


絵 コ ン テ : 大 原 実 


高橋 典子 


| 第 8 話 や すら か な 時 


四聖 獣 の 力 で 元 の 世界 へ 戻っ た 一 行 。 サクヤ は 
| けれ ば な ら な い が 、 平和 な アシ ハラ ノ ク ニ を 満喫 する 
と 決別 し た 剛 は 、 迷い を 捨て に と ミコ の た め に 戦う 
し て つい に サク ヤ が ネ ノ クニ に 帰る 夜 が や っ て 来 た 
た 一 行 は 、 カ グ ツ チ を 助け る た め 再 び ネ ノ ク ニ へ 戻る 決 世 


時 間 が 来れ ば 帰ら な 
記 、 知 た ち 


決意 す 


し 


た 剛 と ミナ カタ 。 < 
の 間 に は な か っ た よ < 
が 二 人 の 間 に 生 まれ て いた 


| mnog 貢 比良 < 


シナ リオ : 川上 修 PE 
演出 : 鈴木 吉男 作画 監 替 : 


その せい で 彼女 の 魂 が アシ ハ 


| 第 11 話 猛 る 命 


よう や く ヨ モツ ヒラ サカ へ と 来る こと が で きた 猛 た ち - 行 は 本 乃 の * 
魂 を 見 か けた と いう 石像 の 言葉 で その 後 を 追う が 、 上 た ち は 突 然 の 
頭痛 に 襲わ れ 勾 玉 の 力 に よっ て ネ ノ クニ へ と 戻さ きれ て し まう 。 残っ 
剖 は 本 乃 の 魂 を 見 つけ 、 邊 頭 馬頭 の 試練 に 挑む 。 そ し て 思 を か いく 
ぐり な が ら も 、 よう や く 本 乃 を 助け 出す こと に 成功 する ふ 


旋 た ち は 個 れ て し まう 


この シー ン を チェ ッ ク 

魂 が 捨て た も の 

幻想 的 な 美しき が 広がる ヨ モ ツ ヒラ サ 
カ 。 し か し よく 見 る と 、 魂 が 捨て た 感 
"られ た 木 や 石 が ある 不 気 


情 が 
味 な 風 


第 9 話 守る べき も の 


スサノオ の 魂 は 剛 だ け で は な く 猛 ( 
は 猛 も 捕らえ よう と 呪 力 を 使う 。 と っ さき に 琴乃 は 審 力 を 笛 で 抑え た が 、 
ラノ クニ と ヨミ MCN2ereeot2 
ラサ カ へ と 囚われ て し まう 。 琴乃 を 助け よう と する 猛 た ち 
コ の 腹心 リン が 立ち は だ か る 


シナ リオ : 東山 畜 絵 コ ン テ : 放 野 アイ ス 目 
演出 小野 勝巳 作画 監督 : 澤 崎 誠 1 


ら の 前 に 、 


この シー ン を チェ ッ ク 


スサノオ の 人 生 
先代 カマ テラ ス と 先代 カ グ ツ チ の 
攻撃 か ら ヒ ミコ を 守る た め に 死ん 
で し まう の だ っ た 


シナ リオ : 
演出 


長谷 川 菜穂 子 給 コ ン テ : 中 川 聡 上 
牧野 行 洋 作画 了 叔 : 渡辺 伸 弘 


猛 は 秘密 の 砦 で 戦い の 準備 を 進め る アマ テラ ス た ち に 合流 する 


廊 、 カ グ ツ チ が 双 の 谷 に 悪 封 軍 が 集まっ て き て いる と 知り 、 届 退 作戦 
を 立て る 。 そ し て 戦い 始 る 。 そ の 中 で 、 猛 と 剛 は 三 度目 の 対決 に 挑 
む 。 剣 を 交え て いた その 時 、 分 か れ た 二 つ の 魂 を 一 つ に する た め 戦 


えと 、 ス サ ノ オ の 声 が 響い た 


この シー ン を チェ ッ ク 


戦い の 前 に 
義 の 谷 の 戦い を 前 に 
備 を する 麻衣 、 明 
が 和やか な ムー ド が : 


戦い の 準 
- 時 だ 


剛 を 底 W 
ミナ カタ は 倒れ る 


IZUMIO の 輸 関連 彰 品 大 全 


ご シ ー ン を チェ ッ ク 


【 = ェ 一 ー シナ リオ : 東山 女 絵 コン テ : 冨永 礁 | 
! 第 12 話 ニニ つの 魂 2 : 福本 作画 話 典 子 | 工 い が 終り 


島 
世界 を 減 ぼ す た め に ヒミコ は 神殿 で 祈り を 捧げ 、 
それ を 阻止 する た め に アマ テラ ス も 御所 で 祈る 
その 頃 、 カ グ ツ チ や 猛 は ヒミコ の 神殿 へ と た どり 
着き 戦い の 火 凛 は 切っ て 落と きれ た 。 猛 と 剛 が 
最後 に 剣 を 交え よう と し た と き 、 ス サ ノ オ の 魂 が 
時 る 。 ヒミコ へ の 思い を 伝え 、 ヨ ミノ クニ へ 旅 立 
つ ス サ ノ オ 。 ヒミコ は 、 間違っ て いた こと に 気 が 付 
き 、 戦い は よう や く 終 わっ た 


猛 た ち は 名 残 情 し い が 、 ォ 
人 れ を 告げ 、 再 
を 信じ て 元 の 世界 へ と 戻 


スサノオ の 魂 が 昧 る 


ゃ 
の の の の や タツ や で ダレ 補 生 の て レ の 人 W で の 人 立 党 で や や で の で の の > の る 


て .% / N 0 で Ia ai パ Fi FAN 
も ) ry .』  M M 
通常 版 ( 持 入 特典 ) 各巻 に 山本 和枝 先生 描き 下ろ し ジャ ケッ トイ ラス ト の ポス トカ ー ド 1] 枚 
完全 初回 生産 限定 上 第 1 巻 本 上 第 4 巻 
ニン こと に ニー に し | 
ASBP-3099 収録 : ー ビ 収録 : 
36.540 円 (税込 ) 第 1 話 ・ 第 ら 話 6 第 7 話 ・ 第 8 話 
(本 編 約 48 分 ) (本 編 約 48 分 ) 
ASBY-3100 ASBY-3103 
6.090 円 (税込 ) 6.090 円 (税込) 
第 ど 巻 上 第 5 佑 
収録 : 
第 3 話 ・ 第 4 話 
MM 人 (本 編 約 48 分 ) 
. 山 ャ ケッ トイ ラス ト の ASBY-3101 ASBY-3104 
ポス トカ ー ド 6 枚 セ ッ ト 8.090 円 (税込 ) 6.090 円 (税込) 
の . 山 本 和枝 の イラ スト 満載 
IZUMO キ ャ ラク ター ファ ン ブ ッ ク ( 全 72 ら ページ ) 
上 第 3 巻 上 第 6 巻 
《 映 像 特典 ) 
]. ノ ン テ ロ ッ プ OP&ED 収録 : 収録 : 
2.TVCM 映 像 第 5 話 ・ 第 6 話 第 11 話 ・ 第 12 話 
3. イ ベン ト 会 場 用 プロ モー ショ ン 映 像 (本 編 約 48 分 ) (本 編 約 48 分 ) 
ASBY-3108 ASBY-3105 
4.PlayStationg 版 ソフ ト CM 映 像 他 6.090 円 (税込 6.090 円 (税込 ) 
八 岐 猛 : 荻原 秀樹 アマ テラ ス : 雨宮 術 布 リン : 足立 友 原作 : Studio e・go ! プロ デュ ー サ ー : 井上 博明 
大 斗 間 : 結城 比 加 カ グ ツ チ : 岸尾 大 博 朱雀 : 宮崎 羽衣 | 四 叔 富永 恒雄 アニ メー ショ ン 制 作 : 
白島 琴乃 : 氷 青 塔 馬 六 介 : 緒方 賢一 青龍 : 庄子 裕 衣 シリ ー ズ 構成 ・ 脚 本 : 川上 修 トラ イネ ッ ト エ ンタ テイ ン メ ント ・ 
白鳥 飛鳥 : 力丸 乃 り こ ヒミコ : 河原 木 志穂 玄武 : 井ノ上 奈々 A 環 キャ ラク ター 原案 : 山本 和枝 スタ ジオ 刻 魔 
達 須 芳 : 石松 千恵 美 オオ ナム ジ : 花田 光 白虎 : 斎藤 桃子 他 上 キャ ラク ター デザ イン : 小林 多加 志 製作 : IZUMO2 製 作 委員 会 
サク ヤ : 壱 智 村 小 真 ミナ カタ : 赤石 広樹 
北 河 麻衣 : 山川 琴美 スサノオ : 檜山 修之 
テレ ビ 愛 知 TVA 木曜 日 55:58- ら 6:28 4 月 7 日 第 1 話 (G6:28- ら 6:58) - 6 月 3 日 第 12 話 
テレ ビ 神 奈川 | TVk 土曜 日 55:30- ら 6:00 4 月 2 日 第 1 話 ー 6 月 18 日 第 12 話 
テレ ビ 埼 玉 Tvs 水曜 日 65:00-25:30 4 月 6 日 第 1 話 一 6 月 2 日 第 12 話 
ちば テレ ビ cTc 火曜 日 26:00- ら 6:30 24 月 5 日 第 1 話 一 6 月 1 日 第 12 話 
KB 京都 ks 水曜 日 55:30- ら 6:00 4 月 6 日 第 1 話 - 6 月 8 日 第 12 話 
サン テレ ビジ ョ ン suN 木曜 日 66:05~26:35 4 月 7 日 第 1 話 ー 6 月 2 日 第 12 話 
キッ ズ ス テー ショ ン 水曜 日 24:00~-24:30 4 月 13 日 第 1 話 - 6 月 9 日 第 12 話 


※ 再 放送 水曜 日 88:30-28:00 及び 土曜 日 5i00-25:30 
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「 還 3 シ ジマー 。、。 。 - ジ ャ ン ル ドリ - ム Fw スト ソフ ト みん な が 楽し め る 
IZUMO 作り Dreamcaet 孤 一 - Studoe-eol 1iZUMO ワ ウー ルド 


邊 封入 特典 は オリ ジ ナ ル テ レ カ . 
| PC 版 が 発売 され て か ら 約 1 年 後に 登場 し た ドリ ー ム キ 
ャ スト 版 の IIZUMO Shyset され て # 
り 、 な ん と いっ て も 目玉 は 封入 特典 の テレ ホン カー ド 。 全 
20 種 類 の テレ ホン カー ド が すべ て の パッ ケー ジ に ラン タダ 


UMO Dreamcast 版 | 。 | 
NN 2 

対応 機種 ドリ ー ム キャ スト 
発売 日 6004 年 ] 月 9 日 
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ム で 封 人 され て いる 。 ま た 絵柄 も 山本 和枝 が 描き 下ろ ] 枚 
| し た も の で 、 メイ ン ヒ ロイ ン や 四聖 獣 、 精 霊 の ほか に 、 千 ここ 
臭 や イザ ナミ な どの あま り 描 き 下 ろ し きれ な い キ ャ ラク タ N 
ー も 描か れ た 4 メイ ン ヒ ロイ ン は 数 あれ ど 、 イザ ナミ の 
描き 下ろ し イラ スト は 初め て と な っ た 


@Dick uD @ ミ ーー 
何 か が 違う ぞ セク シー シー ンー~ーDC 版 一 こ の Jr テ Pl 和やか な 夫 囲 気 
DC 版 と PC 版 で は イベ ント の 内 容 だ け で は な く 、 CO に も ちょ っ と 変化 が 
加え られ れ て いる 。 どん な 修正 が 加え られ た か は プレ イ し て 確認 し よう 。 


ゃ ん と 一 緒 に 保健 室 の ベッ ド で 
旧 紀 の 表情 が 


や 「 ジャンル Paysttong ソ フト  』PRG パ ー ト の 操作 も スム ー ズ 
IiZUMo コン プリ ー ト _ 球 Sho PS2 で IZUMO 世 界 を ! 


*PS ど で 感動 の 物語 を も う 一 度 版 と は また 違っ た 楽し み 方 が で きる だ ろう 


ゲー ム 内 容 は PC ゲー ム 「IZUMO2」 に 同 机 きれ て いた 「IZUMO』 
GN ソ フト ウェ ア か ら 発 売 さ きれ た 「IZUMO』」 の PlayStation2 ソフ ト ベー ス に 移植 きれ て いる の で 、 その 際 に 追 加 き れ た 新 イ ペン ト や 仁 
PC ゲー ム ユ ー ザ ー は も ちろ ん の こと 、 新 っ 必 拓 し セー ルス が リニュ ー ア ル さ れ た 立ち 絵 で の AVG パ ー ト な ども 見 る こと が で きる 
は 聞 間 。 NZUNOOI の 守 で の ある PRO バ パー も PSZ で IA 半 デ レル 8 ag hr パン チラ な どの イベ ント CG で 微 調整 が 行 
き 、 オ ー プ ニング ムー ビー な どの ムー ビー も 高 解像度 化 さ きれ た り と 、PC われ て いる の で 、 気 に し な が ら プ レイ し て みる の も 面白 い だ ろ う 


@ DiCk uD @ ーー 
何 か が 違う ぞ セク シー シー ンー~PS2 版 一 
PS ら 版 の イベ ント CG 数 枚 に は DC 版 か ら さ ら に 変化 が あっ た 


「IZUMO2』 同 梱 版 で 収 氏 き れ た 四聖 獣 や 精霊 た ちと の 学園 イ 
半生 サッ YS シー ン な ども ば っ ちり 収録 


ーー NN 6 ] が ペ ベ : 
7 の 人 20NN 
乱 Di D」 ん 


ーー MM 


De コン プリ ー ト 


全 絞 知 の 胸 に 石鹸 の 泡 が いっ ぱい 
れ は これ で 楽し い 想像 が …… 


対応 機種 


RPG パ ー ト も 完全 移植 、PS2 で 五行 属性 の コン ボ を 楽し も う 


@|ZUMO で 


2001.2008. 2005 Studio e.go/GoodNayigate !llustrated by 山本 和枝 


「 還 PC、 コジ ツジ ショ マー 関連 グッ ズ 


| 関 連 書 籍 案内 


| IZUMO information-Dook | 


W 直前 情報 で し っ か り プ レイ 


IZUMO の 還 購 加 斉 品 大 全 語 


各 メ ディ ア を 


_ より 楽し むために 
| MO を カイ ド フック 


因 原画 ・ ラ フ 大 量 掲 載 ! 


PC ゲー ム 『IZUMO』 が 発売 され る 前 に 出版 
きれ た ムッ ク 。 プ レイ 前 に 役立つ 発売 直前 情報 
が 大 量 掲 載 さ れ て いる 。 ま た 付録 に は CD-ROM 
が 付い て お り 、 体験 版 で も ムー ビー の 他 に シナ 
リオ 拡張 プロ グラ ム が 収録 ミ きれ て いた 
一 キャ ラク ター 紹介 圏 CGS 線画 ギ ャ ラリ ー 


ML W Py We 


IZUMO information-Dook 
BG-i コ レク ショ ン 1 サク ラム ッ ク 37 


発売 日 2002 年 ] 月 20 
価格 880 円 (税込 ) 


判 型 変形 
ペー ジ 数 48 ペ ー ジ 
出版 社 笠 含 出版 社 


ISBN 4773004371 


52001 Ps PSYTEC Inc 
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あの 凍 の 宮司 
記 。 Ph り 

IZUM08 ビジ ュ ア ルフ ァ ン ブッ ク | 

m 難し か っ た 攻略 も これ で ば っ ちり 

PC ゲー ム [IZUMO2」 の ファ ンプ ッ ク 。 キ ャ ラク ター 紹介 や 物語 細 介 

の ほか に 、 開 発 ス タッ フイ ンタ ビュ ー ヤ 攻略 情報 、 きら に は 「IZUMO2. 


に 同 梱 き され て いた 『IZUMO」 の 新 イ ベン ト CG も 掲載 され て いる 。 付 


録 は A3 ポ スタ ー と DVD-ROM。 DVD-ROM に は ラズ ベリ ーVol.17 で 
収録 され た 拡張 シナ リオ が 再 収録 
田 キ ャ ラク ター 紹介 圏 CGS 線画 ギャ ラリ ー 
四島 1 ss- 電 3 この 
= す N トブ 3 Sagage ・ AE 
1 村 0 JE 光 
HLLN 條 ズ を 
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OO 『 ビ ジュ アル ファ ン ブ ッ ク 隊 
BG-i コ レク ショ ン 24 1 


発売 日 2004 年 1 1 月 16 
価格 3.000 円 (税込 ) 
判 型 A4 判 

ペー ジ 数 112 ペ ー ジ 
出版 社 笠 廊 出 版 社 

ISBN 4773008875 


⑥2004 Studio e - goL⑥2004 KASAKURA 5 Shing Inc/ で 2004 P's PSYTEC Inc 


PC ゲー ム 『IZUMO』 の ファ ン ブ ッ ク 。 イ ベン ト CG や キャ ラク ター 設定 
ー ュ ヽ ュ ゲー ム を 


な どの CG が 作ら れる と き に 描か れ た 色 指 定 原 画 を 中 心 に 
作る 際 に 描か れ た 設定 資料 が 多数 掲載 され て いる 。 
描か れ た 折込 人 3 ポスター が つい て いる 


一 キャ ラク ター ファ イル 田 物 語 紹介 


付録 は タマ モ が 


* 1 
還 
昌 
委 和 g 奉 a 和 
き 
kW 人 上 に 8 
41 
咽 DA1A 
* IZUMO 完全 ガイ ドブ ッ ク 
5 BG-i コ レク ショ ン 6 サク ラム ッ ク 51 
? 発売 日 2002 年 4 月 4 日 
人 価格 5.520 円 ( 税 辺 
> | 判 型 A4 判 
9 ペー ジ 数 1 1 つの ペー ジ 
を 出版 社 笠 視 出 版 社 
ISBN 4773004517 
な 
に @o002 Studio e・gol/@2002 KASAKURA nublishing Inc⑧2008 Ps PSYTEG Inc 


| IZUMO 事 ビ 0 


アル ファ ン ブ ッ ク | 


区 オリ ジ ナ ル の 拡張 プロ グラ ム 人 ー る 
明治 時 代 を 舞台 に し た 「IZUMO 雰 」 の 世界 を 徹底 解説 。 付 録 は 山 
本 和枝 描き 下ろ し の ピン ナッ プ と DVD-ROM。 DVD-ROM に は 萌 タ 
と 虎之助 の 追加 イベ ント が 発生 する よう に な る 、 ビジ ュ ア ルフ ァ ン プッ 
クオ リ ジ ナ ル の 拡張 シナ リオ プロ グラ ム が 収録 。 本 誌 は 定番 の コン テ 
ン ツ は も ちろ ん 、 SLG 初 心 者 に は うれ し い 攻 略 も 充実 し て いる 
田 キ ャ ラク ター 紹介 圏 CGS 線画 ギャ ラリ ー 
に に 5 。 まい | の 
6 交 ANAN た 
当 を イ すし まこ プ XN = 
本 て RAPTO 人 の SA に ント 
K 内 が + ) 」 5: 1 
1 ンー 二 ウ 1 と ' 痛 
1 1- 放 ー 村 = ば PD P っ ず 
選 W 用 
IZUMO 零 ビジ ュ ア ルフ ァ ン ブッ ク 
BG-i コ レク ショ ン ら 28 
発売 日 20052 F11 月 g5 昌 
価格 3.000 円 ( 税 
判 型 A4 判 
ペー ジ 数 ] 156 ペ ー ジ 
出版 社 笠 禄 出 版 社 
ISBN 477300312X 
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レコ em 
ズー 】 に い 1 せ / EtHE 

| IZUMD コ ツブ リート ビジ ュ アル ・ ガ イド ブッ ク | " | IZUMO 名 0 也 人工 コソ ブリー ト ファ ツブ ッ ク | 
| | PS2 の 世界 は これ で きま り ! 。 、 還 アニメ ファ ン は 声優 ファ ン 必見 - 
PS2 ソ フト 「IZUMO コン プリ ー ト 」 を 紹介 し た ファ ンプ ブッ ク 。 ゲ ー TV アニ メ 『「IZUMO 一 猛 き 剣 の 賠 記 -」 を 紹介 し た ファ ン ブ ッ ク 。 ア 
ム 中 の CG と 色 指 定 原画 を 掲載 し た イベ ント ガイ ド や キャ ラク ター 紹 ニ メ の スト ー リ ー ガ イド は 、 キー ワー ド や 設定 資料 で 補足 きれ 分 か りや 
介 、 攻略 な どの お 馴染 み の コ ン テ ン ツ の ほか 、 設定 資料 や 読み 物 ペ 計 すい 。 そ の ほか 、 キ ャ ラク ター 紹介 や DVD パッ ケー ジ な ど で 描 か れ た 
ー ジ が 充実 し て いて 、 見 る だ け で は な く 読 ん で も 満足 で きる 一 冊 だ 。 ふ 山本 和枝 の パブ リ シ テ ィ ー イ ラス ト 、 キ ャ ラク ター 設定 画 か ら 背 景 設 定 
マッ プ を 歩く 順 育 や ヤ 、 アイ テム リス ト 、 ボス 戦 で の ポイ ント な ど 、 様 々 で アニ メー ショ ン に 関わ る イラ スト が 豊富 に 掲載 。 ま た 声優 ファ ン に 
な ノウ ハウ が 載せ られ 攻略 ペー ジ は 非常 に プレ イ の 役に立つ は 嬉し い ア フレ コレ ポー ト や 対談 な どの 企画 も どっ さり 。 
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き 剣 の 関 記 - 


2UMO コ ン ラリ ee - IZUMO - 
ビジ ュ ア ル ・ ガ イド ブッ ク ? 町 公 式 コ ンプ リー ドラ ァ ン ブック 
JIVE FAN BOOK SERIES 較 
| に チー x 発売 日 2005 年 ] 1 月 25 日 
どら 005 年 3 月 15 
に トー 5 5 ko 価格 2.415 円 (税込 ) 判 型 A4 判 
判 型 A4 判 に ペー ジ 数 136 ペ ー ジ 
ペー ジ 数 1 12 ペ ー ジ 5 出版 社 株 式 会 社 グ ラフ ィ ッ ク 社 
3 ES (http://Www.graphicsha.COJjp) 
FN 出版 社 ジャ イブ 株 式 会 社 
2 (http://Www.jive-Itd.CO.jp/) ISBN 4766115986 


ISBN 486176118 ら 


⑯00 1.2002.2005 Studio @ -g0!/GoodNavigata プ @2005 JIVE Ltd. All rights reserved. 2005 PsPSYTEC Inc. キ G ら 005 Graphic-sha Publishing Co . Ltd-/@2005 Studio e - go/GoodNavigate/Traffic/IZUMOP Partners 
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W \ 4 

IZUMO 1・2 オリ サルサ ウン ド トラ ッ ク | . | Romantic Chaser ノ 最 新 Dream | 

WW 全 44 曲 で IZUMO 世 界 を 電 能 、 .。 科 IZUMO - 猛 き 剣 の 関 記 - OP、ED - 

PC ゲー ム 『IZUMOJ 『IZUMO2J】 で 使用 きれ た ボー カル 曲 &BGM 涼 「IZUMO 一 猛 き 剣 の 賠 記 -』 の オー プ ニ ン グ 主 題 歌 TRomantic 

2 全 楽 曲 が 収録 され た 2 枚 租 の 音楽 CD。 CD プレ イヤ ー で 聞く の も よ Chaser」 を 歌う の は 、 実力 派 の シン ガー 小槻 。 ゲ ー ム 本 編 を 思い 起こ 


い が 、 PC 上 で 再生 する と 店 頭 で も ムー ビー な どの の ビジ ュ ア ルコ ン テ させ る よう な 爽快 感 の ある 曲 に 仕上 が っ て いる 。 エ ン デ ィング 主題 歌 
P ン ツ が 収録 きれ て いる の で 、 そちら も 楽し ん で 欲し い 。 ま た 「IZUMO *「 最 新 Dream] は この 曲 で デビ ュー し た クロ ー バ ー が 歌う 。 ク ロー バー 
E | - 猛 き 剣 の 関 記 - キ ャ ラク ター ソン グ & ド ラマ CD」Complete Box に 。 は 本 編 で 四聖 獣 役 の 声優 で も ある 井ノ上 奈々 、 宮崎 羽衣 、 庄子 裕 衣 、 
同 梱 さ きれ て いる の で 手 に 入れ られ な か っ た 人 は GET し よう 斎藤 桃子 の 4 人 ユニ ッ ト の 注目 グル ー プ 


に 


2 


lk 


3 
敵 上 NMW MerPPPVWWNMw MM ww erwM .』) / 人) 1 / ue 
" IZUMO 1・ ら 2 オリジナ ル ま Homantic Chaser 
サウ ンド トラ ッ ク + 
感 
発売 日 6004 年 7 月 30 日 * 。 発売 日 2005 年 4 月 27 日 
。 価格 3.900 円 (税込 ) 。 価格 1200 円 (税込 
発売 Studio e・gol! 発売 ラン ティ ス 
JAN 4560144131351 志 JAN 4540774401801 
- 3 
- 1.Romantic Chaser 3.RHomantic Chaser (off vocal) 
Ds isk2.。。、。。。。。。、。、、、、 。 4.Everything's all right (off vocal) 
合い 1.Promised Land 12. 妖 し の 森 1.0verthrow 12 霊 山 9 
8. 月 下 の 祈 り 3. 須佐 之 男 8. 送り 歌 13 隠れ里 * 時 最新 Dream (DVD 付 ) 
3. 出雲 学園 14. 二 人 で 風 の 中 3 学園 ラ イフ 14 対 2 
4. ツ イン テー ル 租 来 15 四聖 獣 の 社 4. 優 し く 起こ し て 15 聖地 kd 
SYS 人 5 夕日 と 共に 16 平 衝 発売 日 2005 年 5 月 25 日 
5 思 由 6 呼び声 17. 候 いか けっ こ bd 還 ( 税 込 
7 誰 も いな い 18. 大 蛇 の 山 フ . コ コロ 18. 決 意 9 ーー 1 Ca 
8 戦 開始 19 黄泉 比 良 坂 8 異 界 を 進む 1 終 間 の 地 * Pe 角 
9 守護 神 20 黄 不 大 神 9 バト ル テ ー マ 20 ヒ ミコ 『 較 0M き 01949 
10 契 り ら 1 子守 歌 10. 守 護 神 ら 1 . 送 り 歌 一 葬送 回 
11. こ ころ 22. か けが え の な い 1 1 胡 り 22. 二 つの 中 9 
時 間 る 古語 Disk2。。 
に 1 . 最 新 Dream 3. 最 新 Dream(off vocal) 1.MUSIC CLIP 
| に ら 6. そ れ だ Lovel! 4. そ れ だ Loveli(off vocal) 提 新 Dreaml 


IZUMIO の 輸 股 連 彰 品 大 全 


IZUMO ら 一 猛 き 語 の 内 記 一 
W 劇 中 劇 & ア フタ ー ス トー リー 


用 ウ クタ ダー ワ ソング S ドラ 6 


TV アニ メ 「IZUMO - 猛 き 剣 の 関 記 -」 の 後日 談 や 劇 中 劇 を 描い た 
ドラ マ と キャ ラク ター が 歌う テー マソ ング 、 そし て 声優 た ちの フリ ー ト 


ー ず つ 登 場 


ぁ ゅ する 。 ドラ マ CD で は 、 デー ト っ ぱ ぽい 究 囲 所 


Lt で お 買い 物 す 


る 上 域 と 猛 、 白鳥 姉妹 の 日 


常 を 捕 いた ドラ マ 


マ 、 麻衣 と サク ヤ の ネ ノ クニ 


ー ク が 収録 し た CD が 登 


* 場 。 全 4 巻 凌 各 


巻 2 枚 組 で 、 そ れ ぞ れ 2 キ ャ 


ラク グ で の 出来 事 、 剛 と ヒミコ の 後日 談 が 描か れ て いる 


mf 


<W w y9 OM 人 間 


DA41/ 


第 一 巻 八 岐 猛 逢 須 訂 


発売 日 2005 年 10 月 28 日 
価格 4.200 円 (税別 ) 
MAN 四 発売 Studio e ・gol! 

購 」 JAN 4560144131573 


5 荻原 秀樹 & 石 松生 甘 フ リー 


4.Heaven(inst ver.) 7 石松 千恵 美 フ リー トー ク 


6 間 A 人 有 お | 


有島 壮 サク ヤ S 北 河 麻衣 


発売 日 6005 年 1 月 らら 
価格 4.200 円 (税別 ) 
発売 Studio e・gol 
JAN 4560144131597 


3.White Scene(inst ver.) 


第 二 巻 白島 琴乃 白鳥 明 日 香 


ど 6 日 


発売 日 6005 年 10 
4.200 円 (税別 ) 
StudiO e・gO! 


(inst ver) 


1.rendering ( 八 岐 猛 テー マ ) 1.White Scene 4 好き …。 
6.Heaven ( 違 須 許 テ ー マ ) or ダ (白島 琴乃 テー マ ) 5. 氷 青 & 力 丸 有 旋 り こ フ リー トー ク 
3.rendering(inst Ver.) 6. 荻 原 秀樹 フリ ー ト ー ク ら . 好 き …。( 白 鳥 明日 香 テ ー マ ) 6 氷 青 フリ ー ト ー ク 


7 カ 丸 旋 り こ フ リー トー ク 


第 四 巻 ヒミコ & 大 斗 則 


emW 発売 日 2005 年 12 月 2Z 日 
2 


"| 価格 4.200 円 (税別 ) 
発売 Studio e ・gol 
JAN 4560144131603 


1.Fortunate Sky 

( 北 河 麻 衣 テ ー マ ) 
8. 淡色 の 鐘 (サク ヤ テ ー マ ) 
d.Fortunate SKy(inst ver.) 
4 淡色 の 鏡 (inst ver.) 


5 夫 箇 村 小 真 & 山 川 取 美 フリ ー 
トー ク 

6. 山 川 琴 美 フリ ー ト ー ク 

7 索 智 村 小 真 フ リー トー ク 


1.cant sleep ら night 
(大 斗 剛 テー マ ) 
ら . 想 い 出 の 眠る 街 ( ヒ ミコ テー マ ) 
3.cant sleep 2 night 
(inst ver.) 


4. 想 い 出 の 眠る 街 (inst Ver) 

5. 結 城 比 衝 る 河原 木 志穂 フリー 
トド トーク 

6. 結 城 比 絡 フ リー トー ク 

7 河原 木 志穂 フリ ー ト ー ク 


⑥2005 Studio e・goL プ グッ ドナ ビ ゲ イ トト ラフ ィ ッ ク //IZUM0 製 作 委員 会 


和 Complete BOX 


価格 16.800 円 (税別 ) 
JAN 456014413167 ら 


3 1 


発売 日 G006 年 3 
発売 Studio e・gol 


現在 発売 き され て いる トト 下記 の 商品 と 、 2006 年 4H27 上 発売 の PlayStation2 ジジ トド ト TZUMO2 
ー 猛 き 剣 の 関 記 -] を 購入 し 応募 する と 山本 和枝 の 描き 下ろ レイ ラス ト の オリ ジ ナ ル テ レ ホ 
ンカ ー ド 3 枚 セ ッ ト が プレ ゼン ト さ れる キャ ン ペ ー ン を 行っ て いる 。 締め 切り は 2006 年 6 月 30 
日 。 キャ ン ペ ー ン の 詳細 な ど は 「IZUMO - 猛 き 剣 の 関 記 ] オ フィ シャ ル ホ ー ム ペー ジ で 随 
時 更新 され る の で 、 チェ ッ ク し て 和 欲しい 。 
画 応募 締切 2G00B 年 6 月 30 日 
圏 キャンペー ン 対 象 商品 


DVD 「IZUMO - 猛 き 剣 の 閲 
記 一 」 通常 版 第 1 巻 一 第 6 巻 

発売 日 発売 中 

価格 各巻 6.090 円 (税込 ) 

発売 元 トラ イネ ッ ト エ ンタ 
芝 准 聞 必 1 県 送 
由 ツ タダ ポ イジ メッ ンド 
SsIaP ン SHE 
225/ ブ シド 
一 キャ ン ペ ー ン 内 容 


販売 元 


PiayStation ら ソフ ト 
「IZUMO ら 一 猛 き 剣 の 関 記 一 」 
発売 日 6006 年 4 月 ら 7 日 
価格 初回 限定 版 9.640 円 

(税込 ) 
通常 販 7.140 円 (税込 ) 
発売 / 販 売 グッ トナ ビ ゲ イ ト 


「I 有 UM ら 猛 き 剣 の 賠 記 キャ 
ラク ター ソン グ & ドラ マ CD] 第 
1 巻 一 第 4 巻 

発売 日 発売 中 

価格 各巻 4.200 円 (税込 ) 

発売 / 販 売 Studio e・go! 


「IZUMO - 猛 き 刻 の 内 記 一 」 オ フィ シャ ル HP 
http://www.trinet-ent.COm/izum0O/ 


対象 商品 を すべ て お 買い 上 げ の 方 全員 に 『 山 本 和枝 先生 描き 下ろ し / 裏 華 台 紙 付 き キオ リ ジ ナ ル テ レ ホン カー 


ド G 枚 セッ ト 」 を プレ ゼン ト 。 
※ 特 典 物 の 発送 、 申し 込み の 送料 は 、 お 客 様 の ご 負担 と が かり ます の で 、 あら か じ め ご 了承 下さ い 。 


キャ ン ペ ー ン に つい て の お 問い 合わ せ 先 
株 式 会 社 トラ フィ ッ ク プ ロモ ーション 


TEL 03-3568-6751 


コ 


| 本 キャ ン ペ ー ン の 詳細 に つい て は 随時 、 |ZUMD オ フィ シャ ル HP に て お 知ら せ 致 し ます 。 


1 や \ ーー 

| IZUMO - 束 約 最 - オリ サナ ル サ ウ ンド トラ ッ ク | 
m ボー カル 曲 あ わせ 全 4 1 曲 収録 

こち ら も TV 「IZUMO 一 猛 き 剣 の 関 記 一 』 関係 の 音楽 CD。 ア ニ 
メ で 使用 きれ た BGM と OP&ED 主題 歌 の TV サイ ズ を 収録 。 BGM 
を 担当 し た の は TV アニ メ [「 ロ ー ゼ ン メ イデ ン ・ ト ロイ メン ト 」 を は じ め 、 
ゲー ム ・ ア ニ メ の 音楽 業界 で 活躍 中 の myu (ミュ ウ ) 。 大 胆 な 音 使い 
と 綺麗 な メロ ディ で 、 完成 度 の 高い 楽曲 ば か り が 創作 きれ て いる 。 
お まけ と し て アニ メ の エン ディ ング を 歌っ た 声優 ユニ ッ ト 『 ク ロー バ 
ー] が 番組 を 楽し く 見 る た め の 解 説 が 付い て く 


か を の か スタ スン み と タン と ある み みす みあ マ シネ そ や マ 


2 


さす で 


| IZUMO5 グッ ズ 記 
を 

mm いつ で も IZUMO の 世界 を 感じ よう = wa 
山本 和 核 が 描い た 「IZUMO2] の パブ リ シ テ ィ ー イ ラス ト を 使っ た : 


様々 な グッ ズ が 発売 され て いる 。 常 に 持っ て いら れる スト ラッ プ や 、% 
勉強 の お 供 に 文房具 な ど な ど 、 いつ で も 「IZUMO2」 を 感じ られ る 


TV アニ メ 「IZUMO 一 猛 き 剣 の 隊 記 ー」 
オリ ジ ナ ル サ ウ ンド トラ ッ ク 


里 発売 日 2005 年 6 月 らら 日 
価格 3.000 円 (税込 ) 
発売 ラン ティ ス 
肝 JAN 4540774503840 


].Homantic Chaser | 13. 魔 界 へ の 誘い 26. つ た な い 笛 37. 反 撃 

(ボー カル ) 14. 予 言 7 . 癒 音 38. 導 く 魂 
ら .|ZUMO 戦 記 15. 使 者 の 国 28. キ ュー ト な 少女 38. 偉 大 な る 英雄 
3. サ ブタ イト ル 16. 聖 な る 偉 9. 楽 し い 毎日 40. 永 久 の 愛 
4. い つも の 朝 17. 再 の 前 夜 30. 最 新 Dream 41. 最 新 Dream 
5. ウ キ ウ キ デー ト 18. 神 々 の 闘い (inst.Ver.) (ポー カル ) 
6. 平 穏 な ひと と き 18. 実 力 伯 仲 91 . 切 な い 回 想 
7. ひ と り ら 0. 天 変 地異 38 洋 竹 う 心 
8 不審 ら 1 悼み 33.RomanticChaser 
9. 課 略 の 気配 22 逃 亡 (piano.Ver) 
10. 追 跡 の 行方 3 予告 34. 壊 
1 1 鍛錬 の 日 々 24 憂う 刻 35. 間 の 滑車 
18. 栖 届 ら 25. 迷い 36. 荒 上 る 神 


⑯2005 Studio e・gol デ グッ ドナ ビ ゲ イ トト ラ フィ ッ ク ン IZUM0 ら 製作 肢 員 会 


グッ ズ で 心 も 潤う は ず だ ! = 


回 クリ アァ 下敷 


ーー エー 


人 
ー リ WnneRNVHWetehtO の ie 
| ーー 
価格 368 円 (税込 ) 価格 263 円 (税込 ) 
サイ ズ A4 サイ ズ B5 
| テレ ホン カー ド 
セ ド 
価格 840 円 (税込 ) 価格 2.500 円 (税込 ) 
サイ ズ サイ ズ 
全長 : 約 110mm (ひも 部 本 体 : 約 85x54mm 
分 除く ) 台紙 : 約 170X125mm 
マス コッ ト : 約 17x18mm 


リキ ッ ド マウ ス 発売 / 販 売 
パッ ド EXhaust (エグ ゾー スト ) 
ホー ムペ ー ジ 
価格 840 円 (税込 ) exhaust :web 
サイ ズ 直径 約 180mm http://Www.exhaustLWeb.Com/ 


ら 001 年 12 月 
(東京 ・ 大 阪 ) 


2001 年 1 月 「IZUMO」 発売 記念 


』 | イベ ント 限定 IZUMO」 発売 記念 


テレ ホン カー ド 


「IZUMO」 
(東京 ・ 大 阪 ) 


| コミ ッ ク マー タッ ト 61 


冬 コ ミ 限 定 福袋 内 


冬 コミ 限定 福袋 内 
冬 コ ミ 限 定 福袋 内 


色 指 定 原画 集 
ち わ 
| EZ た ニア トコ 
IZUMO オリ ジ ナ ル サ ウ | コミ ッ ク マ ー ケ ッ ト 61 
ンド トラ ッ ク 
6 枚 組 ポス トカ ー ド コミ ッ ク マ ー ケ ッ ト 61 
ホン ド 
レ ホ ンカ ー ド 
集 


冬 コ ミ 限 定 福袋 内 


マウ スパ ッ ド コミ ッ ク マ ー ケ ッ ト 61 
DC 版 発売 イベ ント 限定 | っ 004 年 月 DC 版 「|ZUM0」 発売 記念 イベ 
テレ ホン カー ント (東京 ・ 大 阪 


コミ ッ ク マ ー ケ ッ ト 68 夏 コミ セッ ト 内 
コミ ッ ク マ ー ケ ッ ト 68 夏 コミ セッ ト 内 
コミ ッ ク マ ー ケ ッ ト 68 夏 コミ セッ ト 内 
コミ ッ ク マ ー ケ ッ ト 68 夏 コミ セッ ト 内 


j 
1 


コミ ッ ク マ ー ケ ッ ト 68 夏 コミ セッ ト 内 


コミ ッ ク マ ー ケ ッ ト 68 


| 


| テレ カ 5 枚 セッ ト 


イベ ント 限定 2004 年 7 月 「IZUM02】 発売 記念 イベ ント 
テレ ホン カー (東京 ) 


IZUMO28 ドラ マ CD 
(温泉 に 行こ う ! ) 


テレ カ 5 枚 セッ ト コミ ッ ク マ ー ケ ッ ト 66 

| バイ ンダ ー コミ ッ ク マ ー ケ ッ ト 66 
(テレ カ 付 ) 
テレ ホン カー ド ドリ ー ム パー ティ ら 005 春 
ら 枚 組 


テレ ホン カー ド 


| 
「 
| 


コミ ッ ク マ ー ケ ッ ト 66 夏 コミ セッ ト 内 


移 
ンプ 山本 和枝 描き 下ろ し 特製 台紙 付き テレ ホン カー ド 


ノ History of IZUMO -ーIZUMO ワ ー ル ドガ イド ブッ クー 


再 計 合 過 ツ ー ほ 


1 、 

1 セッ ト に つき 各 1500 円 墓 方 法 

回 ペ 十 * で きま ーー ーーー 一 一 ー ーー ーーーーーーーーー 

郵便 局 備え 付け の 郵便 振替 払込 用 紙 ] に 、 肉 番号 、 加 入 者 名 、 金 額 を 、 通 信 欄 に 
--。 IZUMO 零 ビジ ュ ア ル ガ イ ドブ ッ ク 、 商 品名 、 枚 数 、 合 計 金額 を 、 ご 依頼 人 欄 に 郵便 番 

号 、 住 所 、 名 前 (フリ ガ ナ ) 、 電 話 番号 (市 外 局番 か ら お 書き くだ さい ) を 記入 し 郵便 局 

に て 手続 き を 行なっ て くだ さい 。 

払い 込み 先 は 以下 の と お り で す 。 


| 加入 者 名 | 株 式 会 社 ピー - ズ サイ テッ ク | 


| 口座 番号 || 00190-4.47757 。 | 
較 茜 用 佐 の 
用 低 の 記入 例 

上 の 因 と な り ます の で 、 太線 で 還っ て ある 部 分 は 尿 の ポー ル ペ ン で は っ きり 読み | 
や すい 字 で 記入 し て くだ さ | 

ーーー 中 し 扱 ー SE 注文 する テレ ホン 

A 取 PD テレ ホ 

| [ と 合計 金融 を 間 選 
| oo190.4 47727 4500| 001904 | と 合計 全額 を 韻 
| 麻 式 人 社 ヒ ー ズ サイ テッ ク | 肝 47727| て くだ さい 。1 セ 


寺 P = ッ ト に つき 1.500 
| 。 History of IZUMO -IZUM0 ワ ー ル ドガ イド ブッ クー まま レ ー ズ 7 イ テツ 2 | 円 で す 。 


』。 テレ ホン カー ド A 2 履 
~ テレ ホン カー ド B 1】 族 双 計 4500 円 


O00OO0OO | 


5 @@ 旧 @ 市 
上 ooo oooo 2 = @@ 中 701 較 
| @@ 県 @@ 市 @@⑥!-|-) @@ 王 !01 た 6 山田 太朗 この 金額 は A タ イ 
me “ 5215 
が 
FtrtrHit 邊 注文 する と き の 記 
6 | 入 例 で 


※ 郵 便 且 に よっ て 了 置 し て いる 郎 便 鈴 込 用紙 が 違い ます 。 用 紙 に 応じ て ご 記入 の 上 、 お 手続 き を お 願い 致し ます 。 


中 ミ 吉 事項 


@ 振 替 用 紙 に は 赤色 と 青色 の ら 種類 が あり ます 。 必 ず 青 色 の 振替 用 紙 を ご 使用 くだ さい 

@ 筐 便 局 で 渡さ れる 払込 金 受領 証 は 郵便 事故 等 が 起き た 場合 の 証明 と な り ま す の で 、 大 切 に 保管 し こく だ さい | 

@ 注 文 数 と 合計 金額 に 説 り が あっ た 場合 、 受 付 で き な い 場合 が あめ あり ます の で ご 注意 くだ さい 。 | 

@ 通 信 擬 に 記入 いた だ いた 住所 を 元 に 送 品 い た し ます 。 確 実に お 届け で きる 住所 、 名 前 を は っ きり と 読み や すい 字 で 記 
入 し て くだ さい 。 

人 @ 応 募 の 後 、 引 越し な ど を され た 場合 は 下記 の 問い 合わ せ 先 まで 手紙 、 メ ー ル また は ファ ックス に て 新しい 住所 を お 知 
ら せ く だ さい 


| い 合 わせ 


走 聞 太 2006 年 6 月 30 日 


(受付 時 間 : 平日 午後 12:00 一 17:00) 
※ 締 め 切 り 後 の ご 応募 は 受け 付け て お り ま せん 。 Fax 03-5227- フ 7210 


※ 完 全 受 注 生産 の た め 、 ご 応募 の 締め 切り か ら お 手元 に 商品 が 届く まで 、 約 ら ーd ヶ 月 か か り ま す 。 何卒 ご 了承 くだ さい 。 E-mail:books@ps-psytec.co.jp 


プラ イバシー ポリ シー に つい て co HE 個人 情報 の 取扱 い 等 や か な 対応 を する よう に いた し ます 


皆様 か ら 提供 され た 個人 情報 に つい て 
し 、 個 人 情報 の 保護 に 関す る 法律 お 目的 を 
する こと に より 、 個 人 情報 の 適正 利用 を いた し ます 。 
全 管 理 を 目指 し 、 そ の 実現 の た め に 以下 の 事 (4 ) ご 提供 いた だ いた 個人 情報 は 、 法 令 に よる 


項 に 取組 み ま す 。 当 な 理由 が ある 場合 を 除き 、 第 三 者 へ 提供 する こと を 
いた し ませ ん 。 報道 また は 著述 の 用 に 供 情 
( 1 ) 個人 情報 保護 に 関す る 規程 を 定め 、 当 社 役員 を は (5) 個人 情報 の 改ざん ・ 漏 洩 ・ 不 正 ア クセ ス 等 を 防止 い に つ いて は 、 こ の ポリ 1 氷 と な る も の で は あり ま 
じ め 従 業 員 に 周知 を 徹底 いた し ます 。 ま た 、 取 引 先 等 に する た め に 、 人 的 - 技術 的 に 必要 な 措置 を 講じ ます 。 せん 。 
つい て も 個人 情報 の 取扱 い に つ いて 法令 等 を 遵守 する こ 6 社 の 保有 個人 デー タ に つい て 、 そ の 情報 を ご 提 
と を 要請 する と と も に 、 必 要 に 応じ 監督 ・ 指 導 ・ 協 議 を 供し に er 開示 ・ 訂正 ・ 用 停止 の 
いた し ます 。 頼 ィ 合 は 、 迅 速 な 処理 を 法令 に 則り 速 
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正 民 傘 筑 う ワ マロ 


History of IZUMO SDeCclal DVD 操作 方 法 


本 DVD は パソ コン で 再生 可能 な デー タ DVD クリ ッ ク で 画面 を 閉じ る 
で す 。DVD-ROM 対 応 ド ライ ブ に ディ スク を セ 各 コ ン テ ン ツ へ 移動 
光 ド R し (で ぐ 太 を さ い 区 6 写 秋 ー 画 面 が 自動 で 表示 Microsoft Windows は 米国 マイ クロ ソフ ト 社 
ここ の 米国 お よび その 他 の 国 に お ける 登録 商標 
され ま 2 す 。Made with MacroMedia は マイ クロ ステ 
メニ ュー が 自動 で 表示 され な い 場 合 は 、 マ イ ア 社 の 登録 商標 で す 。 そ の 他 の 会 社名 、 製 


品名 は 各社 の 登録 商標 で す 


コン ピュ ー タ か ら DVD ド ライ ブ の アイ コン を 右 
クリ ッ ク し て 「 開 く 」 を 選択 し ます 。DVD デ ィ 
スク 内 の 「h izumo.exe| を ダブ ルク リッ ク す る 
と メニ ュー 画面 が 表示 され ます 


較 必 要 動 人 環境 

OS Windows98/Me/2000XP 

CPU Pentiuml 500MHz 以 上 

メモ リ 128MB 以 上 

ディ スプ レイ 800X600 ド ッ ト 以 上 

その 他 メデ ィ ア プレ イヤ ー な どの mpg 再 生 ソ フト 


天 
H シ ー ン 特集 


IZUMO」「IZUMO2」「IZUMO 零 」 か ら 選 りす 
ぐり の エッ チ シ ー ン を 収録 し て いま す 。 見 られ る 


シー ン は 全部 で 12 シ ー ン 。 お 手軽 に IZUMO ワ ー ル ほり 】 
ド の エッ チ シ ー ン が 楽し めちゃ いま す 。 ャ IT we 、 デ ト 
1 メメ 三 = ュー 画面 で タイ ーーー どの キャ ラ の エ ッ チ を 見 る か 選択 


に 。。 . 還 7 ii 


表 
IZUMO 問 答 キ 


簡単 な 問題 か ら か な り マ ニア ッ ク な 質問 まで 
IZUMO ワ ー ル ド を どの くら い 知 っ て いる か この ミ 
ニ ゲ ー ム で チェ ッ ク し よう 。 ラ ンタ ダム に 出現 する 
クイ ズ た ち 。 全 80 問 回 答 す る こと は で きる か な 。 


IZUMO 種 シリ ー ズ 総集編 


ト ュ 
各 タ イト ル か ら セ レク ト し た 9 人 の 女の子 た ち が 
麻雀 勝負 。 プ レイ ヤー キャ ラ と 対戦 キャ ラク ター 
を 選び 、 勝 利 す る と BG-i コ レク ショ ン て 描き 下ろ ra 1] W 6 
8 khー00 の プラスト eo 
GA0MO が が 0 イラ スト 灯 旨 5 あれ > ブレイ ヤー EPC で に キャ ラ ご と に 1 枚 す つ 夫 集 編 な ら で は の 役 も 。 全部 で 2 種類 。 
FCcGgB Im 、 4 4 2 トト ポス リリ WW ii 


IZUMO - 卸 き 刻 の 関 記 


TV アニ IZUMO 一 猛 き 剣 の 関 記 一 ! の DVD プ 
ロモ ーション 映像 と ドラ マ CD の 試聴 が で きま す 。 


デモ ムー ビ ピー・ 体 験 版 ・ 拡 張 シ ナリ オ 


IZUMO」「IZUMO2」「IZUMO 零 」 の 体験 版 ・ 
デモ ムー ビー を 収録 。 ま た IZUMO2 ビ ジュ アル 
ファ ン ブ ッ ク 、IZUMO 零 ビジ ュ ア ルフ ァ ン ブッ 
ク に 収録 され た 拡張 シナ リオ も 再 収 録 。 

*「IZUMO] 体験 版 に 入っ て いる オー プ ニ ン グ ム ー ビ ー が 上 手 
く 再生 され な い 場 合 、codec を イン スト ー ル する 必要 が あり ます 
DVD ディ スク 内 の 「codec」 フォ ル ダ か ら 「wmpcdcs8.exe」 を 


オリ ジ ナ ル 壁 紙 


ダブ ルク リッ ク し て 画面 の 表示 に し た が っ て codec を イン スト ー ル し て くだ さい | 本 誌 オ リ ジ ナ ル * ダ ウン ロー ド で 
※ 「IZUMO2」「IZUMO 零 」 の 拡張 シナ リオ は 各 ゲ ー ム 本 体 が イン スト ー ル され て いる 必要 が あり ま TI Sr ド で きま す 。 
す 。(「IZUMO2 学 園 狂想曲 | 特別 版 に 同 柚 さ れ て いる [IZUMO2| は すでに 「IZUMO2| 拡張 シナ リ タイ トル の ヒロ イン と 主人 公 、 フ ァ ン ブッ ク の 
オ が 収録 され て お り ま す | | 表紙 イラ スト の 壁紙 が 収録 され て いま す 。 


IZUMO2 学 較 手 門間 


IZUMO2 学 園 狂 想 曲 」 の 体 駿 版 、 
| 一 ビー (一 般 ・18 禁 バー ジョ ン ) 、 特 製 壁 
紙 が ダウ ン ロ ー ド で 
きま す 。 デ モ ム ー ビ 


一 DirectX に つい て 

体験 版 ・ オ リ ジ ナ ルコ ン テ ン ツ を プレ イ す る に は DirectX が イン スト ー ル 

され て いる こと が 必要 で す 。 イ ンス トー ル さ れ て いな い 場 合 は 、DVD デ ィ 

スク 内 に ある 「directx」 フォ ル ダ か ら 「dxsetup.exe] を ダブ ルク リッ ク 
| し 、 画 面 の 表示 に 従っ て DirectX9.0cC を イン スト ー ル し て くだ さい 。 


ヤケ ー ム て 使用 半生 人 電 | | 画 ムー ビー 再生 に つい て 
され る 5D キ ャ ラ を 使 本 DVD に 収録 され て いま す ム ー ビ ー お よび 音声 デー タ は Windows Media 
っ た 全 16 種 類 の 壁 | 9%% Player で の 再生 を 推奨 し て お り ま す 
紙 の 中 に は 、 レ ア な 国 画 ウ ィ ン ド ウ に つい て 
四聖 獣 の SD キャ ラ メニ ュー 画面 は 全 画 面 表示 され ます が 、「Esc」 キー を 押せ ば ウイ ンド ウ 表 


も 。 ga 示 に 切り 替わり ます 


* e 第 三 草 $ 


聞 叶 族 ご い ーSO 1 マ W 


ゲー ム 関 係 か ら 様々 な 関連 メデ ィ ア で IZUMO シ リー ズ 
の 版権 イラ スト を 描い て きた 山本 和枝 。 彼 女 が 描い た そ 
れ ら の 版権 イラ スト に は 、 ゲ ー ム と は また 一 味 違 っ た 魅力 
が つめ られ て いる 。 そし て 発売 間近 の 最新 IZUMO シ リ 
ー ズ 「IZUMO2 学 園 狂 想 曲 ] も 見 逃 せ な い 。 


ffom IZUMOzero 


HERO & HEROIiNE 
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山本 和枝 が 描い た も う ひ と つの IZUMO ワ ー ル ド 


4 人 人 お 忌 品 
ーー Illustration 
pe フ 

全う 婦 ど とう の Gu 


パプ リ シ テ ィ ー イ ラス ト ギ ャ ラリ ー 


/ NN 


Ns 交 oN 


ド 


N 
ッ ン 
の プ 。 さ / 
/ / 必 
ん 


シリ ー ズ 全編 通し て 山本 和 村 が 描 
いた 版権 イラ スト は 全 100 以 上 に も 
及ぶ 。 それ ら す べ て が 一 杉 の 絵 と し 
て 完成 され て お り 、 ゲー ム 中 の CG 
と は また 違う 魅力 を 見 せ て いる 。 
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あ 辻 全高 大 


MM / 
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あ 室 倒 融 大 
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あ 室 倒 両 藤 
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夫 高大 
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物語 と 物語 を 困 ぐ アナ ザー スト ー リ ー 


大 切な 玉 物 


幼い 日 の 写真 を ずっ と 持ち 続け て いた 到 。 


彼女 が その 写真 を 撮っ た 時 の 話 と 


ャ 


掲載 ラズ ベリ ーVol16 


その 十 数 年 後 、 刻 の 両親 が 彼女 へ 向け た 思い の 物語 。 


『 


ト 。『 
に 
4 


RNN 
NN の 
4 
ja 
と 1 


ぎ 『 
3 F )」 細 隊 / 
電 


| 十 年 ぶり に 帰る 日 本 一 あたし の 思い は あの 子 へ と 葵 、  』 


中 両親 の 思い SS 

シア トル に また 夏 が 来 よ うと し て いる 。 ア メ 
リカ の 西海 岸 に ある この 街 は 、 温 暖 で 住み や 
すい 。 

まだ 雨 が 降る 日 も 多い けど 、 今 日 は 晴れ て 
いて 窓 か ら 抜 ける よう な 青空 を 見 る こと が で き 
た 。 で も それ る 今日 が 見 納め 。 あ た し は 今日 、 
† 年 ぶり に 日 本 へ と 帰る 。 

荷造 り を 終え 、 最 後に 机 の 引き 出し を 開け 
て 一 枚 の 古び た 写真 を 取り 出す 。 肌 身 離さ ず 
持ち 歩い て 保存 の こと な ん か 全然 考え て いな 
か っ た か ら 、 す っ か り 色 補 せ て し まっ た 上 に 
所 々 破れ か け て いる その 写真 に は 、 小 さい 頃 
の あたし と 、 も う 一 人 棒 き れ を 持っ た や ん ち 
ゃ そう な 男の子 の 姿 が 映っ て いた 。 


「 な あ 、 今 か ら で も 考え 直 き な いか ? 日 本 に 
帰る の は 、 こ っ ちの スク ー ル を 卒業 し て か ら で 
も いい じゃ な いか 」 

あたし が 日 本 に 帰る こと を 決め て か ら も 、 
パパ は 何 か あ る ご と に そう 言っ て 引き 留め よう 
どす る 。 
「 だ め よ パパ 。 こ の 子 は 私 に 似 て が ガンコ な ん だ 
か ら 、 一 度 決 心 し た ら 絶対 に あき ら め な いわ よ 」 

クス クス と お か し そう に 笑う ママ を 見 て た め 
息 を つく パパ 。 優し いけ ど 、 心 配 性 の パパ を 
圧し ませ る の は あたし も 辛い 。 で も 、 心 に 決 
め た 以上 実行 し な いと 、 次 の チャ ンス は いつ 
来る か わか ら な いか ら 。 
「 も う 十 年 も シア トル に 住ん で いる の に 、 ど う 
し て そん な に 帰り た いか な ぁ 。 それに ママ だ っ 
て 覚え て いる だ ろう ? 以前 お じい ちゃ ん の 家 
に 入 を 拓 け た と き に あっ た こと を 」 
「 大 丈夫 よ 。 野犬 の 一 匹 や 二 匹 、 蹴 散ら せる く 
らい に は 鍛え た か ら 」 

女の子 に それ は な い だ ろ うと 困っ た 顔 を する 
パパ 。 う ちの ママ は 空手 の 達人 で 、 こ っ ち で 
も 子供 相手 に 道場 を 開い て いる 。 あ た し は そ 
の 一 番 弟子 で 、 ち ょ っ と 腕っ節 が 強い だ け の 
男 く らい な ら 手 玉 に 取る 自信 は ある 。 で も パ 
パ は そう いう の に は 全然 か ら っ き し だ か ら 、 将 
来 お 嫁 に 行け る か 心配 らし い 。 そ うし た ら マ 
マ が 笑っ て 、 大 丈夫 よ 、 私 だ っ て パパ が も ら 
っ て くれ た じゃ な いと 言わ れ て 、 ぐ う の 音 も 出 
な か っ た 。 


| IZUMO 一 自 き 人 の 開 記 通常 阪 第 3 巻 ジャケット 
KSRNIM 

NN 詳 N| |ZUMO2 ね っ と 宝島 購入 特典 テレ カ 
| 、 庄 


AMNMO3II 
彰 , 、| IZUM02 ね っ と げっ ちゅ 屋 購 入 特典 テレ カ 
に いう 


月 


貞 s の の に と 。 

私 が まだ 日 本 に 住ん で いた 頃 、 お じい ちゃ ん 
の 家 に よく 遊び に 行っ て いた 。 お じい ちゃ ん の 
家 は 古い 道場 で 、 マ マ が 強い の も その せい だ 。 
いつ も の よう に 遊び に 来 よ うと し て いた ある 
日 、 野 犬 に 襲わ れ か けた こと が あっ た 。 そ こ 
を た また ま 通 りか か っ た 男の子 が 助け に 飛び 込 
ん で き て くれ て 、 あ た し を か ば っ て ケガ を し 
た 。 お じい ちゃ ん が 急い で 駆け つけ て き て くれ 
な か っ た ら ど うな っ て いた か わか ら な い 。 

どこ の 子 か わか ら な か っ た か ら 、 お じい ちゃ 
ん の 家 で 手当 を し て も ら っ た 。 あ た し は わん わ 
ん 泣い て いた の に 、 そ の 子 は 涙 一 つこ ぼ き さき な 
か っ た の を 覚え て いる 。 


それ か ら 、 そ の 男の子 は お じい ちゃ ん の 家 に 
よく 遊び に 来る よう に な っ た 。 遊び に 来る と 
言っ て も 、 勝 手 に 庭 に 入り 込ん で は 道場 の 稽 
古 の 様子 を 見 て いる だ け 。 

あたし は その 子 が 笑っ た り 、 楽 し そう に し 
て いる と ころ を 見 た こと が な か っ た 。 い つも ゃ 真 
剣 な 表情 で 稽古 し て いる 人 た ち を 眺め て は 、 
棒 き れ を 振っ て 一 生 懸命 真似 事 を し て いる だ 
け 。 だ か ら 、 あ た し も 話し か ける きっ か け を 作 
る こと が 出来 な か っ た 。 

一 度 だ け 、 お じい ちゃ ん が あたし と その 子 を 
呼ん で 一 緒 に 写真 を 撮っ た こと が ある 。 そ れ 
が この 写真 。 で も 、 男 の 子 は や っ ぱり に こり 
と も し な か っ た 。 


パパ の お 仕事 の 都合 で アメ リカ へ 行く こと 
が 決ま っ た 日 も 、 あ た し は お じい ちゃ ん の 家 に 
来 て いた 。 そ の 時 の こと は 今 で も は っ きり と 覚 
えて いる 。 い つも の よう に 二階 か ら 、 庭 で 棒 
を 振る 男の子 を 見 て いた 。 

で も その 日 は 何 か 人 違っ て いた 。 そ れ は 、 そ 
の 男の子 が 泣い て いた か ら 。 野犬 に 毅 わ れ た 
と きも 泣き 声 一 つ あ げ な か っ た あの 子 が 、 顔 
を 涙 と 鼻水 で グズ グズ に し な が ら 一 心 不 乱 に 
棒 き れ を 振っ で W ゆ だ 。 

や が て ママ が 呼び に 来 て 、 あ た し は 日 本 に 
し ば し の 別れ を 告げ た 。 


さあ 、 ろ う 。 あ の 子 が いる 、 尼 
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それ か ら 十 年 、 あ の 時 に 一 緒 に 撮っ た 写真 
は 、 見 知ら ぬ 土 地 で 暮らす あたし の 心 の 支え 
に な っ て くれ た 。 そ れ は 今 で も 変わ ら な い 。 

あの 男の子 は 今 で は お じい ちゃ ん の 家 の 一 
員 に な っ て いる と いう 。 結局 一 度 も 言葉 を 交 
わす こと は 出来 な か っ た けど 、 帰 っ た ら 勇 気 
を 出し て 話し か け て みよ う 。 聞き た いこ と は い 
っ ぱい ある 。 ど うし て て あの 時 泣い て いた の ? 
どう し て 笑わ な い の ? そし て 、 何 より は あ た 
し は まだ 助け て も ら っ た お 礼 も 言っ て いな い 。 


ジジ 

ノッ ク の 音 に 振り 抜く と 、 マ マ が 立っ て い 
た 。 そ う 言 えば 、 部 屋 の ドア を 開け っ 放し に 
し て いた ん だ っ け 。 
「 も う 荷 造り は 終わ っ た の ? 」 
「 う ん 、 も う 終 わり 」 

フォ トス タン ド か ら 写 真 を 取り 出し て 大 事 
に し まい 込む 。 マ マ は そん な あたし を 優し い 目 
で 見 つめ な が ら 、 一 組 の 古び た グロ ー ブ を 取 
り 出 し た 。 空手 と か で 使う 、 手 の 甲 を 保護 す 
る タイ プ の も の だ 。 
「 こ れ も 持 っ て 行き な さい 。 角 別 よ 」 
和え の ee で も 、 こ れ っ て ママ の 大 切な も の じゃ 


「 い い の よ 。 こ れ は ね 、 信 じ ら れ な いよ うな 苦 
難 と 、 そ し て 喜び を 共に し て きた も の な の 。 き 
っ と あな た に 力 を 貸し て くれ る わ 」 

すり 切れ て 表面 も ボロ ボロ の その グロ ー ブ を 
受け 取り 、 手 に は め て みる 。 な ん だ ろう 。 何 
か 不思議 な 力 が 流れ 込ん で くる よう な 気 が す 
る 。 優し さき 、 暖 か さ 、 そ し て 勇気 。 

「 が ん ば りな さい 。 マ マ は いつ だ っ て あな た の 
こと を 応援 し て いる か ら 」 


ちょ っ と 熱く な っ た 目頭 を こす りな が ら 、 照 
れ く ささ を 隠す よう に 窓 の 外 を 見 上 げた 。 
さあ 、 帰 ろう 。 あ の 子 が いる 、 懐 か し いあ 
の 町 へ 。 ヤ ギ ・ タ ケル 。 そ れ が お じい ちゃ ん か 
ら 聞 いた あの 子 の 名 前 。 

私 の 心 は 、 ど こま で も 高い 青空 を 突き 抜け 、 
日 本 へ と 飛ん で いた 。 


し いあ の 町 へ 。 


NN 缶 07 ||| 
) | IZUMO - 猛 全 


メッ セ サ ッ オー カー 


ん が 08 


ラズ ベリ ーVol.16 皇 終 ・ シ ョ ー ト スト ー リ ー 


/2S ド YU 第 、 忠 


の 


沙 室 全 瑞 大 


7 


ノ グ y プ 守 と ュ ころ 
N | 交 電 


物語 と 物語 を 繋ぐ アナ ザー スト ー 


共に ある 存在 


麻衣 が アシ ハラ ノ ク ニ に 生 を 受け て か ら 


一 緒 に あり 続け た 一 つの 存在 。 


リー 訣 


ラペ りーVel7 


その 存在 と 大 き な 運 命 に 巻き 込ま れる 前 の 話 。 


|| に の 世界 に 来 た と きか ら 十 年 、 ず っ と 一 緒 に いた ヤ タ ロー 


上 中 北 河 神社 で 

北 河 結 源 は 目 を 覚まし 、 今 見 た 夢 は 何だ っ 
た の だ ろう と 首 を か し げた 。 辺り は 暗く 、 夜 
明 ま で は まだ 遠い 。 布団 の 上 に 身 を 起こ し 、 
誰 も いない 部 屋 を 見 回 す 。 

この 北 河 神 社 の 神主 を 務め る よう に な っ て 
も う 二 十 年 に も な る だ ろう か 。 す で に 五 十 代 を 
越え て いる が 妻 論 も せ ず 、 大 き な 祭事 の 時 を 除 
いて は 他 の 人 間 も 置 か ず 独り で 暮らし て きた 。 

今見 た 夢 を も う 一 度 思い 出し て みる 。 そ の 
男 は まる で 古代 の 神話 に 出 て くる よう な 衣装 
に 身 を 包 ん だ 偉 丈夫 で 、 顔 も 言葉 も よく 覚え 
て いな い が 、 自 分 に 何 か を 告げ て いた よう に 
思え た 。 


か あぁ 。 


夜 の 静寂 に 鳥 の 鳴き 声 が 響く 。 山 の 上 に あ 
る この 神社 は 周り を 林 に 囲ま れ て いる 。 烏 も 
多く 住み 着い て いる が 、 こ ん な 深夜 に 鳴く こ 
と は 減 多 に な い は ず だ 。 

何 か の 予感 を 感じ て 、 寝 泊まり し て いる 社 
務 所 を 出 て 本 殿 へ と 向かう 。 そ の 途中 、 拝 典 
前 の 庭 に 足 を 踏み 信 れ た と き 、 そ こ に 人 影 が 
いる こと に 気が付い て ぎょ っ と し た 。 

( 誰 だ ? ) 

よ ぐ 且 を と らし で みる と 、 
し いこ と が わか っ た 。 

年 の 頃 は 十 に 届く か 届か な いか だ ろう か 。 
薄 汚 れ た 、 粗 末 な 着物 を 着 た その 女の子 は 、 
何 か 古 い お と ぎ 話 に 出 て くる 童 女 を 思わ せ た 。 

女の子 は 近づく 源 を 恐 が り も せ ず 、 た だ 
じっと 見 上 げ て いた 。 そ の 表情 か ら は 何 も 価 
うこ と が 出来 ず 、 仕 方 な く 続 源 は 問い か けた 。 
「 こ ん な 時 間 に こ ん な 山奥 で 、 一 体 何 が あっ た 
の か ね ? 親御 さん は ?」 

童 女 は 答え な い 。 ま る で 、 こ ちら の 言葉 が 
まっ た く 理 解 で き な い か の よう に 表情 も 変え 
ず 、 た だ じっと 見 つめ て いる 。 

源 は た め 息 を つく と 、 

「 と に か く 、 こ こ に そん な 格好 で いて は 風邪 を 
ひく だ ろう 。 夜 が 明け た ら 親 御 さ ん を 探し て 
あげ る か ら 、 こ ちら に 来 な さい ] 

と 、 付 いて くる よう に 促し た 。 


どう や ら 子 供 ら 


uw PC エン ジェ ル 2002 年 7 月 号 
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社務 所 へ と 消え て いく 二 人 を 、 林 の 中 か ら 
無数 の カラ ス の 目 が 見 つめ て いた 。 


か あぁ 。 


綴 源 の 背中 に 、 ま た 鳥 の 声 が 響い た 。 

女の子 の 身元 は つい に わか ら ず じまい だ っ 
た 。 和 察 に も 問い 合わ せ た が 捜 索 届 け な ど は 
出 て お ら ず 、 女 の 子 も まっ た く 口 を きか な い 
た め 、 ど うし よう も な か っ た の だ 。 

統 源 は 、 こ の 童 女 を 夢 に 現れ た 神 か ら の 授 
か り も の と 考え 、 引 き 取 る こと に し た 。 名 前 
を 付け 、 愛 情 を 込め て 世話 を し た 甲斐 あっ て 
か 、 少 し ずつ 言葉 も 話す よう に な っ た 。 そ う 
し て みる と 、 彼 女 は 非常 に 頭 の 良い こと が わ 
か っ た 。 学識 豊か だ っ た 源 は 彼女 に 様々 な 
こと を 教え 、 そ し て 彼女 も スポ ンジ が 水 を 吸 
い 込 むように 知識 を 身 に 付け て いっ た 。 

そし て 十 年 の 歳 月 が 流れ 、 童 女 は 美しい 娘 
へ と 成長 し た 。 


目 日 常 が 日 常 で あっ た 日 
「 お いで 、 ヤ タロ ー」 

差し 出し た 腕 に 、 一 羽 の 鳥 が と まる 。 そ の 
鳥 は 、 出 雲 学園 の 制服 に 身 を 包ん だ 彼女 を 見 
上げ て 一 声 、「 カ ァ 」 と 鳴い た 。 

「 そ う 、 い い 子 ね 」 

誰 も いな い 屋 上 を 朝 の 風 が 吹き 抜け 、 彼 女 
の 見 事 な 長 髪 を さら さら と 撫で て 行く 。 そ こ 
か ら 見 下ろ す 校 庭 は 、 ま だ 学生 た ちの 姿 も ま 
ば ら だ っ た 。 

や が て 校門 の 前 を 豪 者 な リム ジン が 通り 過ぎ 、 
4 人 の 男女 が 校門 か ら 入 っ て くる の が 見 えた 。 
「 そ れ じ ゃ あ 、 ま た な 」 

「 は い 、 そ れ で は …… 」 
「 あ あ 。 放課後 、 部 活 で な 」 
「 う ち に も 遊び に 来 て ね ! 」 

部 活 の 早朝 練習 な の だ ろう 。 別れ の 言葉 を 
交わ す と 、 そ れ ぞ れ の 部 室 へ と 向かっ て 行く 。 
彼女 は 、 そ の 中 の 一 人 を じっと 見 つめ て いた 。 


「 転 校生 …… で すか ? ] 
_ か あぁ 。 
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担任 の 教諭 の 隣 に は 、 明 ら か に この 学園 の 
も の で は な い 明 る い 色 の 制服 を 着 た 、 活 発 そ 
うな 女の子 が 立っ て いた 。 

「 彼 女 、 帰 国 子女 で な 。 十 年 間 ア メリ カ に 港 在 
し て いた ん だ 。 進 須 、 彼 女 が 学生 会 長 の 北 河 
君 だ 。 同 じ ク ラス だ か ら 色 々 と 教え て も ら う 
と いい だ ろう ] 

「 北 河 き ん 、 よ ろ し くね ! 」 

そう 言っ て 進 須 と 呼ば れ た 彼女 は 、 ば ぁ っ 
と お 日 様 の よう な 笑顔 を 浮か べた 。 


「 よ ー し 、 み ん な 、 席 に 着け 一 ! 」 
担任 の 声 で 、 お し ゃ べり し て いた 学生 た ち が 
わら わら と 自分 の 席 に 戻る 。 や が て 転校 生 の 紹 
介 が 始ま り 、 教 室 は ど よ めい た 。 だ が 騒ぎ は それ 
だ け に 収まら ず 、 転 校生 が 男子 の 一 人 に いき な 
り 抱 きつ き 、 し か も な ぜ か その 後 黄 り 飛 ば し て 気 
絶 き せる と いう と ん で も な い 事 態 に な っ た 。 


「 は っ 1!?」 
気絶 し て いた 男子 が 気が付い た 。 

「 き 、 北 河 ! あの 、 え ーー と 、 あ れ か ら 何 が 起 
こっ た の !?」 

八 岐 く ん 、 気 絶 し た の ]」 
そう 告げ ば る と 、 八 岐 と いう 名 の その 男子 は 

情け な さそ うな 上 顔 を し た 。 
「 気 を 失っ て る だ け だ っ て いう か ら 、 じ ゃ あ 接 
か し と けっ て 、 み ん な が ] 
「 ひ で えな 、 お い ! 」 
「 で も 、 八 岐 く ん も ひど いと 思う 。 フ ィ ア ン セ 
の こと を 忘れ る な ん て 」 
「 ジ ィ ア ジン 導 ? 


そん な 、 学 友 た ちと の た わい な い 会話 。 

了 が し いけ れ ど 、 今 や 何より も 大 切な も の に 
思え る よう に な っ た この 世界 で の 日 々 。 

だ けど 、 そ の 終わ り は も うそ こま で 近づい て 

いた 。 彼 女 が 、 自 分 の 使命 を 果たす 、 そ の 時 が 。 


それ か ら 数 日 後 、 二 十 年 の 時 を 隔て て 再び 
出雲 学園 を 異変 が 筐 うこ と と な る 。 
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蜂 //N 
内 


# $ 7 


共 戦い の 後 、 ネ ノ ク ニ に 残っ た サク だ っ た が 、 の - 
ご < 得 # 自称 婚約 者 の ニニ ギ に 付 ほ ま と わ れ 、 アシ ハ / 財 ン 

| / 統 の 介 ジ ク ミ へ や っ て きた 。 現世 で は 夷 馬 察 に 居 重 グ 多 
| / 但 の 上 讐 し 、 み ん な と 学 義通 9 こと に な る 。 2 


ーー ミー 二 - ーーーーーーーーー ミ ーーー ゴ ーーーーーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニニ ーー ニーーー-| ーー へ 、 ルリ ノン /// (w 


半 ne 鳥 琴 CV: 海 康 エレ ナ 
し 7 ~ SHIRATORIKOTONO 


) 猛 の 幼なじみ 。 ネ ノ ク ニ の 冒険 で 魂 が 一 度 分 離し た 
! せい か 、 健 康 に な っ た 様子 。 そ の た め 消 極 的 だ っ 
, た 性 格 も か な り 活 発 に な り は じ め て いる 。 
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ンタ 信 戸 に 
レ | ooSUuSERI 


ノボ 計 ! 夷 馬 六 介 の ひ孫 で 、 半年 前 まで は アメ リカ に 編 N 
w よ ! 住ん で いた が 、 今 は 放 馬 家 で 大 ら し て いる 。 ツル 
マテ ! ネ ノ クニ で の 冒険 で 空手 の 腕 は さら に 上 達 ご 7」 [ 1 
か 、 


今 で は 全国 大 会 へ の 出場 も 確実 らし い 


し の 食 鳥 財 内 の 一 人 如 で [IZUMO」 の ヒ っ 。 
/ ロイ ン 倉 島 少 の 娘 で も ある 。 幼い 頃 、 


| ( 遇 に ) 購 と 結婚 の 約束 を し た 。 秘 。 
| 「 鶴 主 義 者 で 世渡り 上 手 
い 届 ー - 


伝説 の 生徒 会 展 の 愛 過 、 
加須 を 細 ざ 寺 堅 主義 者 
/ 選 | 


トート コト 


に 記 


6 


mwN 


し | 
計 
Po 
定 


9- ある 


の ) 
きい アァ 


己 宮 
で 守 


出雲 学 園 の 教師 。 産 価 代 理 で 音楽 を 担当 。 見 た 上 用 
i は 大 人 っ ぽ ぱい が 、 お っ と り と し た 喋り 方 や どこ か 危 ( 
『 な っ か し い ボ ケ っ ぷり は 守っ て あげ た く な る タイ プ ブ 


ニニ ギ が アシ ハラ ノ ク ニ へ 訪れ た 反動 で 、 一 緒 WAS / 
に や っ て 来 た 精 寺 。 硝 風 の 精 電 で 、 世 界 中 で - 和 クン 同 2 
暴れ まく り 、 つ い に は 出雲 学園 に も 上 陸 予 定 ペン チー 


1 


N 


大 斗 聞 5 と 回 


や また け 


に に ぎ 
CV: ビ スケ ッ ト 子 爵 CV: 木 島 宇 太 
主人公 ほ も ち 記 邦 征 の 男 前 途 多 難 な も う 一 入 の 主人公 迷惑 千 万 ! サク ヤ の 追っ か け 


ネ ノ クニ で の 戦い で 恋 身 と も に ネ ノ クニ に ゅ 、 た 大 還 語 連 衣 表 サク ヤ を 妻 に まみ ど 迫り まぐ る 
成 恋 し た が 、 と 騙 末 僕 来 軸 て j 還 "直せ 人 囚 編 i@ ほ じ 1 迷 惑 。 光 ( 天 @ 防 用 を 首 
ん コ 所 直 疾 閣 と お 調 論 族 天 記 に :」 、2 親 の 問題 な っ K ア シク クニ ま G 
4 作り は 以 骨 の 計 上 ど 板 ば はさみ 状 問 に 。 田 っ て 北 半 


純愛 ! 略奪 愛 ! 板ばさみ ! この 男 た ち は ど う 動 く ? 
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剛 と と も に 新た な 人 生 を 歩む 元 こ 天 


い の as: 昌 
[な る 日 々 を が る 生 征 公太 基 

b 人 UN 
北 河 麻衣 品 本 2%。。 内 
! 戦い の 後 、 北 河 神 社 に 戻っ て きた 麻衣 は 、 再び 学園 生活 


!) を 送る が 文化 祭 を 前 に し て 多忙 な 日 々 らし い (26 


ギ を 追っ て 剛 と 一 緒 に アシ ハラ ノ ! 
に 訪れ る 。 そ の 後 、 剛 の 父親 を 説 1 
る た め 大 斗 家 に 一 時 住む こと に 


Sg asa 
2 夫 あな た は 誰 に 会 い に 行く 0 
学園 で の 生活 を 楽し も う 


マッ プ 移 動 形式 で 物語 は 進ん で いく 
MIW 本 作 。 プレ イヤ ー は 出雲 学園 と 町 の マ 
| ツブ か ら 好 き な 場 所 へ 訪れ る こと が で 
| きる 。 どの キャ ラ が どこ に いる か は 一 
| | 目 訟 然 。 好 き な 女 の 子 を 追い か け 続 け 
て も よし 、 み ん な と 仲良 くし て も よし 。 
どん な 学園 生活 を あな た な ら 楽 し む ? 


胸 動き 回 る っ キャ ラク ター た ち 
公 話 シー ン の 注 出 が 面 日 い グ 。 いき 

| 会話 シ ー ン で キャ ラ が 左右 前 後に 動く の 7 
と ん し 過 放 


を 始め 、 イ ベン ト CG や バト ル シ ー ン で も 動き 
8 の の ある 演出 が 至る と ころ で され 、 ハ イ テ ン シ 
ーー ン | ョ ン な 物語 を さら に 盛り 立て て いる 。 


和 豆 も 知 も 和則 全 わら 9 引 . 芝 氷 
円 鳥 明 日 CV: 木 葉 要 


1 元気 いっ ぱい の 妹 ぶ り は 健在 。 表 道 も 、 毎朝 猛 や 六 に 喰 ら 
! わす フラ イン グ ボ ディ プレ ス も 絶好 調 だ 。 


人 イベ ント CG に も 面白 い 
演出 が 。 左右 に ぐる ん ぐ 
る ん 動く 明日 香 の ボ ディ 
プレ ス は 必見 。 

4 物語 中 悪霊 と 戦っ た り 
する 場面 で は バス ト ア ッ 
プ で は な く 専 用 の カッ ト 
イン が 使用 され る 。 


染み 四聖 獣 も 登場 ! さら に は な つか し の あの 人 も エピ ソー ド で ! 
ンー さき 物語 が 進ん で いく と 四 垂 獣 や [IZUMIO2] で 登場 し 看 験 孤 で 明か され る 出生 の 秘 刻 


N 調 た 精霊 た ち が 登 場 。 ア シ ハ ラノ クニ の 服 を 着 た 白虎 や 
本 誌 付録 の Special 


水着 の 玄武 な どい つも と は 人 違 う 姿 が 見 れ て 楽し い 上 、 8 
DVD に は [IZUMO2 


【) 彼女 た ちと の エッ チ も ある 。 
学園 狂想曲 ] の 体験 
> デ - ク グ 版 と デモ ムー ビー が 
ア / 収録 きれ て いる の で 


遊ん で みよ う 。 ニ ニ 
ギ の 出生 に まつ わる 
話 で は 懐か し の キャ 
ラ $ 登 場 する 。 


( 休 箇 レ ス w 


人 


NEXT 1ZUMO WORLD 


IZUMO2」 関連 に スポ ッ ト が 当たる 


ぎ 。 wm 半 - ・ ジ ャ ン ル 1 en 
中 、PS2 ソ フト も 満 を 持 し て 登場 ! 2 で 206mAm7aye 
PS2 だ か ら こ その 快適 プレ イ を 望め る 、 _pB 価 通常 


2 NM (税込 ) 
眼 定 版 


RPG パ ー ト の ほか 、 や は り 見 どこ ろ と 
いえ ば 新 イ ベン ト だ ろう 。 珍しい 本 乃 


g ーー 才 A > ! h 2 5 際 : 3 応 PlayStation ら 2 
と ヒミコ の 2 ショ ッ ト や 、 四聖 油 た ちの 還 隊 時 Me 1 各 験 人 | 技 和 軸 和 和 刺 オリ 
新 イ ベン ト な ど な ど 、 PS2 だ か ら こ そ 楽 完 - 感 本 IM 


し め る イベ ント や シナ リオ 満載 で プ レ 4/( ソ コン の スペ ッ ク が 足り な く て 、 ブ レイ が 大 変 だ っ た ブレ 
イヤ ー も 多い は ず 。 マ ッ プ 移動 も 敵 と の バト ル も 超 ス ムー ズ プ 


イ し た こと の ある 人 も 楽し め る だ ろう 。 レイ を お 約束 ! 


EututitugN も SS | 
wm6. 時 出 8 、 


kB お M8S ゅ 2 地 M 


2004 年 か ら コ ンプ ティ ー ク で 連載 が ス 
ター ト し 、 完結 を し た 「IZUMO2] 漫画 が 
つい に コミ ックス 化 さ れる 。 漫画 を 描く 
の は 、 原 画家 ・ 山 本 和枝 、 そ し て スト ー 
リー も 原作 シナ リオ ライ ター の 高橋 直樹 
と 完全 な る IZUMO2 世 界 を 構築 し た 。 
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